
当直について

◆受付日付印(刑事関係＝令状事務室の受付日付印）
B印:勾留請求書接見等禁止請求書
A印;その他の書類(起訴状等）

B印A印

、◆令状事務室及びその周辺施設

」 ’|‘_‐ －－
←EV

L上企」

■■■

■

『、

1－－－－－－－－－



、

ー

勾留等請求逓付票
【
藤
霧
謡
難
ｅ
避
噌
翁
露
舞
篤
毒
瓢
】

＝

雲 竺二壁差
請求 交付 記録返園苓涙壷

駈宅一=r万雷蕃喜 請求日
亘踊

氏 皇生年月日一
こと
フーーチユン

1982.07.08

、

富東京テスト地検 ○○－12認 住居侵入
窃盗

テスト第一署
テ慰卜蕊三

明日身柄同行
接見請求付き
接見･書類のみ

四谷検事 チ,エン 通常

③ ただし
国領事
中華人民共和
宮を除く。

ー

I l I l I U
ロ ロ ・ H 1 ・ ロ I

－－－L－－ニ ー ｜ ’.． ’ ｜ ’ ｜ ｜
一

1 1 1 Ⅱ ． ■ － ロ 1 ，1 ．

◆ ■ ロ

･ 1 1 ． 、 1 1 、 1 1 ．
． ■ ■ ■ ■ 由

－

一

I ． 1 1 ． I
｡ ■ ■ ■ r ■ ■ ■ 且

■ ■ ■

l U l I I Ⅱ 。 I ロ ロ

■ ■ B ■ ■ ■｡｡

． ’ ． I ’ ．
p 1C

由 ロ ロ ロ ロ 、 ロ ロ ﾛ ﾛ． ■ ．

■ ■ ■ －

－
－

Ⅱ I 、 ロ ロ I ． Ⅱ甲

● ■

･ 1 1 1
Ⅱ ■ 。 ． ■ ロ Ⅱ 、 ．

｡■ ■ ■

1 1 1 1 1

｜
’

■ ■ ■

■、

１
１

1

1

伊

■■■■

■■■■■■
－ ー一一■＝ ▲一一一

’ ー

－－1 1 1 ： 1．

’｢~~~「~ ｜ ’ ’
●

一
● 台



ー 〆

， 、備考欄
情報 ｜出頭時間’

|彌万"| '"〃〃○
.(ナ毎ノ

質問日

ひo･｡
｜

質問室’

蕊|鰻|蕊’ ’
由 ■ ﾛ

特記事項 勾留場所 請求者 被疑者氏名 渡留置番号 受 【
蘇
識
誌
歎
⑲
勤
咽
湾
國
蝿
戯
轟
】

｜ ’○
釘｜ 矛 ｜’ 藤繊鋲豊とチェンフーチュンテスト蕊一 ⑧B

ノ
ー
Ｊ
一
ノ
ー
ノ
ー
‐

１
１

A

A

A

A

A

1

1

1
壹五
ロロ

（ 。）２
’
３
’
’
４

B

語 ．
）

B
（

I四
語

（ ）
B

｜
●
ｇ
’

51 ’ 、 語
（ ）

B
合

I ． 隼 今

語
（ ）６

－
７

B

勾
留
質
問
者
名
簿

｜
’

語
（ ）

AB，

１
１
１

ヨ I
Ⅱ

１

０

０

！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
！
Ｈ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
ｐ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

語
（ ）AB|

I

」 語
（ ）91

AB

ト －

語
（ ）

10 AB
■

一口 ＝

、語
（ ）

11 AB

、 語
（ ． ）

12 AB

○
○
書
記
官

△
△
裁
判
官

ロ

■
■
■

語
（ ）

13 AB

■■■

■■■■■■■■■■■■■

《一

ｊ

一
一
四

く
14 AB

’15
雪
口口

(． ）
AB

ロ 0 ロ

－ ＝
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【模擬記録③勾留請求書】

勾留請求書

令和○年○月○日【昨日の日付】

東京テスト地方裁判所裁判官殿

東京テスト地方検察庁

検察官検事 四谷次郎③

下記被疑者に対する住居侵入，窃盗被疑事件につき，被疑者の勾留を請求する。

なお，被疑者欄中年齢，職業若しくは住居又は被疑事実の要旨欄のうち空欄は，

逮捕状請求書記載のとおりである。

記

1被疑者

氏名 陳富春ことチェンフーチュン

年齢 1982年7月8日生(○○歳）

職業 会社員

住居東京都千代田区隼町1丁目1番4号ちさいマンション429号

2被疑事実の要旨

司法警察員事件送致書記載の犯罪事実
． ： ‐

3勾留すべき刑事施設

テスト第一警察署留置施設

4被疑者に弁護人があるときは，その氏名

）

ｈ
″

5被疑者が現行犯人として逮捕された者であるときは,:罪を犯したことを疑うに足

りる相当な理由

通常逮捕手続書記載のとおり。

6刑事訴訟法第60条第1項各号に定める事由

刑事訴訟法第60条第1項第2, 3号

7検察官又は司法警察職員がやむを得ない事情によって刑事訴訟法に定める時間

の制限に従うことができなかったときは，その事由

1234

説R2.11



【模擬記録④接見等禁止請求書】

接見等禁止請求書

令和○年○月○日 【昨日の日付】

東京テヱト地方裁判所裁判官殿

東京テスト地方検察庁

検察官検事 四谷次郎 ③

被疑者陳富春こどチェンフーチュン（テスト第一警察署留置

施設収容） に対する住居侵入，窃盗被疑事件につき，罪証を隠滅すると

疑うに足りる相当な理由があるから，被疑者と刑事訴訟法第39条1項に

規定する者以外の者（ただし，被疑者の勾留されている刑事施設に置かれ

た刑事施設視察委員会及び同会委員並びに被疑者の勾留されている留置

施設に係る留置施設視察委員会及び同会委員を除く。 ） との交通につき，

）

下記事項に関する裁判をされたい。

記

1接見の禁止（ただし， 中華人民共和国領事官を除く）

2書類の授受の禁止

ｈ
〃

説R211



【模擬記録⑤送致書】

r著干1234

告訴｜告発｜ ・自首｜不拘束（通常】緊急｜現行
｜

’

－一 申

送致 書

送（テスト第一, ’盗犯）第567号

令和○年○月○日 ｜

’

東京テスト地方検察庁

検察官検事正 ○○○○ 殿 1
．

～

’
警視庁テスト第一警察署

司法警察員警視○○○（

｜ 下記被疑事件を送致する。 9

一己 一

被疑者の住居，氏名，年齢等
｜

’

身柄
連行

逮捕の
日時

身上前科

住居東京都千代田区隼町1丁目1番4号

ちさいマンション429号

ふりがなちえんふ－ちゆん

氏名陳富春ことチェンフーチュン

検第『234号

・
月
日

付
○
○

添 添付

○月

○日

○月

○日

午前

○時

、○分

⑤住居侵入，

帥
搬
峨
一
骨

雛
雛
畷
純
一
棚

Ｉ
ｌ
１
１
ｊ
１
４
１
ｌ
Ｉ
工
１
ｌ
４
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

無

<達丈電1982年7月8日生（○○歳） 性別男

外国人登録2004年10月恥654321

住居

添付 添付 ｜ 月
月 日

日午

月
日

有ふりがな

７
ム
ー
！
●
ａ
Ⅱ
Ｂ
Ｔ
ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ｌ
慣
Ｉ

ｌ
■氏名

時
分
無

■ ■

、年 月 日生（ 歳） 性別

外国人登録 年 月Nb,

照会 照会

’
住居

検第 号

鮒:|添付: |〒： 有ふりがな

氏名
Ｉ
ｄ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
４
０
９
４
４
０
８
Ⅱ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
■
且
■
■
■
■
■
勺
凸
■
■
■

童｜ ”、年月 日生（ 歳） 性別

外国人登録 年 月恥．

照会 ｜照会
’

一一 －－ 閏一一－1－ 画一

｜
’

刑事課長

盗犯係長

警部○○○○

警部補○○○○
捜査主任官
の職氏名 1

警電○○○一○○○○
ｰ 一.‐ ,~－－ーｰ一手－

(注意） 1送致と送付に兼用する。
2左上欄外及び前科,身上，身柄連行欄の各該当部分に赤○を付け，かつ，前科・身上
照会中の場合は，月日を記入すること。

－－

憾劉○年321号一
』

説R2.11



【模擬記録⑥被疑事実】

(別紙）

被疑事実

被疑者は，金品窃取の目的で，令和○年○月○日午前3時2,5分ころ，

東京都千代田区霞が関・1丁目1番4号新宿京子方に侵入し,同所において，

同人所有の現金10万円が入った財布1個外20点（時価合計1万500

0円相当)を窃取したものである。

以上

説R2.11



【模擬記録⑦被疑者供述調書（入定)】

供述調書

国籍中華人民共和国

住居 東京都千代田区隼町1丁目1番4号ちさいマンション4

29号

職業 会社員

氏名 陳富春ことチェンフーチュン

1982年7月8日生（○○歳）

上記の者に対する住居侵入，窃盗被疑事件につき，令和○年○月○日，

テスト第一警察署において，本職は，あらかじめ被疑者に対し， 自己の意

志に反して供述する必要がない旨を通訳人を介して北京語で告げて取り調

べたところ，任意次のとおり供述した。

1通訳人の話す北京語は， よく理解できます｡

出生地は， 中華人民共和国北京市○○洞というところです。

2位記，勲章，年金は日本でも中国でもありません。

3 前科，前歴は日本でも中国でもありません。

4家族について話します。

（途中省略）

藤毒球⑳

以上のとおり録取して通訳人を介して対応部分を示しつつ北京語で読

み聞かせたところ，誤りのないことを申し立て，各葉の欄外に署名指印し

た上，末尾に署名指印した。

前同日

テスト第一警察署

司法警察員婆罪浦○○○○③

△△△△③通潔人

説･R2.11



【模擬記録⑧被疑者国選弁護人記録表紙（抜粋)】

記番号 、ﾀ乳溺

④.
国選弁謹人選任請求に関する記録 勾留番号 ／2弾

－－士一一一一

｜ フリカナ ’ １
１

■

一

ヂヱンフーヂユシI

被疑者名′匪縛E壱や

勾留状の発付日（○月○日） 【今日の日付】 結果○月○日ロ選任口撤回ロ却下

＝
一一＝? ■r。 一座■ － －－＝

連絡メモ

被疑者国選手続(裁判官が押印する｡）

直ちに指名通知依頼する 不蒲求，撤回

同
備考

ロ女性 ロ少年 ロS名簿③=ア該当(鋪所認こより緯を2名以顕堂させた頚19

挿葎魔夢国(⑳｡抑事件の国選弁瞳人 ロ裁判員裁判対象纂件

ロ（当番・扶助)からの切替希望弁瞳士

圃勾嚇と異なるとき…

(東京，第一東京・第二東京）

テス多夢三 一一

’＝ ＝ F D ●

一=_＝ ■荘 ▲一 一一 一一

(以下,裏面等省陶
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■■■■■■ ■■■■解答編① 《マニコ〔アル 処理》の

－－＝‐＝－■凸

I
’

’

1

1

｜
’

’

1

説30．6



今
、

…解答編② 《マニュアル： 処理》



;《ﾏﾆｭｱﾙ:■解答編③

一 屑

説30.6



《マニュアル躍答編④ ’

一 一－一



解答編④■■■■《ﾏﾆﾕｱﾙ

■

■

1

且

』



〉《マニュアル解答編⑤

）

説R2.11



解答編⑥

4

①

●

一

＝---一一一 皇､己屋責~宝
R2=11



ノ

解答編⑦ 《マニュアル： 処理》



~

|■■■ －~~司解答編⑧ 《マニュアル： 処理》

1

1

イ



解答編⑨
几.ー｡.詞万

）

4

e

W

説R2.1 1



解答編⑩

《マニュ の処理》アル

説R2.11



解答編⑪
《マニユ

(刑事枠書記官の ）み

》アル： ’

｜

’
I

｜

｜
’

刊訓I ｡



解答編⑫
《マニュ 》

｜
｜

I

説R2.11



）(刑事枠書記官のみ解答編⑬
《マニュ 》アル

I

｜
'’
11

1

説R2.11
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解答編⑭ロー一|の登録】 (民事枠書記官のみ)《ﾏﾆｭｱﾙ:[~田登録》

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１
１
１
１
１
１

説30;6



|｜ Il繰作富習会実施零鎮
●口百日ロロ日ﾛﾛﾛﾛ目ロロロロﾛ回ロロロロロロ卿同ロ四ロロロロロ皿回ロロロロロロロ回西口ロﾛ画ロロロロロロロ国ロロロロロロロ■回ロロロロ函四口ロ画■口画ロロ剖固圃瓦画画回口葺今
今 ｡

；操作に戸惑ったとき，質問があるときは，講師にお気軽に声を掛け ；
ロ

ロ ､ 一 回口
§てください。 。ロ
ロ n回 ロ

ロ

ロ 回

診 々

寺々ロロ圃回ロロ日ロロ画回国画ロロロロロロロ圃画回、四回ロロロロロロロロ回画ロロ回国ロロロ団口昼ロロロ匝回何回回回ロ画回ロロロ亘睡画囹囮囮同ロロロロ皿回回ロロロロロロn口pqpO

【はじめに】

この実施要領に沿って,各自l llご入力して, |
|「 ］ください。印刷したものは，お持ち帰りください｡実際の令状当番日まで

に,厩喜詞をもう一度目を通しておいてください。
’
1

を参考にしてください。入力に際しては‘

分からないところがありましたら，講師にお気軽に声を掛けてください。

この研さんにかかる時間の目安は, 20分程度です（答え合わせ等の時間を除く。 ） 。

実際も1件あたり最大20分を目安にしてください。

へジーーーーーー～～～～～～～～～～～～癖一～～～～～～～ヘク～～～～～～～～へ合～～

1 ログイン

|I ｜の
入力してログインしてください。

’ ’’ ||操作説明会用の

’ 庭

以上の準備が終わりましたら，

なお，

ア下の《 》は，参考とな

各自，練習問題を始めてください。2

る’ 陸示します。マニ

ユアルを見ながら入力してください。

イ基本情報は，以下のとおりです。

1

自30．6



｜

’

I

必ず答え合わせをしてから，先に進んでください。ウ

ただし，今回は研修なので， 「解答編」 と答え合わせをしたところ，誤りが見

つかった場合は，誤りを修正してもけつこうですし，修正せずにそのまま先に進

んでもけつこうでする

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

騒雷商葡1 ~~1
，’
の処理》(1)

|ステップ'－1’ア

(注意． 。 ．必ずここを読んでか局進んでください。 ）

’ |に入力してください。

I
(参考）誤りが特に多い点は，以下のとおりです。自身で作成したものと

解答編①をよく見て，確認をしてください。

■ ’
2

自30．6



ステップ1－2イ

3

自30．6



|の願罪彌司 処理》(2)

ステップ2－1ア

に入力してください。

ステップ2－2イ

q

I

4

自30．6



下の(3)を飛ばして， (4)にお進みください。民事枠書記官の方は

|の作成願雪藺題司【刑事枠書記官のみ】(3)

1

ウ練習問題3を見て，手書きで書き込む部分を書き込んでください。

刑事枠書記官の方は，以上で終了です。下の(4X5)を飛ばして, 3にお進みください。

(4)匿薑置函【民事枠書記官のみx 登録{■■■の登録》

(5) 厩雷藺題司 【民事枠書記官のみ】

’

3最後に

属
U

自30．6



h

以上で終了です。適宜お帰りいただいてけつこうです。

l l練習問題,解答編及び印刷したものは，

お持ち帰りください。

すべて

■か｡●PG勺●■･●dわ?？■●●■●●■qdq年4口●古●口■■go･●旬ゅ●令夙●●◆0･●9◇Ceい●aい●勺■Qr県P◆■p羊1日母Q●●q●抄GDbOe■頓◆○､ 吟bqp守り ■■●■■p■■■■ 古●

Q」
○ ICカードは，講師に直接返却してから，お帰りください。

■

けめ4白■●●●CDd GGQa佃凸■●＆●6，■｡Q●Q Oa‘■●◆Q●抄GOO 句 a｡●■oeQタ ●D U ●q●｡■･dQD●｡Oい●ﾛ●●0〃●台paO■0■4■亡g巳⑧ウョOqeヤOD■■●● 自白■0.0abc

質問がありましたら，お気軽に講師にお尋ねください。

実際の令状当番日までに,羅銅にもう一度目を通しておいてください。

お疲れ様でした。

軸

４

6
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【練習問題1 勾留請求書】

勾留請求書

令和○年○月○日【昨日の日付】

東京テスト地方裁判所裁判官殿

東京テスト地方検察庁

，職察官検事 四谷次郎③

下記被疑者に対する暴行，国際的な協力の下に規制薬物に係る不正行為を助長す

る行為等の防止を図るための麻薬及び向精神薬取締法等の特例等に関する法律違反

被疑事件につき，被疑者の勾留を請求する。

なお，被疑者欄中年齢,職業若しくは住居又は被疑事実の要旨欄のうち空欄は，

逮捕状請求書記載のとおりである。

記

1被疑者

氏名 郭健華ことグオジェンホア

年齢 ’1985年12月21日生（○○歳）

職業 自営業

住居東京都渋谷区宇田川疎6丁目5番4号渋谷スカイマンション3
2．1号室．

2被疑事実の要旨

司法警察員事件送致書記載の犯罪事実

3勾留すべき刑事施設

テスト第一警察署留置施設

4被疑者に弁護人があるときは,その氏名

5被疑者が現行犯人として逮捕された者であるときは,罪を犯したことを疑うに足

りる相当な理由

6刑事訴訟法第60条第1項各号に定める事由

刑事訴訟法第60条第1項第‘2， 3号

7検察官又は司法警察職員がやむを得ない事情によって刑事訴訟法に定める時間

の制限に従うことができなかったときは，その事由

4321
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【練習問題2接見等禁止請求書】

接見等禁止請求書

令和○年○月○日 【昨日の日付】

東京テスト地方裁判所裁判官殿

東京テスト地方検察庁

検察官検事 四谷次郎 ③

被疑者郭健華こと グオジェンホア（テスト第一警察署留置施

設収容） に対する暴行，国際的な協力の下に規制薬物に係る不正行為を

助長する行為等の防止を図るための麻薬及び向精神薬取締法等の特例等

に関する法律違反被疑事件につき，罪証を隠滅すると疑うに足りる相当な
理由があるから，被疑者と刑事訴訟法第39条1項に規定する者以外の者

（ただし,被疑者の勾留されている刑事施設に置かれた刑事施設視察委員

会及び同会委員並びに被疑者の勾留されている留置施設に係る留置施設

視察委員会及び同会委員を除く｡ ） との交通につき，下記事項に関する裁

判をされたい。

記

1接見の禁止（ただし,中華人民共和国領事官を除く）

2書類の授受の禁止

自R2.11



【練習問題3被疑者国選弁護人候補指名通知依頼書】

龍番号 ‘'夢汐

④。
国選弁護人選任請求に関する記録 勾留番号裂形ノ

｜フリカナ ’
q

G DJ

圃
一 ◆ 命

ｸ牙藻エンホア
巾

勾留状の発付日（○月○日） 【今日の日付】 結果○月○日ロ選任ロ撤回口却下

－ ,一ーー －－一一・ 一毛二 一一一｡－一一画一 一一一一

－

叩
Ｍ
Ｍ
Ｌ
Ⅲ
Ⅱ
旧
町
Ⅱ
Ⅲ
阻
旧
Ⅲ
旧
旧
Ⅲ
旧
旧
旧
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
旧
旧
旧
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
肌
Ⅲ
則
凸
刷
削
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
川
咽
Ⅲ
川
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
旧
冊
Ⅲ
Ⅷ
刊
川
Ⅱ
川
側

連絡メモ

被疑者国選手続（裁判官が押印する｡）

）

’

削筒門|’
ｊ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
１
０
１
１
ト
ー
』
■
■
９
６
■
ｒ
Ｉ
■
１
Ｅ
ｅ

備考

ロ女性 ロ少年口s名簿③－ア験幽(肖噂､隙によ蛎課錐2名以｣麺二さゼプ翻噌

が吻蕊慮夢図(⑳｡師事件の国選弁瞳人 届鰯判員裁判対象事件

’ 口（当番“扶助)からの切替滞望弁瞳士 (東京。第一東京。第二東京）

|:欝駕部湖瞭…朧…国学週…
’

ー一一云一一二一F荘■■－－－－－－
qb4 ＝－－●一 二■■一－

一

(以下，裏面等省略）
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勾留等請求逓付票 【
鐵
踊
鵜
露
静
働
毒
剰
】

001/001ー

請求日 令和○年○月○日(昨日の日付）

岡霊夢湿匿匪詞 ｜ 備考

|テ至嶬憂壹|堂1交徽|罷録詞金縦詞塁員調
請求 記録返還令状返還 明日身柄同交付

テスト第一署

テスト夢三 ③

検察庁名 ｜ 勾留番号l検察官名

橘ﾃ刈地検'○○一鍵"糟≦○○－4321

氏名。生年月日

蟇幾蔭
的な協力の
．下に

郭健華ことグオ
ジェンホア

1985..12.21

行

接見請求付き
接見・書類のみ‐

通常
ただし中華人民共和

漁
東京テスト地検

国領事官を除く。
■■■■■■■■■■■

千鳥淵子 道路交通法

違反（無免
許）

令状返還請求 交付 記録返還
通常お茶水検事

東京テスト地検 ○○一4322 靖国
③S52.5.13

－

~電粟丁~麦珂諏請求 交付 記録返祝田橋松夫 窃盗 還 令状返還 明日身柄同行
接見請求付き
接見ゞ書類のみ

飯田検事 通常
東京テスト地検 ○○一4323 霞が関

③
■ ■ ■_

S56.8.23■

●

一

■

●

桜田．門次郎 傷害 請求 記録返還 令状返還交付
市谷検事 通常

東京テスト地検
～

○○－4324 永田町
③S63.2.9

Ⅱ ロ ■

I ロ

■■■■■■■－

’■
■
■
■

｜
今
一
寺
。
｜

一 一

1 0争

－

|

|
－

口
■ ■ ■ ■ ■ ■

区 q■

■ E ■ ■ ■ ■ ■ ｡

■■■■■■■■■■■■ ー

Ⅱ

1 1 I I 1
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閏●質問日

特記事項 恥| 勾留場所 |留置番号
ル蒸鴫一| 『－→

接禁
請求

備考欄 ’鰡
繰
接禁
|結果

１
【
鐵
畷
鯛
霞
戯
錨
奮
】

請求者 被疑者氏名 渡受
情報

〃遼恭 ‘旨.どグォジェンホア
○
鏡

〃;〃⑧日

語
（ ）

トー卜鴛
○・○画O

質問室 永田町

④巳 祝田橋松夫
一一一

桜田門次郎

○
－

語
（ ）

⑧B
ロ I ロ

I I

| ｜‘’
｜
■
’

ロ ロ ■ 1 0

語
（ ）

靖国靖国 ④巳 千鳥淵子

語
（ ）

5 AB

■ ■

語
〈 ）

6 AB

勾
留
質
問
者
名
簿

71 語
（ ． － ‐ ）

と
■

■

AB

． 1 1 、 I ． ！
－

恩’
０申

二

日

■

■

』

■

■
■◆●

●０■
■

語
（ ）

ABノ

I
－

9

、－ ▲△－－． 一－

－

三五
口ロ

（ ）

■も

A.B
、 1 1

合 ■ 4■

ｊ

菫
函
．

く

a Ⅱ

AB

1

’11 語
（ ）

AB

園 ・語
（ ）

AB
旬

○
○
鱒
記
官

△
△
識
判
官

語．
（ 。 ）

13 AB 。

■

■

■

画

■

■

■

■

Ｉ
Ｃ

ー

ｊ

一
壼
函

く
14 AB

’''51 語
（ ）

AB

－

自R2.11



【記録送致書】

||■鰯1■’
｜
’

霊弓

|'| I四患｜ 」③ 四麓捧
432『

．一

剛剛醗｜麺テl雀耕|告発I 自首’
ー＝－＝

送 致 書
ウ

送（テスト第三，盗犯）第567号

令和○年○月○日

東京テスト地方検察庁

検察官検事正 ○○○○ 殿
線 通

申 q

警視庁テスト第三響察署

司法警察員蕃視 ○○○（

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

１

ｌ

・

ｌ

Ｅ

ｆ

冊

０

０

、

ｐ

Ｉ

Ｉ

ｆ

Ｉ

８

ｉ

ｒ

Ｙ

§ ・ 蝿
I

｜ 下記被疑事件を送致する。
‐－－ －－一

函
■

逮捕の

日時卜罪駕案
I

l
身柄
連行被疑者の住居，氏名，年齢等 身上前科

－
６
無

住居東京都渋谷区宇田ﾉﾘ町6丁目5番4号渋谷
スカイマンション321号室検第ノ234号

添付

○月

、○日

添付

○月

・○日

時
・
分

月
日
・

○
○
前
○
○

午

ふりがなぐおじぇ〃ほあ
由

氏名郭健華ことグオジエンホア暴行,.麻薬特
例法違反
刑法第208

⑬悸至鑿葦簿特例!]…年Ⅲ2月2'日生
i 外国人登録2010年』

|電幕号住ゞ
| ・堂期式は51串鄙掌

|～ゾ00･展名

｜| 年 月 日生（

外国人登録 年

1985年12月.21日生 （○○歳） 性別男
中

外国人登録・201○年10月 N0.87654
■
■
Ｕ
Ｂ
ｍ
Ｃ
６
■

添付 添付 月
日

●有
．
無

月
日

月
日 午

時
分照会 照会歳） 性別

月恥

Ｆ１

１

１

住居
● ■ ■ 骨

検第 号
添付 月

日
時
分

午
・

月
日
付
会
添
照

ロ 。◆

有
無

月
日

ふりがな

I
氏名

・ 年 月 日生（ 歳） 性別

外国人登録 年 月恥

照会
ロ ‘ ･

－－ －－一一

刑事課長

盗犯係長

警部○○○○

警部補○○○○捜査主任官
の職氏名

警電○○○一○○○○
－ーーｰ一一

(注意） 1送致と送付に兼用する。
2左上欄外及び前科；身上,身柄連行欄の各該当部分に赤○を付け，かつ，前科・身上
照会中の場合は，月日を記入載ること‘。

|駕蕊’
指紋資料
作成番号
,一一一一一一_‐ ‐ ‐．

○年321号
－

良老)記録送致書は に編てっされていまゴミ旦一請求書の 自R211の



【被疑事実】

郭鎧簔ごとク牙鼠易見ｺニンボア

(別紙）

被疑事実

被疑者は，

第1令和○年○月○日午前0時4.5分ころ，東京都千代田区霞が関4

丁目1番1号所在の飲食店｢霞が関倶楽部｣において，一緒に飲食

していた新宿京子（当時35歳）に対し，同人に口汚く罵られたこ

とに腹を立て，いきなり同人を突き飛ばした上，右手拳で同人の顔

面を2回殴打する暴行を加えた。

第2令和○年○月○日ころから令和○年○月○日ころまでの間営利

の目的で，みだりに，別表記載のとおり， 4回にわたりi大阪市南

大阪区王子町9丁目8番7号先路上に停車中の軽自動車内ほか3か

所において，新橋次朗ほか2名に対し，覚醒剤である塩酸フェニル

メチルアミノプPパンの結晶合計約’。 5グラムを代金合計5万円

で譲り渡すとともに，薬物犯罪を犯す意思をもって，多数回にわた

り，同市内において，上記新橋ほか氏名不詳の多数人に対し，覚醒

剤様の結晶を覚せい剤として有償で譲り渡しj もって，覚醒剤を譲

り渡す行為と薬物その他の物品を規制薬物として譲り渡す行為を併

せてすることを業とした。

以上

(鐘:測患は萄略）
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【被疑者供述調書（入定)】

供述調書

国籍 中華人民共和国

住居 東京都渋谷区宇田川町6丁目5番4号渋谷ズカイマンシ

ョン321号室

職業 自営業

氏名 郭健華ことグオジェンホア

1985年12月21日生（○○歳）

上記の者に対する暴行．国際的な協力の下に規制薬物に係る不正行為を

助長する行為等の防止を図るための麻薬及び向精神薬取締法等の特例等に

関する法律違反被疑事件につき，令和○年○月○日，テスト第‐ア警察署に

おいて，本職は，あらかじめ被疑者に対し， 自己の意思に反して供述する

必要がない旨を通訳人を介して上海語で告げて取り調べたところ,任意次
のとおり供述した。

1 通訳人の話す上海語は， よく理解できます。

出生地は， 中華人民共和国上海市万山路8号というところです。

2位記,勲章，年金は日本でも中国でもありません。

3前科，前歴は日本でも中国でもありません。

4 日本での仕事は， 自営で． ． 。。

5家族について話します。

（途中省略）

蔀鑓義⑳

以上のとおり録取して通訳人を介して対応部分を示じつつ上海語で読
・ 弓

み聞かせたところ，誤りのないことを申し立て，各葉の欄外に署名指印し

た上，末尾に署名指印した。

前同日

テスト第三警察爵

司法警察頁警部輔○○○○⑨

王国験⑮通議人
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解答編① .《マニュアル： 処理》
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》《マニュアル解答編④
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《マニュアル解答編⑤
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解答編⑦に一三J~ ]| 《ﾏﾆｭｱﾙ 処理》

’

’

一 自30．6



躍答編⑧ 《マニュアル： 処理》



解答編⑨■
《マニュアル 几
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解答編⑩
二
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解答編⑪

《マニュ
(刑事枠書記官 ）み
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の
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↓1

(刑事枠蜜記官のみ）解答編⑫

《マニユ 》アル
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(刑事枠書記官のみ）解答編⑬

《マニュ 》アル

’
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解答編＠回 胸登録】 (民事枠書記官のみ)《ﾏﾆｭｱﾙ:［ 胸登録》
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事務官等のための休日の

令状事務処理用簡易マニュアル

東京地方裁判所刑事訟廷事務室

平成30年5月10B



はじめに

ﾉは，はじめて東京地裁における休日の令状事務（日直）の割り当てを受けた事務

(以下「事務官等」という。 ）のために，担当する令状事務処理のアウトラインを

本マニュアルは，

宮及び速記官（以・

示したものです。

I



眉一詞

１
１
２
３
４
５

時
弟 はじめに

事務官等の担当業務。 。 。 。

事前に準備すべき事項。 。 。

配置関係。 。 。 。 。 。 。 ・ ・

日付印･ 。 ． ． 。 ． 。 。 ． 。

令状関係書類の廃棄について

１
１
つ
↑
２
ク
ー

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

ｏ
。
、
③
。

。
。
。
⑥
、

、
⑨
○
。
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。
⑥
。

。
。
、
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。
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○
○

○
◆
。
。
。

。
。
。
ｅ
ｏ

Ｇ
○
○
、
。

●
。
、
○
○

○
。
。
。
。

、
。
⑨
○
○

○
○
回
。
●

、
。
。
○
＠

。
③
。
。
①

。
。
●
。
。

。
。
。
。
、

。
、
。
。
。

●
○
○
。
。

。
。
。
⑥
。

⑥
。
。
。
⑥

。
。
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第1 はじめに（総論）

1 事務官等の担当業務（別紙1 「日直一日の流れ」参照）

事務官等は， 令状事務責任者及び書記官からの指示に従って，令状事務の補助

業務を行う。

主な業務は次のとおりである。

(1)令状事務責任者の補助業務

ア検察庁への使送（記録使送，求意見等）

イ準抗告等事務処理補助等

(2) 通訳関係事務

(3) 勾留質問の補助事務等

９
」

’
ア

'1 ’イ被疑者国選記録ファイルの回収

求記録の回収

ウ勾留通知の補助事務（封筒作成皇

工法テラスとの書類将署の補助

勾留逼知の補助事務（封筒作成等

と勾留請

）

法テラスとの書類授受の補助

その他補助業務

令状事務責任者の判断による事務官等として可能な補助業務

(4)

2事前に準備すべき事項

（1） 事前の研さん＝令状実務研さん（日直における事務官等担当事務の説明）

毎月10日前後及び25日前後の午前1 1時から午前1 1時50分まで（実

施日については， 令状事務責任者から連絡がある。）令状事務室（地下1階）

において開催

（2） 当直において各自持参する資料

事務官等のための休日の令状事務処理用簡易マニュアル及び通訳関係処理シ

’ ’ステムマニュアル（いずれも

内に収録されているので，事i

(3) 通訳関係処理システム

｜|には，

事前 に印刷しておく。）

通訳関係処理システムがインストールされてい

る。

練習用プログラムは，

内に登載されているので， 自身のパソコンにダウンロードして事前に練習す

l



る（令状実務研さんでも練習を実施している。 ） 。

3配置関係（別紙2「当直について」参照）

’
’
1

4 日付印（別紙2「当直について」参照）

（1） 刑事閨係の書類は，令状事務室に備え付けられている受付日付印を押す。

（2） 受付日付印には, A印とB印がある。一般令状請求で利用するのは, A印で

あり, B印は利用しない(B印は，勾留請求書，接見等禁止請求書のみに使

用）。

5令状関係書類の廃棄について

I

’

2



第2令状事務責任者の補助業務

1 検察庁への使送

記録の授受や各種求意見等のため，必要な都度， 令状事務責任者の指示によ

’り検察庁へ使送に行くことになる。

(1) 記録使送

主として，準抗告が申し立てられている記録の借用，返還及び決定謄本の

送付等

(2) 各種求意見の検察庁への持ち込み

2準抗告等事務処理補助

主として令状事務責任者が処理を行う準抗告処理等の補助で，具体的には，

申立書等のコピーや謄本作成等の補助等

第3通訳関係事務

1 通訳関係事務の概要

日本語に通じない外国人等の勾留質問においては，通訳人による通訳が必要

になる。通訳人に閏する事務の概要は次のとおりである。

(1) 来庁する通訳人を確認する

■■■。
なお， 通訳人が来庁予定時刻を過ぎても来庁していない場合は，検察庁日

直室（短縮ダイヤル■■■■■）に電話で確認をする。

(2) 要通訳事件の全件について，通訳料請求書，還訳人旅費請求書，通訳人尋問

調書（宣臺書付き）の3点セットを作成する。

(3) 通訳人が来庁したら, |『－－ －－｜被疑事実の写しを交付し，

’

’
）(4

2 通訳関係書類の作成

（1） 要通訳事件の把握

3



朝のミーティング終了後， 勾留質問者名簿（資料36）の備考欄を見て要

通訳事件を把握する。

勾留質問者名簿には，通訳人名と通訳言語，通訳人の来庁予定時刻が記載

されているので，それを参考にする（同じ言語の通訳人であっても，通常，

勾留質問室ごとに通訳人が異なる。 ） 。

(2) 被疑事実等のコピー

当該事件の記録を勾留質問担当書記官から借りて， 勾留請求書（1枚目）

及びその記録に挟み込まれている「被疑事実」のコピーをとる。

(3) 通訳関係処理システムで書類作成

アI －二]|という

I■■■ファイルのアイコンをダブルクリックして，通訳関係処理システム
を立ち上げる。

イ勾留請求書をもとに, ｜

■■を作成する。
ウ詳細は「通訳関係処理システム操作マニュアル」 ’

｜
’

のページに登載）を参照

3通訳人尋問調書の注意点

（1） 通訳人尋問調書と宣誓書を，通訳人尋問調書を上にして左側2箇所をステー

プラで留める。

なお，通訳人尋問調書と宣誓書の契印は勾留質問担当書記官が行う。

（2） 被疑者名， こと名は， 勾留質問担当書記官が作成する勾留状の記載と一致す

｜ ｜’ 勾留質問担当書記官と相談して，る必要がある。

記載を合わせる。

(3) 人定質問の氏名，年齢，職業，住居，通訳人の署名，押印部分（宣誓書を含

む。 ）は， いずれも通訳人が自ら記載する。

4通訳料請求書及び通訳人旅費請求書の注意点

（1） 1人の通訳人が複数の裁判官の勾留質問に立ち会ったときは，裁判官ごとに

それぞれ作成する。

（2） 同一の通訳人が複数の勾留質問に立ち会った場合には， 1人目の被疑者名

「外○名」と記載する｡I~－
－ I

(3) 被疑者名， こと名は，勾留質問担当書記官が作成する勾留状の記載と一致す

4



る必要がある｡ l －三ｱ]|勾留質問担当書記官と相談して，
記載を合わせる。

(4) 罪名が複数の場合， 1つの罪名プラス「等」として，すべてを列記しない。

(5) 通訳の種類欄

勾留質問者名簿の備考欄の通訳言語を記載する。同一の通訳人が複数の言

語を通訳した場合は，すべての通訳言語を入力する。

(6) 支給額， 内訳金額，領収年月日，氏名欄

５
■
■
通訳人は，

’|来庁したら，通訳人の氏名を確認し，
内した上，次の事務を行う。

(1) 通訳関係書類の交付

通訳人が担当する事件の次の書類を交付する。

ア

イ

ウ

ﾛに案

工

’
(2)

(3) 通訳関係書類の確認

’
通訳人に対して, I Cカード利用の有無を確認して, I Cカード利用の場

合は。通訳人旅費請求書の備考欄に「□ICカード利用」にチェック■■
］|する。

なお，被疑事実のコピーは，通訳の参考に使用するため，通訳人が勾留質

問室に持参する。
rー

b



6裁判官の押印及び引継ぎ等
令

(1) 通訳人尋問調書の勾留質問担当書記官への交付及び引継ぎ

’ 通訳料請求書及び通訳人旅費請求書

を手元に残し，通訳人尋問調書を勾留質問担当書記官に交付する。

なお，通訳人尋問調書は，勾留質問終了後， 勾留事件記録に編綴されて検

察庁に引き継がれる。

(2) 裁判官の押印

通訳料請求書及び通訳人旅費請求書は，裁判官単位でまとめておき，勾留質

問が終了したら， 勾留質問に立ち会った裁判官に「係官印」欄への押印を依

頼する。

(3) 通訳料請求書及び通訳人旅費請求書の引継ぎ

事件関係送付簿B(通訳料請求書，通訳人旅費請求書）に記載して， 当直明

けに刑事第14部に引き継ぐ。

第4勾留質問の補助事務等

ﾛ■■■■■

’
1

2記録等の引上げ

（1） 被疑者国選記録の回収

｜｢ ‐-11被疑者国選記録（オレンジ色のクリアファイル）

冨一 ｜|回収する。
令状事務室から戻ったら， オレンジ色のクリアフアイルを被疑者国選担当書

記官に手渡す。

（2） 勾留請求記録の引上げ（還訳人への勾留通知依頼の補助）

日本語を解さない相手方への勾留通知のためなど，勾留質問担当書記官から

指示があったときは， 勾留質問室に記録を取りに行く。

｜|了 ~ －－11
6



勾留通知の補助事務

書面による通知方法の場合の封筒の準備等を行う。

封筒は, ｜ ｜に収納されている無地で裏面に

3

’
と印刷されているものを使用する。

｜
’

4法テラスとの書類授受の補助

被疑者国選補助業務として，法テラスとのファクシミリの送受信書類の受付，担当害

記官への配布等を行う。

第5 その他補助業務

令状事務責任者の判断による事務官等として可能な補助業務を行う。

7



《日直一日の流れ》 別紙1

｜ ’ ’事務官等 一般令状担当 勾留質問担当 被疑者固選担当

醗諺窄壷8200

8230

手元が空いているときは.；
当以外の莱務についてひ積
極的に樫力する巳
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10:00

11200
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当直について別紙2

◆受付日付印(刑事関係＝令状事務室の受付日付印）
B印:勾留請求書,接見等禁止請求書
A印:その他の書類(起訴状等）

B印A印

◆令状事務室及びその周辺施設

｜
’ ’F河 ’ﾄイレ

｜
’

I Lt企」

一
■
■
■
■
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当直員のための令状事務処理用

簡易マニュアル

東京地方裁判所刑事訟廷事務室
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はじめに

本マニュアルは，当直経験が浅い書記官，

示したものです。

なお，事務の詳細については，必ず「令）

してください。 「令状事務の注意事項」は，

のページからダウンロードできます。令状；

ず最新版を用意してください。

｢令状

令状事

事務官のために，令状事務処理のアウトラインを

事務の注意事項」 等を参照して執務を行うように

|’
務の注意事項はたびたび改訂されているので， 必

【注意事項】

「令状事務の注意事項」その他令状関係マニュアルに関しては，改訂作業を行っていま

すが，本マニュアルの記載内容と若干異なる点があります。その暘合は，本マニュアルに

沿って処理してください。

I
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第1 はじめに（総論）

事前に準備すべき事項

(1) 事前の研さん＝令状実務研さん（宿直及び日直における令状事務全般の説

明）

毎月5日， 15日， 25日（休日のときは直後の平日）の午後1時10分か

ら午後2時10分まで令状事務室（地下1階）において開催

(2) 当直において各自持参する資料

いずれ震！ ］|に収録されている。
事前に印刷しておくこと

・令状事務の注意事項（以下，各論の標題記載のページ数及び資料番号は，

いずれも「令状事務の注意事項」の該当ページ又は資料番号である。）

・被疑者国選弁護人関係マニュアル〔簡略版〕 （宿直用）

1

(3)

には，令状事務処理システムがインストールされてい

にあたり利用されたい。

－

る。

’練習用プログラムは, ｜
に登載されているので，に登載されているので，

内

自身のパソコンにダウンロードして事前に練習するこ

と（令状実務研さんでも練習を実施している。 ） 。

2配置関係（別紙1 「当直について」参照）

－
１

1



I

キ FAX

送信専用と受信専用の2台設置

3 日付印（別紙1 「当直について」参照）

（1） 刑事関係の書類は， 当直事務室備え付けの当直印ではなく，令状事務室に備

え付けられている受付日付印を押すこと（誤って当直印を押してしまったとき

は，誤捺抹消の処理要）

(2) 受付日付印には, A印とB印がある。

アA印（通常の日付印） 一般令状請求，起訴状その他刑事閏係の請求書等

に使用

イ B印勾留請求書、接見等禁止請求書のみに使用。受理時刻が入る。

4宿直の主な執務内容

（1） 豐察髻等からの一般令状請求の受付。発付

（2） 検察庁からの起訴状， 勾留請求書等の受理

（3） 国選弁護人選任請求書の受付

5宿直開始時に必ずやること

（1） 担当裁判官の確認

「休日及び夜間における令状事務割当表（裁判官割当表）」において， 「△」

印がついている裁判官は，簡裁判事の発令がない未特例判事補であり，簡裁名

の令状発付ができない。この場合は，地裁で令状発付する。

宿直裁判官が簡裁の場合（割当表に「△」印がついていない裁判官）は，

|簡裁で令状発付する。 ’

2



なお，裁判官申合せにより，平成30年8月31日限り，各種令状への庁印

の押捺は廃止されました。

(2) 受付日付印の日付の||多正

A印とB印の日付が今日の日付になっているか確認(B印については，使用

時に受理時刻の修正要）

6令状関係書類の廃棄について

’
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第2各論（各種処理）

1 【特に重要】勾留請求書と接見等禁止請求書の受理(pl6,資料24, 25)

（1）

（2） 勾留請求書等の受領手順

ア検察庁は，勾留請求書，接見等禁止請求書とその捜査記録とともに勾留等

請求逓付票を持参する。

イ(ｱ） 勾留等請求逓付票の「請求」欄に受領印を押す。

（ｲ） 勾留等請求逓付票の最後のページに受理時刻を入れたmを押し，園
画する。

（ｳ） 勾留等請求逓付票のコピーを2通取る。

㈲押印した勾留等請求逓付票原本を検察庁職員に返還する。

（3） その後の作業手順

当庁においては，勾留事務は地裁名で全件処理する。

逓付票コピー2通の取扱いは，翌日が休日か平日かで異なる。

ア翌日が麻司のとき
くｱ） 逓付票コピー’通は，勾留等請求逓付票綴I 1に地検。区検別
に編てつ

“） 事件関係送付簿AI ]|に記載(備考欄に「 通は編てつ済み」
と記載する。）したうえで，逓付票コピー1通を翌日（休日）の令状事務

担当者に引き継ぎ，事件関係送付簿Aに受領印をもらう。

イ 翌日が犀司のとき

逓付票ｺビｰ2通とも,事件関係送付簿A|｢－ ｜に記載して,刑事
14部に引き継ぐ。

(4)

(5) 留意事項

ア接見等禁止請求書は，勾留請求書の直後につづられているので，併せて受

I



理する。接見等禁止請求書のB印と認印の漏れが散見されるので注意

イ B印は．上部の余白に押さないようにする（上部余白は，却下の付記印を

押す可能性があるため）。

|｢ に収納する。捜杳記録は，ウ

勾留延長請求は， |’|I 作業内容の詳細は，工

旧当する当直主任者宛に別途事前連絡する。

2【重要】起訴状等の受理作業(pl6,資料22, 23)

(1)

(2) 起訴状等の受領手lll頁

ア検察庁は｡起訴状逓付雲 ｜,起訴状等を持参する ’

’Ｉ
イ検察庁職員は，起訴状等の被告人名を読み上げる。当直員は，逓付票原本

の受領印欄に認印を押す。

ウ押印した逓付票原本を検察庁職員に返還する。

(3) その後の作業手順

ア受理した起訴状等は，謄本もすべて匡亘]を押す。さらに起訴状，訴因変
更請求書の原本のみに濡可を押す。
イ地裁あてのものは地裁の刑事訟廷事件係へ，東簡あてのものは東簡の刑事

訟廷事件係へ，各庁の事件関係送付簿｜
｜： ］|に「起訴状○通」と記載して，起訴状逓付票のコピーとともに当
直明けに引き継ぐ。

’

3弁護人等からの保釈請求書の受理(p20,資料30)

（1） 弁護人等から保釈請求があったときは， まず請求者から以下の情報を求め，

その内容を付せんに記載する。

①第1回公判前か後か？

②裁判官との保釈面接の希望の有無

③請求者の電話番号（請求書に記載がない場合。携帯電話は弁護人自身に

5



付せんに記載してもらう。）

④翌日が休日の場合には，請求者が早期処理の希望の有無（「早期処理」

とは，即日又は翌日である休日中の処理を希望すること。この場合は，更

問が予想されるので，そのときは後記⑤を参照のこと）

⑤請求者が早期処理を希望した場合， 以下の事情を口頭説明する（ただし，

年末年始, GW等の長期休暇期間中は若干異なる。）。

「保釈の判断をして保釈されるまでに，検察官への求意見，検察官から

の意見書の提出と捜査記録の借用，裁判官の判断，保釈保証金納付という

手順があります。検察官の意見は即日提出されるとは限りません。 （「第1

回公判後」の場合＝第1回公判後の請求の場合は，事件を直接担当する裁

判官が登庁して処理しなければなりません。）仮に保釈許可決定が出ても，

保釈保証金の納付が必要です。以上の諸事情から，休日中の処理が必ずし

も希望通りにならないこともある旨をご理解ください。」

(2) 請求書にA印と認印を押す’ ！
(3) 翌日が休日のときは，令状事務責任者に対し，保釈請求がある旨引き継ぐ。

その際，別紙5「当直引継害」を利用されたい。

(4) 引継方法

ア地裁

（ｱ） 翌日が休日のとき

当直引継書に記載のうえ，令状事務責任者に直接手渡しして引き継ぐ。

（ｲ） 翌日が平日のとき

a 第↑回公判前のとき事件関係送付簿AI 1に記載して。 当
直明けに刑事14部に引き継ぐ。

b 第↑回公判後のとき事件係事件関係送付簿｜ ‐」|に記載して，
当直明けに刑事訟廷事件係に引き継ぐ．

c 第1回公判前か後か不明の場合刑事14部に引き継ぐ。引継ぎ方法

はaと同じ

イ東簡

東簡事件関係送付簿|[■ ｜に記載して,当直明けに東簡刑事訟廷に
引き継ぐ。

(5) 求意見書

’
’求意見薑を作成して，請求書原本を添付してから検察庁に送

付する。

なお，第1回公判後の場合は，公判事件を担当する裁判官が処理することに

6



注意

ア求意見害を作成する。用紙は,I ？一－11にある用紙を使用する。書記
官名で作成し，令状事務室備付けの書記官印を押す。その際，地裁（刑事1

4部名），簡裁を誤らないようにすること（ただし，第1回公判後の場合は，

刑事14部ではなく当該部名で作成）

イ請求書のコピーを作成し，翌日が平日の場合は(4)のとおり引継ぎ，休日の

場合は(3)のとおり令状事務責任者に引き継ぐ。

ウ求意見書に請求書原本を添付して， ステープラでとじる。

工事件閏係送1

オ地検令状課

に記載

を送付（深夜の場合は■■■■)｡■■■に求意見

【重要】準抗告の処理(p63,資料49, 50)

（1） 準抗告とは？

準抗告とは，裁判官，検察官等の判断に対して不服がある者が申し立てる

4

ものである（刑事訴訟法429条, 430条）。準抗告の対象となる主なも

のは，以下のとおり

・勾留（勾留請求却下の場合もある。）， 勾留延長，接見等禁止

・保釈（第1回公判前の被告人に対するもの。保釈請求許可の場合，保

釈請求却下の場合がある。）

・忌避申立の却下

・譽察又は検察の行った押収処分

なお，裁判所の判断に対する不服申立は抗告になり，高裁が判断する（例

えば，第1回公判後の保釈に対する判断）。

(21

(3)

(4) 準抗告申立害を受理したときは, [酉mと厨司を押す（申立害の副本不要)。
(5) 検察庁に対する申立通知

ア準抗告の申立があったことを検察庁に電話連絡する（番号は，平日は地

検令状課（不在のときは宿直室。休日は日直室又は宿直室。令状事務室の

机に掲示してある関係連絡先一覧を参照のこと）

7



イ通知したときは， 申立書の余白部分に通知した旨を付記する（付記印は

I 元 11に保管)。
(6) 引継方法

翌日が休日か平日かで異なる。

ア翌日がI天~目1のとき

－
－
け
ば 当直引継書に記載のうえ，令状事務責任者に直接手渡しして引き継ぐ。

’
イ翌日が犀~目1のとき

詞
１
１
付 |[_ ll に記載し， 当直明けに地裁刑事訟事件係事件関係送付簿

廷事件係に引き継ぐ。

5【重要】国選弁護人選任請求書の受理（別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュ

アル （簡略版)」参照）

(1) 夜間，被疑者からの国選弁護人選任請求書等が収容されている豐察署からF

AXにより送信されてくる。

（2） 国選弁護人選任請求書等がFAX送信されるときは，被疑者を収容している

警察署から事前に電話連絡があるが，連絡がない場合もあるので，適宜の時間

に受信専用FAX機を確認されたい。

（3） 詳細は，別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュアル （簡略版)」を参照のこ

と

（4） 翌日が休日の場合は，令状事務責任者に引き継ぐ。その際，別紙5「当直引

継書」を利用されたい。

6不在。不受任通知書の受理（別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュアル （簡

略版）」参照）

（1） 弁護士会から不在・不受任通知書（標題は「私選弁護人選任申出通知書」）

がFAX送信されてくる。

（2） 詳細は，別紙2「被疑者国選（宿直用）マニュアル （簡略版）」を参照のこ

と

7【特に重要】令状事務の留意点

「令状事務の留意事項」記載のうち，特に留意すべき事項は，以下のとおり。

詳細や各種令状の記載については，別紙4「令状作成における注意事項」及び

月



「令状事務の注意事項」等を参照のこと

(1) 担当裁判官の所属庁(3p)

令状ただし簡裁名義で発付する。地裁所属の裁判官が発付する場合で_も

L事務割当表の氏名の＝頭に△印が付してある裁判官q

｢東京地方裁判所裁判官」 名義で発付する。は，簡裁辞令がないので

(2) 令状点検票の利用(3p)

全件，必ず別紙3「令状点検票」を利用する（ただし， 同じ事件の複数の請

求に関しては，点検票1枚でも可）。各項目にチェックを入れながら，点検し，

さらに別の職員が点検（ダブルチェック）を行う。

(3) 条例，改正された法律等

｜|‐ ｜|に改正された法律のファイル及び主な条例の
ファイルが収納されている。六法に掲載されていない法律や条例に関しては，

本ファイルを参照されたい。特に大きな法改正に関しては，別にその法改正だ

けをつづったファイルを備え付けてある。

(4) 請求先の記載(3p)

請求先を記入してこなかったときは，請求者自らに窓□で補正等をさせる。

その際， (1)のとおり請求先（地裁か簡裁か）に誤りがないか注意する。

(5) 受付日付の表示(4p)

令状請求に関しては，厩司を使用する。請求書の原本及び謄本にmを押
し，取扱者の馬mを押す。
緊急逮捕状の請求（逮捕状請求書（乙））は，受付印に受付時刻を記載する。

その他の一般令状請求は，受付時刻の記載は不要

(6) 令状請求事件簿への登載(4p)

ア令状請求事件簿は，簡裁用と地裁用が備え付けてある。

イ緊急逮捕状の請求は，備考楠に受付時刻及び令状発付時刻を記載

(7) 事件符号(4p)

受け付ける裁判所と事件の種類によって異なるので注意

ア簡裁

（ｱ） 検察官，一般司法篝察職員，少年法6条の5による豐察官（触法事件）

「る」

㈹特別司法薑察職員 「るA」

㈲保護許可状請求（薑察官職務執行法3条），臨検。捜索。押収許可状請
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求（出入国管理及び難民認定法31条），臨検捜索許可状請求（児童虐待

の防止等に閨する法律9条の3） 「行イ」

イ地裁

（ｱ）検察官及び一般司法臺察員少年法第6条の5による薑察官（触法事件）

「む」

（ｲ） 特別司法豐察職員 「むA」

㈲臨検。捜索。押収許可状請求（出入国管理及び難民認定法31条），臨

検捜索許可状請求（児童虐待の防止等に関する法律9条の3） 「行ク」

ウ事件番号

令状請求事件簿に記載されている事件番号の冒頭に「O」が付いていると

きはそのまま「O」を記載（例「0123｣)

(8) 令状の作成，点検(5p)

アまず請求書の点検を行い，その後，令状草稿の作成，点検を行う。

イ令状処理にあたっては，別紙4「令状作成における注意事項」を参照され

たい。

(9) 令状の発付(12p)

ア裁判官の決裁後は，必ず2人でllI冒次，令状点検票の各項目にチェツクを入

罪名 裁判所名， 発付年月れながら， ①不動文字以外の記載 (被疑者名，

②裁判官の押印， 訂正印の有無等を確認する。日、条件欄等）， 契印

イ裁判官の契印

（ｱ） 請求書原本に請求者の契印がある場合令状と請求書原本の初ページと

の間に契印

（ｲ） 請求書原本に請求者の契印がない場合令状を含む全ページに契印

ウ令状を請求者に交付するとき

（ｱ） 発付時には，記載した全文を読み上げ（逮捕状の場合は，被疑事実も），

この確認．読み上げ作業を丁寧に行うことで，
~一一一一ー一一一一ー一一＝－－…－弓△マュロエーローーロ昔一一口▲=－‐一一

令状過誤の多くは防止で
1｡‐■ q一一一一,－聾宰一匹一一一－＝ ＝△一司一▲ﾛ…四‐一一L一一一一一一戸

きる！

（ｲ） 令状請求事件簿に請求者の受領印を受ける。緊急逮捕の場合は，備考欄

に発付時刻を記載

⑩請求の撤回，却下(13p)

ア撤回

（ｱ） 書記官は，請求書の原本・謄本の余白に

「撤回

裁判所書記官」

10



と記載し，書記官が認印

｛ｲ） 令状請求事件簿の結果欄に「撤回」と記載

（ｳ） 請求者に請求書原本と一件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を受

ける。

脚請求書謄本は裁判所で保管

イ却下

㈱請求書の原本。謄本の余白に，

「本件請求を却下する。

理由

平成年月 日

東京一一裁判所

裁判官一 」

のゴム印を押し，裁判官の記名印を押した上で，却下理由（裁判官に間

く°）を記載して，請求書原本に裁判官が押印

（ｲ） 令状請求事件簿の結果欄に「却下」と記載

（ｳ） 請求者に請求書原本と一件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を受

ける。

仁） 請求書謄本は裁判所で保管

宿直終了間際の令状請求の処理8

『

，’(2) （翌日が休日の場合)宿直の執務時間終了時刻 まで令状の

処理が終わらなかったときは，令状事務責任者又は一般令状担当書記官（カウ

ンター側に言席している者）に令状点検票を渡し，進捗状況を伝えて，そのま

ま引き継ぐ。

1］



9【重要】令状事務処理システム

には、令状事務処理システムがインストールされている。

’’ にあたり利用されたい。

(1) 令状事務処理システムが利用できるパソコン

１
１
１

２
３
４

１
１
１ 具体的な利用に閨するマニュアルは，

’’
があるので，参!’

照されたい。

また，練習用プログラムも用意してあるので， 自身のパソコンにダウンロ

ードして事前に利用してもらいたい。

(5) 注意事項

１
１

‐
ｉ
ｌ
■
■
■
■
■ |日直における勾留処理に支障
が生じる。 ）

'o I ~－ |に収納されている帳簿に登載する事項について
（注意）これは，休日等，すべての帳簿を備え付けた場合であって，平日夜間

にはすべての帳簿が備え付けられているものではない。

（1） |' －－~－
|事件関係送付簿A(東簡用）

口起訴状，訴因等変更請求書，起訴状逓付票のコピー（「起訴状○通」

と記載）

口保釈請求書（東簡宛のもの）

□そのほか東簡係属の刑事事件に関して弁護人等から提出された書類全

般

(2)

｜事件関係送付簿AI (刑事14部用）

口勾留等逓付票コピー（「備考」欄に「1通は編てつ済み」と記載する

こと）

口私選弁護人選任申出通知（送信書，受領書とも）

ア

12



イ

口被疑者国選記録（豐察署等からFAX送信されてきたもの）

ウ

口不在・不受任通知書（弁護士会からFAX送信されてきたもの）

‐ ’’
丁
・
Ｉ
ト
ー
１
１
‐
ト
ー

(3)

事件係事件関係送付簿’ア

口起訴状､ 訴因等変更請求書，起訴状逓付票のコピー（「起訴状○通」

と記載）

｜
’

□そのほか地裁係属の刑事事件に関して弁護人等から提出された書類全

般

イ 刑事雑事件簿’

’劃
耀

口準抗告申立

口保釈請求書

口勾留取消請

■
‐

1 1 当直日誌の記載方法（刑事関係部分のみ）

（1） 表面

ア 「特記事項」欄

特に記載すべき事項がある場合に記載すること（例えば，令状事務に関

しては，裏面上部に記載欄のない保釈請求，勾留取消請求等）

イ 「受付文書」欄

襄面上部に記載又は件数を計上する書類及び上記アに記載した書類につ

いては， 「刑事事件関係文書」欄への記載を要しない。

（2） 裏面上部

ア 「公判請求等」欄

げ） 起訴状地裁宛て（地検），東簡宛て（区検）別に件数を記載

（ｲ） 訴因変更等の申立地裁宛て（地検），東簡宛て（区検）別に件数を

記載

’(ｳ）

イ 「勾留請求等」欄

㈱ 「明日同行」欄地検，区検別に件数を（〔 〕内に要通訳事件数を，

【 】内に被疑者国選弁護対象事件数を）記載

13



（ｲ） 「勾留期間延長」欄地検，区検別に件数を記載

（ｳ） 「接見禁止等請求」欄地検，区検別に件数を記載

ウ 「令状請求」欄

〈ｱ） 「令状請求書謄本」欄地裁，東簡別に件数を記載（逮捕状とその他

に分類されているので注意）

（ｲ） 「その他」欄返還令状，準抗告の申立， 勾留執行停止の申立，国選

弁護人選任請求，私選弁護人選任申出を記載（「国選弁護人の選任」数

棡は通常空欄）

工 「宿直裁判官令状処理件数」欄

（ｱ） 請求時刻，発付時刻は24時間制で記入のこと

｛ｲ） 令状種別は， 例えば，逮捕状は単に「甲」（通常逮捕状）， 「乙」（緊急

逮捕状），捜索差押許可状は「捜差」の記載で可

（ｳ） 被疑罪名欄に被疑者名を記載しないこと。また，罪名は，簡略化して

可

（簡略化した主な例）

・公衆に著しく迷惑をかける暴力行為等の防止に閏する条例違反→

迷惑防止条例

（ただし，神奈川県，埼玉県，千葉県等他県の条例違反の場合は，

「迷惑防止条例（神奈川県）」と記載）

・国際的な協力の下に規制薬物に係る不正行為を助長する行為等の

防止を図るための麻薬及び向精神薬取締法等の特例等に関する法律

違反→麻薬特例法

・組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に閏する法律違反→組

織犯罪処罰法

・風俗営業等の規制及び業務の適正化等に閏する法律違反→風営法

・出資の受入れ，預り金及び金利等の取締りに閨する法律違反→出

資法

・児童買舂，児菫ポルノに係る行為等の処罰及び児菫の保護等に閨

する法律違反→児童買舂

（ｴ） 「件数」は， 同時に同じ令状を複数請求した場合にはその請求件数を

記載する。例えば，一つの窃盗被疑事件について，通常逮捕状請求書1

通，捜索差押許可状請求書3通の請求があったときは，件数欄には「甲」

が1 ， 「捜差」が3と記載すればよい。

宿直明けの最終確認事項12

l4



宿直明け（午前8時30分）までに以下の点を確認されたい。

口帳簿への登載が済んでいるか再度確認すること

口当直日誌の登載，記載漏れがないか再度確認すること

pパソコン，プリンタのシャットダウン又はログオフ

□ （翌日が休日の場合）当直引継書（別紙5）に記載し，令状事務責任者に

引き継ぐ書類を確認してもらいながら引き継ぐこと

13その他

(1)

(2) ファクシミリの受信

被疑者国選閏係書類又は不在。不受任通知書以外の書類をファクシミリで

受信したときは，翌日が平日の場合は，刑事14部の事件関係送付簿Aに記

載して引継ぎ，翌日が休日の場合は，別紙5「当直引継害」の「その他」欄

に記載して，翌日の令状事務責任者に引き継ぐ。

(3) 東京地検への送付

保釈請求や勾留取消請求があった場合の求意見書等は，東京地検令状課等
１

４

Ⅱ

ｌ

Ⅱ ’に書類を送付する。

’
東京地検令状課は，地検庁舎（別紙6「東京地方検察庁の案内図」参照）

の■■にある。令状課の詳しい場所は，地検出入□に立哨している守衛に直
接尋ねられたい。

休日は，令状課ではなく，東京地検地下日直室の場合もある。地下日直事

室は，検察庁庁舎の’ ｜|にある（別紙6参照)。務

15



当直について別紙1

◆受付日付印(刑事関係＝令状事務室の受付日付印）
B印:勾留請求書,接見等禁止請求書
A印:その他の書類(起訴状等）

B印A印

◆令状事務室及びその周辺施設
ゲ

口 ’｢F祠 ’
←EV

| L丘と」
■－－‐

鰯



別紙2

■■■被疑者国選（宿直用）マニュアル■■■

■簡略版■

(注）執務開始直後に, FAX(受信用）が送受信可

能かを確認する。

→不通のときは刑事'4部に電話(内■■）
【国選弁護人選任請求書を受信した場合】

平庶18年11月1o日

ファクシミリ送信書

東京地方裁判所令状部伽4】

管祝庁丸の内警察署闘溌担当

電話03－ハハハヘー△八八八

FA× 03－▲▲▲▲一▲▲▲▲

当署に収容中の被義春氏1ﾄI痩也につい､て下記文番誉送付します．

妃

○画越鎌臘人"繍……‘．

/侭…、 “③:蕊繍鯛欝涛誕鯛薔' ‘“
齢丁数_‘ ‘尊(承遥個箸遥含む) 】

[FAXの受信～受領書の返信〕

刑事施設はファクシミリ送信する際,裁判所に対し，

あらかじめ電話連絡をするルールである〃あらかじめ電話連絡をするルールである。

①ファクシミリ送信書の確認→不備があれ
ば電話で確認（場合によっては再送）

（1）被疑者名の請求書との照合（外国人や自

称等,請求書と必ずしも表記が一致しない場合が

ある｡）

（2）被疑者氏名のフリガナ

（3）送信された書類が途中で切れていない
か確認

（4）請求書下部点線以下の記載の確認（種
類，枚数等）

や自

今が

Iハ

(種

｛側

同月制､､青I、司〕,1両《

類，枚数等）

側

獺なお，受侭された隙は，速やかに下肥の受額番巻返伯して､､ただくようお瓢、
します。

燕

平威 年 月 目

受 領 書
誓視庁丸の内警寮署閨砿担当

殿

蚕

東京地方裁判所刑事第1“ロ

哉判所響記官

趣話

鹸飴

(平日：昼湖）

(当磁）

(ルキ目）

上上 した．した．

己

②ファクシミリ送信書下部の「受領書」

欄に受付日付印（A印）と取扱者の認印
を押す。

畠
浅
⑱
移
り
ｐ
■
邸

国通弁溌人適任:i

東京地方裁判所裁判官殿

蕊峡当する箇所の口印にし点巻付

間求書・資力申告書

け，必要季項を肥入して作成してください。

巴

ゆ （注意） eに肥館した合叶柵の金郡がS0万円以上である鳩合には，この省面を提出して国週
ゆ 弁護人の選任を締求する前に。必ず，東和Eある弁艇士会に対して，私選錦麗人退任の
り

申出をする必要があります。
●

の

1次の事件について， 2に記載した理由により私選弁溌人を選任することｶｲできなも

抄 いので，国避弁通人の選任を爾求します．
6

． 事件名遊登孜楊
ゆ

り◆2理由
◇ 縦(2)ア又輝イの口印にし点を付けた場合で、東京にある弁腰士会から趣噌を受け◆

◇ 取っているときは，この鮪求書と一緒に提出してください．
今

③ファクシミリで受領書を刑事施設に返信
(FAX番号は登録済み）

9.勝｡貧園のため
零惑燕禦霊難罐轆任

ロア

〔書類の受付］ 対して，弘通弁潮人の選
琢かつたため
者の紹介を受けちれ鞍か

たが拒まれた．
った． ◆

鱸簿篝識
ロイ紹介された弁
ロウいまだ東京に
□（3）その他の理由（

「 も

込④国選弁護人選任請求書・資力申告書の余

白に受付日付印(A印）と取扱者の認印を
押す。

みをし
鞍い。
、 ）

瓦7．雫宮

弘の次の資産の合計額(賢力としも.）』内訳Iと内訳は．記駐 し力
主せん 11

回

＝） 裁判官の判断を賎らせる目的己諏資力について窪偽の』己賎巻した俎台I感， 10
万門以下の過料に処せられることがあY毒・

蕪蕊篝謹籔震|雲蕊器量
※･禽融鯉侭対r盗瑠愛と蠅迩童煙ほ"!典哩了金又賎農案I函組合,段張幌剛鮠や"農,力 司
孵'漁蕊j銅組合“蜜' 'k属加ｴ瓢晦圃轍索しくは承崖加工茶健同組合“会に郭ける貯心,-=で回

濁if鑑鴬溌･殺輝鱗鼎鶴蝿憾総認嘗震謡は公榊鋳編偲合,蝿風薬舗鮒合
平成j_a"I_Lg QB :

震 11
●■■■■■■■低■■■■■巳■■回●■■■
今一一.÷一 一一.っ.一一‘－－．－．－－争._－4．－－

;蕊』以瀦巽圃"当奮･鳳厩"…'1口勾留状・告知X同書
■ 2取理べ担当撞寮官所属の検嬬庁
麓 3留遼・収容19所 丸の鉤
■ 4画賑

ロ 5他事件での国逆弁蔽人迦任の有漏軍錘
Q 6逮捕年月日平成18年’1月 n月
己

与一今÷一 守一幸一一凸●一口一一争一一争一一一■－

3留迂・収容19所 丸の鉤

や
癖
■
■
■
■
回
■

●■

■凸一｡■一｡＝一一一一今合一合Cl■■■■ゥ－』■や一・

以下の掴lZ、留圃担当官，月幅凝股・少年狸H1席の亜員が肥入してください．
滋付響頚 口勾留状・告知瞬書等の写し ロ不在・不受任通知書
取認ぺ担当検票官所属の検察庁

龍海雲（ ） ■
4画涯 、 言語 膳 ■
5他事件での国逆弁蔽人迦任の有漏軍錘 口有 （弁唖人名 ） 口
6逮捕年月日壬座1-旦墾j-1-目－，月 勾留伏発付の口宥 禰鋸 口

々

◆の■■■■■■■回■g■■何句■■■ﾛロ■■■侭■■■■■■■■■■■■時■■■■■⑰



別紙2

〔記録の編成〕

⑤記録表紙を作成。被疑者名とフリガ

ナを記載 鴎毎句

匿選弁唆入迩任鶴束に関する配緑 AB

勾■薄口
一一一一己一一一一

面

や
り
ぷ
固

邑
包
庫

■
倭
ロ

心
●

｜
訴
坪
》

一
》
同

一
■
一
一
一
一
月

一
一

一
是
《
藤

一
■
画
重
声
■

■
■
向
却

■
Ｑ
■
■
口
町
凸
句
月

Ｐ
々

Ｉ
に
ｈ
ｌ
ｌ

ア
名
付

癖
齢
》

プ
首
蘭舞

凸いい■■U■■竜一
‐~■■■心町邑フ即ガ･了

◆ﾜ
－◆

q
▽

々々町■e旬■■■垂色＝＝ユー
ーーーロ■口垂■●径色色◆蚕睡看必

⑥編てつ。順序は次のとおり

(1) 国選弁護人選任請求書・資力申告

書

（2） （事前請求)勾留請求済証明書

（事後請求)勾留状の写し

（3）不在・不受任通知書等の添付書類

（4） ファクシミリ送信書（兼受領書）

（5）表紙とつづりひもでとじる。

【華判官陸印】 直ちに1W名適角1種 不論軍･繊哩

DD
＜e軍勢砥…が窪＞

ロ趣ロ少年ロ■冑 〈 ■》

ロs名蜘)-ｱ欧■倣嫌⑭”鷺加面織署名騨匪郵蛭”1

口（鴬･鱒事肖蝿沮書裏入 ㈱‘週両県”n臓騨昌腐、

ロ無剰只乗汽荊犀車斤

口靭昼宮永の弁重土《畠●・“） 〔東弁・一芽・二弁》
〔記録の引継〕

■○一と壁ろと痘…も連1

回

ロ

⑦

に入れる。 懇踵回

口礪W微趣

（“

…上湘

、顎園銅

口騨蝿承

噛墳）

画廊唖嘩喚 毎毎個薗威租望 呵心鹸輪99

⑧（翌日が休日の場合） ｜当直引継書」に

件数を記入する。

⑨当直日誌に件数を記載する。

⑩翌日の担当者（14部又は令状事務担

当者）に引き継ぐ。

I唾牟坤ム湾毒◆鯵君 哩停PA櫨晶冑

禰波声嗣

特鯵曲 …

<茜毎画”

字“

一面－－ 不副癖q ■FAX

｡』の■‐同打涜

群僧冑

直垂審享L

こり袋一両

α…▲

｡■神 一
章
》

し
い

》
癖
一
画
》
”

》
》
唾

…、

己･嘩曾p皆珈

●僻■

…君牽

夢p

C面唖電

寺…』のら

炉

唾“嘩

令隼盈■

ロ⑧写尚晏旦

“参り■

的合麺麺

あふ柾飛｡e

畠･白＝

内

坪
や

》
錘
》
一
一

香
Ｌ》
層

敏

》
》
》

E辱＝

【不在・不受任通知書を受信した場合】

咽
Ｒ
叱
師

必
郵
の
濫

埋岬
一
山
万
一
》

嘩
毎
》
恥
｝
畢

唾
押
十

》

》

》

雑

幅
蝿

》
”
↑郵恥

【 A】

※垂謹主全から，不在・不受任通知書がファクシミリ送
信されてきたときは，以下のとおり処理する。

毎 名ユ且唾唖

三宝書宇伸｡甘■ ロロ

ロ■涙萱日…些些■
巴巳○垂転…■α宇二 ､■ .~
■■■あ回軍手＝■■■ ■ー" い~…■■幻

…且ロー伊一可・“･ログ色△…奇B

CO－ 〕
画璽里昼璽呈星旦星雲垂 ﾑ今月 ‐印

画些些“
ー壷一季■●

叩幸曾■且垂r一月＝工》G墨■

画風屋 Jb "" "@
冨烏駅勘&謡哉腎､､通，画百万E函否否画魂壽宣百丁■＝、

〕

①受信した書類を確認

（ 【A】は裁判所での申し出（1枚) , [B】は

刑事施設での申し出（2枚） ）

② 【A】又は【B】の通知書右下余白に受付日付

印(A印）を押す。

uEvu‘働猟鐘が迅酷wー麩『蓉叩.j 雰磐少型日
切凶人篤

遡 ！●薊淨･画…"･″,
洩賦か分の上蛍ﾀﾛﾆ内呂“、●■筐ついて･…tけし…田偽し■▽｡

;鵜鑿謹鱗謎鮮簿鐘鐙’③
韓些一

＝愉一…■◆ …q■■‐毎左○
不言押寺…

●戸■酉古の巴hけ更■L口し隼

｡『聖塁垂詞壺壼売寺溌tF…上，w…動じ…伊
'|に収納し，に収納し， 翌日の担

当者（14部又は令状事務担当者）に引き継ぐ。
、 【 B 】

U画●け写F■酎廊0

嘩阜●■旬凸皿砥人＆q●■●1画●R・■四唖j凹
句｡ ■ ■ ■
－一ワー

●●●P■住カロ甲

,刃〃,

、 色

I■四m…守堂低亀R夙上早包・砲同■ゆみ可与り■■●0起
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別紙3

事件番号（ ） 一
〈
祠 状点検

壷
示

） 【○】 （氏名

）

）【し】 （氏名

【△】 （氏名

口緊逮口捜差口検証□ 鑑処 口身体□

＝

’
1口通逮

一一~－

|請求書の点検（共通事項） 捜索．差押．検証許可状請求書

【 】差し押さえるべき物の記載

【 】捜索検証すべき場所等の記載

【 】日出前日没後の執行請求の有無

|揃獄議 鍵季、

◆

'薦弄庁
(請求書宛先と受理庁の同一の【 】 【 １

１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

議
灘
鍵
譲
騨
鱗
譲
議
譲

靭印，

§
騨業
ジ

被疑

の閲

度）

確認

請求日

請求

訂正

請求

被疑
の記

被疑
同一

被疑事実（犯罪事実）の要旨の閲

被疑事実中，犯行日 （特に年度）

謄本の添付（原本との同一性確認

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

１
１
１
１
１

｜

■

；
篝
egf儘彰63

◆

１
１
１

１
１
１【 】 【 】

~口踊Qの 画

i令，亨電灘 建㈱
【 】 【 】必要とする理由

【 】 【 】身体の部位の記載

隣f齢鐘：

鐘＆１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１ 薑

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ

§
◆逮捕状請求書（甲）

【 】 【 】請求

【 】 【 】引致

；
【 】 【 】数通

【 】 【 】 「相

【 】 【 】 「必

【 】 【 】以前

【 ！ （ 】鬘学
I 】 【 】公訴時効の確認（特に更新時）

作成令状の点検
【 】 【 】令状名

簿
【 】 【 】被疑者

【 】 【 】罪名（

【 】 【 】請求者

【 】 【 】発付年

【 】 【 】有効期

【 】 【 】夜間執

! 】 【 】騨引

一
や
一
四

逮捕状請求書（乙）

【 】受付時刻記載の確認

【 】逮捕時刻と請求時刻の差（

【 】麓
【 】逮捕

【 】引致

【 】逮捕

【 】 「充

【 】急速
がで

◆

令状交付時の点検
【 】 【 】裁判官の所属庁（庁印押捺は廃止）

I IH菫謝盲識壼綴吻含む，

１
１
１

ｊ
ｊ
ｌ

騨
識
癖
識
癖
癖

毒糠誌急蝿
【 】 【 】Ｉ

ｆ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

蝋、

１
１

瀞

【 】 【 】 「必要とする事由」の記載
一一一一一.－－－一一一一口L一一一＝ワ ーー､一一

＊令状交付時は複数の者が点検する。

＊同一の被疑事件について複数の令状が請求された場合には,まとめて1枚の令状点検票を作成することで足りる。

配

可アロ摩別衷露』少、



別紙4

令状作成における注意事項

1 請求書に閏する注意事項

【注意事項】

主
旨
二
二
口記載内容も令 状の一部でありした令状については，請求書の請求書を引用

求書に誤記等があると，令状自体が不備である可能性もあり，その内容によって

請求書を引用するときは，その記載内容は不当な身柄拘束となる可能性もある。

にも十分注意を払うこと

(1) 被疑者の入定事項

口記録（戸籍，住民票，保険証，パスポート等）と照合すること

□ 「自称。氏名不詳」の場合は「（別添写真の男（女））」と記載のうえ，写

真添付要

(2) 罪名

口被疑事実の要旨と一致しているか確認すること

□ 「霜助」， 「教唆」の記載漏れに注意

(3) 被疑（犯罪）事実の要旨

年月日時，場所の誤記に注意□
□ 構成要件が正確か＝記録との照合を要する。

○被害者，共犯者の氏名

○被害金額

○犯行場所

○侵入罪の場合， ｜曼入目的の記載漏れに注意

口別紙， 別表を添付する場合，その別紙，別表の添付漏れ，引用の誤りに

注意

(4) その他

口請求者の押印漏れに注意

□ 「同一の犯罪事実又は現に捜査中の他の犯罪事実」の記載漏れ，誤記→記

録内の前歴調書，逮捕状写し等を確認（付せん等がない場合は，請求者に直

接尋ねる方法でも可）

2令状に閨する注意事項

口発付年月日，有効期間の誤記

特に請求書の受付時から発付が日付をまたぐ場合，受付日と発付日が異な

り，さらに有効期間にも注意

口庁（地裁，簡裁）の間違いに注意

1



別紙4

令状の別紙として引用する形式で作成する。 その逮捕状は， 請求書原本を|■

て請求書原本を別紙として引用する形式で作他の令状についても， 原則とし

成する。

求（例えば逮捕状と捜索差押許可種類の異なる複数の 令状請口同じ犯罪で，

犯罪事実記載の人物の記載方法が異な状の請求）があったとき，被疑事実 ●

るので，特に注意を要する。

(例）被疑者A, 同Bの共謀による傷害被疑事件における事例

被疑者Aの逮捕状請求書（甲）の被疑事実

「被疑者は, Bと共謀のうえ，平成○年○月○日午後○時○分ころ，

東京都・ ・ ・○号先路上において． △△に対し，被疑者が手拳で△

△の顔面を多数回殴打し, Bが右足で△△の左足を数回蹴るなどの

暴行を加え， よって・ ・ ・ 。」

《誤りの例1》被疑者Aの逮捕状請求書（甲）の被疑事実

｢被疑者 平成○年○月○日午後○時○

いて，△△に対し，被疑者A

A及び同Bは，共謀のうえ

分ころ，東京都・ ・ ・○号先路上において，△△に対し，被疑者A

が手拳で△△の顔面を多数回殴打し，同Bが右足で△△の左足を数

回蹴るなどの暴行を加え， よって． 。 ． 。」

→これは，被疑者Aに対する逮捕状請求書だから，被疑者Bは

「被疑者」ではない。よって，

とあるのは， 「被疑者は, BとBと

｢被疑者A及び同Bは， 共謀のうえ 」

共謀のうえ」とするのが正しい。また，

「被疑者Aが」とあるのは， 「被疑者が」が， 「同Bが」とあるのは

「Bが」とするのが正しい。

《誤りの例2》被疑者A, 同Bに対する捜索差押許可状請求書の犯罪事

実

「被疑者Aと同Bは，共謀のうえ，平成○年○月○日午後○時○分

ころ，東京都・ ・ ・○号先路上において， △△に対し，被疑者が手

拳で△△の顔面を多数回殴打し, Bが右足で△△の左足を数回蹴る

などの暴行を加え， よって・ ・ ・ 。」

→これは，逮捕状請求害の被疑事実と捜索差押許可状請求書の犯

罪事実をいわゆる「使い回し」したことにより誤った事例。この

場合は， 「被疑者が」とあるのは「被疑者Aが」， 「Bが」とあるの

は「同B (又は被疑者B)」とするのが正しい。

法改正に関しては， 例えば，平成26年1 1月25日施行の改正薬事法の場

，同日前の犯行に関しては，令状請求書には「平成25年法律第84号に

９

□

－
口

よる改正前の薬事法違反（同法第84条第20号，第76条の4)」と記載さ

ii



別紙4

れるが， 同日以降の犯行に関しては， 「医薬品，医療機器等の品質，有効性及

び安全性の確保等に関する法律違反（同法第84条第26号，第76条の4．）」

と記載される。最新の法改正に閨しては， 令状事務室備え付けのマニュアル

等を参照のこと

3各種令状における留意事項

’

(1) 通常逮捕状

□ 14歳未満の少年には発付できない（少年法31)。

□ 30万円（刑法，暴力行為等処罰に閨する法律及び経済関係罰則の整備に

閨する法律の罪以外の罪については2万円）以下の罰金，拘留，科料に当た

る罪については住居不定又は正当な理由がなく出頭の求めに応じない要件か

必要（刑訴法199Iただし書）

□ 「被疑者の逮捕を必要とする事由」の誤記，記載漏れ

□ 「引致すべき宮公署又はその他の場所」の誤記，記載漏れ

(2) 緊急逮捕状

□ 「逮捕の年月日時及び場所」， 「引致の年月日時及び場所」の誤記，記載

漏れ（非常に多いので特に注意を要する。）

□ 「死刑又は無期若しくは長期=旦星以上_の懲役若しくは禁綱にあたる罪」

（刑訴法2101)の要件を満たすか六法で確認（暴行（刑法208)に

ついて誤って緊急逮捕する例が多い。）

(3) 捜索差押許可状

口通常は，請求書原本を別紙として引用する。

口請求書原本を引用しない場合，覚せい剤取締法違反等の特別法について

は，被疑事件名の下に罰条をすべて記載する（例「覚せい剤取締法違反

（同法第41条の2第1項）。

口請求書に夜間執行の許可を求める記載があり，裁判官がこれを許可すると

きは，令状の下部余白部分に「この令状は， 日出前又は日没後でも執行する

ことができる。裁判官」と記載し，裁判官の認印を受ける。

(4) 強制採尿

口強制採尿専用の捜索差押許可状用紙を使用すること

口採尿場所が決まっている場合と決まっていない場合で用紙の記載が異なる。

口夜間執行の許可は不要

(5) 鑑定処分許可状（強制採血を除く。）

111
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口令状に必要事項を直接記載（請求書原本又は別紙を引用しない。）

口鑑定人の年齢が不明の場合には記載不要

(6) 強制採血

身体検査令状と鑑定処分許可状を併せて発付する必要がある。それぞれ強制

採血専用の令状用紙を使用する。

(7) 保護許可状

保護許可状（警察官職務執行法3条）は，簡裁の専属管轄なので，割当表に

△印が付いた裁判官は処理することができない。

この場合には，地裁の刑事訟廷管理官等に連絡を取り，指示を受ける。

(8) 傍受令状

傍受令状は，地裁の専属管轄なので，宿直裁判官が簡裁裁判官の場合には令

状を発付できない。多くは事前連絡により準備しているが， もし事前連絡が

なかったときは，速やかに刑事訟廷管理官等に連絡を取ること

(9) 記録命令付差押許可状， リモートアクセスによる複写の処分を伴う差押（捜

索差押）許可状

いずれも専用の用紙を使用する。マニュアルは別途令状事務室に備え付け

てある。

1V
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|当直引継書(宿直員(当直主任者)→令状事務責任者用） 月 日（ ）
・・・。。。・・・・・・･画・・・・・・｡。｡。・・・・・・・･･。｡・・・・・・・｡。｡｡・・・．・・。。．・・・・・・・・・。・・・・ロ･。｡。・・・･ppq･･･・ロ・・o・・・・・・・・・・。。。・・ロロ･・ロロロロ･ロロ･ロ･。・・・･・・・・ロ･・・・ 9．

0

'． 【宿直員（当直主任者）へ. 。 ．必ずお読みください】 ．
◆

●

1 この零面は，翌日が休日の場合に，宿直員（当直主任者）から令状事務責任者への引継ぎ；
－ ■

■

に使用してください。 ．
■

■

■

2引継ぎの際は，提出された書面等を令状事務責任者に確認してもらいながら引き継いで<；
■

●

ださい。 ．
■

e

■

3昼間の令状事務責任者からの引継ぎは，翌日の令状事務責任者にそのまま引き継いで<だ：
■

■

さい。この引継樗に転記・合算する必要はありません。 ：
■

●

■

【令状事務責任者へ】 ；
■

● ◆･潮． （注)本書面は，令状事務室備付けの「引継書綴り」に編てつしてください。
0

◆

◆Q々●a■■■■■■■■■■■・■■■■■●｡■■●、■■｡■■■■■■■■●●■｡■■■■■■■■■■■●■■■■｡●b■■●●｡■●■■■｡■｡■｡●巳■■■●■■●.●●.●●●■缶■■■■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■9s■缶いい◆◆

1 引継書面

口勾留等請求逓付票

口準抗告申立あり

特記事項：準抗告

(コピー）

件 （当直日誌裏面右土の仮準抗告醸立ノ櫛にも記入することノ

申立に関する引継事項はここに記入すること。ただし，弁護人からの申

し送り事項は． 申立書に付せんを貼ることで足りる。

済 未了 （ 「済」の場合は申立書に付記してください。 ）

済（ 冊） 未了

○検察庁への通知

○記録の借用

口被疑者国選選任請求の引継ぎあり

（内訳）前日の刑事14部又は日直からの引継ぎ 件(A)

当直におけるFAXによる請求書受理件数 件(B)

(rBノの傑数/弱当直日誌裏面右_との門国選弁護人選任請求y柵にも記入することノ

特記事項：被疑者国選選任請求に関する引継事項はここに記入すること。

口弁護人等から保釈請求あり

特記事項：保釈請求に関する引継事項はこ 弁護人からの申し二に記入するこ と。ただし

送り事項は，申立書に付せんを貼ることで足りる。

2その他引継事項

□《翌日分の》当番（扶助）弁護士から国選弁護人への切替の連絡あり
脚蜘OpU再…0脚a鞄判創

U●PPU一一一一

被疑者名

弁護士名

来庁予定時刻 頃 頃 頃

□ 《翌日分の》弁護人から勾留（延長）請求に対する意見書”上申書等の提出あり

１
１

…■一四一凸■■一‐一■■■ーー一一

被疑者名

弁護士名

面接希望

－コ◆*●◆抑ヰロ一~伊酔q■ひ■ｰCa ｡ー脚己寺0●ー■●01■ｰ＜

不明
一 ｰ一

□その他（刑事関係に限る。また、 当直日誌に記載したものは記載不要）

有無不明 有無不明
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東京地方検察庁の案内図



民事書記官のための休日の

令状事務処理用簡易マニュアル

（一般令状，通訳関係担当版）

東京地方裁判所刑事訟廷事務室

2018/09/28



はじめに

本マニュアルは，東京地裁における休日の令状事務（日直）処理の経験が浅い民事書記官のた

めに，令状事務処理のアウトラインを示したものです。

本マニュアルは，一般令状。通訳関係の担当になった方用です。

なお， 日直事務の詳細については，必ず「令状事務の注意事項」等を参照して執務を行うよう

にしてください。 「令状事務の注意事項｣は, |［‐
のページからダウンロードできます。令状事務の注意事項はたびたび改訂されているので§必ず

最新版を用意してください。

’

【注意事項】

「令状事務の注意事項」その他令状関係マニュアルに関しては，

本マニュアルの記載内容と若干異なる点があります。その場合は，

改訂作業を行っていますが，

本マニュアルに沿って処理

してください。

I
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第1 はじめに（総論）

1 一般令状，通訳関係担当の業務

一般令状，通訳関係担当の主な業務は次のとおりであるが，正確で，迅速な令

状事務を実現するため，手元が空いているときは，担当以外の業務について，積

極的に協力する。

なお，以下の業務は，土曜日において勾留請求件数が50件以下で，本来勾留

質問に立ち会う予定だった民事枠書記官が応援に回る， いわゆる「勾留（質問）

フォロー」の民事枠書記官も同様である。

（1） 令状処理

（2） 通訳関係事務

（3） 勾留質問の補助事務等

ア

’ ’
’被疑者国選記録ファイルの回収｜

求記録の回収

勾留通知

イ と勾留請

ウ
エ
オ
カ

準抗告事件等の雑事件処理のサポート

勾留延長請求事件の処理のサポート

|， 勾留状，接見等禁止決

定謄本等の印刷又はそのダブルチェック，裁判官への記録提出等

2事前に準備すべき事項

（1） 事前の研さん＝令状実務研さん（日直における一般令状事務及び通訳関係の

説明）

毎月5日， 15日， 25日（休日のときは直後の平日）の午後1時45分か

ら午後2時40分まで令状事務室（地下1階）において開催

（2） 当直において各自持参する資料

も，
’

いずれ

ので． 事で，事

に収録されている

前に印刷しておく。

。令状事務の注意事項（以下，各論の標題記載のページ数及び資料番号は，

いずれも「令状事務の注意事項」の該当ページ又は資料番号である。）

・当直における一般令状のパソコンによる処理について(事務連絡）

令状事務処理システム(3)

1



ll ‐－－ Iには，令状事務処理システムがインストールされてい

'に当たり利用されたい。る｡I に当たり利用されたい。
練習用プログラムは,［
内に登載されているので， 自舅のパソコンにダウンロードして事前に練習す

る（令状実務研さんでも練習を実施している。 ） 。

(4) 通訳関係処理システム

| には，通訳関係処理システムがインストールされてい

る。

練習用プログラムは， ’
内に登載されているので， 自身のパソコンにダウンロードして事前に練習す

る（令状実務研さんでも練習を実施している。 ） 。

3 配置関係（別紙1 「当直について」参照）

4 日付印（別紙1 「当直について」参照）

(1) 刑事関係の書類は， 令状事務室に備え付けられている受付日付印を押す。

（2） 受付日付印には, A印とB印がある。一般令状請求で利用するのは, A印で

あり, B印は利用しない(B印は， 勾留請求書，接見等禁止請求書のみに使

用）。

5 日直開始時に必ずやること

(1) 令状請求事件簿の確認

日直の令状担当裁判官は，簡裁である。令状請求事件簿も簡裁用（る）で

立件するので，地裁用は，収納棚に戻して，誤って登載しないようにする．

（3） 受付日付印の日付の修正

A印の日付が今日の日付になっているか確認

6令状関係書類の廃棄について

2
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第2一般令状事務

1 【特に重要】令状事務の留意点

令状事務において特に留意すべき事項は，以下のとおりである。詳細や各種令

状の記載については， 別紙2「令状作成における注意事項」及び「令状事務の注

意事項」等を参照されたい。

（1） 令状点検票の利用(3p)

全l生2－必_ず別紙3「令状点検票」を利用する。

点検し， さらに別の職員が点検（ダブル各項目にチェ ツクを入れながら，

チェック）を行う。

なお，令状点検票は，同じ事件の複数の請求に関しては，点検票1枚でもか

まわない。

(2) 条例，改正された法律等

に改正された法律のファイル及び主な条例の

ファイルが収納されている。六法に掲載されていない法律や条例に関しては，

本ファイルを参照されたい。特に大きな法改正に関しては， 別にその法改正

だけをつづったファイルを備え付けてある。

’

(3) 請求先の記載(3p)

請求書に請求先を記入してこなかったときは，請求者自らに窓□で補正等

をさせる。その際，請求先が簡裁となっているか注意する。

(4) 受付日付の表示(4p)

令状請求に関しては，回を使用する。請求書の原本及び謄本に広FEﾛ]を押
し，取扱者の屍圃を押す。

緊急逮捕状の請求（逮捕状請求書（乙））は，受付印に受付時刻を記載する。

その他の一般令状請求は，受付時刻の記載は不要である。

(5) 令状請求事件簿への登載(4p)

ア令状請求事件簿は，簡裁用で立件する。

イ緊急逮捕状の請求は，備考欄に受付時刻及び令状発付時刻を，それぞれ記

載する。

6 事件符号(4p)

事件の種類によって異なるので注意する。

ア検察官， 一般司法警察職員，少年法6条の5による警察官（触法事件）

4



「る」

イ特別司法警察職員 「るA」

ウ保護許可状請求（警察官職務執行法3条），臨検・捜索。押収許可状請求

（出入国管理及び難民認定法31条），臨検捜索許可状請求（児菫虐待の防

止等に閨する法律9条の3） 「行イ」

工事件番号

令状請求事件簿に記載されている事件番号の冒頭に 「O」が付いていると

きは，そのまま「O」を記載（例「0123｣)する ◎

(7) 令状の作成，点検(5p)

アまず請求書の点検を行い，その後，令状草稿の作成，点検を行う。

イ令状処理にあたっては，別紙2「令状作成における注意事項」を参照され

たい。

(8) 令状の発付(12p)

ア裁判官の決裁後は，必ず2人で|||頁次， 令状点検票の各項目にチェックを入

①不動文字以外の記載れながら， (被疑者名， 罪名．裁判所名， 発付年月

日，条件欄等），②裁判官の押印，契印。訂正印の有無等を確認する。

イ裁判官の契印

㈲請求書原本に請求者の契印がある場合

の間に契印する。

（ｲ） 請求書原本に請求者の契印がない場合

ウ令状を請求者に交付するとき

令状と請求書原本の初ページと

令状を含む全ページに契印する。

(ｱ） 発付時には，記載した全文を読み上げ (逮捕状の場合は 被疑事実も），

この確認 読み上げ作業を丁寧に行うことで，令状過誤の多くは防止で

きる！

（ｲ） 令状請求事件簿に請求者の受領印を受ける。緊急逮捕の場合は，備考欄

に発付時刻を記載する。

(9) 請求の撤回，却下(13p)

ア撤回

例書記官は，請求書の原本・謄本の余白に

「撤回

裁判所書記官」

と記載し，書記官が認印する。

（ｲ） 令状請求事件簿の結果欄に「撤回」と記載する。

（ｳ） 請求者に請求書原本と一件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を受

5



ける。

㈲請求書謄本は裁判所で保管する。

イ却下

制請求書の原本・謄本の余白に，

「本件請求を却下する。

理由

平成年月 日

東京一一裁判所

裁判官 一一一」

のゴム印を押し，裁判官の記名印を押した上で，却下理由（裁判官に聞

く。）を記載して，請求書原本に裁判官が押印する。

（ｲ） 令状請求事件簿の結果欄に「却下」と記載する。

（ｳ） 請求者に請求書原本と－件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を受

ける。

（ｴ） 請求書謄本は裁判所で保管する。

2【重要】令状事務処理システム

には，令状事務処理システムがインストールされている。

jlに当たり利用されたい。

(1) 令状事務処理システムが利用できるパソコン

i
’ｊ

１
ｊ

２
３
４

１
１
１

｜ －
具体的な利用に関するマニュアルは, | I

］|にある高地簡裁刑事首席書記官事務連絡「当直における一般

令状のパソコンによる処理について」及び「令状事務処理システム（当直用）

操作マニュアルI 1」
があるので，参照されたい。

また，練習用プログラムも用意してあるので， 自身のパソコンにダウンロー

ドして事前に利用されたい。

注意事項(5)

｜
’
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第3通訳関係事務

1 通訳関係事務の概要

日本語に通じない外国人等の勾留質問においては，通訳人による通訳が必要

になる。通訳人に関する事務の概要は次のとおりである。

(1) 来庁する通訳人を確認するI
l■■■■。
（2） 要通訳事件の全件について，通訳料請求書，通訳人旅費請求書，通訳人尋問

調書（宣誓書付き）の3点セットを作成する。

(3) 通訳人が来庁したら, | Iに案内して。被疑事実の写しを交付■

’

|－－ ’する。
(4)

2通訳関係書類の作成

（1） 要通訳事件の把握

朝のミーティング終了後，勾留質問者名簿（資料36）の備考欄を見て要

通訳事件を把握する。

勾留質問者名簿には，通訳人名と通訳言語，通訳人の来庁予定時刻が記載

されているので， それを参考にする（同じ言語の通訳人であっても，通常，

勾留質問室ごとに通訳人が異なる。 ） 。

（2） 被疑事実等のコピー

当該事件の記録を勾留質問担当書記官から借りて， 勾留請求書（1枚目）

及びその記録に挟み込まれている「被疑事実」のコピーをとる。

（3） 通訳関係処理システムで書類作成

’ア という

■■■ファイルのアイコンをダブルクリックして，通訳関係処理システム
を立ち上げる。

’イ 勾留請求書をもとに，

’ ’
■■を作成する。
ウ詳細は「通訳関係処理システム操作マニュアル」

’ のページに登載）を参照

3通訳人尋問調書の注意点

7



(1) 通訳人尋問調書と宣薑書を，通訳人尋問調書を上にして左側2箇所をステー

プラで留める。

なお，通訳人尋問調書と宣篁書の契印は勾留質問担当書記官が行う。

(2) 被疑者名， こと名は， 勾留質問担当書記官が作成する勾留状の記載と一致す

る必要がある。 勾留質問担当書記官と相談して，

記載を合わせる。

(3) 人定質問の氏名，年齢，職業，住居，通訳人の署名，押印部分（宣誓書を含

む。 ）は， いずれも通訳人が自ら記載する。

4通訳料請求書及び通訳人旅費請求書の注意点

（1） 1人の通訳人が複数の裁判官の勾留質問に立ち会ったときは，裁判官ごとに

それぞれ作成する。

（2） 同一の通訳人が複数の勾留質問に立ち会った場合には， 1人目の被疑者名

｢外○名」と記載する。

|－ ’
(3) 被疑者名， て

る必要がある。

こと名は， 勾留質問担当書記官が作成する勾留状の記載と一致す

L ‐二－‐ Z ‐ 二｣’ 勾留質問担当書記官と相談して，

記載を合わせる。

(4) 罪名が複数の場合， 1つの罪名プラス「等」として，すべてを列記しない。

(5) 通訳の種類欄

勾留質問者名簿の備考欄の通訳言語を記載する。同一の通訳人が複数の言

語を通訳した場合は，すべての通訳言語を入力する。

(6) 支給額， 内訳金額，領収年月日，氏名欄

5

6

’通訳人は，

|に案来庁したら，通訳人の氏名を確認し、

内した上，次の事務を行う。

(1) 通訳関係書類の交付

通訳人が担当する事件の次の書類を交付する。

ア被疑事実のコピー

T I
8

y
P



ウ
エ

(2)

(3) 通訳関係書類の確認

’
通訳人に対して, I Cカード利用の有無を確認して, I Cカード利用の場

合は，通訳人旅費請求書の備考欄に「□ I Cカード利用」にチェック■■■
1 する。

なお，被疑事実のコピーは，通訳の参考に使用するため，通訳人が勾留質

問室に持参する。

6 裁判官の押印及び引継ぎ等

（1） 通訳人尋問調書の勾留質問担当書記官への交付及び引継ぎ

I 亨11通訳料請求書及び通訳人旅費請求書
を手元に残し，通訳人尋問調言を勾留質問担当書記官に交付する。

なお， 通訳人尋問調書は，勾留質問終了後，勾留事件記録に編綴されて検

察庁に引き継がれる。

（2） 裁判官の押印

通訳料請求書及び通訳人旅費請求書は，裁判官単位でまとめておき， 勾留質

問が終了したら， 勾留質問に立ち会った裁判官に「係官印」欄への押印を依

頼する。

（3） 通訳料請求書及び通訳人旅費請求書の引継ぎ

事件関係送付簿B(通訳料請求書，通訳人旅費請求書）に記載して， 当直明

けに刑事第14部に引き継ぐ。

7その他

（1） 通訳人の来庁確認

通訳人の来庁予定時刻を過ぎても通訳人が来庁していないときは，検察庁

日直室（短縮ダイヤル■■■■■）に電話をする。
9
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第4勾留質問の補助事務等

1

’

2記録等の引き上げ

(1) 被疑者国選記録の回収

1被疑者国選記録（オレンジ色のクリアファイル）

をI －－ 、|回収する。
令状事務室から戻ったら，オレンジ色のクリアファイルを被疑者国選担当書

記官に手渡す。

（2） 勾留請求記録の引き上げ

｜ －－ l勾留這知のためなど，勾留質問担当書記官から
指示があったときは， 勾留質問室に記録を取りに行く。

3 勾留通知

（1） 電話による通知方法

電話による通知方法は，令状事務室備え付けの「電話による勾留通知方法」

のとおり

ア

イ
ウ

11



工

オ

I

(2) 書面による通知方法

｜から印刷することができる。

封筒は, II I1に収納されている無地で裏面に

|I

’
l と印刷されているものを使用

’‐し

(3) 勾留質問調書への付記

勾留通知書の通知済みの箇所に通知を担当した書記官の認印を押す。

(4) 通知不能の場合

ア被疑者が裁判所構内に残っている場合

警視庁同行室の警察官（内線■■■■■）に連絡し，被疑者が裁判所の構
内に残っているときは，警察官に通知不能の連絡をする（勾留質問者名簿で

確認しながら「○号室○番の被疑者○○，通知不能です。 」等と連絡す

る。 ） 。

イ被疑者が裁判所構内に残っていない場合

被疑者の勾留先である警察署等に電話した上， 同署の留置担当部署に通知

不能の連絡をする。

(5) 勾留質問調書への記入

通知不能の場合は， 勾留質問調書の下部に記載されている不動文字のうち

「即日勾留通知済」の文字を二重線で抹消し， 「通知不能」を加入修正して

認印を押す。

4準抗告事件等の雑事件のサポート

12



検察庁からの記録借用，検察庁への求意見害の送付，検察庁への謄本送付等の

ために，検察庁に行ってもらうことがある。

露

5勾留延長請求事件のサポート

’
この場合は， をサポートす

る。

■｡
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当直について別紙1

◆受付日付印(刑事関係＝令状事務室の受付日付印）
B印:勾留請求書,接見等禁止請求書
A印:その他の書類(起訴状等）

B印A印

◆令状事務室及びその周辺施設

｜｜’F河 ’
－■■一・ー一

吐企」 ｒ
ト
ー
ー
Ｉ
１
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ

■
■
■
■
【
団
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別紙2

令状作成における注意事項

｜ 請求書に閏する注意事項

【注意事項】

主
目

二
菫
口請求書の記載内容も令状の一部であり1請求書を引用した令状については，

その内容によって記等があ 令状自体が不備である可能性もあり，誤に聿三求 ると

記載内容請求書を引用するときは そのは不当な身柄拘束となる可能性もある。

にも十分注意を払うこと。

(1) 被疑者の入定事項

口記録（戸籍，住民票，保険証，パスポート等）と照合すること

□ 「自称・氏名不詳」の場合は「（別添写真の男（女）)」と記載のうえ，写

真添付要

(2) 罪名

口被疑事実の要旨と一致しているか確認すること

□ 「語助」， 「教唆」の記載漏れに注意

(3) 被疑（犯罪）事実の要旨

口年月日時，場所の誤記に注意

口構成要件が正確か＝記録との照合を要する。

○被害者，共犯者の氏名

○被害金額

○犯行場所

○侵入罪の場合， ｜曼入目的の記載漏れに注意

口別紙，別表を添付する場合，その別紙，別表の添付漏れ，引用の誤りに

注意

その他

口請求者の押印漏れに注意

□ 「同一の犯罪事実又は現に捜査中の他の犯罪事実」の記載漏れ，誤記→記

録内の前歴調書，逮捕状写し等を確認（付せん等がない場合は，請求者に直

接=ねる方法でも可）

(4)

2 令状に閨する注意事項

口発付年月日，有効期間の誤記

特に請求書の受付時から発付が日付をまたぐ場合，受付日と発付日が異な

り，さらに有効期間にも注意

口庁（地裁，簡裁）の間違いに注意

I



別紙2

作成する。 その状の別紙として引用する形式で請求書原本を令逮捕状は，|■

て引用する形式で作て請求書原本を別紙とし他の令状についても，原則とし

成する。

口同じ犯罪で，種類の異なる複数の令状請求一(例えば逮捕状と捜索差押許可

状の請求）があったとき，被疑事実。犯罪事実記載の人物の記載方 法が 異な

るので，特に注意を要する。

(例）被疑者A, 同Bの共謀による|勇害被疑事件における事例

被疑者Aの逮捕状請求害（甲）の被疑事実

「被疑者は, Bと共謀のうえ，平成○年○月○日午後○時○分ころ，

東京都。 ・ ・○号先路上において， △△に対し，被疑者泓手拳で△

△の顔面を多数回殴打し, Bが右足で△△の左足を数回蹴るなどの

暴行を加え，よって。 。 。 。」

《誤りの例1》被疑者Aの逮捕状請求書（甲）の被疑事実

「被疑者A及び同Bは，共謀のうえ，平成○年○月○日午後○時○

△△に対し，被疑者A分ころ，東京都・ ・ ・○号先路上において，

が手拳で△△の顔面を多数回殴打し，同Bが右足で△△の左足を数

回蹴るなどの暴行を加え，よって。 。 。 。」

→これは，被疑者Aに対する逮捕状請求書だから，被疑者Bは

「被疑者」ではない。よって， 「被疑者A及び同Bは，共謀のうえ」

とあるのは， 「被疑者は, Bと共謀のうえ」とするのが正しい。また，

「被疑者Aが」とあるのは， 「被疑者が」が， 「同Bが」とあるのは

「Bが」とするのが正しい。

《誤りの例2》被疑者A, 同Bに対する捜索差押許可状請求書の犯罪事

実

「被疑者Aと同Bは，共謀のうえ，平成○年○月○日午後○時○分

ころ，東京都。 。 。○号先路上において， △△に対し，被疑者が手

拳で△△の顔面を多数回殴打し, Bが右足で△△の左足を数回蹴る

などの暴行を加え， よって。 ． 。 。」

→これは，逮捕状請求書の被疑事実と捜索差押許可状請求害の犯

罪事実をいわゆる「使い回し」したことにより誤った事例。この

場合は， 「被疑者が」とあるのは「被疑者Aが」， 「Bが」とあるの

は「同B(又は被疑者B)」とするのが正しい。

法改正に関しては， 例えば，平成26年1 1月25日施行の改正薬事法の場

， 同日前の犯行に関しては，令状請求書には「平成25年法律第84号に

る改正前の薬事法違反（同法第84条第20号，第76条の4)」と記載さ

■

合、

よる改正前の薬事法違反（同法第84条第20号，第76条の4)」と記載さ
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別紙2

れるが， 同日以降の犯行に閨しては， 「医薬品，医療機器等の品質，有効性及

び安全性の確保等に関する法律違反（同法第84条第26号，第76条の4）」

と記載される。最新の法改正に関しては，令状事務室備え付けのマニュアル

等を参照のこと

3各種令状における留意事項

(1) 通常逮捕状

□ 14歳未満の少年には発付できない（少年法31)｡

□ 30万円（刑法，暴力行為等処罰に関する法律及び経済関係罰則の整備に

閨する法律の罪以外の罪については2万円）以下の罰金，拘留，科料に当た

る罪については住居不定又は正当な理由がなく出頭の求めに応じない要件が

必要（刑訴法1991ただし書）

□ 「被疑者の逮捕を必要とする事由」の誤記，記載漏れ

□ 「引致すべき宮公署又はその他の場所」の誤記，記載漏れ

(2) 緊急逮捕状

の誤記，記載｢逮捕の年月日時及び場所」， 「引致の年月日時及び場所」□

(非常に多いので 特に注意を要する。）漏れ

□ 「死刑又は無期若しくは長期3唾以上Lの懲役若しくは禁鋼にあたる罪」

（刑訴法2'I01 )の要件を満たすか六法で確認（暴行（刑法208)に

ついて誤って緊急逮捕する例が多い。）

(3) 捜索差押許可状

口通常は，請求書原本を別紙として引用する。

口請求書原本を引用しない場合，覚せい剤取締法違反等の特別法について

は，被疑事件名の下に罰条をすべて記載する（例「覚せい剤取締法違反

（同法第41条の2第1項）。

口請求書に夜間執行の許可を求める記載があり，裁判官がこれを許可すると

きは， 令状の下部余白部分に「この令状は， 日出前又は日没後でも執行する

ことができる。裁判官」と記載し，裁判官の認印を受ける。

(4) 強制採尿

口強制採尿専用の捜索差押許可状用紙を使用すること

口採尿場所が決まっている場合と決まっていない場合で用紙の記載が異なる。

口夜間執行の許可は不要

(5) 鑑定処分許可状（強制採血を除く。）

11］



別紙2

口令状に必要事項を直接記載（請求書原本又は別紙を引用しない。）

口鑑定人の年齢が不明の場合には記載不要

(6) 強制採血

身体検査令状と鑑定処分許可状を併せて発付する必要がある。それぞれ強制

採血専用の令状用紙を使用する。

(7) 保護許可状

保護許可状（警察官職務執行法3条）は，簡裁の専属管轄なので，割当表に

△印が付いた裁判官は処理することができない。

この場合には，地裁の刑事訟廷管理官等に連絡を取り，指示を受ける。

(8) 傍受令状

傍受令状は，地裁の専属管轄なので，宿直裁判官が簡裁裁判官の場合には令

状を発付できない。多くは事前連絡により準備しているが， もし事前連絡が

なかったときは，速やかに刑事訟廷管理官等に連絡を取ること

(9) 記録命令付差押許可状， リモートアクセスによる複写の処分を伴う差押（捜

索差押）許可状

いずれも専用の用紙を使用する。マニュアルは別途令状事務室に備え付け

てある。

1V
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はじめに

本マニュアルは，東京地裁における休日の令状事務（日直）処理の経験が浅い民事書記官のため

に，令状事務処理のアウトラインを示したものです。

本マニュアルは，勾留質問立会の担当になった方用です。

なお，日直事務の詳細については，必ず「令状事務の注意事項」等を参照して執務を行うように

してください。 「令状事務の注意事項」は， の

ページからダウンロードできます。令状事務の注意事項はたびたび改訂されているので，必ず最新

版を用意してください。
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1 勾留質問立会担当の業務

勾留質問立会担当（以下「立会担当」といいます｡）の主な業務は次のとおりですが，正確で，

迅速な令状事務を実現するため，手元が空いているときは，担当以外の業務について協力する

ようにしてください。

書類のセルフ

チェック，ダブルチェック，裁判官への記録提出

・勾留質問の立会

･勾留通知

･勾留請求却下の処理

1 ’
・勾留請求記録の返還

・令状事務責任者が担当する勾留延長請求事件処理の補助

2勾留質問立会事務の1日の流れ

主な執務の流れは次のとおりです。

。 勾留請求事件の種別（要通訳。接見等禁止請求の有無）を確認します。

｡ 1 11勾留状,勾留質問調書,接見等禁止決定等の書類を作成します。
。 勾留質問室において，勾留質問に立ち会います。

・ 令状事務室に戻り，勾留通知等を行います。

’
・ 勾留請求記録を検察庁に引き継ぎます。

3勾留質問開始前の準備

次の種別ごとにそれぞれ作成する書類が異なるので，自分の担当する勾留質問の種別を確認し

ます。

具体的には，朝一番に令状事務責任者から自らが担当する勾留質問室の勾留質問者名簿写しを

渡されるので，その記載を確認します。

①要通訳事件（通訳人尋問調書の作成及び勾留質問調書に通訳人の表示などが必要）

|｜ －－‐－ ］’②接見等禁止請求事件

4勾留状・勾留質問調書・接見等禁止決定等の作成

(1)

’

勾留状等の作成に当たっては，ペアを組んでいる被疑者国選担当書記官と担当する勾留請求

1



事件等を分担して行うので，最初にどのように事件を分担するか（例えば，勾留質問者名簿の

被疑者欄の隔棡おきに担当するなど）相談してください。

(2)勾留状作成の注意事項

① 「被疑者氏名」欄

b写真添付の場合

被疑者特定のために写真が添付されている場合（氏名黙秘の場合等）は，氏名の直後に

「別添写真の男(女)」との記載を,ゴム印を利用して,勾留状のみに記載します■
|また,勾留質問調書にはこの記載は

不要です。 ）

なお，この場合，綴てつ順は，勾留状→被疑事実→写真台帳になります。また，写真台

帳と写真の間にも裁判官の契印が2箇所必要になるので，注意します。

② 「住居」欄

被疑者の住所は，東京23区政令指定都市及び県庁所在地の都道府県名は省略します。

また，地番については「丁目」， 「番地」 ， 「号」の記載は「一」 （ハイフン）を用いて

省略します。ただし，マンション・アパート名については省略せずに正確に記載します。

③ 「被疑事実の要旨」欄

記録に添付されている（通常は二つ折りにしてクリップ等で勾留請求記録に挟んでありま

す。 ）被疑事実用紙を利用します。

被疑事実用紙に「（別紙）」の記載がないときは，左上部分に加筆します。

被疑事実用紙の頭書が「被疑事実の要旨」となっているときは， 「の要旨」を削除します。

なお，勾留状原本と被疑事実用紙とのステープラ留めは被疑者国選担当書記官が行うので，

立会担当書記官は行う必要はありません。

④ 「勾留請求の年月日」欄

東京地裁の場合，原則として前日に勾留請求があるので，この欄は前日の記載になります

（即日尋問は除く）。

⑤「刑事訴訟法60条1項各号に定める事由」欄

｜ －11
(3)勾留質問調書作成の注意事項
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①入定質問

被疑者が外国人の場合であっても，

はありません。

②通訳人の立会い

｢住居」の後ろに「及び国籍」の文字を挿入する必要

③勾留通知先メモ

薑視庁同行室の豐察官が各質問室ごとに被疑者が希望する勾留通知先を記載したメモを令

状事務室まで持ってくるので，勾留質問の際にはそのメモを勾留質問室に持参します。

(4)記録点検事項の確認

’以下の事項(『記録点検事項」 （注意事項資料編資料531
■について｣参照)）について,ﾁｪｯｸを実施しますな【■について｣参照)）について,ﾁｪｯｸを実施します｡なお,その他の事項(e×:被疑事実
中の犯罪場所の記載の正確性等）の確認は行いません。

①入定事項についての勾留請求記録との照合

②被疑事実の一読

③領事官通報の有無の確認

④弁護人選任の有無の確認

(5)接見等禁止決定書作成の注意事項

①

②

③

’
1

④決定害等の■■
決定害の1枚目（原本用） ，決定書の！

3
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■■(謄本用) ， 5枚目の送達報告書の順に,青色のｸﾘｱﾌｱｲﾙに入れます。
(6)被疑者国選担当書記官に提出

’ 一‐ ー工］ 記録点検事項のチェックが終了した勾留状，勾留質問調書接見
等禁止決定等の入った青色のクリアファイルを，ペアを組んでいる被疑者国選担当書記官に，

勾留請求記録とともに提出します。勾留請求記録は勾留状等の作成が終わったものから順次提

出するようにし，溜めないようにします。

被疑者国選担当書記官は，勾留状，勾留質問調書接見等禁止決定等の記載を確認し，記録

点検事項についてダブルチェックを行います。間違いが見つかった場合には，被疑者国選担当

書記官において修正,|■■立会担当書記官に戻されるので,修正箇所を確認します｡確認
後，立会担当書記官から裁判官へ勾留請求記録を提出します。裁判官への記録の提出は，可能

な限り， 1件ずつ五月雨式に提出します。

なお，ペアを組んでいる被疑者国選担当書記官も，同様に勾留状，勾留質問調書接見等禁

止決定等を作成して．立会担当書記官に勾留請求記録とともに提出してきますので，ダブルチ

ェックを行い,間違いが見つかった場合には立会担当書記官において,修正,■■■■ペアを
組んでいる被疑者国選担当書記官に戻して，修正箇所を確認してもらいます。被疑者国選担当

書記官が確認して，間違いがなければ，被疑者国選担当書記官から裁判官へ記録を提出しても

らいます。

（7）要通訳事件の通訳関係書類の作成

要通訳事件において必要になる通訳料請求書。通訳人旅費請求書通訳人尋問調書，宣誓書

は，一般令状・通訳担当書記官または事務官等が作成しますので，立会担当書記官は作成しま

せん。

（8） 被疑者国選用の被疑事実の写しの作成，提出

勾留請求記録を受け取ったら，被疑事実用紙の写しを－部作成して，勾留状等の印刷書類と

勾留請求記録を被疑者国選担当書記官に提出する際に，その写しも一緒に添付します

5勾留質問の立会い

（1）勾留質問室に持参する物

｜ 一 I以勾留質問室には次の書類等を持ち込みます。なお， 下の書類につ

いては，数枚程度ずつ持参すれば足りる場合がほとんどです~。
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’

(2

(3)勾留質問調書の記載

①ゴム印の利用

被疑者の陳述について， 「事実は，そのとおり間違いありません。」などのゴム印が使用

できる場合は，それを利用します。

②被疑者の陳述が長く，継続用紙を使用した場合には，必ず調書と契印をします。

(4)被疑者国選弁護人選任請求の処理

裁判官から，弁護人選任請求権の告知と一緒に国選弁護人選任請求権についての教示がされ

ます。

被疑者が請求の意向を示したときは，被疑者に国選弁謨人選任請求書・資力申告書を作成さ

せます。具体的には，同書面の「2理由」欄， 「3資力申告」欄，作成年月日，被疑者の

氏名（フリガナ） ，生年月日（氏名の下）を記載させ，指印させます。

事前に国選弁護人選任請求書。資力申告害がファクシミリで送信されていた場合（事前請求

の場合）は，同書面の記載に不備がないかを確認し，記載漏れ等があるときは，不備を補正さ

せます。
’
１1(5

(6)調書の読み上げと被疑者の署名。指印
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勾留質問が終了したら，立会担当書記官（要通訳事件の場合は通訳人）が勾留質問調書を読

み上げます。被疑者に間違いがないことを確認してもらい，署名・指印（左手の人差し指）

（外国人の場合も）をさせます。

(7)勾留状，接見等禁止決定の裁判官による押印

勾留質問が終了したら，裁判官は勾留状及び接見等禁止決定に押印します。勾留担当書記官

は，勾留状等の交付を受けたら押印，契印，訂正印の漏れがないかを確認します。

(8)接見等禁止決定謄本の作成，交付送達

接見等禁止決定がなされた場合は，決定原本と照合した上で謄本用紙に職印を押し，謄本を

■作成します。
被疑者に「決定謄本を交付します。受取りのサインと指印をしてください。 」等と声掛け

をしながら，謄本1通を交付し，送達報告書に署名,指印（左手の人差し指）をさせ，職印

を押して送達報告書を完成させます。

なお，被疑者が受領を拒否した場合や交付送達を不相当と判断した場合は，勾留場所に宛て

て特別送達をします（6(4)③参照）。

の’ ｜’(10 被疑者国選記録

’
国選弁護人選任請求に閏する記録表紙の裁判官の認印を確

認します。

なお，クリアファイルには，被疑者国選に関係のない勾留質問調書や接見等禁止決定謄本，

私選弁護人申出害を入れないように注意します。私選弁護人選任申出書は別途持ち帰り，被疑

者国選担当書記官に個別に引き継いでください。

また, |’ ｜ｸﾘｱファイルは,令状事務室に戻った後,直ちに被疑者国
選担当書記官に引き継ぎます。

⑪記録の引き上げ
’

6勾留質問後の事務

（1）各書類の記録への編綴

勾留質問が終わり事務室に戻ったら， 直ちに各書類の記録への編綴を行います。押印漏れ，

6



記載漏れ等がないか確認の上，弁護人の上申書等→通訳人尋問調書（宣誓書）→勾留質問調書

→接見等禁止決定謄本の|||頁に，記録の末尾に編綴します。

(2)勾留通知

①電話による通知方法

電話による通知方法は，令状事務室備え付けの「電話による勾留通知方法」を参照してく

ださい。ここではいくつかの注意事項を確認します。

②書面による通知

』
託
，
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｑ ’勾留通知書I することができます。

’
'd封筒には，無地で襄面 と印刷されて

いるものを使用します。

_－1

齢潟 躍罵 臓瑠

なお，弁護士に対する勾留通知に限り，勾留通知書に， 『弁護士の事務所と電話番号を鉛

筆書きする』」か， 日弁連の弁護士情報をプリントアウトしたものをホチキス留めすること

7



で，封筒の作成に代えることができます。

’
③勾留質問調書への付記

雷 一一 一一一 一一 一 ’電話による通知ができた場

■には,勾留通知書の通知■■には,勾留通知書の通知済みの箇所に通知を担当した書記官の認印を押します。
④通知不能の場合

通知不能になった場合には，被疑者に通知不能になった旨の連絡をする必要があります。

a被疑者が裁判所構内に残っている場合

薑視庁同行室の譽察官(内線■■■■)に連絡し,被疑者が裁判所の構内に残っている
ときは，同篝察官に通知不能の連絡をします（勾留質問者名簿で確認しながら「○号室○

番の誰それ，通知不能です。」等と連絡します。 ） 。

b被疑者が裁判所構内に残っていない場合

被疑者の勾留先である豐察署等に電話した上，同髻の留置係に通知不能の連絡をします。

c勾留質問調書への記入

通知不能の場合は，勾留質問調書の下部に記載されている不動文字のうち「即日勾留通

知済」の文字を二重線で抹消し， 「通知不能」を加入するように修正した上，認印を押し

ます。

(3)領事官通報

被疑者の国籍が中華人民共和国や旧ソ連邦で，捜査段階で領事官通報がされていない場合は，

必ず令状事務責任者等に手続について確認して通知します。

(4)接見等禁止関係書類（胄色のクリアファイル）の処理

①検察庁用の謄本

謄本1通を記録に編綴して，検察庁に送付します（(1)参照）。

②原本と送達報告書

原本は， 「即日検察庁に謄本送付済」に認印を押して，送達報告書とステーブラで綴じま

す。事件関係送付簿Aに記載し， 14部に引き継ぎます。

⑧謄本の特別送達

接見等禁止決定謄本を，勾留質問時に被疑者に交付送達できなかった場合（5(8)）は，被

疑者の勾留場所の長（豐察蕾の場合は警察署長，分室の場合は警視庁留置管理第一課長）宛

|Iてに，特別送達をします。

’
(5)勾留請求の却下
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③決定書の作成

勾留請求書の余白部分に「本件請求を却下する理由平成年月日東京地方裁判

所裁判官」のゴム印を押し，却下理由を記載して，裁判官の記名押印を受けます。

④結果連絡等

却下決定がされたら，直ちに検察庁に結果を電話連絡します。

⑤記録の引継ぎ

勾留請求記録閨 画引き継ぎ,勾留等請求逓付票に受領印をもらいます。
(6) I ｣|

7勾留請求記録の検察庁への引継ぎ

（1）勾留請求記録の点検

事務処理が終了した勾留請求記録について，以下の事項を確認した上，勾留番号順（勾留請

求書一枚目下部に記載されている番号）に並べて，台車等に積み込みます（検察庁で勾留番号

順に勾留請求記録を返還することになります。 ）。

・ 綴り順が通訳人尋問調書（宣臺害）→勾留質問調書→接見等禁止決定謄本になっているこ

と。

・ 通訳人尋問調書と宣誓言との間の契印や裁判官の認印があること。

・ 勾留質問調書の裁判官の認印，通訳人名の記載，勾留通知の付記がされていること。

（2）検察庁への引継ぎ

検察庁へ事前に連絡した上，勾留請求記録を引き継ぎます。持参するものは次のとおりです。

。勾留等請求逓付票の写し（勾留請求記録の受領印をもらいます。 ）

I

8勾留延長請求事件の処理

ｌ
Ｌ に勾留延長請求の処理を行

留延長請求について，決定うことになります。立会担当書記官も令状事務責任者が担当する勾留延長請求について，

後の適宜の時間に，勾留期間延長請求逓付票に墓づき,’ ’

’
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l 担当裁判官の所属庁

当直における一般令状は，原則として， 「東京地方裁判所」所属の裁判官が発

付する場合でも， 「東京簡易裁判所裁判官」名義で発付する。

この例外として、休日及び夜間における令状事務割当表（以下「割当表」 とい

|）)の氏名の冒頭に△印が付してある裁判官1
1

につ
ア

ブ。

いては， 「東京簡易裁判所裁判官」名義で一般令状を発付することはできないの

で， この場合には，必ず「東京地方裁判所裁判官」名義で発付する。

受付手続

形式的事項等の確認

ア令状点検票(資料21)の｢請求書の点検｣の各項目にチェックを入れながら,請

求書に記載されている｢被疑事件名｣， 「請求年月日」， 「請求者の所属官署名及

び庁印｣， 「請求者の官職，氏名及び押印｣， 「請求先｣， 「被疑者の特定｣， その

他記載を要する事項の記載漏れや訂正箇所の訂正印漏れの有無等について点

検し,さらに別の職員が点検(ダブルチェック)を行う（各令状請求書の記載事項

は資料4～同18を参照） 。

令状点検票の各点検事項のチェックには,各点検者の氏名欄に対応する記号

を用いる。

イ請求先については，割当表で担当裁判官を確認して，誤りがないか注意す

る。

無印の裁判官が担当裁判官の場合・ ・東京簡易裁判所裁判官名義で発付

するので「東京簡易」裁判所あてに請求させる。

△印の裁判官が担当裁判官の場合・ ・東京地方裁判所裁判官名義で発付

するので「東京地方」裁判所あてに請求させる。

なお，請求者は当日の請求先が分からないため，請求先を記入してこない

ことが多いので，必ず窓口で補正等をさせる（請求先を誤記入している場

合にも，必ず訂正させる。この場合，請求権者の訂正印が必要である。 ） 。

請求書原本と謄本の照合

形式的事項等の確認が終了したら，請求書の原本と謄本とに相違がないか確

認する。

2

ロ

1

3



特に，謄本の請求者の氏名，請求日等の記入漏れに注意する。

請求書の原本を請求者に訂正させた場合は，謄本も訂正させる（訂正印もも

らうこと。 ） 。

: ::. : 受付日付の表示

ア令状事務室には，次の2種類の受付印が備え付けられているが，使用する

のは受付日付印(A印）である（受付日付印(B印）は，勾留請求書，接

見等禁止請求書の受付の際に使用する。 ） 。

刑事
蛍

A印 B印

| '8'Mm liS｡ 1,1G

イ請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押捺し，いずれにも取扱者

の認印を押す。

，･1： 受付時刻の記載

緊急逮捕状の請求（逮捕状請求書（乙） ）については，受付印に受付時刻を

必ず記載する。その他の一般令状請求については，受付時刻の記載は不要で

ある。

噸； 令状請求事件簿への登載

ア令状請求事件簿は， 「東京簡易裁判所」用と「東京地方裁判所」用と各別

の帳簿が備え付けてあるので，令状を発付する裁判所の事件簿を使用する。

イ緊急逮捕状の請求のみ，備考欄に受付時刻及び令状発付時刻を記載する。

ウ再請求の場合には，備考欄に「再請求」 と記載する。

' '2n: 事件符号及び事件番号の記載

令状請求書の原本及び謄本に押捺した受付印に事件符号及び事件番号を記載

する。

なお，事件符号（資料1参照）及び事件番号は，次のとおり受け付ける裁判

所と事件の種類によって異なるので注意する。

4



ア事件符号

ﾛｱ:東京簡易裁判所の事件簿で受け付ける場合

a検察官及び一般司法警察職員（資料2参照）からの請求の場合・ ・ ・

． ． 「る」

b 少年法第6条の5による警察官からの請求の場合（触法事件）

. ・ ・ ・ ・ 「る」

c 特別司法警察職員（資料3参照）からの請求の場合・ ・ ・ ・ ・「るA」

． 出入国管理及び難民認定法31条による臨検・捜索・押収許可状の

請求，児童虐待の防止等に関する法律9条の3による臨検捜索許可状

の請求，警察官職務執行法3条の保護許可状の請求（9ページ1 可， 10

ページ〈l惨照）の場合・ ・ ・ ・ ・「行イ」

’‘.；東京地方裁判所の事件簿で受け付ける場合

a 検察官及び一般司法警察員（資料2参照）からの請求の場合・ ・ ・

． 「む」

b少年法第6条の5による警察官からの請求の場合（触法事件）

． ・ ・ ・ ・ 「む」

c 特別司法警察職員（資料3参照）からの請求の場合・ ・ ・ ． ． ． ．

. .「むA」

． 出入国管理及び難民認定法31条による臨検・捜索・押収許可状の

請求，児童虐待の防止等に関する法律9条の3による臨検捜索許可状

の請求の場合・ ・ ・ ・ ・「行ク」

イ事件番号

令状請求事件簿に記載されている事件番号を記載する。

なお，受理する事件番号については，事件番号の冒頭に「o」を付ける

（例0123） 。

令状の作成O
q－〕

(n

5



＝
■■■■■■■■ －－

(2)令状用紙は， 「東京簡易裁判所」用と「東京地方裁判所」用のものが備え付

けてあるので，発付する裁判所の用紙を必ず使用する。

(3) 一般令状には必ず庁印を押す｡庁印には地裁用と簡裁用の2種類があるので,押

し間違えないよう注意する。

(4)逮捕状については，通常逮捕状及び緊急逮捕状のいずれも請求書原本を，令

状の別紙として引用する形式で作成する。

(5) その他の令状については，次の3通りの形式がある。原則としてアで行うが，

どの方式によるか裁判官に相談する。

ア請求書原本を別紙として引用する形式

イ ’ ］|別紙を引用する形式
ウ別紙や請求書原本を引用せず，令状用紙に必要事項を直接記載する形式

(6) 令状の有効期間は原則として7日(初日不算入)である。

なお，最初の7日間で令状を執行できなかった場合，再度請求がなされるこ

とがある。この場合，有効期間が1箇月あるいは3箇月という形で請求され

るが，事案によっては認めないこともあるので，裁判官と相談して有効期間

を決める。

１
１
１
ｌ

(7

(8)宿直において，請求書の受付時から発付が日付をまたぐ場合，受付日と発付

日が異なることになる。また， 当該令状の有効期間にも注意が必要となる。

※請求書記載の入定事項（氏名，年齢，職業，住居，生年月日）については，－件記録中に

ある身分関係書類（戸籍謄本，戸籍附票，免許照会，住居確認報告書等）により照合する。

令状別の注意事項

具体的な記載例については資料4以下を参照

なお，平成14年10月から，刑事訴訟法第199条2項等に規定する指定善

4
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察職員の氏名一覧が配布されていないので， 当直における令状事務処理において，

同法第199条2項等に規定する指定警察職員の資格に疑義が生じた場合には，

次の区分によって照会する。

：首： 平日 （午前8時30分から午後5時15分までの間）

警視庁総務部企画課東京都公安委員会室

（電話3581－4321 内線|［ ｜|）
；蔓： 士・ 日・休日及び夜間（午後5時15分から午前8時30分までの間）

警視庁総務部企画課当直

内線 |｜ ）(電話3581－4321

' : 通常逮捕状（資料4参照）

, :.； 緊急逮捕状（資料5参照）

ア受付印に受付時刻を必ず記載する。

イ逮捕状請求書（乙）の記2の「逮捕の年月日時及び場所」 ，記3の「引致

の年月日時及び場所」の記入漏れが特に多いので，記入漏れがないか注意

をし，記入漏れがあれば補正させる（引致前の請求のときは， 「引致すべ

き官公署又はその他の場所」の記入漏れがないか確認し，逮捕状の記載も

「引致の年月日時及び場所」 とあるのを「引致すべき場所」 と訂正す

る。 ） 。

ウ刑事訴訟法第210条第1項の「死刑又は無期若しくは長期3年以上の

懲役若しくは禁銅にあたる罪」の要件を満たすか確認する。要件を満たし

ていないときは，その旨裁判官に注意喚起する。

エ検察事務官，公安委員会の指定を受けない警察官である司法警察員，司法

巡査も請求できる（通常逮捕状請求の場合と異なる。 ） 。

§::．；捜索差押許可状(強制採尿を除く｡） （資料6－1及び6－2参照）

※注意 リモートアクセスによる複写の処分を伴う捜索差押許可状については, (21)を

参照。

ア捜索許可状や差押許可状と間違えないように注意する。

イ '’ 別別紙を引用する場合と請求書原本を別紙として引用する
場合の2通りあるので， どちらの形式にするか請求者の意思を確認し，裁

判官の指示を受ける。

7



ウ請求書原本を別紙として引用しない場合，覚せい剤取締法違反，大麻取締

法違反等の特別法にかかる犯罪については，被疑事件名の下に罰条をすべ

て記載する。

エ夜間執行の許可

請求書に日出前又は日没後に行う必要があるとして，その旨と事由が記載

されている場合は，令状の下部余白部分に，

「この令状は，日出前又は日没後でも執行することができる｡裁判官」

というゴム印を押印し，裁判官の認印を受ける。

なお，裁判官が夜間執行を許可しなかったときは，令状の夜間執行許可の

文言を二重線で抹消し，裁判官の訂正印をもらう。

※被疑者の手・着衣等から微物を採取する場合の令状請求について平成21年12月1

0日付けで東京地方裁判所刑事第14部並びに東京簡易裁判所刑事第4室及び同第5室

において申合せがなされている（資料6－2参照） 。

捜索差押許可状(強制採尿） （資料7参照）

強制採尿用の令状用紙が用意してあるので，必ずこれを使用し，請求書厘杢

w･1

住且L里LなL､一

ア採尿場所が決まっている場合は，様式Aの令状用紙（資料7左の許可状）

を使用し，空白部分に病院の所在地と名称を記入する。この場合には，一

件記録の冒頭の報告書等に病院の所在地及び名称が記載されている。

イ採尿場所が決まっていない場合は，様式Bの令状用紙（資料7右の許可

状）を使用する。

ウ強制採尿については夜間執行の許可は不要である（警察署で逮捕されてい

る被告人に対する強制採尿については刑事訴訟法116条1項の制約は受

けない旨の裁判例がある。 ） 。

ﾛ.､；捜索許可状（資料8参照）

ア取扱いは捜索差押許可状（7ページ41:::）に準ずる。

イ捜索差押許可状と間違えないように注意する。

，府：差押許可状（資料9－1参照）

※注意記録命令付差押許可状及びリモートアクセスによる複写の処分を伴う差押許可

状については， 旧0)及び(21)を参照。
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ア取扱いは捜索差押許可状（7ページ41:1．）に準ずる。

イ捜索差押許可状と間違えないように注意する。

'7：鑑定処分許可状(強制採血を除く。） （資料10参照）

ア請求書原本又は別紙は引用しないで，令状用紙に必要事項を記載する（た

だし，覚せい剤やけん銃実包の鑑定は原本を引用） 。

イ鑑定人の年齢が不明の場合には記載は不要である。

ウ請求者が検察官の場合には，

「検察官検事○○○○」

と記載する。

エ鑑定嘱託書原本が提出されたときは，令状発付の際に請求者に返還する。

‘;く； 鑑定処分許可状(強制採血） （資料11参照）

強制採血の場合には，身体検査令状と鑑定処分許可状を併せて発付する必要

がある。それぞれ強制採血用の用紙が用意してあるので，必ずこれを使用する。

，別身体検査令状(強制採血を除く｡） （資料12参照）

ア請求書原本の引用はしない。

イ身体の検査に関する条件は，裁判官が記載している。

， :!； 身体検査令状(強制採血） （資料13参照）

強制採血の場合には，身体検査令状と鑑定処分許可状を併せて発付する必要

がある。それぞれ強制採血用の用紙が用意してあるので，必ずこれを使用す

る。

’ 1検証許可状（資料14参照）

，乳鑑定留置状（資料15参照）

勾留中の被疑者，被告人に対する鑑定留置の許否を決定する場合には，その

請求が勾留状が発付されている被疑事実と同一の事実に関するものである限

り，刑事訴訟法61条の手続（被疑事実の告知等）は既に勾留の際に行われ

ているので，あらためて鑑定留置質問を要しない。

なお，鑑定留置質問を要する場合の具体的な処理については，令状事務室に

備付けの「書記官事務の手引」第1章第8 「鑑定留置請求に伴う事務」を参照

のこと。
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i 臨検捜索差押(押収)許可状

'’用紙を用いて，必

要的記載事項の有無を審査点検の上，令状を作成している。

･ 引致状（資料16参照）

可保護許可状（資料17参照）

この事件は簡裁の専属管轄であるので，割当表に△印が付いた裁判官は処理

することができない。 この場合には，地裁の刑事訟廷管理官又は刑事訟廷副

管理官（以下「刑事訟廷管理官等」 という。 ）のいずれかに連絡を取り， そ

'－－ －－－ 1の指示を受ける（連絡先については， を

参照） 。

また，本件令状請求は，刑事訴訟法上の令状請求ではないので，司法警察員

ではない者も請求でき， この場合， 「請求者の官公職氏名」欄に司法警察員

の標記は不要であることに注意する。

3:|:i 傍受令状（資料18参照）

この事件は地裁の専属管轄であるので，宿直裁判官が簡裁裁判官の場合には

令状を発付できない。 この場合には，刑事訟廷管理官等に連絡を取り，その

指示を受ける。

g;I苛触法事件の令状

触法事件の捜索差押許可状，捜索許可状，差押許可状，鑑定処分許可状，検

証許可状及び身体検査令状は，触法事件用書式を使用する。

小関税法事件の令状

関税法事件の鑑定処分許可状は，関税法事件用書式を使用する。

息:胸．臨検捜索許可状（児童虐待の防止等に関する法律9条の3）

平日の日中は家庭裁判所が受け付けるが，夜間及び休日は地裁，簡裁で受け

付ける。管轄についての例外規定（刑事訴訟規則299 1ただし書等）はない

ので注意。

(20）記録命令付差押許可状（資料9－2参照）

ア記録命令付差押許可状の用紙が用意してあるので，必ずこれを使用する。

イ記録命令付差押許可状の固有の記載事項は， 「記録させ又は印刷させるべ

き電磁的記録」及び「電磁的記録を記録させ又は印刷させるべき者」の2点
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である。

ウ ’ ｜|別紙を引用する場合と請求書原本を別紙として引用する
場合の2通りあるので， どちらの形式にするか請求者の意思を確認し，裁判

官の指示を受ける。

エ請求書原本を別紙として引用しない場合，覚せい剤取締法違反，大麻取締

法違反等の特別法にかかる犯罪については，被疑事件名の下に罰条をすべて

記載する。

オ夜間執行の許可

請求書に日出前又は日没後に行う必要があるとして，その旨と事由が記載

されている場合は，令状の下部余白部分に，

「この令状は， 日出前又は日没後でも執行することができる。裁判官」

というゴム印を押印し，裁判官の認印を受ける。特に夜間に記録媒体を差し

押さえる必要がない場合は， 「記録命令」のみに夜間執行を許可することも

できる。 この場合には， 「この令状のうち記録命令については， 日出前又は

日没後でも執行することができる。裁判官」 とゴム印の印影を訂正するか手

書きし，裁判官の認印を受ける。

(21) リモートアクセスによる複写の処分を伴う差押（捜索差押）許可状（資料9

－3参照）

ア リモートアクセスによる複写の処分を伴う差押（捜索差押）許可状の用紙

が用意してあるので，必ずこれを使用する。

イ リモートアクセスによる複写の処分を伴う差押（捜索差押）許可状には，

通常の電子計算機の差押（捜索差押）許可状に必要な記載事項のほかに，固

有の記載事項として， 「差し押さえるべき電子計算機に電気通信回線で接続

している記録媒体であって，その電磁的記録を複写すべきものの範囲」を記

減しなければならない。

ウ I －－ 1|別紙を引用する場合と請求書原本を別紙として引用する

場合の2通りあるので， どちらの形式にするか請求者の意思を確認し，裁判

官の指示を受ける。

エ リモートアクセスによる複写の処分は，電子計算機に対する差押えを行う

場合に， あくまでも付加的に認められる処分である。
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①通常の差押許可状請求書（差し押さえるべき物の捜索を必要とする場合

は，捜索差押許可状請求書となる。③参照。 ） として立件する。つまり，

「リモートアクセスによる複写の処分」 自体は，立件する必要がない。

②令状の「差し押さえるべき物」欄には，必ず， 当該「電子計算機」の記

載が含まれることになる。電子計算機を差し押さえないでリモートアクセ

スによる複写の処分のみを行うことはできないので，記入漏れがないか注

意する。

③差押えの執行者が差押対象物の電子計算機を操作してリモートアクセス

先の記録媒体を探す行為は捜索には当たらないため，差押対象物である電

子計算機についての捜索の必要がない場合は，捜索差押許可状ではなく，

差押許可状を発付することとなる。令状用紙を間違えないように注意する。

オ請求書原本を別紙として引用しない場合，覚せい剤取締法違反，大麻取締

法違反等の特別法にかかる犯罪については，被疑事件名の下に罰条をすべて

記載する。

力夜間執行の許可

請求書に日出前又は日没後に行う必要があるとして，その旨と事由が記載

されている場合は，令状の下部余白部分に，

「この令状は， 日出前又は日没後でも執行することができる。裁判官」

とゴム印を押印し，裁判官の認印を受ける。

キ国税犯則取締法（2条） ，関税法（121条） ，出入国管理及び難民認定

法（31条）などに基づく差押えは，刑訴法218条2項が準用されないた

め， リモートアクセスによる複写の処分を行うことができないので留意する。

令状の発付

令状については，必ず，一般職二人で順次,令状点検票(資料21）の｢令状交

付時の点検｣の各項目にチェックを入れながら, :X.:庁印の押捺D :獣裁判官の押印,"

契印･訂正印の有無及び④条件の記載を確認する。

令状点検票の｢請求書の点検｣， 「作成令状の点検｣のダブルチェックが未了の場

合は，ここで行う。

その後，令状を請求者に交付し，⑤令状請求事件簿に受領印を受ける。

5

1

L － － ’なお，その際，
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,:. ： 請求書原本には請求者の契印は不要であるが，令状は全葉に契印が必要であ

る。請求書原本に請求者の契印がある場合には，令状と請求書原本の初葉と

の間に裁判官が契印する。請求書原本に請求者の契印がない場合には，全葉

に裁判官が契印する。

! ::.l 令状の別紙として請求書原本を引用しなかった場合には，請求書原本は請求

者に返還する。請求書謄本及び令状点検票は裁判所で保管する（それぞれ専

用のクリアファイルあり） 。

請求の撤回，却下

撤回（資料19参照）

ア請求者が請求を撤回する場合には，請求書の原本及び謄本の余白に

「撤回

裁判所書記官」

と記載し，書記官が認印する。

イ請求者に請求書原本及び一件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を

受ける。令状請求事件簿の結果欄に「撤回」 と記載する。

なお，請求書謄本及び令状点検票は裁判所で保管する （それぞれ専用の

クリアファイルあり） 。

却下（資料20参照）

ア裁判官が請求を却下する場合には，請求書の原本及び謄本の余白に，

「本件請求を却下する。

理由

平成年月日

東京○○裁判所

裁判官○○○○」

というゴム印を押し，理由を記載して，請求書原本のみに押印を受ける。

イ請求者に請求書原本及び一件記録を返還し，令状請求事件簿に受領印を受

ける。令状請求事件簿の結果欄に「却下」 と記載する。

なお，請求書謄本及び令状点検票は裁判所で保管する（それぞれ専用のク

リアファイルあり） 。

6

’

ﾛ

13



7 返還令状の取扱い

(1) 東京簡易裁判所（墨田庁舎・刑事5室を含む。 ）の裁判官が発付した令状の

返還が当直にあった場合は，その返還を受け，受付日付印(A印）を押し（認

印不要） ，事件関係送付簿で東京簡易裁判所刑事訟廷事件係に引き継ぐ。
I

なお，返還令状に表書きがない場合には，返還書1

1 1にあり）を作成させる。
(2)東京地方裁判所の裁判官が発付した令状については，受付日付印(A印）及

び認印を押し，東京地方裁判所刑事訟廷事件係用のクリアファイルに入れて同

係に引き継ぐ。

8 その他の注意事項
I

’
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第Z

起訴状，訴因等変更請求書

接見等禁止請求，求令起訴，

勾留請求，

勾留延長

請求， 保釈請求の処理

15



l 起訴状等の受理

起訴状及び訴因等変更請求書（以下「起訴状等」 という。 ）は，東京地方検察

庁（以下「地検」 という。 ） と東京区検察庁（以下「区検」 という。 ）から別個

に,又は一緒に提出されるので,それぞれ起訴状逓付票のｺピｰを取り■■■■

■■■,起訴状の原本には受付日付印(A印) と認印,訴因等変更請求書，
同謄本，起訴状の謄本及び即決裁判手続の告知手続書には受付日付印(A印）

のみを押す（資料22及び23参照。

「－－ ） 。

受理した起訴状等は， 当直明けに地裁あてのものは地裁刑事訟廷事件係へ，簡

裁あてのものは簡裁刑事訟廷事件係へ，それぞれの事件関係送付簿に「起訴状○

通」 と記載して（被告人の人数を記載するのではない。 ）起訴状逓付票のコピー

とともに引き継ぐ（資料22及び23参照） 。

2 勾留請求及び接見等禁止請求の受理

勾留請求は，起訴等と同じく地検と区検から別個に，又は一緒になされる。

勾留請求があったときは，検察庁職員が持参した「勾留等請求逓付票」の「請

求」欄に認印を押捺して受理し，同逓付票の最終葉に受付日付印(B印）を押

捺し認印後， コヒ｡－を2通取り，原本は検察庁職員に返還する。

勾留等請求逓付票のコピーは， 2通とも翌朝刑事14部に事件関係送付簿Aで

引き継ぐ（ただし，翌日が休日のときは， 1通を地検・区検の別に，それぞれ

「勾留等請求逓付票綴」に編綴し， もう1通は事件関係送付簿Aの備考欄に「1

通は編綴済み」の旨記載して，翌日の令状事務担当職員に引き継ぐ。 ） 。

また，接見等禁止請求も勾留請求と同時になされる（一件記録中に合てつされ

ている）ので，併せて受理する。勾留請求書及び接見等禁止請求書には，受付日

付印(B印）を押捺し，認印を押す。 1件数名で請求があった場合も，各請求
《一》》一一｛一ヂー一一一一一》一一〉》一一一》》》一一一》一一》》一》》》一一》
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書に査別に受付日付印の押捺が必要蚕あるQで注意を要する。

具体的な受理方法等は資料24及び25を参照のこと。

’3

－
１
１
‐

１
１

_’
4 求令起訴状の受理

公訴提起と同時に被告人に対する勾留状の発付を求める場合を求令起訴といい，

「勾留中求令状」 ， 「逮捕中求令状」あるいは｢別件勾留中求令状」 と表示され

た起訴状が送付される。この場合は，起訴状の受理を行うとともに勾留質問を実

施することになる（資料26及び27参照） 。
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逮捕中求令状の場合には必ず起訴状の受理印に受理時刻を記入する。

なお，宿直裁判官が簡裁裁判官の場合で地裁あてに求令起訴があったとき又は

割当表の氏名の冒頭に△印が付してある裁判官の場合で簡裁あてに求令起訴があ

ったときには，地裁刑事訟廷管理官等に連絡を取り，指示を受ける。

5 勾留延長請求の受理及びその処理

｜ － ’ 勾留延長の処理は，

請求日の翌日 （満期日の前日）の令状事務担当職員が行う。

！ ： 勾留延長請求の受付

勾留延長請求があった場合には，検察庁職員が持参した「勾留期間延長請求

逓付票」の「請求」欄に認印を押捺して受理し，同逓付票の最終葉に受付日付

印(A印）を押捺し認印後， コピーを取り，原本は検察庁職員に返還する。

勾留期間延長請求逓付票のコピーは，翌日の令状事務担当職員に引き継ぐ。

勾留延長請求書の受理，勾留延長請求逓付票の記載等の具体的方法は’資料

28を参照のこと。

’
!:. ： 勾留延長の処理

ア勾留延長請求の翌日 （勾留延長決定日）の令状事務責任者は,「 11

■の地裁裁判官への事件の割り振りを決める(休日における勾留関係事件の

処理は地裁裁判官が行う。なお，東京簡易裁判所裁判官のした勾留について

の勾留延長請求であっても，地裁裁判官が処理することができる。 ） 。

通常は，おおむね事件数が平均するように各裁判官に割り振ることになる

が，裁判官から特段の指示があれば， それに従う。
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’イ勾留状の裏面に うえ

(資料29記載例①ないし⑤参照） ，各裁判官へ一件記録を上げる。

延長期間及び理由欄は，裁判官において記載する。

’

ウ勾留延長決定がされ，裁判官から一件記録が戻されたら，裁判官の押印，

延長期間（検察官の求める延長期間より短縮される場合もあるので注意）及

び理由欄の記載を確認し（資料29記載例参照） ，勾留延長請求逓付票に所

要の事項を記載する。同逓付票への具体的な記載方法等は，資料28を参照

のこと。

I ::.: 勾留延長請求の却一ド

ア勾留延長請求書の余白に「本件請求を却下する。理由 平成 年

月 日東京地方裁判所裁判官 」のゴム印を押し，裁判官の記名押

印を受ける。却下の理由については，裁判官に確認の上， 「必要性なし」等

と記載する。

4

一

なお，勾留状の裏面I

■は裁判官の認印で訂正印を押印するのを忘れないようにする(なお，
「勾留状を検察官に交付した年月日」欄の記載部分（資料29記載例④及び

⑤の部分。書記官の押印を含む。 ）は，訂正しない扱いである。 ） 。

イ勾留延長請求却下の旨及び理由を，検察庁へ電話連絡するとともに， 当該

記録を早めに検察庁へ返還する。

ウ勾留延長請求逓付票への記載等は資料28を参照のこと。なお， 「記録返
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還」の欄には「却下」と記載する。

6保釈請求の受理

保釈請求があったときは，保釈請求書の余白に受付日付印(A印）及び認印

を押印する。

I

請求者から第1回公判前か後か聴取しておく。

保釈請求書に請求者の連絡先（電話番号）の記載がない場合，その記載を求め

る。

請求者から口頭で保釈面接の希望がある旨聴取したときは，保釈請求書に「面

接希望」と記入した附せんを付する。

地裁係属事件の処理及び引継等については， 「平成16年5月10日付け事務

連絡」記載のとおり （資料30参照） 。簡裁係属事件については，簡裁刑事訟廷

管理官に連絡して指示を受ける。

7 国選弁護人選任請求書・資力申告害の受理

宿直時において，被疑者からの国選弁護人選任請求書・資力申告書等がFAX

により送信されてきたときは，以下の要領で受付処理を行う。なお，詳細及び日

直時における受付については， 「被疑者国選弁護人関係マニュアル」を参照され

たい。

' ; FAXの受信場面

国選弁護人選任請求書・資力申告書等がFAX送信されてくるときは，送信

元である被疑者を収容している留置施設等から事前に電話連絡がある。

,:. ， 受付手続
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ア送信書（及び国選弁護人選任請求書・資力申告書末尾の添付書類欄）に記

載されている書面の種類及び枚数を確認し，受領書欄に①受付日付印(A

印） と，②取扱者の認印を押して, FAXにて直ちに返信する。

イ 「国選弁護人選任請求書・資力申告書」の余白に①受付日付印(A印）

を押し，②上訴申立書等記録簿の進行番号を記載し，③取扱者が認印し，④

上訴申立書等記録簿に登載する。

1?:.： 記録の編成と引継ぎ

書類を以下の順に揃えて,黒ひもで編綴して記録を編成し, ｜
｜に収納して当直明けに刑事'4部(翌日が休日の場合は翌日

の令状事務担当者）に引き継ぐ（勾留状の写しが添付されている場合で，その

写しの一部が漏れている場合，その旨を記載した付葵を一件記録に付して引き

継がれることが望ましい。 ） 。

① 「国選弁護人選任請求に関する記録」表紙（上部枠内に「被疑者名（フ

リガナは不要） 」を記載する。 ）

②国選弁護人選任請求書・資力申告書

③勾留請求済証明書

④勾留状の写し（勾留状が既に発付されている被疑者から請求（以下，

｢事後請求」 という。 ）の場合）

⑤不在・不受任通知書（ある場合のみ）

⑥ファクシミリ送信書兼受領書

⑦裏表紙

不在・不受任通知書の受理

各弁護士会から不在・不受任通知書がFAXにより送信されてきたときは，不

8

在・不受任通知書右下余白に受付日付印(A印）を押し，次のとおり処理する。

！ ： 日直の令状事務担当職員の処理
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｢不受任通知書等綴」に被疑者の氏名（フリガナ）を基準として五十音順に

’■編てつする（宿直から

■で引き継いだ分についても， 同様に編てつする｡ ） 。

!: ；宿直職員の処理

’ に収納し，翌日

が平日の場合は当直明けに刑事14部（翌日が休日の場合は令状事務担当職

員）に引き継ぐ。
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第参

と記録の引継ぎ寺で勾留質問の実際と
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勾留請求事件処理の流れ

lトー→|受 理 ｜

|事件の配てん(25)｜
＋

||前日又は当日検察庁からの請求
#

||勾留質間立会い前の事務(25)|’

勾留状

勾留質問調書
接見等禁止決定↓

’
↓

て§瀧鴛ゞ
|要通訳事件の準備(32)｜

|弁護士からの被疑者との接見申出｡裁判官との面接申出(34) ’
＜

’ ｜ユ

当番弁護士等からの被疑者国選弁護人への切替えの申出(36）
』

|同行室への連絡(38)’’|勾留質問の立会い(38)’トー→
↓

|勾留質問開始(39)｜
+

|勾留通知先の確認(40)｜
＋

H

1

↓

|被疑者国選弁護対象事件での対応(4')｜
↓

|領事官通報の必要性(42)｜
＋

｜
||勾留質問終

1E膣||
|勾留状等の交付(44)｜

|国選弁護人選任請求の処理(46)｜※被疑者国選担当書記官が処理

|私選弁護人選任（当番弁護士）申出通知の処理(50） １
１|勾 留 通 知(51)’ |電話による通知(5'）一E

↓

|通訳人への依頼(52） ｜

I ’一 書面による通知(52）

|通知不能(53) ’
|領事 官 通 報~屑訓

|勾留請求却下(54)岸-一彦 ’
▼

|身柄引受書(55)~｜
▼

古

一期 処 理~面1

見等禁止請求のみの却下~『河

接見等禁止決定謄本送達(56)’

記 録 の 検(57)’高
〃ロ､、

I |国選弁護人選任請求に閏する事務の確認(58） ｜

’ ’ ’ ’検察庁へ引継ぎ（59） ※括弧内の数字は本文中の該当ページを示す24

書 類 の 作 成(28）

被疑者国選弁護対象事件の準備(30）

当番弁護士の申出(41）

身柄引受人へ連絡(54）

三ヨ

再 寺 問(55）

誓 約 書(55）



1 ’ による勾留関係事務
（1） 通常の日直における勾留関係事務

平成25年6月から， 日直における勾留関係事務I

処理を行っている｡「－－

剣

１
１二二=三＝三

|を行う．
勾留関係事務の概要については，資料53

務処理について」記載のとおりである。

の■■
■■令状事務処理について」記載のとおりであを
■■が使用できない場合の勾留請求事件等の処理(2)

訓一

｜
’

｜
「

1
一一一一一一一一一

勾留質間立会い前の事務

事件の配てん

2

(1)

’ － ‐－1
－ ？■－－ ■ |’

勾留請求事件の配てんは，ア

一一三 ー－－
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〆

※被疑者国選担当書記官は,朝一番で｜
｜ － ｜| ，勾留等請求逓付票により被疑者国選記
録表紙の表紙を手書きで，作成する。

イ要通訳事件の場合には，通訳人に渡す被疑事実及び勾留請求書の1枚目

（通訳人尋問調書等を作成のため）のコピーを1通取る。

少笙被疑煮但場倉重些_罰金以王の刑に当i皇るあ睡韮臺性重塗壷場合に睦勾※

疑事件でないか注意する_(少刑以下の被罰金留請求自体が垂壹ないので，

年法4-1条一A資料且皇』__参勘

※東京地裁では，原則として，勾留請求を受理した翌日に勾留質問を行っているが，勾留請

求を受けた当日に勾留質問を行うこともある。これを「即尋」 （即日尋問の略称）と呼ん

で区別している。

※参考

’

1

1
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I 1の利用に伴う留意事項(2)

卜
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’ ’
(3)書類の作成

ア勾留状，勾留質問調書の作成（資料33及び34参照）

※ ’
※被疑者国選弁護制度対象事件については，国選弁護人選任請求の有無にかかわらず，

専用の勾留質問調書となるので注意する。

’

※

※併せて，令状事務室に残る書記官（令状事務責任者を含む。 ）は，勾留質問が予定さ

れている事件のうち，勾留請求の入力，印刷等が未了のものがある場合には，入力， 印

刷等を行って，勾留請求記録等を裁判官席に提出する。従って，勾留質問室に入る書記

官は，準備未了の事件がどの程度あるのか，令状事務室に残る書記官に伝えておく。

け） 被疑者の氏名，年齢等が不詳のため検察庁から送付された写真を用いて

被疑者を特定する場合には，台紙と写真との間に裁判官の契印が2箇所必

要となる。その場合の編てつ順は，①勾留状，②被疑事実，③写真台紙と

なる。

げ）被疑者の住所は， 「東京都」 （ただし23区に限る。 ） ，政令指定都市

及び県庁所在地の「都道府県名」を省略する。地番については「丁目」 ，

「番地」及び「号」等の記載は「－」 （ハイフン）を用いて省略する（東

京地検との申合せ） 。ただし，集合住宅（マンション， アパート等）につ

いて，勾留請求書に特定の名称が記載されている場合には， これを記載す

る。

(ｳ）被疑事実の要旨（法641)は，通常， ’
■■■別紙を利用する。 この場合， この別紙に『被疑事実の要旨」 と記載

してあるときには「の要旨」を削除して「被疑事実」と訂正し， 「犯罪事

28
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実」 と記載してあるときは「犯罪」を「被疑」 と訂正するほか， 「別紙」

と記載されていないものについては左上部分に「 （別紙） 」 と加筆して利

用する。

I

【削除の例】

被疑事実の要旨→被疑事実（今鶏雲）

厚
に）

㈱手話通訳については，通訳人尋問調書の「被疑者は国語に通じないので，

勾留質問について 語」 とある箇所を， 「被疑者は聴覚及び発音に障

害があるので，勾留質問について手話」 と訂正して使用する。

イ接見等禁止決定， 同謄本W 11

1）及び同送達報告書の作成

※これらの｢接見等禁止決定(原本)等｣は, |「

け） 接見等禁止決定は，年齢（成人・少年） ， 日本人か外国人か，検察官

が授受を禁止する文書の種類（人定資料を除くか否か）等の別によって主

文が異なるが．

遜 腎 謡鯉り
6超 迩当 錨哩

’

(ｲ） ’ |被疑者がウィーン条約加盟国の国籍を有する外国人

の場合は‘
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（ｳ）接見等禁止決定謄本の送達報告書の書記官名下に職印を押し，接見等禁

止決定原本を上にして左側をホチキスで止めておく。

※接見等禁止請求の入力， 印刷及び職印の押印は各室の担当書記官が行う （民事枠，

刑事枠を問わない。 ）ので，各自職印の押印を忘れないこと。職印自体は，各勾留質

問室に持ち込む印箱に入っている職印を利用する。

被疑者国選弁護制度対象事件の準備

ア対象事件の把握と 「国選弁護人選任請求に関する記録」の引継ぎ等

勾留等請求逓付票を参考にするなどして，対象事件を把握し，対象事件に

ついて，宿直等から国選弁護人選任請求に関する記録が引き継がれていれば，

それを用意する。また，前日の夜間に国選弁護人選任請求がなく，同記録が

引き継がれていない場合は， 「国選弁護人選任請求に関する記録」の表紙

（被疑者国選弁護人関係マニュアル【詳細版】一三訂版一（以下「被疑者国

選マニュアル」 という。 ）資料5 【東京地書式①】 （以下「被疑者国選記録

表紙」 という。 ）参照）を新たに作成する。

※対象事件；法定刑が長期3年を超える懲役又は禁鋼の事件

※対象事件の把握については‘勾留等請求逓付票の検察官名欄「③」マークや送致

書余白の「被疑者国選対象事件」という赤いスタンプの有無を参考にする。

※被疑者国選記録表紙には，被疑者名，表紙右上に対応検察庁の区分A, B (地検，

区検の別）及び勾留番号（勾留等請求逓付票又は勾留請求書下部中央に記載されて

いる。 ）を記載する。 「連絡メモ」欄の記載は裁判官に一任する。ただし，後記の

とおり，指名通知依頼の際には，被疑者国選担当者において，事件名が正しいか否

か（対象事件であるか否か）を再度確認する。

(4)
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なお，被疑者名のフリガナは原則として記載不要である。

イチェックリストを利用した手続段階及び持込書類の確認

チェックリストを活用し，手続段階を確認すると共に，チェックリスト各

項目に記載されている持込書類を用意する。

※持込書類については，被疑者名の記入をするなど埋められる箇所を埋めておく必要は

ないが，国選弁護人選任請求書・資力申告書には罪名を入れておくことが望ましい。

ウ勾留質問調書の準備

被疑者国選弁護制度対象事件の勾留質問調書は，国選弁護人選任請求の有

無にかかわらず一般のものと異なるので，取り違いに注意する。

エ勾留状案の写し

※被疑者国選弁護制度対象事件については，国選弁護人選任請求の有無にかかわらず，

裁判官の勾留請求事件記録の検討前に勾留状案の写しが必要であるが｜

■■被疑者国選弁護人対象事件であるか否かを問わず全件勾留状案の写しが印刷さ
れるので． それを利用する。

例被疑者国選弁護制度対象事件の勾留状案の写しの1枚目上部余白に

「写」 と付記する。

（ｲ）裁判官が記録を検討する時は，被疑者国選弁護制度対象事件については，

被疑者国選記録表紙（事前請求がある場合は被疑者国選弁護人選任請求事

件記録）及び上記(ｱ)の勾留状案の写しを被疑者国選関係書類を入れるオレ

ンジ色のクリアファイルに入れ，作成した勾留状案や接見等禁止決定案と

共に裁判官に渡す。

※対象事件名に誤りがあると，更正決定が必要になることがあるので留意されたい。

※被疑者ごと，勾留質問室ごとに， クリアファイルに入れて勾留質問室に持ち込み，選

任手続完了又は日直終了時まで管理する。

（ｳ）裁判官から記録等が戻された時は，被疑者国選弁護制度対象事件につい

ての勾留状案につき訂正箇所がある場合には，その写しにも同様に訂正が
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反映されているかを確認する（写しに訂正印は不要） 。

要通訳事件の準備

ア通訳人関係3点セット （通訳料請求書，通訳人旅費請求書，通訳人尋問

調書(宣誓書添付) ）の作成…休日にあっては,1
1までに作成する。

これらの書類の作成は，資料53の’ ｜による令状事務処これらの書類の作成は，資料53の■■

(5)

’

理について」の4の(4)のエに記載のとおり，

｜作成する。
㈱通訳人関係3点セットの作成単位

扱っ裁判官が同一である場合，通訳料請求書及び通訳人旅費請求書はⅧ
一

た通訳事件の数にかかわらず，通訳人1人につき，それぞれ1通だけ作成

する。例えば， 1人の通訳人が5件通訳事件を扱っても，作成する請求書

はそれぞれ1通である。ただし， 1人の通訳人が複数の裁判官の勾留質問

に立ち会うような場合は，裁判官ごとにそれぞれ作成する。

※特に指定がない限り，記載には黒のボールペンを使用する。

通訳人尋問調書（宣誓書添付） （資料39， 40参照）は，事件ごとに

作成する。

なお，通訳人がどの被疑者の事件を担当するかは，同行室警察官作成の

勾留質問者名簿（資料36参照）の備考欄で確認する。

(ｲ）記載事項

a 通訳料請求書 （資料37参照）

(a)事件番号

記載せず，空白とする。

(b)被疑者名，事件名

通訳人が複数の事件を扱った場合は，被疑者名については「○○○

○外○名」 ，事件名については「○○等」 とまとめて記載する。
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(c)請求の年月日，通訳に従事した年月日，支給決定の年月日

勾留質問の日を記載する。

(d) 通訳の種類

通訳言語をすべて記載する（例：北京語， ロシア語）

| l
l

l

b 通訳人旅費請求書（資料38参照）

(a)事件番号

記載せず空白とする。

(b)被疑者名，事件名

通訳人が複数の事件を扱った場合は，被疑者名については「○○○

○外○名」 ，事件名については「○○等」 とまとめて記載する。

(c)請求の年月日，出頭年月日，支給決定の年月日

勾留質問の日を記載する。

､一一一－－－~ー一一ー■l■

c 通訳人尋問調書（資料39参照）

被疑者名，被疑事件名，尋問年月日，裁判官，裁判所書記官，言語欄

だけを記載する。

記載ができたら，通訳人尋問調書，宣誓書（資料40参照）の順で，

左側2箇所をホチキスで留める。

※通訳人尋問調書（宣誓書添付）は，被疑者ごとに作成する（事件名はすべて記
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載する。 ） 。

イ通訳人に対する書類の交付及び通訳人からの返還
｢一 ー
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■
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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(6) 弁護士から被疑者との接見申出があった場合の措置

ア勾留質問開始前に被疑者の弁護人又は弁護人となろうとする弁護士（以下

「弁護人等」 という。 ）から被疑者との接見申出があった場合，裁判官が登

庁していれば,接見の判断をすぐ行うが，登庁していないときI剣 一｣｜

■等で待たせるか,その弁護人等の連絡先を聞いて裁判所から連絡を入れる
ことになる。なお，接見申出書が提出されている場合は，受付日付印(A

印）を押して裁判官に提出する。

イ裁判官が許可する場合, '’ 一 －－ りこ備え付けてある接見指

定書に弁護人等の氏名，被疑者氏名，被疑事件名及び接見時間等を記入の上､

裁判官に提出する。接見時間は通常30分間くらいまでとしている（刑事1
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4部の取扱い）ので，その範囲内で弁護人等の希望を聞いて記入する。

ウ裁判官から許可が下り次第，弁護人等に接見指定書を持たせて直接同行室

へ行ってもらう。

同行室へ弁護人等が接見に向かった旨の連絡を入れる(内線■■■) 。
エ接見が終了すると，同行室から接見時間等が記入された接見指定書が送付

されるので，刑事14部あての事件関係送付簿Aに記入して， 当直明けに刑

事14部に引き継ぐ。

(7) 勾留質問前に弁護士から裁判官との面接申出があった場合の措置

ア裁判官の登庁前の処理

弁護人等に対し，裁判官が登庁し記録を読み終わる時刻（おおよそで構わ

ない）を伝え，連絡先を確認した上，再度，その時刻に来庁するよう伝える。

イ裁判官の登庁後の処理

速やかに，裁判官に対し， 当該事件について，面接希望がある旨を報告す

る。裁判官が記録を読み終わったら，裁判官の了解を取った上，弁護人等を

面接用机に案内する。

(8) 勾留質問前に弁護士から上申書等の書面が提出された場合の措置

ア前日以前に受け付けた上申書等の処理

受付日付印(A印）を押した上，確実に，翌日の勾留質問事務処理担当

者に対し，弁護人等から提出された上申書等（意見書，身柄引受書も含

む。 ）を引き継ぐ。引継ぎを受けた担当者は，必ず，その書面を勾留請求記

録とともに裁判官に上げて目を通してもらう。

イ 当日受け付けた上申書等の処理

受付日付印(A印）を押し，至急，裁判官に持参し， 目を通してもらう。

ウ記録にその上申書等を編綴するかどうかを裁判官に確認し，編綴しない場

合は当直明けに事件関係送付簿Aで刑事14部へ引き継ぐ（1枚目上部余白

部分に「裁判官閲覧済み」 と鉛筆で記載する。 ） 。
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(9) 当番弁護士として被疑者と接見した（その後に事件を受任している場合も含

む。 ）弁護士が，被疑者国選弁護人への切替えを求めてきたときの措置

ア査閲・受付

弁護士が切替専用の請求書（被疑者国選マニュアル資料32）等を持参し

てくるので，記載内容，添付書類を確認し，不明な点があれば，その場で弁

護士に確認する。

添付書類がある場合と，その種類

①被疑者の資力が50万円以上であれば，不受任通知書

（ただし，提出は任意）

②弁護士が事件を受任していたのであれば，捜査機関の

受付印のある辞任届の写し

③弁護士が裁判所に対し，特別な事情を説明したい場合，

支援センター宛ての「国選弁護人の選任に関する要望害」

写し

受付手続及び記録の編成は，通常の被疑者国選弁護人選任請求と同じであ

る。ただし，その日に勾留質問が行われる被疑者分で急ぐ場合は，受付処理

を後回しにして，勾留質問の担当者に引継ぐことも考えられる。

I刺

l
l
l

イその後の処理

通常の被疑者国選弁護人選任請求の処理と同じであるが，異なる点は以下

のとおりである。

36



（ｱ） 支援センターに対して国選弁護人候補指名通知依頼を行うときには，

連絡事項欄に当該弁護士の情報を記載して情報提供を行う。

け）既に勾留状が発付されている被疑者に関しては，収容されている警察署等に連

絡して，勾留状の写しを入手する。

勾留質問の立会い3
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(1) 勾留質問に立ち会う前の事務

ア勾留質問室へ持参する物

’

イ同行室への連絡

勾留質問の準備ができたら同行室の警察官に「○号室勾留質問に入りま

す｡ 」 と連絡する (内圃 ｜) 。その際,勾留質問昌
■■最後まで通して行うのか,途中まで行うのかについても,裁判官に確認
の上，同行室の警察官に連絡する。

’

ウ

－遡
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エ勾留質問の順番
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・
Ⅱ
Ⅱ

(2) 勾留質問調書の作成（資料34参照）

ア調書の作成（規69, 39 1 )

（ｱ） 勾留質問調書を作成するに当たって， 「事実は，そのとおり間違いありま

せん。」等のゴム印が使用できる場合には，それを使用する。

け） 人定質問については，勾留請求書の記載と異なる陳述があった場合のみ

「ただし，職業は○○です。 」等と書き加える。

例’ -－11（

’

－ ．－－－－

陸）被疑者の陳述が長く，継続用紙を使用した場合には，必ず調書の契印

をする （勾留質問調書は契印不要となっていないので注意する。 ） 。

※通訳人尋問調書と宣誓書の間についても契印する。

㈱被疑者国選弁護制度対象事件において，既に私選弁護人が付いているた
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めに弁護人選任権の告知・教示がなされなかったときは，裁判官の指示に

より，勾留質問調書の不動文字（ 「及び貧困その他の事由・ ・ ・できる

旨」の部分及び「さらに， ・ ・ ・教示し」の部分。 ）を抹消する。

（力）被疑者国選弁護制度対象事件において， 国選弁護人選任請求に関する事

柄を勾留質問調書に記載することはない。例えば，被疑者が国選弁護人選

任請求をしない旨述べた場合であっても，それを勾留質問調書に記載する

ことは不要である。

※勾留質問調書ではないが．私選弁護人選任申出に閨する事実の確認が行われたとき

は，後の照会のために， 「私選弁護人選任申出に関する手控え用紙」にメモを残すこ

とはある。

※なお，例外的に．裁判官からの指示がある場合には，勾留質問調書とは別の申述調

書に記録を残すことがある。この場合は，勾留質問室内で申述調書で引用する別紙を

完成させなくとも．手控え用紙にメモを残しておき．令状事務室に戻ってから申述調

書を作成すれば足りる。この申述調書は， 勾留請求事件記録ではなく，国選弁護人選

任請求に関する記録に編綴する。

イ勾留通知先の確認

げ） 東京地裁では，勾留質問が始まる前に，同行室の警察官から勾留通知先

を記載した「勾留通知メモ」が勾留質問立会書記官に届けられるので， こ

れを参考にする。

｜
’

(ｲ）

(ｳ）既に弁護人等がいる場合には，その者に勾留通知をする（弁護人への通

知は，本人の希望の有無にかかわらず必ず行う （法79） 。被疑者が弁護

人等の名前を覚えていない場合であっても， その者が被疑者との接見後で
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あれば，警察の留置管理係で名前及び連絡先を把握しているので，同係か

ら連絡先等を聴取し，通知する。

(3) 当番弁護士の申出

勾留質問中に被疑者が当番弁護士制度の利用を希望した場合には，勾留質問

終了時， 「私選弁護人選任（当番弁護士派遣）申出書」 （被疑者国選マニュア

ル資料9 【東京地書式⑤】の中段部分）に被疑者の署名及び指印をもらう （東

京にある弁護士会のうち特に指定する弁護士会がある場合には，括弧内の弁護

士会を○で囲ませる） 。申し出があった旨を同行室の警察官に伝える。

※当番弁謹士制度利用の申出書式は，後述する被疑者国選弁護制度における私選弁護人選

任申出の書式と同一のものを用いることになった。したがって，標題が「私選弁護人選任

申出書」となっているが， 1回だけは相談料無料という当番弁護士制度の内容は変わって

いない。

※裁判所から弁護士会への通知に関し，従来は被疑者の申出書とは別に通知書を作成して

いたが，現在．通知書は申出書の上部を利用する形式となっている。

※警察官への伝達は，警察署における弁護士との接見準備のためにするので， 当番弁護士

に限らず，後述する私選弁護人選任申出の場合にも行う。

(4)被疑者国選弁護制度対象事件での対応

※勾留質問終了後の国選弁護人選任請求に関する事務については．被疑者国選記録表紙

「連絡メモ」欄の裁判官の指示に基づいて手続が進められることになる。従って，勾留質

問立会書記官は， 同「連絡メモ」棚に裁判官の指示（裁判官の認印）があることを確認し

て令状事務室に引き継ぐように注意する。

ア国選弁護人の選任請求の要件を充足する場合

①資力が50万円未満のケースや，②資力が50万円以上であっても，不

在・不受任通知書の添付があるケースでは，裁判官から口頭で要件確認をす

るにとどまることが多いであろう。

イ資力が50万円以上，私選申出あり，添付資料なしなどの場合
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裁判官から被疑者に対して，私選弁護人選任申出に関する事実について質

問がなされる。勾留質問後の東京三弁護士会刑事弁護センター（以下「三会

センター」 という。 ）への照会に備えて「私選弁護人選任申出に関する手控

え用紙」 （被疑者国選マニュアル資料11 【東京地書式⑦】参照）にメモを

する。

ウ資力が50万円以上，私選申出未了の場合

資力が50万円以上であるのに私選弁護人選任申出をしていない国選弁護

人選任請求は不適法な請求である。そこで，被疑者に請求を撤回するように

促すことが多いと考えられるが，撤回するという場合には被疑者に国選弁護

人選任請求撤回書を作成させる（被疑者国選マニュアル資料10 【東京地書

式⑥】参照） 。

また，被疑者が希望すれば，私選弁護人選任申出書を作成させる（作成方

法は(3)と同じ） 。

エ勾留質問室の場面において初めて被疑者が請求した場合

被疑者が，事前に国選弁護人選任請求書を作成しておらず，勾留質問の場

面において国選弁護人の選任を希望した場合は， まず，裁判官において被疑

者に資力が50万円未満か50万円以上かを口頭で確認し, 50万円未満の

場合，国選弁護人選任請求書・資力申告書を記載させる。

50万円以上の場合，国選弁護人の選任請求の前に私選弁護人選任申出を

する必要がある旨説明し，被疑者が希望すれば，私選弁護人選任申出書を作

成させる（作成方法は(3)と同じ） 。

なお，外国人被疑者の場合，勾留質問室において，通訳人を介して上記

各書面の記載をさせることがあるが，その手続を通訳人を介して行った旨

の記載は必要ない。

<5）領事官通報の必要性

ア原則
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外国人被疑者（通訳の要・不要にかかわらず， ウィーン条約又は二国間条

約に加入していて在日領事官がいる国の国民一令状事務室備付けの資料で確

認すること）の場合には，領事官に通報する必要がある。特に， 「領事関係

に関するウィーン条約締約国一覧表」中，◎印及び○印が付されている国の

請の有無にかかわらず国民については被疑者本人の要 通報が必要なので，注
ー 一■ .■ ■ ロロ．■．画

意を要する。

イ 「通報の要請に関する照会書」を作成する場合

（ｱ）被疑者の場合

一件記録中，警察署等から既に通報が終了していることが明らかな場合

には，改めて裁判所から通報の説明や依頼の有無を被疑者に確認する必要

はないが，通報書が編てつされていないとき，確認書が編てつされている

ものの被疑者がその要否について述べていなかったり，被疑者が希望して

いるのに書面上通報した旨の記載が見当たらないときは， 「通報の要請に

関する照会書」を作成することになる。その際，同照会書の最下部にある

「本手続は通訳人を介して行った。裁判所書記官」の箇所への押印等をす

る。 （資料41参照）

（ｲ）被告人（求令起訴）の場合

全件「通報の要請に関する照会書」を作成する。

ウ勾留質問調書への記載

イの照会書とは別に，勾留質問において，領事官に対する通報に関して述

べたことは，勾留質問調書に記載する必要があるので，注意を要する。

エ被疑者の国籍が中華人民共和国の場合

捜査段階で領事官通報がされていないときは，勾留質問室に備え置いてあ

る「権利の告知について」 と題する書面（資料42参照）を被疑者に示して

権利の告知を行い，勾留質問調書の勾留通知等に関する問答部分の直後に，

「二国間条約に基づく権利告知済み」と記載する（ゴム印あり） 。
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(6) 勾留状等の交付

東京地裁では，原則として，個々の被疑者の勾留質問が終了するごとに，勾

留質問室内において, ’ ’
’

1

1

なお，同行室の事務処理後に，接見等禁止決定（送達報告書添付のもの）が

令状事務室へ戻されるので，記載もれや押印もれがないか確認し，勾留等請求

逓付票の「備考」欄に記載された「接禁請求付」を赤○で囲み，同決定が令状

事務室に戻されたことを帳簿上明らかにしておく。同決定は，刑事14部の事

件関係送付簿Aに記載して（複数をまとめて「○○○○外○名」でよい。 ） ，

当直明けに刑事14部に引き継ぐ。

※接見等禁止決定謄本1通は記録に編てつするので必ず一件記録に挟んで残すようにす

る（接見等禁止決定謄本を記録に挟んでいないと，令状事務室で接見等禁止決定が出たの

か分からず．勾留通知等にも支障が生じる。 ） 。

F－－

※

’

※勾留状の写しは，国選弁護人選任請求に関する記録と共にクリアファイルに入れる。

(7) 勾留質問室から令状事務室への事務引継ぎ

ア国選弁護人選任請求関係

勾留質問に立ち会っている書記官は，被疑者国選弁護制度対象事件の勾留

質問終了ごとに，被疑者国選記録表紙「連絡メモ」欄に裁判官の認印または

備考欄に記載があることを確認し，被疑者国選関係書類のみをクリアファイ
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＝－Iルに入れ，

クリアファイルは令状事務室に残る職員力1■■■■回

収するので，令状事務室への内線連絡は不要である。

令状事務室に残る職員は， クリアファイルを適宜回収に行き，被疑者国選

担当書記官に引き継ぎ，手続を進める。

イ勾留請求事件記録

4勾留質問終了後の事務

※令状事務室に残る被疑者国選担当書記官は．勾留質問室からクリアファイルが戻ってきた

ら， まず, (1) 「国選弁護人選任請求の処理」として，被疑者国選記録表紙「連絡メモ」欄に

裁判官の指示があるかどうか（ 「直ちに指名通知依頼する」 「私選申出未確認・不請求・撤

回」柵に裁判官の認印があるか又は備考欄に記載がある。 ）を確認して， 当該事件について

国選弁護人候補指名通知依頼の手続をする。並行して， （被疑者国選対象事件かどうかにか

かわらず） 「私選弁護人選任申出」がある場合には，事務官と連携するなどして（2） 「私選

弁護人選任申出通知」の事務を行うことが望ましい。

※併せて，手分けをして， できるところから勾留通知，領事官通報を行う。通知等を行った

場合には，勾留質問調書への通知済の付記も済ませる。そして，調書等の編綴も含めて事務
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処理の済んだ記録は↑ あらかじめ決めておいた場所に集めておき，別の者による点検(' :I参

照）を待つようにしておくとよい。

(1) 国選弁護人選任請求の処理

詳細については， 「被疑者国選マニュアル」を参照されたいが， ここでは比

較的事例の多い，国選弁護人を選任する場合と，資力要件を満たさないケース

における私選弁護人選任申出の場合について概説する。

ア国選弁護人の選任の場合

（ｱ） 国選弁護人候補指名通知の依頼

’卦※国選弁護人候補通知依頼書及びファクシミリ送信書I

支援センターへの国選弁護人候補指名通知依頼は, FAX送信により行

う。国選弁護人候補指名通知依頼書（被疑者国選マニュアル資料13 【東

京地書式⑨】 ）を作成し， ファクシミリ送信書（同マニュアル資料14

【東京地書式⑩】 ）及び勾留状の写しを付し，事前に電話連絡をした上で

支援センターに送信し，送信した書類一式は当該被疑者の国選弁護人選任

請求に関するクリアファイルに入れる。送信後しばらくすると，受領書が

返信されてくるので，受付日付印(A印）を押してクリアファイルに入れ

る。

なお，支援センターへのFAXによる依頼(FAX番号は短縮登録して

ある。 ）は，午後5時までに終わらせる （勾留質問が終了していない等の

理由により，午後5時までに依頼できない場合には，予め支援センター食い場合には，予め支援センター

）へその旨連絡する。 ） 。(電話番号
ｌ

Ｊ

※依頼書の「事件名」については．被疑者国選担当者において被疑者国選記録表紙の

連絡メモ欄記載の対象事件名の記載及び勾留状写しで事件名が正しいか否か（対象事

件であるか否か）を必ず確認し、被疑者国選弁護対象事件だけを記載する。ただし．

対象事件と科刑上一罪の関係にある罪については， その罪名も記載する。

※指名通知依頼に際して特に配慮が必要な事件の場合，被疑者国選記録表紙「連絡メ
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モ」 （備考）柵に裁判官が申送り事項を記載する。その場合，指名通知依頼の方法及

び時期について，担当裁判官の指示を受ける必要がある。

※的確な送信のために．送信原稿は①ファクシミリ送信害，②国選弁護人指名通知依

頼書，③勾留状の写しの順に揃えた上、①から順に書面右下部分に丁数を振る。最後

の丁数にはその旨を示すために丁数を○で囲む（例： 1 ’ 2， 3， 4，⑤） 。

※’

国選弁護人候補指名通知の受理，国選弁護人選任書の作成

a 支援センターから国選弁護人候補指名通知書がFAX送信されてきた

ら，内容を確認し，受領書部分（送信票の下部）に受付日付印(A印）

及び認印を押して，それを支援センターに返信する。

け）

b

(a) 国選弁護人候補指名通知書のコピーを2部とった後，国選弁護人

候補指名通知書の原本に受付日付印(A印）を押し，受付日付印を

押した国選弁護人候補指名通知書J aで返信したファクシミリ送信

票（兼受領書）の順に， 当該被疑者の国選弁護人選任請求に関する

クリアブァイルに入れる。

(b) (a)で作成したコピーのうち1部の下部余白に国選弁護人選任のゴム

I 在中）を押し，決印

定日を記入し，裁判官の記名印を押して国選弁護人選任書を草稿し，

裁判官に提出して押印を受ける。

ただし，国選弁護人候補指名通知書に記載されている文字が判然と

しない場合は（罪名漏れ，不要罪名の記入がある場合を含む。 ） ，従

前どおり，国選弁護人選任書を別に作成する。この場合，国選弁護人

候補指名通知書に基ついて, 国選弁護人選任書1－一 ’
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||こある｡ ）を草稿し,裁判官に提出して押印を受ける。
※国選弁護人選任書の押印は当該被疑者の勾留質問を担当した裁判官にお願いす

ることになるが，そのときの状況に応じて適宜手の空いている裁判官に提出し

て押印を受けてもよい。

(c) 国選弁護人選任書の写しを一部作成し，国選弁護人選任請求関係

の記録と共にクリアファイルに入れる。

c b(b)で作成した国選弁護人選任書の原本は，刑事14部での交付に備

え，事件関係送付簿Aに記入した上（複数をまとめて「○○○○外○

’名」でよい。 ） ，

■■■に入れて』 当直明けに刑事'4部に引き継ぐ。
㈲関係者に対･する通知等

a 弁護人

(a) 選任命令が出たら，直ちに，国選弁護人にその旨電話連絡し，速

やかに，平日の昼間に刑事14部で選任書の原本を受領して頂きたい

旨伝える。万一,弁護人と連絡がつかない場合は，連絡未了の旨を記

録の表紙に明示し，翌日の日直又は刑事14部に引き継ぐ。

※国選弁護人が国選弁護人選任書の原本受領を直ちに希望する場合．令状事

務室において交付することは差し支えない。この時は，弁護人から請書（備付

け書式あり）を受領し，受付日付印(A印）を押して，国選弁護人選任請求に

閏する記録に綴る。

※弁護人からFAX送信してほしい旨の希望があれば，必ず弁護人にFAX番

号を確認した上で，選任書の写しをFAX送信する（裁判所側からあえてFA

X送信の希望の有無を尋ねる必要はない) ｡ FAXの誤送信には厳に注意する。

(b)
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『
１
１
‐
１
１
‐
１
１
１
１
斗

b被疑者，支援センター，検察官

(a) 国選弁護人候補指名通知書の写しを引用する方法により国選弁護人

選任書を作成した場合，前記I':b･.:fで作成した指名通知書写しの2枚

Ｉ ’目の下部余白に，国選弁護人選任通知のゴム印（

｜在中)を押し,通知
記名印及び職印を押して，選任通知書を作成する

1 － ｜在中)を押し,通知日を記入し,書記官
記名印及び職印を押して，選任通知書を作成する。

国選弁護人選任書を別に作成した場合は，従前どおり， 国選弁護人

選任通知書（被疑者国選マニュアル資料16 【東京地書式⑫】 ）を別

途作成する。

(b)被疑者及び支援センターに対しては::Itで作成した選任通知書をFA

X送信する。いずれも送信前の電話連絡や送付書の添付は不要であり，

被疑者の送信先は収容場所である。なお，弁護人への連絡が取れなか

った場合でも，被疑者（収容場所）及び支援センターに対してFAX

送信をすることは差し支えない。

(c) FAX送信が済んだら，通知が完了した旨を前記I'.:b::･､で作成した

国選弁護人選任書写しに付記し（備付けの付記印を押し，該当箇所に

○印を付する。 ） ，認印する。

(d) 検察官への通知については刑事14部を通して行うので, ･.:11で作成

した国選弁護人選任通知書を事件関係送付簿Aに記入した上（複数を

’まとめて「○○○○外○名」でよい。 ）

’ ’に入れて当直明けに刑事14部に引
き継ぐ。

㈲上訴申立書等記録簿及び被疑者国選記録表紙へ結果を記入

上訴申立書等記録簿の備考欄（結果その他）並びに被疑者国選記録表紙

の「勾留状の発付日」及び「結果」欄を記入する。
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(ｵ） 日直終了後の引継ぎ

国選弁護人選任請求に関する記録及び書類のうち， 日直において手続が

完了したものについては|｢ ｜に,宿直において単に受
付をしたにすぎないもの及び日直において手続が完了しなかったものにつ

に，それぞれ入れ，宿直職員を経いては

由して翌日の担当者（14部又は日直）に引き継ぐ（引継ぎの際は，必ず

書類を記録に編てつし， クリアファイルをはずす。 ） 。

イ私選弁護人選任申出の場合

被疑者が記入した「私選弁護人選任申出書」の上部が，裁判所から弁護士

会へ宛てた通知書となっているので，必要事項を記入して三会センターへF

AX送信する（方法及びその後の引継ぎは以下の(2)と同じ） 。

（2） 私選弁護人選任申出通知（三会センターへの通知） （被疑者国選マニュアル

資料9 【東京地書式⑤】参照）

ア先述のとおり， 当番弁護士制度利用の申出書式と被疑者国選弁護制度にお

ける私選弁護人選任申出の書式は同一のものを用いることになり， さらに，

裁判所から三会センターへの通知書は，被疑者の申出書の上部を利用する形

式となった。

三会センターへの通知は, FAX送信により行う。送信書（被疑者国選マ

ニュアル資料12 【東京地書式⑧】 ）を付し，事前に電話連絡をした上で送

信する。送信後しばらくすると受領書が返信されてくる。

なお，三会センターへのFAXによる通知(FAX番号は短縮に登録して

ある。 ）は午後5時までに終わらせる （勾留質問が終了していない等の理

由により，午後5時までに通知できない場合には，予め三会センター（電話

番号 |） へその旨連絡する。 ） 。

イ送信の終わった通知書は，送信書及び受領書と共に3枚1組で，刑事14

部宛の事件関係送付簿Aに記入した上（複数をまとめて「○○○○外○名」
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F－－－一

でよい。 ） ，

に引き継ぐ。

に収納して当直明けに刑事14部

国選弁護人選任請求がなされなかった「不請求」の記録は，即日廃棄する

ことなく， ｜ ‘|こ入れる｡令状事務責任者は, ’－－ ｜に
入っているオレンジ色ファイル内に私選弁護人選任申出書や撤回書が入って

いないことを確認する。令状事務責任者は， ファイルから書類を取り出して，

すべての「不請求」の書類をまとめて輪ゴム又はビニール紐で一括して括り

（順不同） ，一番上の記録表紙に「○月○日 日直分」 と記載した付菱を貼
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
鄙
昨
Ⅱ
！
‐
Ｆ
Ｍ
Ⅱり， に入れて地裁

刑訟事件係に引き継ぐ（送付簿への記載は不要） 。

(3) 勾留通知

ア電話による通知方法（令状事務室備付けの「電話による勾留通知の方法」参照）
■■■■

一
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１

一一一
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|－

i

l

■一一一 一r

通知が完了したら，勾留質問調書の通知済みの箇所に通知を担当した書

記官の認印を押す（資料34参照） 。

書面による通知方法（資料43参照）

L二

イ

※勾留通知書に ’
勾留通知書は，刑事14部の書記官として作成する。また，本文中の日付

は，勾留決定日を記載する。

なお,封筒は表に裁判所名の入っていない無地封筒(裏面に|－‐I

|と印刷されている｡ ）を使用し， ■■
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ウ通知不能

通知先が不在等の理由により通知不能となった場合には，被疑者に通知不

能となった旨の連絡をする｡被疑者が裁判所内に残っているときI=

警察官(内線■■■)に通知不能の連絡をする(勾留質問者名簿を見なが
ら「○号室△番，通知不能です。 」 ） ことができるが，裁判所の構内から退

出したときは，被疑者の勾留先である警察署の留置管理係に通知不能の旨を

連絡する。

さらに，勾留質問調書の下部に記載されている不動文字のうち， 「即日

勾留通知済」の文字を抹消し， 「通知不能」を加入するよう修正した上，

通知を担当した書記官の認印を押す（資料34参照） 。

領事官通報（資料44参照）

ア領事官通報の方式

領事官通報は書面で行うので，通訳人に対して領事官通報の依頼をするこ

とは絶対にしない。

なお，通知方法については, : :.jのイの「書面による通知方法」に準じて処理

する （封筒は東京地方裁判所の庁名の入ったものを使用する。 ） 。

被疑者の国籍が中華人民共和国であり，捜査段階で領事官通報がされてい

ない場合には，次の点に注意する。

(ｱ） 通報書は郵送せず， 中華人民共和国大使館領事部(FAX番号■■■

(4)
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’1~－ －－ ］|･令状事務室備置のFAXには短縮番号で登録し
てあるので，送信の際は必ず短縮番号を使用する。 ）宛FAX送信する。

（ｲ） 送信済みの通報書は，事件関係送付簿Aに記載（複数をまとめて「○

○○○外○名」でかまわない） して， 当直明けに刑事14部に引き継ぐ。

イ警察署への通知

刑事14部へ送付する準備ができたら，領事官通報をした旨を，勾留先

の警察署留置担当者に対し，電話により通知する。

ウ通報及び通知した旨の付記

アの通報及びイの通知をした旨を，勾留質問調書の下部余白に付記し

（資料34参照） ，認印を押す。その際，付記専用のゴム印があるので，

それを使用するとよい。ただし， ゴム印は「警察署長に通知済」 となって

いるので，警視庁本部または分室の留置担当者に通知したときは， 「警視

庁留置管理第一課長に通知済」 と訂正する。

エ最高裁への報告

「領事関係に関するウィーン条約締約国一覧表」中◎印が付された国の領

事官に裁判所から通報した場合には最高裁刑事局第二課への報告を要するの

で, FAX送信票（資料45参照）の4 「要旨」部分を記入し，事件関係送

付簿Aで刑事14部に送付する。

(5) 勾留請求の却下

ア身柄引受人への連絡

裁判官の指示により身柄引受人が必要となった場合には，被疑者の身柄引

受人に身柄引受書を書いてもらうので，身柄引受人となる者に連絡する。こ

の場合，身分を証明するもの（免許証・保険証等） と印鑑を持って来庁する

ように指示する。

なお，来庁時間を確認するとともに，裁判所の直通電話番号（令状事務室

号
｡ ’直通電話番 ）を伝えておく。
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※日直時間内に来庁できる範囲に居住しているか身柄引受人の住所に注意する。来庁

が不可能と認められる場合には裁判官の指示を受ける。

イ身柄引受書の提出

身柄引受人が来庁したら裁判官と面接を行い，身柄引受人において被疑者

を監督できるか確認してから，身柄引受書を書いてもらう。

ウ再尋問

裁半U官が身柄引受人との面接を終了したら，勾留質問室において被疑者に

対し再尋問を行い，被疑者から誓約書を徴する。

エ決定書の作成

（ｱ1勾留請求書の余白に「本件勾留請求を却下する。理由平成年月日

東京地方裁判所裁判官」のゴム印を押し，却下理由（必要性なし等←裁

判官に確認）を記載して裁判官の記名押印を受ける（なお，罪名を一部落

とす等の勾留請求の一部却下の場合は，裁判官の指示により，勾留請求書

の余白に却下部分を特定した上で，同様の処理を行い，勾留状の別紙被疑

事実のうち却下した事実を削除するなどの処理も同時に行う。 ） 。

却下決定がなされたら，至急，検察庁へ結果を電話連絡する。

※併せて接見等禁止請求もされている場合は，その請求書の余白に「本件請求を却下

する。理由平成年月 日東京地方裁判所裁判官」のゴム印を押し，却下理

由（勾留請求却下につき等←裁判官に確認）を記載して裁判官の記名押印を受ける。

(f) I1- |が被護送者名簿を持ってくるので,その裏面に,更と同様

の記載を行い，謄本認証する。

㈲身柄引受書と誓約書を一件記録の勾留質問調書の後ろに編年体で綴る。

㈲勾留等請求逓付票の「交付」欄に「却下」 と記載する。

㈱一件記録を(ｲ)で作成した謄本と一緒に’ -11に引き継ぎ,勾留
等請求逓付票に受領印をもらう｡

※身柄引受人の来庁が遅くなった場合身柄引受書だけを後から検察庁へ引き継ぐこと
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もある。このような場合，被疑者は留置先の警察署へ戻されてしまうので，警察の留置

管理係に身柄引受人が向かうまで被疑者を警察署に引き留めておいてほしい旨の連絡を

する。

鈎） 国選弁護人選任請求をした被疑者に対する勾留請求を却下した場合

※資力が50万円以上の場合，私選申出の有無を確認する（準抗告で勾留を認めた

場合，国選弁護人選任手続を進めなければならないため） 。

国選弁護人選任請求の却下は，被疑者の釈放を確認してから行うので，

その旨を付せん等に記載し,記録上分かるようにして, |
| － ｜|に入れて'4部に引き継ぐ。

(6)

１
１
口

(7)接見等禁止請求のみの却下

接見等禁止請求書の余白に「本件請求を却下する。理由平成年月 日

東京地方裁判所裁判官」のゴム印を押し，却下理由（必要性なし等）を記

載して裁判官の記名押印を受け，勾留等請求逓付票の「備考j欄に「接禁の

み却下」のゴム印を押す。

却下決定がなされたら，至急検察庁へ結果を電話連絡する。

(8)接見等禁止決定謄本の送達（被疑者が受領を拒否した場合）

（勾留質問の立会いの箇所で説明したように， ）東京地裁においては決定書

原本（送達報告書をホチキスで留めたもの） と謄本2通（被疑者送達用と執行

用）を|| と lを介して交付しているが,被疑者が決定書謄本の受領を

拒否した場合には，決定書原本とともに被疑者送達用謄本が戻されるので，被
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疑者が勾留される留置施設の長等（ 「警視庁○○警察署長」 ，警視庁本部及び

警視庁本部分室のときは「警視庁留置管理第一課長」 ）あてに特別送達発送の

’○準備をする

'一
｜

’

※接見等禁止決定原本は刑事14部の事件関係送付簿Aに記載して， 当直明けに刑事14

部に引き継ぐ。

畷
’

(9)

(10記録の点検等

※一連の事務処理を終えた勾留請求記録は，処理をした者とは別の者によるチェックを受

けるため， あらかじめ決めておいた場所に集めておき手の空いた者は，順次点検を行う。

点検が済んだら，勾留請求記録の表紙下部にある検察庁が付す番号の脇に鉛筆でし点を記

載するなどして‘別の場所に番号順に並べていく。

ア調書等の記載内容を確認し，押印漏れ等がないか，対応する勾留請求記録

の末尾に編年体（通訳人尋問調書→勾留質問調書→接見等禁止決定謄本の

順）で綴られているか等を確認する。

※具体的に，最低限の確認事項としては，

①勾留質問調書の裁判官の認印，通訳人名の記載

②勾留質問調書の勾留通知及び領事官通報に関する付記

③通訳人尋問調書と宣誓書との契印，裁判官の認印

④通報の要請に関する照会書の編綴

⑤接見等禁止決定謄本の編綴
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が漏れていないかがある。なお私選弁護人選任申出通知書は当直明けに刑事14部に

引き継ぐので，勾留請求記録には編綴しない。

イ勾留請求却下, ｜ ］|及び接見等禁止請求却下の事案については，
勾留等請求逓付票に結果等が記入されていることを確認する。

※勾留請求が却下された場合でも勾留質問調書は一件記録末尾に綴ることになる。

⑪国選弁護人選任請求に関する事務の確認

ア 日直事務終了前には，必ず，国選弁護人選任請求に関する事務の進捗状況

を確認する。特に，被疑者からの請求を放置したり，支援センターからの国

選弁護人候補指名通知待ちの案件（翌日処理が決まっているものを除く。 ）

が残ることが決してないようにする。

※事務処理を引き継ぐ場合には， 当直日誌の特記事項及び記録表紙に目立つように記載

するなどして.， 引継ぎを受けた者において確実に処理がなされるようにする。

イまた，国選弁護人選任請求に関する記録を点検することはもちろん，上訴

申立書等記録簿への記入，各種引継ぎ帳簿への登載漏れがないかを確認する。
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①国選弁護人選任請求に関する記録

上訴申立書等記録簿への登載，結果の記入

’記録は ／、

ll※選任手続未了の記録は へ

’※不請求の記録は， へ

②私選弁護人選任申出通知書

事件関係送付簿Aに登載し,送信書及び受領書と共に3枚,組で, |［ 一三一ｺ｜

■■に収納して引き継ぐ。

③国選弁護人選任書，検察官宛の国選弁護人選任通知書

事件関係送付簿Aに登載し

に収納して引き継ぐ。

5 検察庁への記録の引継ぎ

一件記録を台車に乗せ,検察庁の当直事務室| ；|に引き継ぎ,勾留等
請求逓付票の記録送付欄に受領印をもらう。

一一一一

6 弁護人からの請求等
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(1) 勾留状謄本交付請求があった場合の処理

弁護人から，勾留状謄本の交付請求があった際は，弁護人選任届が捜査機関

に提出済みであることを確認の上，勾留状謄本交付申請書に所定の事項を記入

させた上で刑事14部に引き継ぐ。

－

(2)被疑者との接見の証明を求められた場合

国選弁護人から，裁判所構内の同行室で被疑者と接見したことの証明が欲し

い旨の申出があった場合には，証明書等を発行する取扱いは行っていない旨を

伝える。
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第4

準抗告申立て等の事務
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流準抗告等 の れ

｜ ’ |’執行停止申立書受理準抗告申立害受理

’ 1
| 相手方への通知 l i処理裁判

l l
l当直裁判官へ提出’ 「諦厩
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ll官の確定
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■Ⅱ
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↓
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－
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を準抗告記録
に綴る

日直裁判官への連絡件
一
皿

、 一

↓ 翌日が平日のとき↓

’ ’一 事件係へ引継ぎ記録の取り寄せ 日直職員へ引継ぎ

↓
定決

状発付謄本等の作成 原裁判取消 勾留

勾留期間延長，短縮

↓

↓

↓
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申立人へ通知

送 達

記録の返還

事件簿の記入

刑事14部へ
引継ぎ



1 準抗告申立て処理事務

， ： 準抗告申立書の受理（資料49及び50参照）

準抗告申立書に受付日付印(A印）及び認印を押す。

※弁護人から準抗告の申立てがあった場合には，弁護人選任届が提出されているか確認す

る。被疑者段階であれば一件記録の中に弁護人選任届が編てつされているが，編てつされ

ていない場合は検察庁に確認する。

i;. i 相手方への通知（規230)

相手方に適宜な方法で通知する（通常は電話で行う） 。

検察官に対して通知する場合は地検令状担当(平日夜間は内題 ｜ (た
だし誰も出なかった場合は,短縮番引 1） ，休日昼間は短縮■■■■，

休日夜間は短縮■■■■）へ内線電話で連絡する。

なお， 申立書の余白部分に通知した旨の付記及び認印が必要となる（資料4

9参照） 。

!::．； 当直裁判官への提出

申立書を当直裁判官へ提出し（申立人の面接希望があれば，併せてその旨を

当直裁判官へ連絡する。 ） ，即日処理を行うのか，翌日以降の処理にするのか

指示を受ける。検察庁から一件記録が既に送付されている場合には，一件記録

も提出する。

※

※検察官からの準抗告申立ての場合には，準抗告申立書とともに一件記録が送付されるこ

とがある。

※準抗告を即日処理しない場合でも，執行停止は即日処理する場合がある（63ページ参

照）ので注意する。

,．|： 即日処理しない場合

ア翌日が平日のとき
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地裁刑事事件係の事件関係送付簿に記載し， 当直明けに事件係に引き継ぐ
‐
１
Ｊ
釧
肌
Ⅲ
囚
、
１
１
二
■
■
■
■
■
■
■
。

A印のみを押す） 。

イ翌日が休日のとき

’二丁二 ’ ，地検から一件記

録を取り寄せておく （後記‘､3:イ， ウ参照） 。

翌日の当直裁判官| ｜）のうち，地

方裁判所の判事の資格を有する裁判官に準抗告があった旨を電話連絡し，指

示を受けるとともに，翌日の令状処理の職員にも準抗告申立てがあったこと

を引き継ぐ。

※当直裁判官のうち判事の資格を有する裁判官と連絡が取れないときは他の当直裁判官

のいずれかに連絡する。

‘.3． 即日処理する場合

ア準抗告の合議体の編成（法429条の準抗告の場合）

‘γ； 平日の場合

午後6時までは刑事訟廷事件係（内綴 Iに連絡し指示を受ける。

以降は通常は翌日の処理となる。

’※刑事訟廷管理官等の連絡先については‘ を参照

1談，休日の場合

a 日直裁判官が在庁しているときは， 日直裁判官の指示に従う。

b 日直裁判官が退庁したときは，通常は翌日の処理となるので，刑事訟

廷事件係又は令状事務担当者に引き継ぐ。

※法430条の準抗告の場合，管轄裁判所（同条1項及び2項参照）の裁判官が単独

で決定をする。当直裁判官が管轄裁判所所属の場合は、 その裁判官に即日処理するか

どうかの指示を受ける。

イ立件
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,γ・・： 刑事雑事件簿（事件符号はp:'")に立件し（雑事件簿の記載要領は，同事

件簿の冒頭に提示してあるので，必ず確認されたい。 ） ，事件番号を申立

書に記入する。

9.談： 申立書を14通コピーして，合議体の裁判官に1通ずつ渡す（残り11

通は，決定書の謄本等に使用する。 ） 。

申立害をコピーする際は， 申立書原本にメモ書きした情報（公表される

ことを想定していない弁護人の携帯電話番号等)．はコヒ．－しないように注

意する。

を作成し， 申立準抗告記録表紙

書と合てつして準書と合てつして準

Wmr

抗告記録を作成する。

ウ記録の取り寄せ等

・餌地検令状担当(平日夜間は内麗 － 1 (ただし誰も出なかった場合は，

短縮番号’ ｜） ，休日昼間は短縮■■■■,休日夜間は短縮■■■

■）へ準抗告があった旨を連絡し（準抗告の内容も連絡する） ，担当検察

官及びその直通電話番号を聞く。

9.識： 担当検察官へ電話をして，準抗告があったのでこれから一件記録を借り

に行く旨を連絡する（担当検察官の部屋の階と部屋番号も聞いておく） 。

‘弓.‘ 記録借用書を作成して検察庁へ記録を借りに行く。

埴一件記録を裁判官（担当合議体）に提出する。

※勾留決定，勾留延長決定等に対する準抗告の場合には、－件記録に勾留状がつづられ

ているか確認する。勾留状が執行のため被疑者の留置されている収容場所にあるときは，

適宜の方法により必ずその収容場所からこれを取り寄せることになる。

※第1回公判期日前の被告人に対する準抗告のときは，勾留状が刑事14部に勾留処分

記録としてある｡これを取り寄せる必要があるときは|‘ ‐ ］|に掲載され
ている刑事14部主任書記官と連絡を取り， その指示を受ける。

エ決定
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，更申立てを棄却する場合

決定書は裁判官が起案するので，決定書の原本を受領したら，裁判官の

認印前に決定書を11通コヒ。－する。

原裁判を取り消す，又は変更する場合

’随に加えて，以下の処理を行う。

a 勾留請求却下の原裁判を取り消す場合

準抗告裁判所（担当合議体）の裁判長名で勾留状を発付する。

b 勾留期間の延長に関する原裁判を取り消す，又は変更する場合

：;!、勾留期間を延長する場合

既に発付されている勾留状の裏面に，準抗告裁判所の裁判長名で延

長する期間と理由を記載し，記名押印する。

‘..．‘，延長期間を変更（短縮又は伸長）する場合

既に発付されている勾留状の裏面欄外の下部余白部分に，準抗告裁

判所の裁判長において，延長期間が変更されている旨を付記し，押印

する。

【記載例】

1

延長期間欄に「平成 年 月 日ま

で」 とあるのは，準抗告決定により， 「平

成 年 月 日まで」 と変更され

た。

⑳

:･肩勾留期間を延長した原裁判を取り消した上，延長請求を却下する場

〈
ロ

既に発付されている勾留状の裏面欄外の下部余白部分に，準抗告裁

判所の裁判長において，延長請求が却下された旨を付記し，押印する。
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【記載例】

'畠識，： 被疑者国選弁護人選任関係の処理

勾留請求却下に対する準抗告の申立てがあり，かつ，被疑者から国選弁

護人選任請求がされている場合で，勾留状を発付する旨の決定をしたとき

は，被疑者国選弁護人選任の処理をする。なお，準抗告を棄却する（勾留

をしない）決定をしたときは，被疑者の釈放を待って国選弁護人選任請求

却下の処理をするので，その旨を付せん等に記載し，記録上分かるように

に入れて14部に引き継ぐ。して，

オ謄本等の作成

謄本を7通，写しを4通作成する（内訳は次のとおり） 。

地検令状担当用 謄本2

弁護人用 謄本1

被疑者（又は被告人）用 謄本1

刑事14部用 謄本3

（原裁判官及び記録係用謄本各1を含む。 ）

刑事訟廷事件係用 写し1

裁判官（担当合議体）用 写し3

力送達

’獄検察官に対する送達

a謄本2通を刑事14部の事件関係送付簿により地検令状担当に送付す

る。

なお，事件関係送付簿は庁内あてと庁外あての2種類があるので，庁
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延長期間欄に「平成 年 月

日まで」 とあるが，準抗告決定により

延長請求は却下された。

⑳



外あて事件関係送付簿を使用する。

b決定原本に検察庁へ謄本を送付した旨をゴム印で付記して，書記官の

認印を押す。

1獄： 弁護人に対する送達

a 決定の内容を電話連絡し， '’ －－－
胃を伝える。

弁護人と連絡がつかない場合は，連絡未了の旨を付葵等に記載する。

弁護人あての送達報告書を準備し，事件関係送付簿Aの刑事14部あb

て欄に記載して当直明けに引き継ぐ。

被疑者等に対する送達

被疑者(又は被告人)あてに住所,氏名を記載した特別送達を■■■■

I‐？

’
キ記録の返還

，寵担当検察官が在庁している場合

担当検察官に一件記録を返還し，その際に記録借用書の返還を受ける。

’".： 担当検察官が退庁している場合

地検令状担当に一件記録を返還し，事件関係送付簿（庁外）に押印をも

らう。その際に記録借用書を返還してもらえるよう連絡しておく。

※勾留状が執行のため被疑者の留置されている収容場所にあり，工側b(b)及び(c)の付

記に時間を要する場合． 当直明けに刑事14部にて付記の手続を行い（付記は準抗告裁

判所裁判長が行う。 ） ，勾留状を検察庁へ返還することも差し支えない。

ク事件簿の記入

刑事雑事件簿に結果を記載する（例「棄却」 ・ 「原裁判取消し」 ） ととも

に，刑事訟廷事件係用の決定書写し1通を挟み込む。

ケ引継ぎ

決定原本に原裁判官に通知した旨付記し，書記官の認印を押す。決定原本

68



をつづった準抗告記録を事件関係送付簿Aで当直明けに刑事14部に引き継

ぐ。

2 準抗告に伴う執行停止の事務処理

勾留請求却下，保釈許可に対する検察官からの準抗告申立ての場合は，被疑者

の身柄を確保するため，準抗告の申立てと同時に執行停止の申立てが行われる。

この場合には，準抗告申立ての処理は翌日以降となっても，原裁判の執行停止を

するかどうかの判断は即日行うことがあるので注意する（執行停止決定がないと

被疑者を釈放することになるため） 。

, ： 申立書の受理

執行停止の申立てが独立した文書でなされた場合は， 申立書に受付日付印

(A印）及び認印を押印する。

，:.； 処理裁判官の確定

執行停止の処理については，

ア当直裁判官が単独で処理

イ準抗告の裁判体が合議体で処理

のいずれかで処理するので当直裁判官の指示を受ける。

※執行停止は原裁判官（準抗告の原因となった裁判を行った裁判官）でも決定することが

できる。

ロ:ﾐ： 執行停止をしない場合

ア執行停止申立書の第1ページ余白部分に

職権を発動しない。
平成 年 月 日
東京地方裁判所刑事第14部
裁判官

又は
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職権を発動しない。
平成 年 月 日
東京地方裁判所刑事第14部
裁判長裁判官
裁判官
裁判官

のゴム印を押すか記載して，裁判官の記名，押印を受ける。

イ 申立人に執行停止をしない旨の通知を電話等の適宜の方法で通知する。

' ;I; 執行停止する場合

ア決定書に必要事項を記入し，裁判官の記名押印を受ける。

イ執行停止決定と同時に地検令状担当（平日夜間は内線■■■■(ただし誰

も出なかった場合は，短縮番團 ｜) ，休日昼間は短縮ロ ］|,休日

夜間は短縮 Iにその旨連絡し，決定謄本2通を作成した上,刑事’

4部の庁外送付簿で送付する。

なお，決定原本に検察庁へ謄本を送付した旨をゴム印で付記して，書記官

の認印を忘れないこと。

※被疑者に対する決定謄本の送達及び通知は要しないとするのが実務の取扱い。

‘､1： 記録の引継ぎ

執行停止の記録は準抗告記録につづり， 当直明けに事件関係送付簿で刑事1

4部又は事件係に引き継ぐ。
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1 受付（申請による場合＝裁判所の職権発動を求める申立て）

勾留執行停止申立書に受付日付印(A印）を押し，認印をする。

申請書には執行停止を求める期間及び制限住居又は寄宿先を明記させ，必要に

より診断書等の疎明資料を添付させる。

申請書を受領する際には, :1.:起訴の有無,"第1回公判期日の前後, :i;:申請先，

:箸:勾留年月日等を確認する。

当直裁判官又は担当部（室）への連絡

勾留執行停止の対象者が被疑者又は第1回公判期日前の被告人の場合

当直裁判官に即日処理するかどうか指示を受ける。

※宿直裁判官が割当表に△印のある裁判官の場合は簡裁事件について，簡裁裁判官の場合

は地裁事件について．それぞれ処理できないので，地裁の刑事訟廷管理官等に連絡を取り

その指示を受ける。

勾留執行停止の対象者が第1回公判期日後の被告人の場合

勾留執行停止は受訴裁判所が処理するので，担当部（室）の主任書記官に申

2

ロ

ロ

請があった旨の連絡を行い，即日処理するかどうかの指示を受ける。

I ’※担当部（室）の主任書記官の連絡先については‘

参照

を

3 即日処理しない場合

勾留執行停止の対象者により，それぞれ次の帳簿に必要事項を記載して, A

印のみ押し， 当直明けに引き継ぐ。

, ；被疑者，第1回公判期日前の被告人（地裁係属の事件）

刑事14部の事件関係送付簿

‘:‘： 第1回公判期日後の被告人（地裁係属の事件）

地裁刑事事件係の事件関係送付簿
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!:1: 簡裁係属事件の被告人

事件関係送付簿（簡裁用）

4即日処理する場合

， ： 勾留執行停止の対象者が被疑者又は第1回公判期日前の被告人の場合

ア上訴申立書等記録簿への登載の要否

a 被疑者

地裁刑事14部の上訴申立書等記録簿に登載する。

b被告人

登載を要しない。

イ求意見（規88） （資料51及び52参照）

求意見用紙（簡裁用と地裁用がある。 ）に所要事項を記載し，裁判官の

認印を受けた上，検察庁へ庁外送付簿で送付する。ただし，検察官から申請

があった場合や緊急を要する場合には，求意見は不要である。

※電話により求意見を行うこともできるが， このときは電話聴取書を作成することにな

る。

ウ勾留執行停止決定の場合

a 決定書の作成等（資料51及び52参照）

勾留執行停止決定用紙（簡裁用と地裁用がある。 ）に所要事項を記載し，

裁判官の認印を受ける。

b決定謄本等の作成

謄本6通，写し1通を作成する。

c 送達等

検察庁に，事件関係送付簿（庁外）を使用して謄本3通を送付する。

なお，送付した旨を決定原本に付記して押印する。

請求者，被告人及び弁護人に謄本を送達する。
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d 勾留状謄本の作成及び送付

収容用の勾留状謄本1通を作成し，勾留執行停止決定を送付する際，併

せて検察庁に送付する。

勾留状の原本は,被疑者の場合,地検令状担当（平日夜間は内線■■■

■(ただし誰も出なかった場合は,短縮番号■■■） ，休日昼間は短縮

■■■■,休日夜間は短縮■■■■)に連絡して取り寄せる｡第1回公判
期日前の被告人の場合，地裁の事件については刑事14部書記官室に，簡

裁の事件については簡裁刑事1室又は2室の各書記官室にあるので，各書

記官室の主任書記官に連絡を取った上，記録の所在等についての指示を受

ける。

e 申請書等の引継ぎ

申請書，決定原本，謄本及び写し各1通を当直明けに刑事14部に引き

継ぐ。

エ勾留執行停止をしない場合

申請書の余白に「職権を発動しない」のゴム印を押すか記載して，裁判官

の押印を受け， 申請人及び検察官（求意見をした場合）に電話等で通知する。

職権を発動しない。
平成 年 月 日
東京地方裁判所刑事第14部

裁判官

又は

職権を発動しない。
平成 年 月
東京簡易裁判所第

裁判官

日
室

';.， 勾留執行停止の対象者が第1回公判期日後の被告人の場合

次の帳簿に必要事項を記載して，担当部（室）の主任書記官に引き継ぐ。

a 地裁の場合
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地裁刑事事件係の事件関係送付簿

簡裁の場合

事件関係送付簿（簡裁用）

b
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第6

追徴保全の請求没収保全，
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没収保全，追徴保全の流れ

請求書及び資料の受理

’請求書に受付日付印(A印）を押印し，認印の上，
溥に登載して，地裁事件係又は簡裁事件係に引き次の流れ図に従って所定の事件関係送付簿に登載して，

継ぐ。

鰺謬毫

地裁係属 簡裁係属

’

’
｜

I

’ ’地裁刑事事件係あての

事件関係送付簿に登載

簡裁刑事事件係あての

事件関係送付簿に登載

(参考）

請求権者 処分の主体

蟻
引引｡1

~

蕊潤覇rしbl
検察官又は司法警察員
（限定あり）

請求者の所属する官公署の所在地を管轄
する地裁の裁判官

蕊襄蕊瞬騨騨睡塞型

没
’
『
１
Ｈ
１
】
ｌ
刺
Ｉ
部灘蕊瀧震蕪 没収保全命令を発した裁判所の裁判官

請求者の所属する宮公署の所在地を管轄
する地裁の裁判官

収 検察官

保

処分の主体は原則として受訴裁判所.第1
回公判期日前は公訴の提起を受けた裁判
所の裁判官全 〃

i 懲瀧騨謡蹄 請求者の所属する官公署の所在地を管轄
する地裁の裁判官追 〃

追徴保全命令を発した裁判所の裁判官徴

請求者の所属する官公署の所在地を管轄
する地裁の裁判官

〃

保

灘 離鰄欝融鈷蕊蕊瀕溺
所の裁判官

〃

全
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資料編



(資料1）

事件符 一覧表
ロ
万

(刑事事件）

検察官・一般司法警察職員 特別司法警察職員

簡 裁 地 裁 簡 裁 地 裁

通 常 逮 捕 状 る む るA むA

急繁 逮 捕 状 むAる む るA

捜索差押許可状※ る む むAるA

捜 索許可状※ テ
○ む るA むA

差押許可状※ る むAむ るA

鑑定処分許可状。 る む るA むA

検証許可状※
ブ

'｡ む るA むA

身体検査令状※
ブ

'0 む るA むA

口口
臨検・捜索．差押許可状
（財務事務官・内閣府事務
官）

るA むA

／致引 状 るA むA

’一／／ 一／／傍 受
〈
や 状 む むA

※印の令状は触法事件を含む。

◎印の令状は触法事件及び関税法事件を含む。
(行政事件）

’ 令状の書類 簡 裁 地 裁’
臨検・捜索・押収許可状
（出管法31）

保護許可状（警職法3）

臨検捜索許可状（児童虐待の
防止等に関する法律9条の
3）

行イ 行ク

行イ

行イ 行ク



－資料目録一

般令状の請求書受理から発付まで】

資料 1 事件符号一覧表

資料2 一般司法警察職員

資料3 特別司法警察職員一覧

資料4 逮捕状（通常逮捕）

資料5 逮捕状（緊急逮捕）

資料6－1捜索差押許可状（強制採尿を除く。 ）

資料6－2被疑者の手・着衣等から微物を採取する場合の令状について

資料7 捜索差押許可状（強制採尿）

資料8 捜索許可状

資料9－1差押許可状

資料9－2記録命令付差押許可状

資料9－3リモートアクセスによる複写処分を伴う差押（捜索）許可状

資料10 鑑定処分許可状（強制採血を除く。 ）

資料11 鑑定処分許可状（強制採血）

資料12 身体検査令状（強制採血を除く。 ）

資料13 身体検査令状（強制採血）

資料14 検証許可状

資料15 鑑定留置状

資料16 引致状

資料17 保護許可状

資料18 傍受令状

資料19 令状請求撤回

資料20 令状請求却下

資料21 令状点検票

訴状，訴因等変更請求書勾留請求『接見等禁止請求，求令起訴，勾留延長課勾留延長請

【

【起訴状， 求､



保釈請求の処理】

資料22 起訴状受理の手続

資料23 訴因等変更請求書受領の手続

資料24 勾留請求書受理の手続

資料25 接見等禁止請求受理の手続

資料26 求令起訴状受理の手続

資料27 勾留質問調書

資料28 勾留期間延長請求の手続

資料29 勾留状の裏面（勾留延長記載例）

資料30 平成16年5月10日付け事務連絡

【勾留質問の実際と記録の引継ぎまで】

資料31

資料32

勾留質問室レイアウト

平成17年11月2日付け最高裁判所事務総局刑事局長･家庭局長

書簡

勾留状の記載例

勾留質問調書の記載例

接見等禁止決定の記載例

勾留質問者名簿

通訳料請求書

通訳人旅費請求書

通訳人尋問調書

通訳人宣誓書

領事関係に関するウィーン条約36条1項(b)の規定に基づく権

利の告知等を行う際に作成する「通報の要請に関する照会書」の書

式の変更について（事務連絡）

権利の告知について

勾留通知の記載例

領事官への通報書の記載例

資料33

資料34

資料35

資料36

資料37

資料38

資料39

資料40

資料41

資料42

資料43

資料44



資料45 拘禁に関する通報関係FAX送信票

資料46 外国人被疑者の勾留状に記載する被疑者氏名の表記変更について

（事務連絡）

資料47 外国人被疑者の勾留状等に記載する被疑者氏名及び罪名の表記変更

について（事務連絡）

資料48 勾留質問後の事務処理（被疑者国選対象事件）

【準抗告申立て等の事務】

資料49 準抗告申立受理の手続（立件まで）

資料50 準抗告及び執行停止申立書（甲) ･決定

【勾留執行停止の事務(法95,2071)】

資料51 求意見及び勾留執行停止決定（簡裁の記載例）

資料52 求意見及び勾留執行停止決定（地裁の記載例）

【 畷作関連】

資料53 1 1による令状事務処理について資料53 1［ ｜|による令状事務処理について

資料54 1 二三一 画データ入力に関する注意事項（ ’ ’

－－1 ）

以 上
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司
法
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一
司
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警察庁長官

警視総監

警 視 監

善 視 長

善 視 正

善 視

警 部

警 部 補

巡査部長

巡 査

令状請求（緊急逮捕状請求は司法巡査も可，ただし，通常逮捕状の

請求は各公安委員会の指定を受けた警部以上の階級の者（法199②，

218③，規則141の2）

逮捕された被疑者を釈放又は送致（法203， 21 1， 216）

告訴，告発， 自首･の受理（法241， 245）

事件の送致，送付（法246， 242）

押収物に関する処分（法222①ただし書）

被疑者の鑑定留置請求，鑑定処分許可請求（法224， 225）

検察官の命による検視（法229②）

検察官の命による収監状の発付（法485）

1

i左のうちから
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０
０
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０
０
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|刑事訴訟法に規定されている捜査活動（例法22

iうち，緊急逮捕状請求は可（法210) )

一一●÷‐÷一一一 一 一一一一一一÷一一参一一一一一‐

1等，ただし，上記の

（
眼
輩
巴
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特別司法警察職員一覧

現行法上認められている特別司法警察職員には次のようなものがある。

1 司法警察職員等指定応急措置法（昭和23年法律第234号）によるもの

（1）刑務所長，同支所長及び指定された職員

（2） 営林局職員

（3） 公有林野事務担当の北海道吏員

（4）狩猟取締事務担当の都道府県吏員

（5）船長その他の船員

（6） 皇宮護衛官（警察法69Ⅲ）

2 労働基準監督官（労働基準法102)

3船員労務官（船員法108）

4海上保安官及び海上保安官補（海上保安庁法31）

5麻薬取締官及び麻薬取締員（麻薬及び向精神薬取締法54⑤）

6鉱務監督官（鉱山保安法49）

7漁業監督官及び漁業監督吏員（漁業法74⑤）

8 自衛隊の警務官及び警務官補（自衛隊法96）

なお，特別司法警察職員ではないが，刑訴の規定に準じて犯罪捜査を行う機関と

して，

9 国税庁監察官（財務省設置法27，昭和25． 6． 8最高裁規則19号「国税

庁監察官の行う捜査に関する刑事訴訟規則の適用に関する規則」 ）

10 内閣府事務官（公正取引委員会の職員) (独占禁止法102)

1 1 入国警備官（出入国管理及び難民認定法31)

がある。



(資料4）

謝・捕糒誠書帆｡Ⅷ"。
県京間岳 裁判所

銭判官 殿

騨蕊｡”““翻
響犯庁九F

蜘忘厭い惑葛lPp4■8

蕊缶
蕃嘩垂君印

逮 捕 状（通常逮捕）

<函甲野太郎波唖瀞の氏＆

訓
被遍者の竿帥
件層 ． ■■
遭槽を狩可寸・る界名

鷲 溌奥＆畠撫…瞳､鯛

別紙逮捕状鯛求香のとおり

シ1
窃 盗下配被疑者に対し， 披疑事件につき

逮捕横の亮付を謂求する。

記

l 被疑者

氏 名 叩叶太郎

年 齢 昭和32年10月 2日生（43鍵）

職 乗 会祉例

住 居 離京邸品川区大器6丁目5群7サ泉荘4号

2哩竺塗竺遡‘甥1蚤すると誉は，その期間及び事閏
3引致すべ醤宮公署又はそ淵1恩扇一
幕祝庁丸の内警蕊矛久は逮悩処を帝輔する専察号

≦､畠J－
有 効 期 間 平成13年 1 月 17日まで

荷効期間軽過掩は，この令状により遠愉に骨平することがで醤験し､、主の堀合には 基
れを当絞判所に返還し厳ければ厳らなb,、
存効朔間内であっても．逮捕の必要がなくなったときは．血らにこれを剖俄判所に返週
しなければならない．

E－

"錬…にょ,|胴蒻濤’覗壼宗

騨蕾
地裁庁印

$ように

印

平成13年1

束京簡易

戦半

哩避避壁竺立る淵’その散及び粟由４
５

遠撞ずの宮公薮氏名印

誼疑者が罪を犯したこと うに足りる相当盆理由
平成 年 月 e 午 眸 分

で速陥

速掩の年月日時

及 ぴ 場 隣
6被疑者の逮捕を必要と寸・る事由

口 昏 ● 昏 昏 ● 合 ◆ ● ● ◆ 号 岳 ● ● ◆ ◆ G G b ● ● 骨 合 ◆ 早 申 ◆ G ● 昏 ■

7被竪考$こ対し、同一の犯腺事実又は現に捜壷中である他の犯卵事実について．前に逮捕状の淵唯又は

認竺塑堕空竺旦型；糖‘･蝿難事臭並びに同一"脇”察につ會叉に建捌状"1旗守る
、墨ﾉー

8 3o万円《刑法．曇力行為等処罰に鵬･『る隆偉及び煙済閣係罰則の麹蹴邑閣十る法律の卵以外の界に
ついて惟里万円》以下の嗣金．拘苗又健饗終に当たる罪に．.いて嘘．刑事鱗鰹修埼199条鱒1項た麓L

引致の隼月8崎

及 ぴ 場 所
一一一一一一一一

記 名 神 印

平成 年 月 a 午 岬 分

送致する手媛きをした

年 月 日 時

紀 低 押 印

平成 隼 月 B午 時 分

密
に垂望皇王－－2宿､

被疑事実の要旨

別蚊紀武の

9

送致を受けた年月日ロウ
ーーー一一一一一

記 名 岬 印

平成 年
一一一一一一一一一

月 日 午 時 分

筐慮準逮捕の開岡岬に呪墹におし､て 撹常，篭押え又は検腫十ることがでもるが被避
考の名郁監尊重し、か･ぁ． 鞍るぺ5他人に逮感を及ぼさぬように住包ぞ要する．
*お この令状8二よって遠撞さ』Lた擁騒Tl名 弁瞬人を理怪十ることができる．

■ －

逮捕状（通常逮捕）

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で，

付いていなければ簡裁で処理をする｡ ’
⑤逮捕状に有効期間（原則として発付の日から7日 ・

初日不算入）を記入する。

⑥逮捕状に「発付年月日」を記入する。

⑦逮捕状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応

する庁印を押し，逮捕状に請求書原本をホチキスで留

めて， 一件記録とともに裁判官に提出する。

⑧許可された逮捕状の裁判官の押印，契印及び訂正印

等の漏れがないかどうか確認する。

⑨逮捕状と一件記録を請求者に渡し，令状請求事件簿

（簡裁用又は地栽用）に受領印を受ける。

’

②請求書原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し，

それぞれの受付印に事件符号（楠裁→る，地裁→む）

及び令状鯖求事件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号

（簡裁の場合は冒頭に0を付ける。 ）を記入して認印

する。

③令状請求事件癖（簡裁用又は地裁用）に記入例のよ

うに記入する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の逮捕状（通常逮捕）

を用意し， 添付資料を確認しながら，誤記のないよう

に『被疑者の氏名jを記入する。

|⑨臓求者の憂領印
■野

ノ

h
③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例

’

’ 護 ” ”
令状

瞳別
胴求者の

所属庁
受付 事件詩号 罪名等 綬疑者等 受裁判官拮果

発付

0121 丸の内 ③1 ．10 窃盗 甲野太郎 陸奥甲

礎付ﾄ

｢
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期 鮒状献言騨鳳。 ， ,"。
f索川ル 裁判所

袖判官 殿

・鯉"為';糠、
辨宗: 警鄭信耀彪趨

下記被晩春に対し， 窃 盗 岐疑事件につき，
逮捕状の鞄付を舗求する。

記

l 被疑巷

氏 名 甲叶走郎

年 齢 昭和32年10月 2日生（43級）

職 業 会社N

住 居 ルL瀬椰品川区大崎6丁目5緋7．ザ鬼荘‘1号

2逮捕の隼月日時及び場所

平鹿13隼1月 1，0日午峻6時00分

．’零鐸舞｡::甥.鳥･；謬襲鐸,きず．・5.‘諺琴詠一配戯漏れが多いので注重
ふみ子よ.■｡. ◆｡ o中 も① 守 .争ざず=･鈩

3引致の年月日時及び場所
平成13年1月 10日午彼6時‘10分

逮 捕 状（緊急逮捕）

甲野太郎竣睡ざの愛名

続疑肴の年齢

住 居 駁 獲

透流したことを総めた罪名

披疑事実の要旨

紺求者『》宮公願氏名

連揃考の宮公職氏名

遺構の年月日的及び場所

弓致の露月量時及び署所

別紙逮捕状請求番のとおり

や

上腫の擦賎事実により，被疑者の遠禍を鯉める

=0肥戦溺れが多いので注意

盤I1
簡栽庁印

をIM1違わオ

通縣麗鴬職司潅“ ，”ゞ④
5引甦±べき宮公藩又はその他?顔

‘縦腱職が罪を犯したこと醤艇>濯亮恵恵盲~－
確肥

7色遡を質し樋判官の逮捕牧を求めることがでもなかった理由及び嬢礎昏の逮捕を必連謄十ろ事由
■ ■ ● ● 心 伊 ｡ や や ■ ■ 令 ● ● 干 十 寺 ｡ ◆ 合 C e ● ● ● 岳 心 甲 今 ｡ ｡ ｡

8綾姪署に封し‘同一‘哩腺享宴又は勢こ捜壷中である他の犯厩事難二ついて，前に逮捕状②胸求又は

平成 年 ノ1 a 午 6〃 分

一一一一一ー 一一－一一一一 一一 一一一一一一一一

送致寸.ろ手続G醤した

年 月 日 蹄
1■■ 一一 一一ー一一

記 名 声 印 そ

理

咽
由
被9送致を受けた年月日簿

記 聡 押 印

率峨 年 月 日 午 時 分
← －－一一一一 一 一一一＝＝ ー 一一ーーー

| ’ ~‐ ‐瞳愈 この令戦に上って速閣された蓋受者は 呼繕人を講任fることがでさる

逮捕状（緊急逮捕）

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で， ⑤逮捕状に「発付年月日」を記入する。

⑥逮捕状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応

する庁印を押し，逮捕状に請求書原本をホチキスで留

めて． 一件記録とともに裁判官に提出する。

⑦発付された逮捕状の裁判官の押印，契印及び訂正印

等の漏れがないかどうか確縄する。

⑧引致前の請求のときは， 「引致すべき官公署又はその他の場

所」の記入漏れがないか確認し，逮捕状の記載も「引致の年月

日時及び場所」とあるのを「引致すべき場所」と訂正する。

⑨逮捕状と一件記録を請求者に渡し，令状請求事件簿

付いていなければ簡裁で処理をする。

’

②請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押

し， それぞれの受付印に受付時刻，事件符号（簡裁→

る． 地裁→む）及び令状鯛求事件簿（簡裁用又は地裁

用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0を付ける。 ）

を記入して認印する。

③令状諦求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のよ

うに記入する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の逮捕状（緊急逮捕）

を用意し， 添付盗料を確認しながら，誤記のないよう

寸時刻及び発付時刻を記入（簡裁用又は地裁用）に

して，受領印を受ける。

受イ

｢被疑者の氏名罷者の氏名 」を記入する。

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用〉記入例

に

h⑨受付時刻・発付時刻を記入
■『一 ＝ ． ．』

|⑨臓求者の受領印
匡.‐

ノ

h
／

|錨|懸卿箇|""報
令状

穂別
受Ⅲ級＊11宮 結果

Z酬僻総” ｜瀦際 ’
鼎求者の

所嘱庁
耶仲器号受付 雛娼等 擬疑者等 傭

溌付

陸奥I｜丸の内0121 ③
８
８
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
付
付

尋
（
鑿
一

５
０

１
３

1 ．10 窃盗 甲野太郎 乙

－魔膏~_

’｜ ’
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。線許可状識雲‘…‘ ""・
蝋京間ル 峨判所

篤鬮、
哉判官

騨祝庁九

謬丸塞

驚鰯嚴襯

捜索差押許可状

頚騒肴の氏名

及 び 年 齢 甲野太郎
昭和3 3 2日生

印内庁二塾
覚せい剤取締法違反

（同法第41衆の2第1項

や
別紙記戦のとおり

又は

別紙諭求番肥載のとおり

覚せい剤取締法違反

（同法第41条の2第1項）
罪 渦

翁司法鼎察側 零部信耀彪

捜索すべき洲所

身体又は物 党せい剤取締法違反下肥被疑考に対し， 被疑甑件につき

（同法粥41畿の2第1項）

投常‘赴押許可状の弛付を胸求する。
記

1 被疑考の氏名 甲ツト太郎

昭和32年10月 2日生（43磯）

2差し押さえるべき物釦
別紙記戯のとおり

又は

別紙鯖求書肥載のとおり

差L押さえるべき物

別雄妃狐のと脇り

/L

諭…雷‘雲皇縢、司麓蟹寮貝警硫腫璽鱈履くg_I

鵠会鷲腫l:!､二繕胤鰹基種異"≦“
有 鋤

有効期間

禰求者の宮4塞壁へ 司法警察員警部 {9渥治彦

有効期間遅過後は, 二の令状により捜索又は差押え侭藩手することができない‘ この鶚

3捜秦し又は検証すべき場所，身体若しくは物

別蚊妃猟のとおり

合には， これを当蚊判厨'二竃還し喉ければなら殿b,．
有効期間内であって(》・捜撫又は錆押えの必唇がたくなったとき健．画ち#旦二れを当侭
判所:こ返還しなければならない．

2日を趨皇る暫効ﾂ蝶必要と．*.るときは．その期間及び事由４
５ 日出前又は日没後I幸必要があるときは，その旨及び事璽
誕拠いんめつのおそれがあり，途捕遁同日馴二栽行したく逮捕が夜間仁及.；

おそれがあるため

被疑者に対する上記被疑事件につし､て．上記のとおり捜索及び差押えをする

ことを許可する．

被疑者に対する上記被疑事件につし､て．上記のとおり捜索及び差押えをする

ことを許可する．

選哩I
6犯罪事実の要旨

別賊犯罪＊実の襲甘紀侭のとおり
吃

印
わ
庁
違
裁
間
簡
を

筋裁庁印裁庁印

間達わ吃平成13年1

束京簡

我

東京簡

栽

腰

１
１

硫認

一

②鱸
この令艫は口出iifi又憾圓“でも執行することができ愚｡熱判遡／、

捜索差押許可状田
⑦捜索差押許可状の「綱求者の官公職氏名」欄は，請求書の公

職，官職，氏名の順に記入する。

捜索差押許可状に「有効期間」 （原則として発付の日から7

日 ・初日不算入）を記入する。

捜索差押許可状に「発付年月日」を記入する。

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で，付いてい③

’ ’なければ簡裁で処ければ簡裁で処理をする。

|[ ，
⑨
⑩ 請求番の「日出前又は日没後に行う必要があるときは， その

②請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し，それぞ

錘の受付印に事件符号（簡裁→る． 地裁→む）及び令状請求事

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0

を付ける。 ）を記入して認印する。

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入

する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の捜索差押許可状を用意し、 添

付資料を確認しながら，娯記のないように「被疑者の氏名及び

年齢」を記入する。

⑤捜索差押許可状に「罪名」を記入する。左だL4－⑥で別紙を

旨及び事由」欄に鯖求する旨の記載がある場合は捜索差押許

可状に⑩のゴム印を押す。 なお，裁判官が夜間執行を許可しな

かつたときは，令状の夜間執行許可の文言を二重線で抹消し，

裁判官の訂正印をもらう。

⑪捜索差押許可状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応

する庁印を押し，⑥で別紙を引用した場合は『別紙」を‘請求

書原本を引用した場合は「捜索差押許可状請求書の原本」をホ

チキスで留めて，一件記録とともに裁判官に提出する。

⑫許可された捜索差押許可状の裁判官の押印，契印及び訂正印

等の漏れがないかどうか砿認する。

⑬捜索差押許可状と舗求番原本（ただし， 引用していない場

合）及び一件記録を綱求者に渡し，令状請求事件簿（簡裁用又

は地裁用）に受領印を受ける。

引用した場合，特別法犯については罰条も記入する”

⑥捜索差押許可状の「捜索ｰべ

し押さえるべき物j柵について

れぞれ「別紙記戦のとおり」 と

場合は，捜索差押許可状鯆求書

｢捜索すべ

場合は，捜索差押許可状舗求書

き場所， 身体又は物」及び「差

■
“

’場合は， そ
’

の原本を引用し，

紙請求書記戦のとおりj と記入する。

それぞれ「別

｜

I I⑬購求者の受領印

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例
ノ

＃
令状

種別餅濡:｜ 羅名等 ｜嬢疑書等受付 濡件番号 裁判官 結果 受協 備 考

鞄付

③1 ．10 覚せい剤0121 1丸の内 甲野太郎捜差陸奥

鯉付

’



資料6 －2

被疑者の手｡着衣等から微物を採取する場合の令状について

平成21年12月10日

東京地裁刑事第14部

東京簡裁刑事第4． 5室

申し合わせ

1微物を採取するための令状の種類

痴漢行為の被疑者などから，手や着衣に付着した繊維

片や皮虐片,体液等といった微物を採取する際の令状は，

捜索差押許可状による。

2微物の成分検査のための令状

採取した微物を成分検査するために，あえて鑑定処分

許可状を発付するまでの必要はないと思われる。もっと

も捜査官から同許可状の請求があった場合に，あえて却

下せずに認容するという扱いも考えられる。

（参考）

捜索差押許可状におけるその他の記載事項としては，例

えば次のようなものが考えられる。

(1) 「差し押さえるべき物」の記載

。 「被疑者の両手指，両手掌及び両手背部に付着した繊

維片，皮層片及び体液等の微物」

。 「被疑者の両手指，両手掌及び両手背部に付着した微

物」など

(2) 「捜索すべき場所，身体又は物」の記載

「被疑者の両手指，両手掌及び両手背部並びに着衣」

など

一一‐■■■D一七一＝凸



(資料7）

捜索差押許可状捜索差押許可状

彼慶巷の氏必

及 び 隼 齢

抜疑者の氏名
及 ぴ 蟻 齢 甲野太郎

昭和3
甲野太郎

昭和3 月 2 日生月 2日生
－ー一一一一一一~一一一一

覚せい剤取締法違反

（同法第41条の3第1項範1鶚鰯卿辮鯛Ⅷ“,<堅驫，
劃

覚せい剤取締法違反

（同法第41条の3第1項第1
罪名 燗罰

条）

捜粛十べき堀所

身体又 1．1 物

捜索十べき喝所

身体又 ’ま 物
被疑者の身体被疑者の身体

差し押さえるべき物 差し押さえるべき物 被暖者の尿被疑者の尿

I 強刷職尿娃，匿鯛をして医学的'二胸当と鯉めら札勧方惟
＄こより行わせ唯ければならない

2 強制慨尿⑪ためlこ必要があるときは 擴唖轡階媛凧に週
Tる最群りの場所まで連行することができる．

/L

1 強跳保尿は，医師をして医学的腱柵圏と認められる方法
l皇尖り行わせなければ雄らない、

2鼠洲鞭雛緋鰕酬'当鮒伽雛器を

ス'"鳴曝に適する鼠寄'…卿で逮帰ジf望…

捜索差

健醐十ろ

掴常呈押え

lこ閲一r乃糸件輔

~⑧~「－

場
銭
の
昌

料
酬

彦
ま
こ
さ

日
ろ
と
す
た

治
７
手
つ

渡
１
軒
な
に
く

月
え
Ｑ
な

目
押
い
が

Ｉ

１
埜
な
要

は
ら
必

＃月
又
な
の

害
隼
謂
ぱ
え
捜
れ
押

瓢
３
り
耐
陵

警
１
ょ
な
は

法
成
琳
郵
程
い

司
平
令
返
捜
唯錦

求
有
に
有
所

澗
有
合
岡

胴敢署の宮公職氏司法警察員警部侭濃治彦

⑨有効

8論求老の官公鳳氏 司法饗察員肇部侭漏治 彦

⑨有 平成13年 1 月 17日虞で効

有効期間連通後は.ｰこの分鱗#こより捜嚢又は差押えに句平することができ唯も、 この巽
合には． これを当飲僻所に遼遠しなければならな心,、
有効嬢閉門であっても．捜索又健垂押えの必受談唯<詣今たと、侭．直ち6邑皇れぞ当往
阿房に返還しなければならない

被唾者$息対する上妃披疑察件につし､て

ことを解可する。

被疑者に対する上記披疑事件について，

ことを許可する．

上記のとおり捜索及び差押えをする 上記のとおり捜索及び差押えを十る

’ ｌ簡散庁印・地載庁印
を間違わないように

庁
Ⅲ
鍛
挿
ｊ
い
・
な

印
わ
一

庁
違
一

猿
間
簡
を
ｌ
■

庁
Ⅲ
鍛
挿
ｊ
い
・
な

印
わ
一

庁
違
一

猿
間
簡
を
ｌ
■

簡猿庁印・地戟庁

砿腿

印

を間違わないように

串鱒 平戚13年1束京間
戯

平成13年1

束京間

戯

－

1 雪1
－《綴原朋s）－(嬢尿用A）

捜索差押許可状（強制採尿）

①訓当表の担当城判官に△印が付いていれば地裁で， 付いていなければMi戟で処

剣 ‘瀞舸榊鴛"．‘ ""・
来京耐あ 故判所

裁判官霧丸警

…九｡慧等摂薯
印内庁

副潅謬察'1 零蝿信燃彪細
粒せい剤取締法逮反下記績疑者に対し、 妓疑事件につき

（同法第41験の3弟】覗纂1号第19鯖〉
捜索.&押許可状の発付を綱求する。

肥

1被疑者の氏名 叩呼太郎

昭和32年10月 2日生（43歳）
2差し押さえるべき物

視誓庁
丸辱内

簿察署印

「 ’
理をする”

’
②謂求書の原本及び謄本に受付日付印〈A印）を押し．それぞれの受付印lこ＊件

符号（簡裁一る・地俄一む〉及び令状鯖求事件簿（簡裁用又は地絞用）の事件番
号（鯆栽の場合は冒頭;こ0を付ける． ）を記入して認印する．

③令戦綱求事件簿（簡鞭用又は地俄用）に記入例のように記入十る．

④東京簡易（又は地方）戦利所の捜索差押許可状〈強制探尿用）を用念し‘添付
資料を砿認しながら，誤記の厳いように『被疑者の氏名及び年齢』塗記入する，

⑤捜案埜押肝可状に「罪名』及び『嗣条』を記入する．

⑥捜索差押許可状の『捜索すべき唱所，身体又は物」欄に『被疑者の身体」 と,

「錐し押さえるべき物j欄に「被疑考の尿j と肥載してあることを砿鰐する．
「捜索垂押えに関する条件梓」欄に『強制採尿は，医師をして医学的に相当と
蝿められる方法により行わせなければならない‘ 」 と記載のあることを砿灘す
る、

⑦ 機索楚押許可状’1『捜遊幣押えにI閃十ろ灸伴韓1個につし､ては，一件肥録を砿

認し採尿場所が辨定laている埋骨は「様式Alを使用し_工「採尿場所の所在地被疑甜の尿

名称lを記入する，榛尿場所が緋定していない場合は『様式B1を使用する．

③捜索差押許可状の『蹄求考の宮公職氏名」欄は，請求書の公獄，官醗． 氏名の
順ﾘﾆ記入する．

⑨撹猪差押許可状6皇「有効期1mj (原則として整付の日から7日 ・初日不算入）
を記入十る。

⑩捜索麓押肝可状に『発付年月日l 燈記入十る・

⑪捜索整押許可状(星 「紋判官」の記名印及び発付故判所に対応する庁印を押し･
一件記餓とともに批判官#こ拠出する．

⑫許可された捜索埜押許可状の帆判官の押印‘契印及び訂正印諄の耐れが厳いか
どうか確認する．

3捜索し又は検鉦すぺ含掲所．身体若しくは物

被鍵老の身体

4 Z旦竺墨主る有効期例鵬犠寸．るときは‘その期朋及び事由

万

．

品グー、辺
５

執あるときは'その旨及び事幽
岨

⑬捜衆差押許可状と鯛求書原本及び一件記録を蛸求者

（簡鮫用又は地飛用）に受領印を受ける．

漣し、令状錨求事件壷I－
Dｰ

6．犯罪事実の要旨

別蛾記艮のと患り 剛③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入

鯉櫛富|慧暴糊。 零臓礎者繍鏑求者駆
所農臓

受付 恵件番号 罪 名

’砲付

⑤1 ．10 丸の内0121 覚せい剤 甲野太郎 捜差 踵具

②
『”

1 1 ｜ ’

⑬請求者の受額印



(資料8）

響聯副職謝鴛"ゞｰ可

捜索許可状
1 月 10日

蕊疑君の氏掲

及 び 隼 齢
栗京簡易 殻判所

我判官蓄丸懇

勝狐序丸’憲恥視署
印内庁

司法幣察岡 警部信耀彪

視霧庁
丸恥内

警察署印

甲野太郎
昭和3 2M生

塾
！せい（l1取締法違反

(同法第41条の2第1項〉

や
別紙肥載のとおり

又は

別紙鯛求書記戦のとお

覚せい（l1取締法違反

（同法第41条の2第1項）
罪 名

綱
髄せい剤取締法違反下記被疑者に対し， 被疑事件につき

（伺法第41条の2第1咽）

捜無許可状の発付を諦求する．

記

1被疑者の氏名 甲野太郎

昭和32年10月 2日生（4訊歳）

2差し押さえるべき物

捜霧ナペさ樹所
身体 又は 物

－－
⑦ 3捜索し又は検征すべき場所．身体若しくは物

別賦妃奴の蛭おウ
淵、

購求者の宮

有 効

司法警察員装部・ 信濃治彦

れ幽鯏雛鎚しえ纈離眺縛に着手するこい‘でき猶‘ この“には･ こ
有効期間内であっても 捜溌の必要がなく牡ったときは直らにこれを当批判所に返還
したければ雄ら唯い‘

L壁超える宵効ｼ蝶必要とするときは,その期間及び事由０
北
産
ひ 必要があるときは，その旨及び事由日出前又は日没後

Ｆ
ｉ

誕提､､んめつのおそれがあウ．逮捕と同時に鏡行したく述揃が更間仁及.；
おそれがあるたあ

被疑者に対す．る上記被疑事件につし､て‘上記のとおり捜索することを

可する．

被疑者に対す．る上記被疑事件につし､て‘上記のとおり捜索することを

可する．
一．一b』 ■－

l｡::M鷲……、
簡栽庁印

を棚違わオ

地裁庁印

いように

F印

に

地

平成13年1

粟京簡

裁

粟京簡

裁 綱１

１

Ｉ

硫鯉

鮒
この令状は圓出胴又は日溌後でも鱗行すること力《できる．裁判⑬／、

ぜ ゞ＊￥”Ⅸ ⑦捜索許可状の「請求者の官公職氏名」欄は‘請求書の公職

官職， 氏名の順に記入する。

⑧捜索許可状に「有効期間」 （原則として発付の日から7日 ・

初日不算入）を記入する。

⑨捜索許可状に「発付年月日」を記入する。

⑩請求書の「日出前又は日没後に行う必要があるときは． その

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で付いてい

’
な ければ簡裁で処理をする。

１

１
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－

②請求香の原本及び勝本に受付日付印(A印）を押し， それぞ

れの受付印に事件符号（筋裁→る，地裁→む）及び令状請求事

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0

を付ける。 ）を記入して認印する。

③令状舗求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入

する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の捜索許可状を用意し，添付資

料を確認しながら，誤記のないように「被疑者の氏名及び年

齢」を記入する。

旨及び事由」欄に請求する旨の記戦がある場合は，捜索許可状

に⑩のゴム印を押す なお，裁判官が夜間執行を許可しなかつ

たときは，令状の夜間執行許可の文言を二重線で抹消し，裁判

官の訂正印をもらう。

⑪捜索許可状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応する

庁印を押し，⑥で別紙を引用した場合は「別紙」を，謂求書原

本を引用した場合は「捜索許可状請求書の原本」をホチキスで

留めて． 一件記録とともに裁判官に提出する。

⑫許可された捜索許可状の裁判官の押印，契印及び訂正印等の

漏れがないかどうか確認する。

⑬捜索許可状と請求書原本〈ただし、 引用していない場合）及

び一件記録を鯖求者に渡し，令状請求事件簿（簡裁用又は地裁

用）に受領印を受ける，

⑤捜索許可状に「罪名」を記入する。 ただし‘⑥で別紙を引用

した場合』___鐙別法犯については罰条も記入する。

⑥捜索許可状の「捜索すべき場所身体又は物」 イIHIについて，

画 ’
場合は， そ れぞれ「別紙記載のとおり」 と記

日
範
■易合は，捜索許可状謂求書の原本

を引用し‘ それぞれ「別紙請求書記蔵のとおり」 と記入する。

｜⑬購求者の；

|鍔|蕊越｜
|鱸“ ｜③｜
評 l l
l ｜ ’

⑬請求者の受

槌付

i型一i
③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例

令状

棚別

請求者の

所属庁
受付 事件番号 罪名葬 被疑者等 裁判官 術 考

1 ･101 012 1 覚せい剤 捜索甲野太郎 陸奥丸の内
I

や



(資料9-1)

勤等緋爾職讃鴛"｡ ，"“
束京簡勤 放判所

蚊判官蚕ヌl‘繊

”序凡‘蟇⑳視鵜
印内庁

司溌欝朧、 零部信燃彪姻
弛せい剤取締法違反下記彼疑者に対し， 被疑事件につき

（同法第41条の2第1咽）

差押肝可状の発付をIn求する．

妃

1 按疑者の氏名 甲野太郎

昭和32年10月 2日生（43歳）

2蕊し押さえるべき物

砿視庁
丸⑳内

蚕琴垂言印

差押許可状

綾疑希の氏も

及 ぴ 雌 齢 甲野太郎
昭和3 2日生

覚せい剤取締法違反

（同法第41条の2第1項）
元 堀

、

や
別紙肥鉱のとおり

又は

別紙鯖求書記戴のとおり

差し押さえるべゆ物

別賊妃猟のとおり

⑦ 3捜索し又は検鉦すべき場所．身体若しくは物
調求者の官今里竺Iへ 司淺警察員餐部侭漂治産

、
竃

は
に
に
所
合
判
湯
俄

耳
の
当
こ
をれ

い
基

で
な
に

ま
倉
ち

日
で
直
が
．

７
と
は

１
こ
き
る
と

月
す
た
手
っ

１
着
准
に
く

え
。
な

年
押
い
が

差
鞍
餐

３
り
ら
必

１
よ
厳
の

に
ぱ
え

成
状
れ
押

平
令
け
差

撫
》
問
故
間
れ

効
期
当
期
け

効
を
効
な

有
れ
有
し

有
二
週 Z gを嘩蕊効)ｼ蝶必要とするときは,その期間及び事由４

５ Iご杼う必要があるときは．その旨及び事由日出前又は日没後

涯挺も､んめっのお是れがあウ．逮描と同時に牧行したく逮捕が在間に及ぶ

らそれがあるため

1‘:堂鴛…蕊…、

被疑考に対十る上記被疑事件について．上肥の物を差し押さえることを

許可するへ

地裁庁印E臨戴庁印

を間連わ雄

簡裁庁印

を間違わな いようにに

確兜

②鵬二§
この令撰臓。出卿又は冨溌後でも軌行することがで着る･瀧靭電）／、

垂 一

一念 ゞ”￥。Ⅸ ⑦差押許可状の「請求者の宮公職氏名j欄は，謂求密の公職，

官職， 氏名の順に記入する。

③差押許可状に「有効期間」 （原則として発付の日から7日 ・

初日不算入）を記入する。

⑨差押許可状に「発付年月日』を記入する。

⑩論求養の「日出前又は日没後に行う必要があるときは， その

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で，付いてい

’ ’
なければ簡裁で処理をする。

｜ ，
②請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し． それぞ

れの受付印に事件符号（簡裁→る，地裁→む）及び令状請求事

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0

を付ける。 ）を記入して認印する。

③令状硝求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入

する。

④東京簡易（又は地方〉裁判所の差押肝可状を用意し， 添付資

料を確聡しながら，誤記のないように「被疑者の氏名及び年

齢」を記入する。

旨及び事由j欄に請求する旨の記載がある場合は2－差押許可状

に⑩のゴム印を押す、 なお，裁判官が夜間執行を許可しなかっ

たときは，令状の夜間執行鮓可の文言を二重線で抹消し，裁判

官の訂正印をもらう。

⑪差押許可状に『裁判官jの肥名印及び発付裁判所に対応する

庁印を押し，⑥で別紙を引用した場合は「別紙」を， 洲求書原

本を引用した場合は「差押許可状請求害の原本」をホチキスで

留めて， 一件記録とともに裁判官に提出する。

⑫許可された差押許可状の裁判官の押印‘ 契印及び8T正印等の

漏れがないかどうか砲認する。

⑬差押許可状と舗求書原本（ただし， 引用していない場合）及

び一件記録を請求者に渡し．令状請求事件簿（簡裁用又は地裁

用）に受領印を受ける。

⑤差押許可状に「罪名」を記入する。 ただし．⑥で別紙を引用

した場合，特別法犯については罰条も記入する。

るべき物」欄について. l■■■
別紙記載のとおり』 と記入し,■
差押許可状鯖求書の原本を引用

⑥差押許可状の「差し押さえるべき物」欄について. 1

1器合は， それぞれ「別紙記載のとおり」 と記

l場合は，差押許可状鯖求書の原本

し， それぞれ「別紙舗求番記載のとおりl と記入する。

型⑬講求者の受
嘩 一 一~一.ー一一

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例 ノ

’ …|"≦|彙穀| ” ゞ駿疑箸等|鯛
請求者の

所属庁
受ｲI 率件番号 雛名等

罷付

③1 ．10 丸の内覚せい剤 差押0121 甲野太郎 陸奥

秤



(資料9-2）

飾記榊令付釧許噛求貢"‘
f京間ル 121吋所

‘遙眺簔駕”
En内庁

司法…審郡信雄港翻
弛せい剤取締法違反ド趾被疑ffに対し、 賊疑WI:にシき

（同法品41糸の2系1羽）

品鰍命令付縫押許可状的発付を柵欺するい

I肥

l 被漣村の氏名 【P野土郎
州HI 32鯉1011 2 1．1′I§ （34鰻）

2腿＃Aさせ又は印別させるべき、凹的記鰍

蕃砺掘
印内庁

記録命令付差押許可状

&鴎:ガヤ,:鵬； 甲野太郎
昭和3 1 2 11'1

鞠｡蕊“被疑者に渕する ，兇せい剤取締法述反
l同竣諭41条ﾘ82砺1卿

について． ド妃のとおり紀録命令付賎押えをすること

や
別紙記稚のと』;り

剛‘l

MIl維細唯諜伽!依り1とj;h

起鍬皇せぇl叩l刷さ

せるべきW【副的記押

別紙蝿舷JJとおり

又は

別岻胡求溌塁鉦ﾘjと踊り

別餓記瀕のとおjj良碓的起鰍参縄鰍さu

又I鯛】期さ｛2るべさ閥

;リ 蹴魁的迩録を墨緑ごせ又は印刷ごせるべき粥

別紙記戟V》と把り

/L

頚=に： 鋤 。 ” ｜ 、‘成 24 隼 ‘ ！’ ：11’ ｛1処でく⑦

f『幼期I訓斑過倣は． 色ヅU令〃&に監り記舜命倫ｲ11亜押えに樹予うりることができ

/&いニリ)明白には． 畠イlを当扱判所に返還しなけｲ11‘恥じない

W効1VIllllIAIであ･て↓ ・災iA命令付殿抑えI刀必要力『雌くぶご'たとど11． lriらにこ
れを･'11N'11所に返凋LノfWjlばなら雌い

1 Z_Il迄超える何効協鑑必嬰とす馬ときはその期1M'及び邪11’
－

や
そぬ旨投び邪111
デ ーC一画一一一一 一一 一‐

一一一一一J圭~--や-

5 1｣川I1iI又は日没後

p
巳 ●ー●‐一一 一一一一 一 一幸｡｡ｰ一一

~ ｰ･ｰー一一一一ｰ、一一ｰｰーーーーｰ

｡一今 由 一一● 』■ ｡ － 一一一一一一一 一 一‐ 1■■

寺一一口やロー一－－ｰ一－－ｰｰｰｰｰｰｰ一つ

6犯JMS･巡の喪旨

別錐肥家事葵の婆旨妃痕のとおり

｢'く⑧⑧11'1V成 2‘1 4

③や③や奥亜紀奥亜紀

⑩筋求行の宵公■氏名 ｜ 町催冑繋貝曹騨附浪冶摩
この令状は 日出前又は日没後でも執行することができる。 奴判

②鯛

⑫
⑪

記録命令付差押許可状 ⑦記録命令付差押許可状に『有効期間」 （原則として発付の日から7日

・初I_1不算入）を記入する。

⑧記録命令付差押許可状にr発付年月日」を記入する。

⑨記録命令付差押許可状に職判官jの記名印及び発付裁判所に対応す

るﾊ:印を押し，⑥で別紙を引jllした場合は「別紙」を，論求桝原本を引

用した場合は『記録命令付差押許可状鮒求書の原本」をホチキスで留め

て． ・件記録とともに裁判官に提出する。

⑩紀雛命令付差ｲ11榊可状の「IIW求者の宮公職氏名」 II;lは，淵求欝の公I伽

官職氏名の順に記入する。

⑪耐求嘗の「u出伽又は日没後に行う必姿があるときは，その旨及び事

由」棚に紺求する旨の記赦がある場合は記録命令付差押il'l:可状に⑪の

ゴム印を押す。なお．蛾判官が夜間執行を許可しなかったときは．令状

の夜間執行許可の文酎を三里線で抹消し，裁判官の訂嘩印をもらう。

⑫許叫された記録命令付差押肝可状の裁判官の押印，契印及び;丁正印辱

の猟れがないかどうか確認する。

⑬肥録命令付差押許可状と鮒求嘗原本（ただし．引用していない場合）

及び･fl;紀録を‘梢求者に渡し，令状鮒求事件簿（而裁川又は地紋川）に

受価日lを受ける“

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で．付いていなければ

’簡裁で処珊をする。

’
②請求排の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し．それぞれの受付

印に事件符号（而扱→る．地裁→む）及び令状諦求事件簿（簡裁用又は

地裁用）の鞭I|:冊号（簡裁の場合は回頭に0を付ける。 ）を記入して認

印する。

③令状論求覗{'|:締（而裁用又は地裁用）に肥人例のように記入する。

④東"〔簡易（又は地方）裁判所の記録命令付談抑細り状を用意し、添付

資料を確認しながら．誤記のないように「被疑宥の氏潴及び年齢」を記

入する。

⑤記録命令付溌押許可状に「罪拓」を記入する。ただし，特別法犯につ

いては訓条も犯人する。

⑥記録命令付溌押肝可状の「記録させ又は印刷させるべき電磁的紀録」

■
側及び「愈磁的記録を記録させ又は印刷させるべき者」柵について．

膨鮒鰄蝋瀧絲柵i鰯鯉”
川し、それぞれ『別紙鮒求書犯峨のとおり」と犯人する。

’⑬鯖求者の受領印

ーー~rー③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例

噸｡ ‘愛卜I *fl:jif;鱒# ': 然需 綾礎諦呼舗臘測厨織難受
発付

③6．23 0121丸の内覚せい剤 甲野太郎記差陸奥
孔ｲ,I

－

C jl 勝：I

丹殿測所

村宙陸



(資料9-3）

電離細状謨求實""｡‘
蝋京町防 蔵判所

稚判窟癖ヌしま

。誕庁“,蕊醗掴蝋
印内庁

司法弔獅零部信耀捲翻

弛せい剤取締法進反ド1腿被懸背に対し､ 被礎Wドに｡-,き

く同法粥41鮫の2吊1J､）

催鮒．餓押好前I状の苑1,1を側求す罰〃
肥

I 被挺朽0J氏名 乎万太郎

111{和32イIi 10I1 2日'1§ 〈5‘1賎）

2跡Lド11さえるべき物

別紙肥戦のとオ;り

61 仙弗【又は検錐甜ぺと咄jW・身体将tくは物

別紙誕粧のとオ;り

，1 711を超える打効期i則壱必優と､Iろとざは．そ⑩剛間及夢享伽

零ヌし蜑

霊聴掘
印内庁

捜索差押許可状

氣画:”4，侭胤 甲野太郎
昭和3 1 2 11’1

絢
披疑将に対する 覚せい剤取締法逸以

1脚睦節4】条ﾘjZ甑l珊l

について． F記のとおり捜索及び談押えをすることを

被誕耶fl

＜
腿揖寸べき喝I弱．

身体叉は物
別祇紀騒α〕とおり又は別靴鯏来倦誕叔心とｵ”別祇紀騒α〕とおり又は別靴鯏来倦誕叔心とｵ”

印I紙記鞍のと催I） 又'1 ﾘﾘ縦捌』R稗配経Jjと3袖】還上抑こえるぺさ物

鋒し押さえるぺど魚子

‘11‘W侭に苅気期1mm

練で接続L冠いる羅

払鰹体であ-』て．そ

J)市磁的紀腺を別万

可べき＃いぴ》囲鮒

別紙紀職のとおり

又'1

別紙諭求沸艶駐J】とｵｲり

| ’

／と

「" " " " | "" z鋤 鞭 ‘ 耐 細， n慣で g､P』
イプ幼IWIN1I係過砿li 主⑱令状に.kり捜粥又Ij淵押えに間予寸ろ品とがでさ

ないこの叫合には、 己イ1を型i殿判所に返通しなけｲlば雄らない
イ『効lVlIIIIWで易勺て＋ 檀辮又は溌ド11えの必挫がﾉﾑ<AAE'たとき11． 1｢1場に

ニオlそりi朏柵研に週踊L/fIM1Kならぶい

⑦

5刷り$謡錘挫輔2i 8栄祁2項⑭蝿定にとる髄押えを司る必要があそ

とざ1k茂L押さえるぺど敵faI何機に1u凱通イバ阿練で狼院して

いる11＆鰍媒体であって， そりj咽融的記録を姻平可べきものゾ>樋I‘I

リ11紙紀峨v】とオ;り

(j lj出ll1xは!｣没後に1”必拠があるとどは‘そり｣満及び邪IlI

jf蝿いA‘めっおおそｲlがめり．池舶と岡間に蝋1iLたく逮捕が夜卿に及ぶ

j$そjIがあるため

7梨卯W;箕の要旨

別瞳犯罪亦実の要旨配載Jpとｵ;り

Ijく⑧⑧¥，炭 ZdI イ

③や 鱒
奥亜紀

庵砺陸②畷鞄⑩鍛哲の““名 ｜““貝繁遜ｨ'1蹟佑騒
､令状は． 日出前又は日没後でも執行することができる 麹判爾

⑫

⑦捜索錐抑許IIJ状に「ｲ効期間」 （原則として発付の日から7日・初日

不算入）を記入する。

③捜索溌押許uI状に「発付年月日」を腿入する。

⑨捜索差押許可状に『裁判官』の記名印及び発ｲ､職判所に対応するn:印

を押し．⑥で別紙を引ﾊIした場合は「別紙』を，請求書原本を引剛した

墹合は「捜索差押許可状硝求書の原本』をホチキスで留めて， ・件記録

とともに裁判官に提出する。

⑩仙索差押詐呵状の「紺求背の宮公職氏椚」棚は，論求諜の公l職．官職，

氏椚の順に記入する。

⑪‘冊求諜の『日出前又は日没後に行う必要があるときは．その旨及び事

由」欄に請求する旨の犯救がある場合は．捜索篭抑許可状に⑪のゴム印

を1lllす。なお．裁判官が夜間執行を許側Iしなかったときは，令状の夜間

執行排可の文言を二亜線で抹消し、裁判官の訂正印をもらう。

⑫杵$'1された捜索差押前'il状の裁判官の押印．契印及び訂正印等の瀬れ

がないかどうか確認する。

⑬捜索鑛押許可状と請求鱒原本（ただし．引川していない場合）及び

fl:犯詠を論求脊に渡し，令状淵求事件簿（簡裁IWI又は地裁川）に受械印

を受ける。

①割当表の担当級' II官に△印が付いていれば地裁で．付いていなければ

簡裁で処理をする｡｜ ，｜
I
②請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し，それぞれの受付

印に事件符号（簡裁→る．地裁→む）及び令状淵求事{'|:編（而裁川又は

地裁川）の聯件冊号（簡裁の場合は闘頭に0を付ける。 ）を記入して認

印する。

③令状附求率件揮（而裁用又は地鮫川）に記入例のように記入する。リ

モートアクセスによる複写の処分を伴う溌押（捜索鍍押) IWI'1状請求書

であることを明"ﾐするため，事件簿の側考柵に「リモート」と記入する。

④東京簡脇（又は地方）裁判所のリモートアクセスによる複写の処分を

伴う捜索造押群III状を川意し、添付資料を確認しながら．娯記のないよ

うに「被疑蒋の氏ｲ'i及び年齢jを記入する。

簡裁で処理をする。

⑤捜索差押杵血j状に「罪名」を記入する。

場合については削条も妃入する。

ただし．⑥で別紙を引川した

⑥捜索俊抑許可状の「捜索すべき場所．身体又は物」 ． 「渋し押さえる
べき物」及び「鐘し押さえるべき電子＃|･算機に髄気遡僧側線で披続して
いる記録椛休でお弓

磯
的記録を複写すべきものの範朋」棚に
．それぞれ「別紙紀救のとおり」と記
場合は，捜索差押緋i'I状,附求簿の原木
犯救のとおり」と記入する。

簿（簡裁用又は地裁用）記入例

{照
ついて

入する
を引川

|⑬網求看の受領印
1

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例 一 ノ

ザ． 〃受ﾄ↑ ‘榊撮号瀦＃ 罪儒静 麟疑箭聯締繊別雷総鵬髪
発付

6．23 0121 丸の内覚せい剤 甲野太郎捜差陸奥 ③リモート
’先ｲ;1．

－ 一 －－

0 11 23

H1＆判禰

N 何両陸
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鑑定処分許可状
副 ”…隷可繍求重"。 ‘ ""・
ホ京間ル 戦判所

栽判宮 殿

…霧"。 “≦ ｡③霊
殺 人下記被疑者に対し‘ 被疑事件につき．鵬定を

蝋託された次の巻が，遥定に必要な下詑処分をすることの許可を舗求十る。

艦定人の蹴業及び氏名

戒が閲大学医学部雄医学牧空杖投 ＃日一郎 （51歳）

嵯走を嘱託した年月日

平成13年 1月 10日

嵯定嘱托事項

一兄因 一凡後の峰過鞭問

一創冊の部住，狸度 一血液型その他参孝亭唖

一凶覺の校類及びその刑法 一 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

犯罪事実の要旨

戟疑肴の氏名

甲野次郎及 び 年 齢

昭和3 月 2 日生

塾
殺人

春 日 一郎
霞が間大学医学部法医学数室教授51歳く

殺人

<

罪 ＄

津
氏 名

融竃
麓定人

和
氏名不鮮の珊性

〈推定年齢当蹄ao～40年位〉

Pi

立亀入るべき塒所

横壷十べき身体

解剖すべ合死体
発鰻すべき塊墓又は
砿壊寸．べき物

身体の検藁iこ間十ろ姫件

⑧ 別賦のどおり

記

l 被疑考の氏名

叩叶次郎 昭和32年10月 2日堂“3歳）

識求巷の.g公■氏I蕊｜検察事務官白山太郎

⑨ 平成13年 1 月 17日まで荷 鋤

有効期間姪遷後は． この令状槌より杵可された処分に博手すること‘6できなも 、この場
合には． これを当社籾所に返迎しなければ畦らない

2艦定人が立ち入るべき住居．邸宅，建造物肴し<は船舶，検査すべき身体

解剖すぺさ死体発掘す-べき墳墓又は破壊十ぺさ物

典名不押の瀞性

（11定年齢当叶3()～410年位）

被疑者に対する上紀被疑事件について‘鑑定人が上紀の処分をす-ることを許

可する．

被疑者に対する上紀被疑事件について‘鑑定人が上紀の処分をす-ることを許

可する．
一一一 ■ Z－一一一 ■ Z－

簡裁庁印・地｜

を間違わないよ

簡裁庁印・地軸庁印

を間違わないように

印

滝
3 7日を超える有効期iM1を必要と1曇るときは‘そげ)期間及び率由

綱躍認

蝉②畷二$

鑑定処分許可状 ⑦鑑定処分許可状の「立ち入るべき場所． ． 」欄は謂求
書記戯のとおり記入する。

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で，付いてい③鑑定処分許可状の「謂求者の宮公職氏名j欄は，謂求者の公

なければ簡裁で処理をする｡｜ ，｜ 職，官職，氏名の順に肥入する。

■ －'' ・固寧辮餅轍湾j剛｣ (癖''として……，
②請求書の原本及び勝本に受付日付印(A印）を押し． それぞ⑩鑑定処分許可状に『発付年月日」を記入する。

れの受付印に事件符号（鯆裁一る，地哉→む）及び令状請求事⑪蛙定処分許可状に『裁判官jの記名印及び発付裁判所に対応

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（而裁の場合は冒頭に0 する庁印を押し，請求書原本及び一件記録とともに裁判官に提

を付ける。 ） を記入して認印する。 出する。

③令状謂求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入⑫許可された鑑定処分杵可状の裁判官の押印，契印及び訂正印

する。 等の漏れがないかどうか砿鱒する。
④東京簡易（又は地方）裁判所の鑑定処分許可状を用意し，添 〈身体検査に閲する条件欄に条件を付さなかったときは， 斜
付資料を碓認しながら， 誤配のないように被疑者の氏名及び 線をし，裁判官の訂正印をもらう。 ）
年齢」を記入する。 ⑬鑑定処分許可状と鯆求害原本及び一件記録を請求者に渡し，
⑤鑑定処分許可状に「罪名」を肥入する。ただし．特別法犯に 令状謂求事件簿（簡裁用又は地裁用）に受領印を受ける。
ついては罰条も記入する。

⑥鑑定処分許可状の「鑑定人」

名，職業，年齢」を記入する。

記載は不要である｡

欄に8N求書記鮫の「鑑定人の氏

鑑定人の年齢が不明の場合には

L皿幽の愛評' h
ノ

ぜ” ・吉果受

｜③
寸

⑬臆求者の受

結果 受

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例

舗銭判官事件番号 購求肴の

所属庁
受付 泥名等 綾疑者等

麗句

陸奥1 ．10 0121 殺人地検 甲野次郎 鑑定

匡I

’
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鑑定処分許可状
副 ≦……素蔓"← ‘“”
束京肋ル 職判所

細判官 副’

識丸謡

…“』:”見
司潅躯側胸序聯 信耀彪翻

下記被疑者に対し、 退路交通法迄氏 被疑事件につき鑑定を

伺法65猯1期， 117象の2編1号）

頻托された次の者が．暖定に必寝な下肥処分を十ることの鮮可を鮪求寸-ろ、

錘定人の職糞及び氏名

旗が閃病廃医坪横洪二郎 （40皮）

守槐庁科学使虚研究所研光、糸車三郎 （35歳）

鑑定を嘱託した年月R

平成13年 1月10日

睡定嘱能事項

甲野次郎の身体からの生淡擁取

犯罪事実の要旨

別餓のとおり

肥

1鼓疑者の氏名

甲野次邦 昭和39年 7月30日生（46歳）

霧ﾇ正謡

馨の幌
顕胸序

急詞Ⅷ”“甲野次郎
昭和3

《圃譲露…､魂”ﾌ…､急ぐと道路交通法違反

月 30日生

演暖肴・ の氏名

及 ぴ 隼 齢

扉 端

横浜二郎 40羅
通が間病院医師
東京三郎 35鰻
警視庁科学捜査研究所研究貝

氏名

園■
⑥隆定 人

立ち入るぺき喝新

検五すべ倉身体

解剖すべ倉兜体

発掘すべき唄島又は

砿壊十ぺ心物

’く
（た磑し 4ミ

ら薩取すること

アルコール泉度検董をするのに必要な血蔵

リットルを題えない範囲）を被疑番の身体力

⑦
撮血は医学的に柵当と認められる方法3基よること二と身体の検壷に剛寸･るゑ件

二､2』察員警部信渥治彦

13年 1 月 17 日主童注蓋
禰求巷の自

有 効

砺求巷の13 警察員警部信浬治彦

有効朔間経過瞳は． この令状に上り昨可された処分lこ曽手十ることができたら，． この潟
合には‘これ舎当蝕判所に遅遭しなけILぱならない、

被疑者に対寸､る上記被疑事件について，鑑定人が上記の処分をすることを詩

可する．

被疑者に対寸､る上記被疑事件について，鑑定人が上記の処分をすることを詩

可する．

2鑑定人が立ち入るべき住居，邸宅，連進物若しくは船舶．検査すべき身体

解剖すべき死体発掘すべき唄蔑又は破壊すべき物

来京IM反協区板椅1－1－1

甲圷次郎 （‘16皮ガ性〉の身体

F ＝ ー▼－

N鰯鰯＃
隔戴庁印 ・地戟庁印

を間違わないように

簡裁庁印・地 庁印

に
平成13牢1

束京簡

戟

粛京簡

戟

3 ロ竃、八つ午！“、1戸｣琶華素ニヲロら壁ロ争

１
１
１

’刑事唖

131 , 10
函看弱

砿盟砿盟

K 一一＝

(採血用）

艦定処分許可状（強制採血） ⑦鑑定処分許可状の「立ち入るべき場所・ ・ ・ ・ 」棚に「アル

コール濃度検査をするのに必要な血液（ただし， 4ミリリット

ルを超えない範囲）を被疑者の身体から採取することjと

『身体の検査に関する条件j欄に「採血は医学的に相当とみと

められる方法によること」と記載してあることを砿蝿する。

③鑑定処分許可状の「錆求者の宮公職氏名」欄は，鯖求者の公

職．官職， 氏名の順に記入する。

⑨鐘定処分許可状に『有効期間j (原則として発付の日から7

日 ・初日不算入）を記入する。

⑩鑑定処分許可状に「発付年月日jを記入する。

⑪鑑定処分許可状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応

する庁印を押し謂求書の原本及び一件記録とともに戦判官に

提出する。

⑫許可された鍾定処分許可状の裁判官の押印，契印及び訂正印

等の漏れがないかどうか確露する。

⑬鑑定処分鮮可状と諸求審原本及び一件記録を請求者に渡し，

令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）に受領印を受ける。

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で

なければ簡裁で処理をする｡1 --ければ簡裁で処理をする。

付いてい

’
｜ ，
②請求響の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し． それぞ

れの受付印に事件符号（簡裁→る，地裁→む）及び令状請求事

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0

を付ける。 ）を記入して認印する。

③令状鯖求事件泳ぐ簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入

する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の鑑定処分許可状（強制採血

用）を用意し， 添付資料を確認しながら,、誤記のないように

『被疑者の氏名及び年齢jを記入する．

⑤鑑定処分鮮可状に『罪名」を記入する。ただし，特別法犯に

ついては罰条も記入する。

⑥鑑定処分粁可状の「鐘定人」欄に謂求害記載の『鐙定人の氏

名，職業，年齢jを記入する，鑑定人の年齢が不明の場合には

記載は不要である。

』⑬請求者の受領印

7－③令状請求事件簿〈簡裁用又は地裁用）記入例

＃i
令状

穐別

請求者の

所属庁
受稚 備 考受付 事件排号 雅名辱 被疑者等 裁判官 結果

発付

⑤1．10 道交法0121 甲野次郎 鑑定 陸奥丸の内
ウ

廃
１
１

付
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均”…鰄霧一……
鰻京耐島 蛾判所

齪判官 殿

身体検査令状

続疑者の氏名

及 び 隼 齢 甲野次郎
昭和3 月 30日生

警丸善

騨緬
師胸序

覚せい剤取締法違反

（同法第41祭の3蕊1項

覚せい剤取締法違反

（同法第41祭の3蕊1項

等拠庁九

司法4

／⑤1、一1

罪 名

第第

綱叩 信臘彪

⑥⑥被疑者の身体検査十べき身体
下記被疑者に対し， 虻せ･い剤取締法違反 披疑率件につき．下記の者に

（同法弟41，糸の3第1明．第19条）

対する身体検壷令状の発付を舗求十る･

記

1 被疑者の氏名

甲野次叩 昭和39年 7月30日生（46銭）淵⑦く身体の縦 壷

;こ間十る条件
|裁判官に記入してもらう
I■一一も垂.一一凸 一一一 一一一.奉一 I

2身体検宣を受ける考

氏 名 甲圷次＃ド

年 齢 昭和39年7月30日生（46歳） 性別男

職 楽 会社役N

住 居 県京祁紙借区板橋1－1－1

総康状態 健 庶

3身体検査を必要とする理由

械壷報告零紀我のとおウ

身体の検査塗受ける者が正当な理由がなく身体の検壷を枢んだときは， 10万円以下の

…護‘･万倒脈…議し〈臆胸鰯iこ…”ある､嘱測金とｼ乳塑…ことがある、

図畿
法警察員警部侭濃治彦

成13年 1 月 17 日ま

諦求者の宮

有 効

‐F

有効期間経過徒は． こ”令状により＃体の檎豪をすることができ唯い、 皇の器合には．
これを当裁判所に返還しなければ姫ら傘い

有効期間内であっても，身体の検壷の必要がなくなったときは，直ちにこれを当観判所
に返遅しなければ壮らな’，．

4検登すべき身体の部位

披疑粉甲野次郎の身体（下岾内部に及ぶ）

型を超える有効期#ﾘ群選とするときは．その期棚及び事由５
６
７１

波疑者に対寸るk記彼疑事件について 卜記の者の身体の検査を許可する。波疑者に対寸るk記彼疑事件について 卜記の者の身体の検査を許可する。

型卿叉臓州割鶚
唖犯罪郡実の漣旨

一 一

一

語

吊

雪 鐵
吟

而裁庁印 地裁庁印

を間違わないように平成13年1

束京簡

紬

東京簡

紬 凧詞建鯵②畷ご§

別賦妃艇のと勝J）

硫認

身体検査令状 ⑦

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で，付いてい ⑧

⑦ 身体検査令状の「身体の検査に関する条件」欄は，裁判官が

記載する。

⑧身体検査令状の「調求者の宮公職氏名」欄は，請求者の公

職，官職， 氏名の順に記入する。

⑨身体検査令状に「有効期間」 （原則として発付の日から7日

初日不算入）を記入する。

⑩身体検査令状に「発付年月日」を記入する。

⑪身体検査令状に「裁判官jの記名印及び発付裁判所に対応す

る庁印を押し，謂求書の原本及び一件記録とともに裁判官に提

出する。

⑫許可された身体検査令状の裁判官の押印，契印及び訂正印等

の漏れがないかどうか確認する。

⑬身体検査令状と舗求書原本及び一件記録を請求者に渡し．令

状謂求事件簿（簡裁用又は地裁用）に受領印を受ける。

なければ簡裁で処理をする。 ’ければ簡裁で処理をする。

｜，
②－藷~家書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し， それそ

れの受付印に事件符号（簡裁→る，地裁→む）及び令状請求事

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号を記入して認印する。

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入

する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の身体検査令状を用意し，添付

資料を確認しながら‘誤記のないように「被疑者の氏名及び年
齢」を記入する。

⑤身体検査令状に「罪名」を肥入する。 ただし‘ 特別法犯につ

いては罰条も記入する。

⑥身体検査令状の「検壷すべき身体」欄に「被疑者の身体j と

記入する。

……』
ノ

報． 、を

③’

受徹

⑬鯖求者の受領印

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例

離籍等 綾疑脅等|識寧件祷号 ｜:零：受ｲ･’ 裁判官結典

身検|陸奥｜
腱1可

D

1101 01 2 1 覚せい剤 甲野次郎丸の内

輿
１
１

付

’
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身体検査令状

こI ""…鷺…‘ " ‘“
束京捌舟 哉判所

裁判官 殿
鴬鴎’、氏； 甲野次郎

昭和3 月 30日生
警丸塞

憲"視
醐胸序

道路交通法違反

篤
〈同法筑65条1項． 1 17条の2節1

採血に必要な被疑者の身体

⑤

⑥

ユ
堺視庁

嬬鯛’ 億耀鰭翻司

下記被疑者に対し， 道路交通法途反 被疑事件につき．下記の者I

〈同法粥65爺1鯛， 117糸の2第1号）

対す-る身体検壷令状の発付を淵求1．る．

記

1被疑者の氏名

甲呼次祁 昭和39年 7月30日生（46歳）

罪 鬼

侠査十べき身体

禅際…鰯醤して…に禍豐と腿…愚方濫'てより行わせること
身体の検壷

に間十ろ条件

2身体検査を受ける者

氏 名 《P牙次郎

年 齢 昭和39年7月30日生（46歳） 性別男

識 掌 会社挽ハ

住 居 収京部板播区板橋1－1－1

健康状態 健 康

3身体検査を必要とする理由

捜査叔告舎妃猟のと煽り．嫌典拒否の挙'二出るお暑札があるため，

身体の検塞を受ける考が正当鞍理由がなく身体の検丑を拒んだときは， 10万円以下の

遇…‘･万”ド…着し《は胸倒に“”ある､.…と’堆竺…ことがある‘

＜望-1鏑求看の青 司法養察貝警部侭濃治涯

平成13年 1 月 17 日までW禰 効

”グ

有効期間隆過徒は‘ この令状によし'身体の檎迂をすることができ唯し､． ≦の場合には．
これを当銭判所に返週しなければならない

布効期間内であっても‘身体の桧壷の必要がとくなったときは，竃らにこれを当裁判所
に返還しなければならない．

l 検査すべき身体の部位

被疑翁甲野次郎の舟休（左右､､す'れかの腕）

7-且童超える有効期剛辨禺とするときは．その期間及び事

幽叉は岬皇繍繋“扉薊冒嗣。
犯罪事実の嬰旨 翅’一

その期間及び事由

◎
６
７

譲疑者に対する上記被匪事件につし､て．上記の者の身体の検登を許可する，譲疑者に対する上記被匪事件につし､て．上記の者の身体の検登を許可する，

一一一苞。 －一一一苞。 －

鶴1騨劉
蓬型I彰

庁印・

違わな↓平成13年1

束京簡

哉

東京簡

識 璽筐鱒②職。

別蛾妃飢のとおり

<尋亙
(採血用）

身体検査令状（強制採血） ⑦

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で‘付いてい⑧

⑦ 身体検査令状の「謂求者の官公職氏名」欄は，請求者の公

轆､官職，氏名の順に記入する。

⑧身体検査令状に「有効期間」 （原則として発付の日から7日

初日不算入）を記入する。

⑨身体検査令状に「発付年月日」を記入する。

⑩身体検査令状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応す

る庁印を押し，謂求書原本及び一件記録とともに裁判官に提出

する。

⑪許可された身体検査令状の裁判官の押印，契印及び訂正印等

の漏れがないかどうか確認する。

⑫身体検査令状と請求書原本及び一件記録を請求者に渡し令

状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）に受領印を受ける。

’
’

な ければ簡裁で処理をする。

｜ ，
②請求書の原本及び勝本に受付日付印(A印）を押し， それぞ

れの受付印に事件符号（簡裁→る，地裁→む）及び令状請求事

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0

を付ける。 ）を記入して認印する。

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入

する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の身体検査令状（強制採血用）

を用意し， 添付資料を確認しながら，誤記のないように「被疑

者の氏名及び年齢」を記入する。

⑤身体検査令状に「罪名」を記入する。ただし特別法犯につ

いては罰条も記入する。

⑥身体検査令状の「検査すべき身体」柵に「採血に必要な被疑

者の身体」 ， 「身体の検査に関す-る条件」欄に「採血は医師を

して医学的に相当と認められる方法により行わせること」と記

載してあることを確認する。

I⑫謂求者の受領印
］

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例
ノ

I

釧
土
③

令状

種別

雛求者の

所属庁
受付 事件番号 罪名等 被疑者等 裁判官 結果 備 考

蕊付

1 ．101 0121 道交法 甲野次郎 身検 陸奥丸の内

i
付

I
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鋤織識諏職綱鷲" &“”
魚京間ル 随判所

織判官煙ﾐ丸蓋

…、蕃繊。
。'讃警騨' 響部信磯彪翻
先券防止法遮反下肥被疑者に対し， 被疑郡件につき

（同法第1 1条2JⅡ同然第1 ‘1条）

検施 許可状の発付を請求する。

記

1 被疑考の氏名 甲牙太郎

詔和32年10月 2日生（43歳）

2差し押さえるべき物

視警庁
丸嘩内

番察署印

検証許可状

羨碇肴の氏も

及 び 鰻 齢 甲野太郎
昭和3 月2 日生

売春防止法違反
（同法第1 1条2項,第14条）

罪 名

別紙記戯のとおり

又は

別紙胴求書記載のとおり

検証す･べき珊所又は物

⑦ 3捜索し又は検証すべき場所．身体若しくは物

別飲妃猟のとおり

諦求者の官傘璽些柊、 司法蓄察員警部信濃治 産

日まで

有効期間経過磯は， この令状に上り検趾に芯手寸-ることがでさない． この糊合には． こ
れを当裁判所に返還したければ鞍らなし､。
布効期間内であっても．倹旺の必嬰がなくなったときは． 面らに皇れを当樋判所に返還
しなければ蹴らない

z且坐竺遡期間酋角饗するときは．その期朋及び郡由４
５ 蝿リ

－一一一一一一一一一一一一－一一一一一一

日出前又は日没後に行う §あるときは，その旨及び事由

欲疑希は個室浴場「ピー」の経誉永であるが不径がらのため

夜間の執行'二なる駐それがある，

5犯罪事実の要旨

別紙妃競のと勝り

被疑者に対する上記被疑事件;こついて，上記のとおり検鉦することを許可す

る。

被疑者に対する上記被疑事件;こついて，上記のとおり検鉦することを許可す

る。

簡薮庁印・地簡蕊庁印・地 裁庁印

を間違わないように

印

に
平成13年 1

束京簡

裁

東京簡

裁欝擢 亜陸鱒②鱸

確認

この令状は｡出緬…鯉後でも執行することがで書る･岬雇(§)ー／、

検証許可状 ⑦検証許可状の「請求者の宮公職氏名」欄は，請求書の公職

官職，氏名の順に記入する。

①割当表の担当戯判官に△印が付いていれば地裁で‘付いてい③検証許可状に「有効期間」 （原則として発付の日から7日

ll o初藤熱鯛懸｡』

⑨

なければ簡裁で処理をする。

｜■■ ⑩

を記入する。

鯖求審の「日出前又は日没後に行う必要があるときは， その

旨及び辮由｜柵に請求する旨の記維がある場合には．検鉦許可②請求書の原本及び勝本に受付日付印(A印）を押し， それぞ

れの受付印に事件符号（簡裁→る、地裁→む）及び令状請求事

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0

を付ける。 ）を記入して認印する。

③令状請求事件簿（而裁用又は地裁用）に記入例のように記入

する。

④東京簡易（又は地方）裁判所の検証許可状を用意し，添付資

料を確認しながら，誤記のないように『被疑者の氏名及び年

齢」を記入する。

状に⑩のゴム印を押す なお‘裁判官が夜間執行を許可しなか

ったときは，令状の夜間執行許可の文言を二重線で抹消し‘裁

判官の訂正印をもらう。

⑪検鉦許可状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応する

庁印を押し，⑥で別紙を引用した場合には， 「別紙」を，購求

書原本を引用した場合は「検証許可状請求書の原本jをホチキ

スで留めて，一件記録とともに裁判官に提出する。

⑫許可された検証許可状の裁判官の押印，契印及び訂正印等の

漏れがないかどうか確認する。

⑬検脈許可状と謂求書原本（ただし， 引用していない場合〉及

び一件記録を請求者に渡し，令状謂求事件簿（簡裁用又は地裁

用）に受領印を受ける。

⑤検証許可状に「罪名jを記入する。 ただし，⑥で別紙を引用

した場合，特別法犯については罰条も記入プーる。

再 ｜
⑥検証許可状の「検鉦すべき場所又は物l柵につし

I W:|蝋鰐職鋤鰯陶し ｢訓繕”
求書記載のとおりj と記入する，

"LI⑬請求者の

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例 ノ

箸
受6！

令状

煎別
購求者の

所属庁
受付 鵬件,砥号 雅鵡等 被疑者等 鋤判官 結果 伽 考

苑付

1 ．10 売春防止法〔） 121 陸奥甲野太郎 検証丸の内

催
付
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副 “定雷壁諭這夢‘｡ ‘ ,"。
＊京閥湯 裁判所

裁判官 殿

霧"。 』ゞ ′③
蝋京地

殺 人下記被疑者に対する 被疑事件につき，梢神

嵯定のため，被疑者を下記の場所に留置する処分を謂求する。

記

l 被疑者

氏名甲野次郎

年齢昭和30年 3月 30日生（43纐）

職業パチンコ店店貝

住居璽京都豊島区池袋本町1丁目1詩1号

鱈

削鑑定留置状 指揮

甲野次郎 ④
昭fI1 30年3月30日生

東京都豊島区池捜本町1T目1秀1号

パチンコ店店風

氏
年
住
職

名
齢
居
簗

一
》
｜
一
群
一

延長

電鏥

彼疑老

人⑤罪 名 段

被蔑郭実の璽旨 別紙のとおり

⑥留霞すべき勘所 警視庁池上蕃察終闇値施股

⑦平成13年 1月1 1日から
平成13年 ‘1月10日午後 2時00分

留置の〃1 1m
七
１
Ｊ

的｜践暁者‘,本件晃行吟の寅怪侭が,有鯉.阻度轌翰らか

間｜平成’3年 1月’7日まで
棚鍛帯罰執行に漕手十ることができな↓ー

警今旦嚴

＃
この令状は．

これを当裁判所

K

募綱f蕊哨東京＃ 岡

⑧
⑨

のー

2倒憧の湯所

東京都大田区池上3丁目20番10号韓視庁池上野察馨留置施設披鋤
《
吋
南
《

エ
ョ
「
Ｉ
雨
宮

簡裁庁印・地淑庁

蟹砿躍

印を

Ⅲ違わないように⑩⑩
3翻置を必要とする〃llHl

平成13年1月11日から同年4月10日午後2吋まで
。Ⅸ

執行した年津雰
及 び場 所

記 名 押 印

I車ﾉc奉り年 月 日午 一＝蹄 分
4被疑者りこ弁護人があるときは，その氏名

5鑑定の目的

被疑者の本件犯行蹄の資任能力の有無：程度を明らかにするため
執行することができな

かったときはその郡由

記 名 押 印

一一一一

平戒 年 月 日

6鑑定人の職業及び氏名

菰が閲大学附屈痛院医師除日一郎平成 年 月 日午 時 分留置した年月日時

及び取扱濁

7被疑事実

別紙記載のとおり

②職ご§
(蕊而は省略）

鑑定留置状

⑦鑑定留置状の「留麓の期間」欄は、 請求書記載のとおり記入

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で，付いてい する。

なければ簡裁で処理をする。 ｜
｜ ③す雪庫…の『鐙…釣』綱は鯆求書記鱗…，随入

■F■ ⑨す皇定…に,有効卿闘｣ 《原馴こして蕊付…ら,日
②請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し， それぞ 初日不算入）を記入する。

れの受付印に事件符号（簡裁→る，地裁→む）及び令状請求事⑩鑑定留置状に「発付年月日」を記入する。

件簿（簡裁用又は地裁用）の事件番号（簡裁の場合は冒頭に0 ⑪鑑定留置状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応する

を付ける。 ）を記入して認印する。 庁印を押し‘ 請求書原本及び一件記録とともに裁判官に提出す
③令状謂求事件簿（簡裁用又は地裁用）に記入例のように記入 る。
する。 ⑫鑑定留置状の識判官の押印，契印及び訂正印等の漏れがない

④東京簡易（又は地方）裁判所の鑑定留置状を用意し， 添付資 かどうか確認する。
料を確認しながら，誤記のないように「被疑者」の「氏名」 ， ⑬鑑定留置状と鯖求書原本及び一件記録を請求者に渡し，令状
「年齢」 ， 「住居」及び「職業」を記入する。 講求事件簿（簡裁用又は地裁用）に受領印を受ける。
⑤鑑定留瞳状に『罪名」を記入する。

⑥鑑定留瞳状の「留置すべき場所」欄は，請求書記戦のとおり

記入する。

なければ涌裁で処理をする。

h⑬請求者の受領印
－1

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例
ノ

’ ’

＃
令状
砿EII

舗求者の

所賦庁
受付 事件番号 罪名蝉 被疑者等 批判官 結果 受制 術 考

陸奥『” ③鑑定
留置

1．10 殺人0121 甲野次郎地検

発付
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繊式第53号（規則第69条第1頃，規程第67桑） 擬密性2

(氏名乙山太郎）

引致状請求書
9その他参零事覗

平成21年10月26日，関東地方更生保識委員会;こおいて保護観察を停止する快定が
なされ．同決定は同年11月1日に効力が発生している。東観処第2800号

平成21年】 1月10日

】(》錘判に閲する事項

東京描易裁判所戟判官殿

扉
京
侮
謡

観
察
所
所

長
零
印

京
保
護儲蕊

震溌認定のﾛ）長鰯顛
保護観察所

年 月 日
ユ逗至章東京保溌凱繋所畏甲野春

〕条第‘1項の"l定侭より次の者に対する引致状の発付を諸求します.”

尋
》

少年院仮退院巻
（非行名）
（決定裁判所）
（仮退院施般）
（仮退院決定塗員会）

史生保製法第63条第‘1項の"脳

】 氏 名乙山太郎

2生年月日昭和32年7月8日

3住 居不群

4職 業不誰

承庇戦判所 支部

少年院
地方阻生俄踊韓貝会

仮釈放考
（罪名） 有印私文脊偽遊同行使， （保膜観察所）

蝋繊悪#灘,鴬
詐欺

（刑名・刑期）

（言淀し銭判所）長

く言渡しの日） 平成18年10月25日 （刑期終了日）
（仮釈放施般） △△刑務所 （仮釈放決定の日〉
（仮釈放決定萎員会）九州j也方更生保護委員会〈仮釈放の日）

、 東京保護観察所

定 15日間

定 50日間

平成18年11月 9日

平成22年3月 41日

平成21年8月24日

平成21年10月14日

5更生保護醤第63灸第2項各号のいずれかIこ砿当する事実の要旨並びに引致を必要とす

る理由

本人は．平成21年8月24日，九州地方更生保渡婆員会において，頑放の日を同年1

0月14日に指定され，居住すべき住居を東京都杉並区方南2－3－4財団法人東京会

とされていたものであるところ，同日‘△△刑務所を仮釈放となったものの，東京保護

観察所に出頭せず，かつ‘居住すべき住居に居住せず．以後その所在を明らかにしなか

ったものであり、 もって遵守事項を遵守しなかったことを疑うに足りる十分な理由があ

り．かつ，正当な理由がないのに東京保護観察所長の出頭の命令に応じなし､おそれが

ある。

〈保謹観察所）

年月 （保護観寮期間）
支部（言渡しの日） 平成

侭顕詞(初度日･再度目の別）

保護観察所

年間

竿 月 日

初・再

6引致すべき場所

東京保讃観察所

蝿人補導院仮退院者

（罪名）
（刑名・刑加
（言渡し栽判所）
（言滝しの日）
（仮退院施設）
（仮退院決定袋貝会）

（仮退院の日）

役
縦懲
年7日を超える有効期間を必要とするときは．その期間及び率由

3ヶ月間、

住居が一定せず立ち寄り先も定まってしないことから．所在を砿かめながら引致の執行

をしなければならないため。
年

蟻 (正鯛l 泰例に応じ不要の』nII及び文字婚向崎二と

z このZn求舎に杜1#＊1圃礎姑l寸寸もこと旬

直、志蒔垂

引致状

※
⑤引致状に有効期間（原則として発付の日から7日

I
’

初 日不算入。

①割当表の担当裁判官に△印が付いていれば地裁で，

’付いていなければ簡裁で処理をする。 ）を記入する。

’ ⑥引致状に「発付年月日」を記入する。

⑦引致状に「裁判官」の記名印及び発付裁判所に対応

する庁印を押し，別紙がある場合は，別紙をホチキス

で留めて一件記録とともに裁判官に提出する。

⑧発付された引致状の裁判官の押印，契印及び訂正印

等の漏れがないかどうか確認する。

⑨引致状と講求番原本及び一件記録を請求者に渡し，

令状請求事件繩（捕裁用又は地裁用）に受領印を受け

る。

②請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押

し， それぞれの受付印に事件符号（簡裁→るA,地裁

→むA)及び令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）の

事件番号（簡裁の場合は0を付ける。 ）を記入して認

印する。

③令状請求事件簿に以下のように記入する。

④引致状の「氏名，年齢，居住すべき住居，職業」

「引致すべき場所」 ， 「請求者」柵の記載事項を確認

する。

I⑨勝求者の受領印
③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例

一

ノ

＃雛名等 ｜嬢疑者等|錨
諦求者の

所屡庁
受付 事件番号 紋判官 結果 受縦 備 考

発付

③
東京保脳
眼察所1 1．10 0121 乙山太郎 引致 陸奥更生保護法

発付
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(資料17）＜画平成18年〈行イ〉第121 ．号
平成 年（保） 第 号

’許 可 状 ）
Eコ

琴

住居

職潔

氏名

埼玉県石川郡野々宮町矢作1－69－4

脚玉県立松丘高快1年

甲野次即
平成2年1o月 10 F1/I

則 保護許可状請求書
平成18年 1 月 1 日

来京閥ル 仙判所

裁判官 腿

”""識
副浩{顕陶序舗 信耀彪翻

汰の者を下記耶由により引続き保護することを承鰐していただきたい．

住 居埼玉県石川郡野々宮町矢作1－69－4

職 簗埼張県立松丘潟校1年

氏 名 甲 野 次 鮒

平成2年10月10日生(16")⑤女）

識》

，
８
８

を者
１
１

の
成
成

記
平
理
．

上
り

上記の者を，下記の理由により

，平成’8年 1 月 2日午前 1時35分から
平成18年 1F .a R午前－ 1時35分まで

諦雪常 ”…
引き綻さ保護すること

。畠畠畠j3>皐蹴､｡‐, ‘ ‐－

覇棚誌吊欺京簡易1

傘澤鞘雪哉！i’

下記の理由により

羊 1 月 2日午前 1時35分から

隼 1 ．日 ．、 R午前－1時35分まで

簡裁庁印

を間違わ

繼韓観
照京簡

哉

⑥

幽な⑪

理由被保護人は．平成18年1月1日午前1時20分ころ‘東京都千代田

識'認ｽ蕊助し霧翠碑訓9叩1号糾下当翠箪'弾皐評調章く
. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ため引き続き 保膜する必要がある。

之揮繩X驚視庁丸の内驚察署司法警察員警部侭源治彦
職氏名

例．

名公将

求官民

調の識

諮視庁丸の内祷察署司法警察員警部侭渡治
』 遮長を求胸る卿間輔|灘禍鯛鱒}:憩灘紫
2 保 識 の 場 所 来京祁台服区上野桜木2－12－7琳机庁少年ｲ吊凝所

3 最初に保竣を開姑した日8キ 平成18年1月1日午前1畔35分

4 延長を必要と十る理由

被係疑人は．乎成18年1月1s午前1吟20分ころ．来京郡十代由区丸の
内1－9－1 ．糸京釈八立洲口前におも､て． 沓藩例’二捲凡され‘興五の姑系．
黛出人と糊明したが・ ・ ・ ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ・ ・ ， ． ．

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ‘ ・ ‘ ・ ・ ・ ・ため． 引き焼き‘係斑する,込婆がある‘

<露
保護の

潟戒

東京都台東区上野桜木2－12－7

芽視庁少年保捜所

二浬
最胡の保
魔開始の
日 鉾

平成18年 1 月 1 日午前 1時35分

保護をし
た瀞臨馴
貝“宵職
氏名EII

鯛
平成 年 月 日午 時 分Ｔ

⑲
及
印

縄
野
党
受

綬
日
嬢
引

陥
の
洲
ぴ 蝉歯②事件符号一行

司

保護許可状 ’許可状に「理由」を記入する’⑦

’ ' 。※この事件は簡裁専属管轄であるので，割当表に△印の付いた裁

判官は処理することができない。その場合には， 訟廷管理官等

に連絡を取り． その指示を受ける。

①割当表で担当裁判官に△印の付いていないことを確認する。

③許可状の「謂求者の官公職氏名」欄に請求者の所属蕃察署

名，官職，氏名を記入する（司法警察員でなくても舗求できる

（警職法3条4項)ので,この場合｢司法警察員｣の記載はしない｡）。

⑨許可状に「保漉の場所」を請求書記戦のとおり記入する。

⑩許可状にr般初の保護開始の日時」を請求書記戦のとおり記

入する．

⑪許可状に『発付年月日」を記入する。

⑫許可状に裁判官の記名印及び東京簡易裁判所の庁印を押し，

請求書原本及び（鯖求書を引用した場合は請求書原本をホチキ

スで留め‘ ）一件記録とともに裁判官に提出する。

⑬発付･された保澱許可状の裁判官の押印‘契印及び訂正印等の

漏れがないかどうか確認する。

⑭許可状と請求番原本及び一件記録を諭求者に渡し．令状謂求

事件簿（簡裁用）に受領印を受ける。

・

ｌＬ ’
②舗求書の原本及び勝本に受付日付印(A印）を押し，それぞ

れの受付印に事件符号（行イ）及び事件番号（簡裁の場合は冒

頭に0を付ける。 ）を記入して認印する。

③令状鯖求事件簿（簡裁用 行政事件の欄を使用する） に記入

例のように記入する，

④東京簡易裁判所の保溌許可状を用意し， 添付資料を確認しな

がら， 娯記のないように「住居，職業，氏名及び生年月日」を

記入する。

⑤許可状の左上欄外に事件番号を記入する。

⑥許可状に， 引き続き保護する期間の「始期，終期」を記入す
る（5日を超えないこと） 。

h⑭胴求者の受領印

③令状請求事件簿（簡裁用）記入例
ノ

繍識判官繕鵬受諦求者の 被疑者毎事件番号 罪名等
所属庁

受付

発付

1 ．1 1
1
警職法3条0121 甲野次郎 保護 陸奥丸の内

I 発付

１
１’



(資料18）

|検癖正印
I

|ブ凸
９
５
０
町
■
打
Ａ
呵
凸

⑱
Ｑ
４

門
■
■

河
田
匠

色
▲
屯ｆ●■展■

傍受令状請求書

平成13年1月10日

嘩
東京地方鯉判所

栽判官

東京地方検察庁
剥価蹄式室■&廷程上る踊煮舎壬8＃た咽恵

検察官検蛎甲 野

下記被疑事件につき 傍受令状の発付を訓求する

記

I 彼疑者の氏名

甲呼太卵

2 彼疑猟実の嘆旨罪名及び綱粂

弛碓い刑取坤法迄反

3傍受十べき涌信

4傍受の実施の対象と寸べき通僧手段

5傍受の契施の方法及び剥所

6傍受ができる期間

z日を超える有効”を必浴ぐるときば巷の冒換び事急
前に同一の

その旨

砺求に係る被疑事実の全 ま－部と同一の被既塀実について8

求又はその亮付があったときは通

佛受令状発布の哩件たるQ

傍受令状

拠戴皇鼠宣蕊であるので． 宿直裁判官が簡裁裁」

その場合には， 刑事訟廷管理官等に連絡を取り

※この事件は，塊戴皇鼠宣蕊であるので， 宿直裁判官が簡裁裁判官の場合は令状を発

付できない。その場合には， 刑事訟廷管理官等に連絡を取り､ その指示を受ける。

①傍受令状請求書の原本及び謄本に受付日付印(A印）を押し， 当直員の認印を押

す。

②令状請求事件簿（地裁用）に必要事項を記入し，①の受付印所定の箇所に事件符

号及び番号を記入する。 「請求者の所属庁」欄には，検察官名又は警察署名を記入

する。請求権者は，検察官（検事総長が指定する検事に限る） ， 司法警察員（各公

安委員会が指定する警視以上の警察官） ，厚生労働大臣が指定する麻薬取締官及び

海上保安庁長官が指定する海上保安官に限る。

③被疑事実の要旨について、犯罪捜査のための通信傍受に関する法律3条を確認す

る。

④傍受令状を作成する （次ページ記載） 。

秒/篭需コ
ア

罪名等 ｜被疑者等披疑者等

」請求者の受領印
一一

J
②令状請求事件簿（地裁

藩r雛、・
請芽

所
裁判官 唾

令状

種別
受付 事件番号 結果受 備 考

〆

甲野 ③1 ．10 傍受 陸奥121 発付乙川一郎覚せい剤取締法

Ⅱ

！ ｜ ，



令傍受 状
傍受実施の方払

波溌者の氏墹

及 ぴ 年 齢 1

裁判雪記入I
昭和 年 月 ロ 生

ヨ爾求書記鮫のとおり砦記入ロ①
罪名及び嗣粂

傍壷の実施に開十ろ条件

被疑事実の要簡｜別紙のとおり

傭受寸.べき迩個｜ ﾙﾘ紙のとおり 傍受の処分に着手Lた
年 月 日 畔

ヰーーーーーー一一1■■一一一一

記 名 押 印

－－－－－－－－－一一一一一一一一一一→ -一一一一一一一一一一一一一一＝ー

傍受の実施の対騏

とずべき通侭牟段

裁判富が蝿I 傍受の実施琶終丁した
隼 月 日 簿

記 名 押 印
傍受実施の場所

傍受の実施ヴ)方法 蕊面のとおり

傍受の実施に間する条仲褒而のとおり ／六、

勝受がで書為期間傍受の処分に着手した日かソ

④ 一読求者の宮公職氏名

有 効 期 間 平成 年向月 aま
ー

有効期間経過後は， この令状により傍受の処分1邑斬手すること
は，これを当裁判所12返還しなければならない，
有効期間内であっても‘傍受の理由又は必要が唯<噸つたとき
所Iこ返魁しなければ雄ら唯い、

奥面のとおり

蕊而のとおり

ョまで

侮奨 ができる期間の延曇

延 長 期 側 延 民 掘
平成 年 月 日寵で 平成 年

とおりに犀入I~~-一雨~~~~~~~~~~~~ ~g~..~..~~-由 理

延 民 期 間
平成 年 月 日まで

ー一一ーロ■■一一－一一一一一一一一一一一一一一一一国

理 由

日間当8fi

|■

I劃原則として7日
ができない． この鳩合に

は‘紅ちにこれを当縦判 平成 年 月 日

災京地方凝判所

戯判官

ーー一.■■一一一一一ーー一一一一一一 一一ー一一一

平成 率 月 日

魔京地方俄判所

塊判宜被疑者に対する上妃披疑事件について

を許可する,

上妃のとおり通1首の僻 受をすること

傍受令状を講求者;二交付した年月日 傍受令状曇鮒求考に交付した年月日
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一⑥
平成 準 月 日

仙判所蓄記宮

平成 年 月 日

救判所書記宙鼎⑧奥亜

'.、地織庁節 竺二』

傍受令状作成の方法

｢被疑者の氏名及び年齢」 ， 「罪名及び罰条」を傍受令状請求書記載のとおり記入する。

｢傍受の実施の対象とすべき通信手段」 ， 「傍受の実施場所」は裁判官が記入する。

｢傍受ができる期間」は空柵にしておく （裁判官が記入する。 ） （10日以内） 。

｢請求者の官公職氏名」を傍受令状請求書のとおり記入する。

｢有効期間」を記入する（原則として発付の日から7日 ・初日不算入） 。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨

⑦

発付日を記入し㈱裁判官の記名印及び を押印する。趣…ﾖ…

裏面「傍受の実施方法」 ， 「傍受の実施に関する条件」は裁判官が記入する。

③引用した別紙をホチキスで留めて，一件記録とともに裁判官に提出する。

⑨許可された傍受令状の裁判官の認印，契印，訂正印及び記入漏れがないかどうか確認す

る。

⑩傍受令状と請求書原本及び一件記録を請求者に渡し， 令状請求事件簿（地裁用）に受領印

を受けるゥ



(資料19）
原本（原本は請求者|ジ区還する。一件記録を含む。 ）一

臓墓隠饗雲豊撤回

裁判所書記③ ②

逮1澗需胃莱書（甲）
平成13年 1 月 10日

逮キ 請求書（甲）
平成13年 1 月 IOE

来京耐舟 鯉判所

裁判官 ，階

…九,繋鰯響

．…｡"'"'､詞｡富辮‘'鰯｡億耀捲翻
窃 盗下記被疑者に対し， 被疑事件につき

逮捕状の罷付を謂求する。

記

l 被疑巷

氏 名 甲野太郎

隼 齢 昭和32年10月 2日生“3歳）

難 業 会社閃

住 届 東京邪品川区犬埼6丁目5審7号典荘4号

瀧砺
警察署印

東京間湯 故判所

裁判官 殿

…猟認識"説｡“
’ﾛ内庁壌 ‘‘信耀彪翻

窃 盗下記被疑者に対し 被疑事件につき

逮捕状の発付を舗求する、

記

1 披疑者

氏 名 叩野太郎

竿 鈴 昭和32年10月 2日生（43歳）

轍 業 会栓ハ

住 居 喰京都品川区大埼6丁目5審7号典荘4号

識》

身
３
４
５

》
３
４
５

等拠庁丸の内密鳶牙久は逮捕比を箸鰭する零察署 薯祝庁丸の内野篤署スは逮描地を霧轄する響察悪

6被疑者の逮捕を必要とする事由
申 ｡ ■ C 申 ■ ■ 申 ■ ● ■ ｡ ｡ ● む む ｡ ● ◆ か ● 申 ● ■ 4 ． ◆ 骨 G ● ● 4

7銭疑者$こ材し．卿一の犯罪事実又は現$こ捜憲中である他の犯罪喉実6こついて．前に逮捕状の鯖求又は

雛幽亨施と倉は'そ"瀞『"羅鵬事夷蓮び健岡~"犯瓢亭案につ書更に這榊瞳‘胴:十≦
噂一一

8 30万円く刑法，暴力行掛等処則に間寸･る渋律及び経済間侃剛1ﾘの幽卿に閼十る法仰の罪以外的罪に

つし､ては2万脚〉以下の髄金．拘研又肱科料$こ当たる罪$こついては．刑窮豚醗法謝199条粥【頂ただし

6被疑者の逮捕を必嬰とする蒋由
G ■ ｡ ｡ ■ ■ ● ■ ■ 寺 つ 曲 古 ◆ * ◆ ■ や ｡ ｡ ｡ ■ 由 酢 ｡ ◆ ◆ ● ■

7銭更考Iこ対し、同一の犯罪事実又は現に捜登中である他の犯罪率実:二ついて、前に逮捕状の脇欺又は

き史に逮捕城を脈求するその

理由

8 30万円（刑漉，曇力行錫等処剥に間寸･る法律及び経済間係則ﾊﾘの整側こ閲十る法仰の躯以外の鰯に

つし､ては2万円）以下の洞金．拘開又は科料Iこ当たる罪;こついては．刑率師舩法篭199条節1項ただし

善亜
ｕ

9 9

鯵織
別欺妃蝋のとおり；'1餓妃戦のとおり

令状請求撤回

①通常逮捕状にホチキスで編てつされている逮捕状請求書（甲） （以下「請求書」 という。 ）原

本を取り外す－．

②請求書の原本及び謄本に「撤回裁判所書記官」 と記入し，認印をする。

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）の「結果」欄の「発付」を二重線で抹消して， 「撤回j

と記入する。

④請求書原本及び－件記録を請求者（警察官等）に返還し，事件簿に受領印を受ける。

⑤請求書謄本は，裁判所で保管する。

【留意事項l

その他の令状諦求の撤回についての取扱いも同様である。

’ ③l補尚｣を島易儲輔鵜
一ﾛ■■■■■

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用） 型④請求者の受領
記入例

令状

穂別
購求者の

所屈庁
受付 事件番号 罪名等 被疑者等 裁判官 受i 備 考

丸の内1 ．10 窃窯012］ 甲野太郎 陸奥甲

『
付

凸

0



(資料20 ）原本 (原本は請求者に返還す勢＝ 一件記録を含む。 ） 謄本（謄本は裁判所で保管）昇

■良

■
仙
臼
■
０
両
１
阿
月
華

６
１
勝

丁
■

下
年
叡

ヨ
３
８

を
１
囲

末
底
室

田
亭
東

不

配基■

国
賭
⑧
■
Ｏ
官
１
病
月
触

６
１
所

丁
祠

下
な
誼

津
。
且

喝
１
庖

家
娯
束

圃
隼
文

本

！ ② I②②②瞳

1

謂求琴(甲）
平成13年 1 月 1OB

逮捕状請求賭 逮捕状(甲）
睡成13年 1 月 10日

熱京凋舟 紬判断

蚊判官 雌

…洲鰹騨’¥"｡“
洞内庁響 ‘『俺耀彪姻

窃 盗下記鞍疑者に封し‘ 被疑事件に-ｺき

逮捕状の冤付を蛸求する

妃

l 岐疑考

氏 名 《P叶太郎

年 帥 昭㈹32年10月 2日生“3歳）

覇 禽 失仏、

住 居 魚東祁品川区大骨6TQ5心7号魚進4号

識
印内庁

ﾘﾋﾎ棚ル 織判所

仙判官 殿

認"儲…尋乢庁丸‘
刷巳いZlr滴l ﾄ 0角捌a

En画宜5部
蕃族壷。勾興"･
印内庁 鞠信耀彪

窃 盗下記懐疑省に対し、 被疑事件につき

遠捕状の発付を號求する

記

1 披畷哲

氏 必 乎叶点叩

睡 肺 昭和32年10月 2日生（43娘）

魁 凌 会祉胤

住 層 飛車繩品川区大時6丁ロ5各7号束狂4号

鶚三豊擬患竺竺雪竺竺皇
2

3

邪枢庁丸の内孑察署久は迩柚比警帝雑する？篤署

２３

ウ
】 とすると苫は，その期間及び事窒

４－コ

7召を超える釘効期

引致Tべき官公署又I の他の塀所３
４
《
。

審況序文.の内聯嘱番人l』逮描地吟子糟する畷癖モ

逮摘状を数通必葛巻寸五と きは，その散及び事由

畷うに足り軸相当鞍Jp山被疑者が瓢を犯した ー

6銭疑考の逮捕を必要とする事由
｡ ■ p ◆ ■ ■ 命 申 ● ● 凸 ■ ● ● ● ● 由 ■ ● 凸 ● ｡ ■ 七 ● C ■ ● 命 中 G

7岐腿轡に対し、同一の犯罪事実スI乱視に侭壷中である他の犯罪事実$二ついて．鯛l二途撞状の請求ス臆

その輪付がﾙ7つたとき1乱‘その旨及び毛の鯉昴宰実笠びIg問一の狙罪事実程つさ更Iこ逮捕状を購求する
認6 ‐ 症、一一一'密、

6馥疑蚕の逮摘を必要とする事由

■ 由 ｡ ◆ ･ 巳 ● ● ■ D c q ■ ■ 早 甸 ● ● ■ ■ 4 日 申 各 各 中 中 ■ ■ 中 中 ●

7銭受者3こ守'し．閥一の免赤事爽又確現偲侭壷中である他の犯罪車実について．嗣'二逮捕税の綿求又侭

その

理由

捕状を鯛:特rろあやたときｲｭ，その富迭びその凪琢＊夷韮ぴis屑一の認罪亭挺8こつt更Iこ遼

8 3()万Iり（刑,農,総力行為導焔別に間･1.る法仰及び軽済関係罰則の雛伯に関寸.る法伸の鍬以外の卵1こ
つ↓､では魁方脚） lX下の罰金,拘剛叉は科料(呈出たる罪について11．隅聯師舩法購199条簿1噸ただ1．

8 30万円（刑油僻加為笄処刑に間･1.る拡雑腿W魁澗閲柵別Mﾘの睦偏に関する他仰の卵以外の罪に
つし､ては2万円） 1，(下の荊金． Iも1冊又112科料にﾄ¥た為昴'＆つし‘ては，刑本所醗法節199糸鱒1噸ただ1．

に定める享山
一一一一一一一一一一一一一

按疑事翼の雰旨

喪密｛

9q

渕蛾払瓜鋤と狩り 3'1蛾起伏的とおり

令状請求却下

①通常逮捕状にホチキスで編てつされている逮捕状請求番（甲） （以下「鮪求書」 という。 ）原

本を取り外す。

②鯖求警の原本及び謄本に「本請求を却下する，理由（裁判官に聞く） ・ ・ ・ ， 平成○年○月○

日，東京簡易（地方）裁判所．裁判官○○○○」 と記入し，原本に裁判官の認印をもらう。

③ 「令状講求事件簿j (簡裁用又は地裁用）の「結果」欄の「発付」を二重線で消して， 「却

下」 と記入する。

④謂求書原本及び一件記録を請求者（警察官等）に返還し，事件輝に受領印を受ける。

⑤淵求響勝本は， 栽判所で保管する。

【留意事項】

その他の令状請求の却下についての取扱いも同檬である。

｛
③僻鼎』を星島闇墓埼澗

l

③令状請求事件簿（簡裁用又は地裁用）記入例 堤畠薑
’

’ 昨“ ヅ
令状
砿別

硝求壱の

所鴎庁
受付 廟件番号 罪名等 液疑者等 敏絢l官

マ

ズ 傭 考

＝

却下 ⑨1 ．10 0121 窃盗 甲野太郎 甲 陸奥丸の内

苑付



(資料21）

事件番号（ ） 一
《
洞 状点検

壼
一
不

）） 【○】 （氏名

）

【し】 （氏名

【△】 （氏名

口通逮口緊逮口捜差口検証口鑑処 口身体□ |，
－

I捜索．差押･検証許可状請求書
【 】差し押さえるべき物の記載

【 】捜索検証すべき場所等の記載

【 】 日出前， 日没後の執行請求の有無

H覇鰯雲 感雲’
I鑑定
【 】

【 】

【 】

請求書の点検（共通事項）
一一マーーーFT 一一一 マー

◆
三
川
Ⅱ
川
、
Ⅲ
一
◆
｜
川
川
Ⅱ
｜
◆
｜
、

ﾛ

(請求書宛先と受理庁の同一の
…銅】薦寺庁【 】 【

住

…
載

栽
柵
圃
、
、
電
機
γ
；
＃
＃
伊

柵

篝】請求Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

１
１
１
１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

日
和
趨
轆
熱
誠
＃
獅
鶏
剛
錘
銅
唾 性の

繍溌

”蝋

蕊

霞】請求 烏袋

餅
の
記

1訂正
蕊

】請求

’
1

】被疑
の記

居

疑罪急急載】被疑
同一同一

疑

鶴蝿
の

【 】 【

蝿嬢鰯鍾綴
被疑事実（犯罪事実）の要旨の閲

被疑事実中，犯行日 （特に年度）

謄本の添付（原本との同一性確認

身体検査令状斎

】川髻拝繍性別１
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

｜

I
，健康状態の表示）

認

【 】 【 】必要とする理由

【 】 【 】身体の部位の記載

作成令状の点検
【 】 【 】令状名

簿
【 】 【 】被疑者

【 】 【 】罪名（

【 】 【 】請求者

【 】 【 】発付年

【 】 【 】有効期

【 】 【 】夜間執

【 】 【 ｝聯引

鶏逮捕状請求書（甲）

【 】請求

【 】引致

【 】数通

【 】 「相

【 】 「必

【 】以前

! 】葦学

◆

】

】

】

】

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

郡弓脅

9

【 】 【 】公訴時効の確認（特に更新時）

逮捕状請求書（乙）

【 】受付時刻記載の確認

【 】逮捕時刻と請求時刻の差（

蕊
1 1鑿蚕
【 】逮捕

【 】引致

【 】逮捕

【 】 「充

（ 】彙雲 藩求

◆
■

令状交付時の点検ｌ
Ｉ
Ｉ

１
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
１
１
１

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

１
１
１
１

蕊

’

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
１
１
１
１ “ ＆孝

牙

》

の記載

■
卿．……¥…

｡

鴬

【 】 【 】 「必要とする事由」

＊令状交付時は複数の者が点検する。

＊同一の被疑事件について複数の令状が請求された場合には,まとめて1枚の令状点検票を作成することで足りる。



(資料22）
平成13年東地緬第1234号 平成13年検第1 23456号

起 訴 状

平成13年1月10日

東京地方拙判所殿

東京地方検察庁

横察官検事 甲野一郎 ③

嘩繍
下記披告事件につき公翫を提起する1

記 聯記

本蒲 東京祁千代圖区餓が間1丁目1番

住居 同祁問区愈が関1丁目1昏1号住居 同祁問区硬が関1丁目1詩1号厩が関マンションA－6

職業 無職

（勾闘中〉 白 山 太 郎

昭和48年7月1日生

公 脈 本 英

披告人は，平成13年1月3日午後1 1時過ぎころ･東京都渋谷区恵比野1丁目

4祷7号エピスピル401号室盛田寿一（当鱒27年）方において，同人に対し‘

設葱をもって．所携のナイフ（刃体の長さ約10センチメートル）でその左前胸部

を1回突き刺し‘ よって‘同日午後1 1時58分ころ．同都目黒区駒場3丁目1番

23号山田綱院において‘同人を左前胸部刺創に騒づく出血により死亡させて殺害

したものである．

罪名及び嗣柴

段 人 刑法第199条

起訴状受理の手続

① 検察庁の起訴状逓付票（以下「逓付票」 という。 ）の受領印欄に認印を押し，逓付票のコピ

一を取る

’
②起訴状及び起訴状謄本に受付日付印(A印）を押す。なお，原本の受付印のみに認印を押

す。

※ | 1
※添付されている起訴状謄本の数を確認する。

◎添付される起訴状謄本の数

在宅の場合（身柄関係密類がない場合）→［被告人の数］＋1通

上記以外の場合→［被告人の数］＋2通

③当直明けに，地裁あての起訴状は地裁刑事訟廷聯件係へ， 簡裁あての起訴状は簡裁刑事訟廷

事件係へ， それぞれの事件関係送付簿に，起訴状と追起訴状をまとめて「起斫状○通」 と記載

して逓付票のコピーとともに引き継ぐ。

※起訴状の通数と起訴状逓付票の被告人数は必ずしも一致しないので注意する。

③事件関係送付簿記入例

文書の標 目 ｜ 送付先
事件番号又は

日記簿進行番号 受領印
＝
ｲラ傭送付

’

起訴状○通

（ ）

’’’
（ ）

I
I

（ ）

空欄でよい
1 ． 10



(資料23）
平成13年粟地緬第1234号 平成13年検第123456号

翫因等変更調求書

平成13年1月10日

東京地方故判所殿

11〔京地方検察庁

臓察奮検* W' Xf -郎③
蝋

吻'"" ’W
綾告人甲野太郎に対する覚せい剤取婦法違反披告事件につき，平成13年1月5

日付け起脈状肥戦の斫因を下記の通り変更したく鮒求する．

記

公訴事実中rO 1グラムl とあるのを「0 15グラムjに改める．

訴因等変更請求書受領の手続

険察庁の起訴状逓付票の受理柵に認印を押す（起訴状の場合に同じ） 。

①訴因等変更請求書及び同謄本に受付日付印(A印）を押す。

②事件関係送付簿の事件係あての箇所に以下のように記入する。

②事件関係送付簿記入例

’郡件番号又は

日詑簿巡行番号
受領印 考送付先 備文書の標 目送付

（ ）

白山太郎
求書訴因等 変更言

廼
罰条

主
月1 ． 10

■
■
■
■
■
Ⅱ
ｉ
ｐ
Ｂ
Ｆ
二
ｌ
Ｌ
Ｉ
■
０
１

求書標題に応じ記入｜
＝ニーーニーー71

（ ）

）

春日一郎 訴因並びに 変更 請求1 ． 10

’（ ）



(資料24）

’ 2 妓睡事実の要旨

司法馨察員車件送致杏肥戟の犯罪車実

身柄明日・本局同行Ｇ●幹。。

今

も
◆

■
４

日
日
ｌ

■

■

●

■
◆

甲

６

姉
０
４

坪
●
Ｉ
ｊ

■
■
■

、
帥
勉

風
固
飼

ＣＦＯｎＦｐ

勾留請求書
3 勾闘十べき刑事耀殴

秒視庁丸の内馨察署留産施股

平成18年11月 1日

錨。吟
東京 戴判所

仙判 ‘内. 澱

4岐騒者$こ弁暖人があるとざは，その氏名

岡野三鮒
東京地方横隈庁

換察官検事甲 野一 倉⑬

5機隆肴が現行犯人として適痛された者であるときは，罪を犯したことを礎う;こ足り

る柵当な理由
下肥披疑者に対する覚せい剤取締法違反被疑事件につき‘被疑考の勾寵を請求する、

なお．被疑者欄中年齢，職窮若しくは住居又は被疑事実の審旨欄のうち空欄は，遠捕

状狛求嘗妃戦のとおりである．

現打犯人逮捕手縢筈記載のとおり

記
6刑＊訴麓注第60条婿1項各弓;こ室める事由

ノ側事訴馳法第60条第1頃第 1 ． 2， 3 号l 彼疑肴

氏名 乙川 郎

年齢 昭和1 1年1 1月1 1日 徹）

職実 無廠

仕居 不定

6941ぐ 勾留等請求勾留等請求

7 摘察官又は司法瞥蛎騒貝がやむを得ない事↑"によって刑事所訟法に定める蹄間の瑚

鱒;こ従うことができなかったときは．その車磁

911漁司法等彌閃の平成 年 月 日付け#&告替記峨のとおり

逓付票の勾留番号と同一

勾留請求書受理の手続

検察庁の勾留等請求逓付票（以下「逓付票」 という。 ）の

逓付票の最終葉余白に受付日付印(B印）及び認印を押した上，

逓付票原本は検察庁職員に返還する。

｢請求」欄に受領印を押す。

コピーを2通取る。

①
②
③
④ 勾留請求識に受付日付印(B印）を押し，認印を押す’ '。
※押印の際には， 受付日付印(B印）の時刻を必ず確認する。

※ 1件数名の場合は請求書ごとに受付印を押す。

※逓付票のコピーは 2通とも刑事1－4部に一[事件関係送付簿A」に所定事項を記載の上Ⅲ

｢事き継ぐﾞ （翌日が休日のときは． 1通を「勾留等請求 票綴lに綴り． も
一

1

関係送付簿_A_｣－1備考欄に [ 1 通は編綴済_み｣__と_記載)≦≦でゞ≦≦翌日の

盤‐2L4=

勾留等請求逓付票

令状事務担当 員に引

,資察序籍|勾翻雷． ,蕊察富名 勾留場所受領日・部署・受領印等｜備 考 ’氏名・生年月日 罪 名

1W求I交付l記録返還I令状返週 明日身柄同行

接禁鯖求付
覚せい剤東京地検 甲野 乙川一郎18-06941

丸の内沖限|ご ’勺

ア

’
②逓付票の

最終葉余白

に受付印B

印及び認印

を押す。

①受領F
可

ノ

この柵lに結果（ 「発付」又は「却下」 ）を記載し‘

記録引継ぎ時に検察庁職員の仮の受領印を徴する。
■ 一
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接見等禁止請求書

平成13年1月10日

東京 故判所

縦判官 殿

…雪

東京堤方検察庁

検察官横事甲 野一 圃畑

被隆者（綻告人） 乙川一郎 （丸の内警察署収容）に対する

覚せい剤取締法違反 按躍率件につき‘

罪証を隠滅十 る と疑うに足りる紺当な理由があるから．

彼疑考と刑事訴舩推第39条1項に規定する者以外の新〈ただし，被疑者の勾翻さ

れている刑事施般に催かれた刑耶施股悦粥委員会及び間会婁員並びに被疑者の勾偲

さオ1ている留置施股に係る罰置施般視察要員会及び閲会姿員を除く， ） との交通3こ

つき．下記事項に関する裁判をされたも,、

能

1 接見の禁止

2 香甑又は物（哩食．寝具及び衣類を除く． ）の授受の紫止

(注意） I 事例に応じ． 不要の文字を削ること。

2 第1回公判期日後の請求につt，ては． 『鮫判官』の3字を削ること

接見等禁止請求受理の手続

検察庁の勾留等請求逓付票「備考」欄の「接禁請求付」の文字が○印で囲んであることを必①

ず確認する。

②接見等禁止請求書に受付日付印(B印）を押し，認印を押す。

※押印の際には， 受付日付印(B印）の時刻を必ず確認する。

※一件数名の場合は請求書ごとに受付印を押す。
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起 訴 状

平成13年1月10日

東京地方紋判所殿

I

［｢求令状」の表

公 訴 事 実

被告人は，平成13年1月3日午後1 1吋過ぎころ東京柵渋谷区恵比寿1丁目

4番7号エピスピル‘101号室盛田寿一〈当時27年）方において，同人に対し，

級意をもって所携のナイフ（刃体の長さ約10センチメートル）でその左前胸部

を1回突き刺し． よって‘同日午後1 1時58分ころ．同都目黒区駒場3丁目1番

23号山田病院において，同人を左前胸那刺創に基づく出血により死亡させて殺害

したものである，

卵名及び綱条

殺 人 刑法第199条

求令起訴状受理の手続

求令起訴状の受理

起訴状受理については「起訴状受理の手続jに同じ。

1

’ ’
(1)

逮捕中求令状の場合には， 必(2) 理時刻を記入する｡

2 勾留状， 勾留質問調書の作成（詳細は次ページ参照）

(1) 被告人用の勾留状を作成し, (何号で勾留するか，勾留場所はどこか，起訴状原本の附せんで確認し

て記入する。 ）勾留状と起訴状写しを，合てつして裁判官に一件記録とともに提出する。

（2） 被告人用の勾留質問調書の記載できる部分を記入する （被告人名は，起訴状記載のとおりにする） 。

勾留質問立会等

勾留状，勾留質問調書， ゴム印を用意して勾留質問室で立会をし， 勾留質問調書を作成する。

※東京地裁では，起訴状謄本の送達は受訴裁判所が行うこととされているので，被告人に起訴状謄本

の交付送達はしないこと。

3

4 勾留通知

被告人が希望した場合には

から2か月間（初日算入） ）

指定した相手方に． 被告人を勾留することを通知する（勾留期間は起訴日

記録の返還

検察庁令状担当へ刑事14部の事件関係送付簿（庁外と記戦のあるもの）に記入し， 一件記録を返還す
る。

※勾留質問調書は，事件係に引き継ぐﾞ （検察庁へは引き継がない。 ） 。

庁

、

6 起訴状等の引継ぎ

起訴状，起訴状謄本， 勾留質問調書は， ほかの起訴状とともに当直明けに事件関係送付撫で事件係へ引

き継ぐ。

｢逮揃中求令状」の場合は受
付印に受理時刻を記入する。

131，10
131010
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早戚 率唖東堆陥勾箇霧 吟

刑事訴訟法60条1項各号に定める車由

勾 留 状 楕揮印

下記の 2． 3 号に当たる．

l 被告人が定護った住居を有しない．

2被告人が罪柾を隠滅すると疑うに足りる相当な理由がある．

3被告人が逃亡し又は逃亡すると疑う$こ足りる相当鞍理由がある。

自称甲野次郎（別添写真の男）

昭和30年3月30日 生

豊島区池裳本町1－1－1第1ピル1階

パチンコ店店風

氏
竿
住
職

名
齢
居
業

綴由被告人

…

■
裟告享件名 毒物及び劇物取繍法遭反

(検察官）

白山
公訴事実の哩旨 別紙起訴状写し記鮫の公訴事実のとおり

刑率訴舩法60条1項
各号に定める率由

要而のとおり

全勾 研 卿 所筈視庁新宿警察署翻置施設

この令状の有効期NMは発付の日から7日とする，有効期間経過後は，その軌行に蒜手す

ることができない．この場合には，これを当紋判所に返還しなければならない． 起
訴
検
察
官
名

上記被告事件について．被告人を勾創する．

平成13年1 月 1 1 日

東京地方縦判所

ボ③城判官陸奥亜
＝

執行した竿月日時平
及 び 場 所

記 名 押 印

成 年 月 日午 時 分

執行することができな

かったときはその事由

記 名 抑 印 平成 牢 月 日

平成 年 月 日午 岬 分勾留した年月日時

及び歌扱者

勾留題。'閥承濁率唾 率（む）電 号 誉疋官印 (椎秀人廟〉

｜ ’観判官剥口1

勾留質問調書

銭告人 自稗甲野次郎

肢告人に対十る

毒物及び劇物取締法違反 被告本件

『島ついて．平成13隼1月 1 1 日 東京地方裁判所において．

裁 判 官 陸奥亜紀 は．

裁判所番記官 山川一郎 を

立ち会わせて，被告人に対して次のように質問した，

伽氏名鯉齢,職業住居及び本傭壁竺ﾐ弾くでくださ↓､｡ '外国人の場
答起癖状肥戦のとおりです． 一一 ，＝

外国人の場 合「及び

国霜」と訂正する。

画
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述
事
宮
ね
甲

判
状
か
判
尋

〆
鍍
函
い
Ｉ
答
１
１
岫
恥
蜂 即（兄）危話番号3333－1111

被告人が述べたこと

を記戦する。
を告げ．

て何

の通知

I

り脇み聞力･せたところ． 側進ない旨申し立て署名指印をした。

勾聡貧悶まで鎮篝人に｜署名・指印させる．

’ a/r以上のとお ■

’、▲ 國波告人甲斗次郡

この手続きは．通訳人

前岡日同庁

即凶勾甑通迩濟剛凶伺庁

を介して行った。

③鋭判所掛記官 山川一目

俄判所害記宵
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身柄明日 ・本日 同行

勾留期間延長請求書

雇成18年9月10日

徽

嘩' "“川
東京 般判所

載判官 殿

、<遥彗鰯
東京地方検察庁

臓察寅縢噸甲 野一 倉⑥

鼓疑者乙川一郎に対する覚せい剤取耗法違反被礎事件

につき．下記のとおり勾留期間の延長を請求する．

配

1 勾蘭綱求の年月日 平成18年9月10日

2 前;こ延長された期間 始期 平或 年 月 日

終期 平成 年 月 日（ 眉間）

3 延憂を求める期柵 始期 平或18年 9月12日

終期 平成18年 9月21日（10日間）

4やむを榔なb,事由 別紙記戦のとおり

↑2'ぐ引勾留期間延長請求逓付票の「請求番
■

勾留期間延長請求の手続

｢逓付票」 という。 ）の「請求」①勾留期間延長請求逓付票（以下「逓付票」 という。 ）の「請求

②逓付票の最終葉余白に受付日付印(A印）及び認印を押した上

③逓付粟原本は検察庁職員に返還する。

④勾留期間延長請求書に受付日付印(A印）を押し，認印を押す

欄に受領印を押す。

コピーを1通取る．

|
｜
※ 1｡ ※ 1件数名の場合は請求害ごとに受付印を押す。

⑤
⑥
蹄イ 蕊のニピーの「請求日数｣一欄に謂求され た延長期 間終期及び請求日数を記入す

→

延_長扱定媛出た一ら．逓付票_の豆ピニの__「交付_｣_欄に裁_判官名堂 ｢記 の始期及び延返還I欄に延

長旦数を記入士る一（延長日数の短縮に注意する。 ） 。

⑦記録返還時に逓付票のコピーの「令状返還」欄に検察庁職員の受領印を徴する。

※逓付票のコピーは． 当直明けに事件関係送付簿Aで刑事14部に引き継ぐ

勾留期間延長請求逓付票 珊求日 平成18年9月10日

検察庁名

東京地樵

険察官名鯖求番号 罪 名勾留場所 諭求日数氏名・生年月日 備考受領日 ・部署・受領印等

蹄求I交付

１

週
２
１

返
１
０

録
／
皿

紀
９

令状返遭
甲野検離 覚せい剤 00鴇121 乙 ノI 師

SllI11I

H18.01塑婚

才 画
「

I

l

I

l

I

⑦受領印

間終期

）

①受領印 岬…

⑥延長の始期
(延長日数）

②逓付藁の最終葉余

白に受付日付印（A

印)及び麗印を押す。
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一

刑事訴訟法60条1項各号に定める事由

下記の2， 3号に当たる。

被疑者が定まった住居を有しない。

被疑者が罪証を隠滅すると疑うに足りる相当な理由がある。

被疑者が逃亡し又は逃亡すると疑うに足りる相当な理由がある。

１
２
３

－－

勾 留 期 間 の 延 長

｜

’

延 長 期 間延 長 期 間

平成18年 9月21日まで 平成 年 月 日まで

理 由
１
１
１

由理

関係人取調べ未了

証拠物多数のため

鑑定未了’
’

①平成18年9月1

東京地方 裁判所

裁判官陸奥亜紀□

平成 年 月 日

裁判所

|③ 裁判官十
I

勾留状を検察官に交付した年月日
毎一一。 今今一一 一一一一一凸●一一ー一一一一一一一一一G－一一q■百一つ■凸ロロ■＝ロロ＝－＝■ロロ＝＝＝凸

勾留状を検察官に交付した年月日
＝＝ローーーーーロ＝＝~‐＝ー垂一一一一＝＝一一＝＝＝＝－－－＝一一一＝一一一＝一垂一画凸一＝＝一一一一一一凸ロー＝＝

ｌ
‐
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
．
‐
Ｉ

や④
郎・仁

二■■

平成18年9月1 1日

裁判所書記官山川一

平成 年 月 日

]⑤裁判所書記官
■
■
■
■
■

－ －

勾留状を被疑者に示した年月日時
一一＝一ヰーーーーーー｡■字●ロロ苧＝ロローー●‐』■ー①｡＝‐』■一一 一 一÷一－－勺一一一一一一一一一一 一一 一

勾留状を被疑者に示した年月日時
一一●一一一一一一q■仏一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一一一一一一q■傍一一一■■一一一一一一一＝一一一一

平成 年 月 日午 時 分

刑事施設職員

平成 年 月 日午 時 分

刑事施設職員

※記載例①ないし⑤の部分は，あらかじめ書記官において記載した上で各裁判官に記録を上げる。
「延長期間」 ， 「理由」欄については，各裁判官において記載する。
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平成16年5月10日

令状事務担当者殿

東京地方裁判所刑事訟廷庶務係

事務連絡

士曜， 日曜及び祝日に，東京地裁係属の刑事通常事件について保釈請求がされた

場合には，請求者に当直明けの処理で構わないか否かを確認し， 当直明けの処理で

構わないと回答した場合には当直明けに事件関係送付簿で東京地裁刑事第14部

（第1回公判前の保釈請求の場合）又は東京地裁刑事訟廷事件係（第1回公判後の

保釈請求の場合）に送付してください。

請求者が処理を急ぐと回答した場合には，第1回公判前の保釈請求では令状当番

裁判官名（簡裁裁判官では求意見ができないことに注意）で東京地検に求意見をし

てください。この場合には，検察官からの意見が返送されないと，保釈の判断がで

きない旨を請求者に伝えてください。第1回公判後の保釈請求では，東京地裁刑事

訟廷管理官又は刑事訟廷副管理官に連絡し,その指示に従って処理をしてください。



(資料31）■勾留質問室レイアウト■

’

●



（資料32）

（訟ろ－15-B)

平成17年11月2日

地方裁判所長殿

家庭裁判所長殿

最高裁判所事務総局刑事局長大谷直人

最高裁判所事務総局家庭局長山崎 恒

拝啓時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

さて，最近，ある地方裁判所において，罰金以下の刑に当たる犯罪の嫌疑がある

少年に対し，誤って勾留請求がされた事件の処理に際し，少年法41条との関係が

検討されないまま勾留状が発付されるという事例がありました。

少年法41条について，警察及び検察の実務が， 同条の文言に忠実に，少年の被

疑事件について捜査を遂げた結果，罰金以下の刑に当たる犯罪のみの嫌疑があるも

のと思料するときは， 司法警察員は直接家庭裁判所に送致しなければならず，検察

官に送致することは許されないとの解釈によって運用されていることにかんがみる

と，少年に対する勾留請求事件を担当する場合には， 当該被疑事件が，罰金以下の

刑に当たるものでないかどうかについても十分配意する必要があると思われます。

ついては，所属の裁判官及び関係職員に対し， この趣旨を周知させてください。

なお，簡易裁判所に対しては，所管の地方裁判所長からこの趣旨をお伝えくださ

い。 敬具



(資料33）

勾留状の記載例

①勾留を請求した検察官の姓

の記載は不要となった。

②勾留請求書記載事項を「戸

籍謄本,本籍照会書｣等で確認

する。 「年齢｣は生年月日を記
載する。※1※2

③．④司法警察職員等に対す
る供述調書等で確認する。

⑤勾留請求書2枚目の「勾留

すべき刑事施設」棚のとおり

記戦する。

⑥勾留請求書の受付日付印で

確認する。

⑦勾留請求書2枚目の「刑訴

法第60条第1項各号に定め

る事由」柵で確認する。

振揮印

勾 留 状

自称甲野次郎（別涌写真の兜） ②

昭和30年3月30日生

Ⅸ
師
住
磁

Ⅸ
師
住
磁

名
齢
屠
醍

名
齢
暑
醍

艫長
艘暖肴

｜ ③

パチンコ店店風 ④
一

披疑考腱対寸.覇毒物及び劇物取締法違反被暁事件について‘同人を警机庁斬宿警察署岡低施
股に勾彌十る‘ ⑤

艇長

箪躍事実鋤唖間 別紙のとjjり

刑蛎獅訟瀧60鏡1噸

各号に定める亭由

有効期間

次紫鋤とjjり

①
平成18年11月9日まで

この令状は何効期間経過樋I咲．その納行に若手十為ことができ戦い’ 二の鳴合に『$

これを当故判所に退還しなければならない．

平成18年11月2日

東京地方抜判所

戯ｷﾘ背 賎奥亜紀 ？

勾葡鵠求の年月B 平威18年’ 1月1日 ⑥

平成 年 月 B午 時 分軌行した年月日時及び
側所

妃名押印

(注）勾留状への庁印の押印

は不要である。

※1

勾留状の記載に当たっては，
勾留請求書記載の各事項につい

て，戸籍謄本や旅券等関係証拠

書類（現行犯人逮捕手続書告

訴状，供述調書等）で確認する。

※2

勾留請求書で漢字を使用して

いる外国人被疑者の記載方法

（例鄭軍ことジョン・ジュン）

原則カタカナ表記部分のみ記

載することになる。

ただし，①日本名のこと名書

きがある場合や②在日韓国・朝

鮮人の漢字名について母国語読

みが明らかでない場合等，記載

方法の例外も数通りあるので，

平成17年2月14日付け刑事

首席書記官事務連絡「外国人被

疑者の勾留状に記載する被疑者

氏名の表記変更について」 （資

料45）を参照した上で処理す
る。

なお，勾留状とともに作成す

る勾留質問調書，接見等禁止決

定，通訳人尋問調書，通訳料請

求書，通訳人旅費請求書等の書

面についても同様である。
※3

外国人被疑者の勾留状等に記

載する被疑者氏名及び罪名の表

記につき，平成18年8月16

日付け刑事首席書記官事務連絡

参照（資料46） 。

帆行することがで倉な

かったときはその事由

記名押印
平股 錘 月 ﾛ

平成 唾 月 B午 8ル 分
勾禰した年月8時及び
敗扱者

（被礎考用）1

t波疑考甲野次郎）

章
｜
’涜亭翫鯉砧60灸1項各号に定

』／
下記の 2， 3 号に当たる．

強疑考が定まった住Gぞ＃しない．

彼疑帝が邪睡を喝減すると疑うに足りる柵当左理壷がある．

按疑者が迩亡L又は遜亡すると唖うに足りる咽当な理蜘がある．

１
２
郡

勾留期間の廷長

延 是 綱 間

平成 年 月 e皇で

津 恥

延 長 期 間

事応 年 月 量宣で

理 虫

平成 年 月 日

戯判所

艇111宵

鯉願 躍 月 B

叔判所

股判官

勾留状を噴瑠官6二交付した隼月日

平成 年 月 日

独刺所害紀官

勾葡状些検察官に交付Lた年月日

平旗 年 月 劒

舷切所書屋宮

勾留税を捜喫巷↓こ示した隼凡日輪

平成 年 月 日午 oり 分

勾留状を綻受肴に示した年月己時

平成 顛 月 側午 鱒 分

開事竃竺電員 嗣事瞳殴竃員

ー

強唇考甲野次郎 I



勾留質問調書の記載例
(資料34）

被疑者国選弁眼対象事件用）

鋤甘鯛印｢－

勾留質問澗書
！
Q

d
■

披疑者 自称甲野次郎

被疑者に対する毒物及び劇物取締法逸反被疑車件について，平成18年11月2

日東京地方銭判所において，

職 判 官 陸 奥 亜 紀は‘

救判所書記官 山 川 一 郎 を

立ち会わせて，被疑者に対して次のように質問した。

間氏名，年齢，住居及び職業について述べてください。

答勾留謂求嘗記紬のとおり

ただし‘職業は，パチンコ店店員です。 （※1）
城判官ば，終始沈黙し、又は個々の質問に対し陳述を拒むことができる旨を告

げ，

勾曾錆求書記栽の被疑事実を読み聞かせた．

間検察官からこのよう聡耶実について勾關の請求があったが,これに対して
何

’か述べることはないですか．

答事実は．そのとおり間違いありません。 被疑者が述べたことを記

鹸すみ‐

(※2）

裁判官は,弁謹人を選任することができる厨及び貧困その他の事由により自

ら弁護人を選任することができないときは弁襲人の選任を謂求することができ

｜ る旨を告げ， さらに，弁護人の選任を請求するには資力申告書を提出しなけれ

灘繍職撒雪

必要に応じて

『領事機関へ通報してください」

｢領事機関への通報は必要ありません」

権利の告知についてと題する書面を被

疑者に示したときは『二国間条約に基づ

く権利告知済み」と記載 雲少軍鍾羅名講筒Iをした．膿み聞かせたところ(上のとお↓

(※4）

「－‐次郎

て行った。

被疑者甲野
室勾留質間

せる。

さ

この手続きは，通訳人 を介し

感。
前同日同庁 縦！

’ ”圖勾"鐵繍…庁“

星
駕職患縦撫…｜

‐ ‐ I

二二二二二＝川一郎 ⑳

※領事官に通報した場合｢領事官に
一

通報済」の印を押ず。

軍i･ー一・~.ー~~一一ー一一~ . ‘ ．

'通知,通報を担当した
書記官の認印を押す。

領事官に擬識碧〈勵

レヲ|_エニニニニ
｜･.－

、ミ震冨E蕊領事官に通報した旨
新宿警察署長に通知済③

※1被
例1例1
疑者の入定
被疑者は，裁判官の入定質問に答えないので，識
者として出頭した者の容貌を照合し，同一人物で
裁判官は，送致書添付の写真等一件記録により被
書記載の人物と同一人物であることを確認した。
裁判官は，看守に対し，被疑者の特定を促したと
が，逮捕番号○○署△号の者である旨告げたので
と照合し，被疑者として出頭した者が請求書記載
た。
裁判官は，勾留請求書添付の写真等一件記録にJ
疑事実に対する陳述
事実は，そのとおり間違いありません。
事実は》身に覚えがありません。
検察官の取調べのときに述べたとおりです。
黙秘

被疑者は，裁判官の入定質問に答えないので，裁判官は，勾留請求書添付の写真と被疑
者として出頭した者の容貌を照合し，同一人物であることを確認した。

例2裁判官は，送致書添付の写真等一件記録により被疑者として出頭した者が本件勾留請求
書記載の人物と同一人物であることを確認した。

例3 裁判官は，看守に対し，被疑者の特定を促したところ，看守が被疑者として出頭した者
が，逮捕番号○○署△号の者である旨告げたので，裁判官は，本件勾留請求書記載事項
と照合し，被疑者として出頭した者が請求書記載の人物と同一人物であることを確認し
た。

例4 裁判官は，勾留請求書添付の写真等一件記録により被疑者と認定した。
※2被疑事実に対する陳述
例1 事実は，そのとおり間違いありません。
例2 事実は》身に覚えがありません。
例3 検察官の取調べのときに述べたとおりです。
例4 黙秘
※3通知先
例1 ○○○○〔 （同居・実父）電話番号○○○○〕です。
例2 千代田区○○町5－4－3

△△△〔 （雇主）電話番号○○○○〕です。
※4指印不能のとき
例1 被疑者は，左手負傷・文盲・身体障害者のため署名できないと述べたので，列席裁判所
書記官がその氏名を代書したところ，被疑者名下に指印（左栂指・右示指） した。

例2 黙秘して署名押印を拒否した。



接見等禁止決定の記載例
(資料35）

平成O○年（む）第OOOOO号

接見等禁止決定

OO警察署留置施設収容中

破疑者ジョンジュン

被疑事件毒物及び劇物取締法違反

｜
約国
ると

記入

上記被疑事件について，

あると認められるので，検

被疑者と刑鄭訴訟法39条

れている刑事施設に置かれ

れている留置施般に係る留

領事官を除く｡） との間で，

ただし，人定資料を除く｡）

の父母との接見はこの限りでない。

平成18年1 1月2日

東京地方裁判所

裁判官 陸奥亜紀④

即日検察庁に勝本送付済裁判所椿記官③

1 接見等禁止決定の決定原本に被疑者氏名，被疑事件名，発付年月日を記

載し，裁判官の記名印を押印して決定謄本送付済に書記官の認印を押印す

る。

2決定書の用紙には，①成年被疑者用，②少年用及び被疑者が外国人であ

ってウィーン条約加盟国の国籍を有する場合に使用する同決定本文中に「た

だし，○○○国領事官を除く。」 と記載のある③外国人用の3種類があるの

で注意する。

3決定謄本(複写のもの）を■作成し,書記官の記名印,職印を押印す
る。

4決定原本に交付送達報告書をホチキス（左側を2箇所留め）で添付･して

おく。

外国人用の記載例
一一一一一ﾏ▼－－▼ロ ーアー▼一丁一一一

検察官が，授受を禁止する文！

書のうち人定資料を除くもの

として，接見禁止を請求した

ときは，接見等禁止決定には，

｢(新聞，雑誌及び書籍を含

む」 の次に「ただし，入定

資料を除く。」 ’

と挿入する。



(資料36）

’ 特記事項 |"､ |…“特記
事項

勾留場所NC ’
備考欄

｜

受I

I

受i 渡艤鰯鍾 ’ |唖

’

出頭時刻被 疑 者 氏 名留置蕎号 請求者 情 報質問日

21．5．21

L一一一一一一一

１
１

１
｣二野 ⑬剣

1
■
ｇ
Ｏ
ｆ
■
■
口
。
】
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
Ｄ
Ｇ
Ｂ
■
Ⅱ
■
Ｕ
■
け
”
■
■
ｒ
■
■
■
■
■
■

３

2 城東 、17

日
・

壷
一間質

。
領
人

９
０
８
９
１

目黒 ⑧３ 20
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｉ
■

菊屋橋 、4 274

■
回
国 ５ 千代田

割
48 ！○I

○
両
鶉

０
０
０
０
０

１
１
１
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
８
０
１

乙
野
書
記
官

質
問
者
名
簿

甲
野
裁
判
官

新宿6 5 A

7 池袋 15 A
4

1

渋谷 ＠8 50

赤羽 、9 9
1

1

８
１
，
０
１
Ｊ
Ｉ
△
０
３
１
９
千
０
、
８
０
１
０
■
８
８

８
０
１
Ｌ
１
．
０
８
０
０
Ｆ
０
．
１
１
１
．
０

’
麹町 、10 67

、’ 1 三田 138

■
一

AB'2 五
口
－
Ｊ

二
二
口

（

13 AB 龍
１（

14 AB 語
』（

|A｡AB'5 五
ロ
ー
ノ

ー
盲
目

I（



|【作成単位:通訳人’人につき’通】 (資料37）

裁
裁
諸

決議印 判

判

謝

所
費
金

邑訳料
華
朋 求書

、
『
Ｉ
ふ

住所

東京地方裁判所

刑事第14部

圭
月

一
三
口

通訳人が記載

押印する部分
求
者 |

’

(フリガナ）

御中 氏名 □

平成 年（む）第

出入国管理及び難民認定

卜1名 に対する

通訳料を請求します。

平成25年4月8日

通 訳万、運類通訳に従事した年月日

～、、平成25年4月8日 北京語

~事件番号→記載

しない

支 給 定決

支 給 額 平成25年4月8日

計 係官印八円
～

額～皇 事
～巴|勾留質簡通訳糸に
円'－－円

｜ 金

内

円
一
円訳

、
金庫･組合 、店
番 号 、

振込先金融機関名 蹄
一
座口

預金

種別

普通，当座

通知，別段 、
尋問終了後，
、

振込年月日 |平成年 月 日 ｜ 小切手番号 ’ 担当裁判官に

押印をもらう前記の支給額を領収しました。

平成 年 月 日

氏名 □

備

考



|【作成単位:通訳人’人につき1通】
＝一一一

(資料38）

決議印
裁
裁
諾

判

判

謝

所
費
金

通訳人旅費請求書

一

通

住所

請
求
者

東京地方裁判所

刑事第14部 訳人が記載

押印する部分
(フリガナ）

氏名御中
□

平成 年（む）第

出入国管理及び難民認定法達薑菫鶏皇聴長芝駕を請求します。
に対する

平成25年4月8日

出 頭、場、~E斤通訳に従事した年月日

東京地方裁判月へ平成25年4月8日 事件番号→記載

～しない支 定給 決

支 給 額 平成25年4月8日

計 係官印-、円
～

額～ や金 、 事
内

-日当1目券、 、－円＝

樺円
一

旅費眉 km

、円

一
訳 円

~■
、

振込先金融機関名 銀行・金庫・組合

座 番 号口
預金

種別

普通， 当座

通知，別段
、

、
尋問終工進一

担当裁判官に

押印をもらう

振込年月日 |平成年 月 日 ｜ 小切手蕃喜
前記の支給額を領収しました。

平成 年 月 日

氏名 □

□ICカード利用備

考



| 【作成単位:被疑者'人につき’通】 (資料39）

裁判官認印

聿
冒問調通訳人 尋

被疑者 自称ティ ミン

ｦ事件名はすべて記載する。

被疑事件名 出入国管理及び難民認定法違反

’ 宣誓書をホチキスで止め

記官認印で契印る（雷

する）尋問した場所 東京地方裁判所

裁判官 霞ヶ関一郎

裁判所書記官 和光一郎

人定尋問

氏名

年齢

職業

住居

日生年／ 月 園訳人が記赦

雲飢…"…脇”
承知しました。

’
以上のとおり読み聞かせたところ，相違ない旨申し立て署名押印をした。

印通訳人

、通訳人が
署名・押印

④前同日同庁 裁判所書記官和光一郎



(資料40)

せん せい

鋲
一

コ

出
日
一

りようしん したが つうやくせいじつ

良心に従って，誠実に通訳
ちか

することを誓います。

通訳人 印

八
通訳人の記載・押印



（資料41）

（随時廃棄）

平成18年4月11日

職員各位

東京地方裁判所刑事首席書記官小 ’鳴良保

領事関係に関するウィーン条約36条1項(b)の規定に基

づく権利の告知等を行う際に作成する「通報の要請に関する

照会書」の書式の変更について（事務連絡）

標記の照会書について， 当庁刑事部において使用する書式が別紙のとおり変更さ

れました。この変更により，従来の書式の下部余白に「本手続は通訳人を介して行

った。裁判所書記官」の文言が付記されることになります。

ついては，夜間，休日の勾留手続等において標記の照会害を作成する際には下記

の取扱いをするとともに，印漏れなどの遺漏がないよう-|一分に注意してください。

記

1 通訳人を介して手続を行ったとき

「本手続は通訳人を介して行った。裁判所書記官」の文言の末尾に認印を押す。

2手続を行う際に通訳人を介さなかったとき

「本手続は通訳人を介して行った。裁判所書記官」の文言を二重線で抹消し，

訂正印を押す。



通報の要請に関する照会

あなたは， 国民として領事関

係に関するウィーン条約第36条第1項(b)の規定に基づき，拘禁された事実を

聖一

員 国 の領事機関に通報することを要請することができます。

要請するかどうかを回答書に記入してください。

なお， 当該領事機関に対しては，我が国の法令に反しない限り，信書を発するこ

とができます。

東京地方裁判所

平成 年 月 日

答回

東京地方裁判所御中

国 名

被拘禁者氏名

要請します。

通報することを

要請しません。

（注該当する文字を○で囲むこと。 ）

本手続は通訳人を介して行った。裁判所書記官



(資料42）

(別紙〕

権科の告知について

l あなたが拘禁された場合，裁判所は，領事関係に関する日本国と中華

人民共和国との間の協定第8条第1項(b)の規定に基づき，あなたが拘

禁された事実及びその理由を，拘禁の日から4日以内に，中華人民共和

国の領事機関に通報します。

2あなたは，領事官の選択する言語で領事官と面談し，及び文通し，並

びに領事官に弁護人のあっせんを依頼することができます。

3あなたは，領事官との面談及び文通並びに領事官による弁護人のあっ

せんを拒否することができます｡領事官がこれらの行動をとることをあ

なたが望まない場合は，その旨を書面に記載して，拘禁場所の担当者に

提出してください。

4 あなたは， 日本国の法令に反しない限り。領事機関との間で信書の発

信及び受信をすることができます。

東京地方裁判所

美子告知棋利

1 当像披拘禁肘，法院特根据《中隼人民共和国和日本国顎事跡定》第8

条第1"(b)的規定，在拘禁日起4日之内，将作被拘禁之事及共斑由通

根錯中隼人民共和国的執事机共。

2像存杖以戦事宮迭揮的需吉与顎事宮遊行面淡、通信，及委托戟事宮介

禦誉鈩人。

3 祢也可拒始埼領事宮逃行面淡、通信，及婆托顎事官介詔熱鈩人．如果

祢不希望戦事富来取迭些行劫,溝将像的此意鰹以福面形式提交錨拘禁観

美的興責人。

4像有枚在不遥反日本圃法律的箔園内，与戟事机共遊行稿佶往来．

糸京地方法院



(資料43）

勾留通知の記載例

電話による勾留通知ができず，かつ， 書面による勾留通知ができる場合に作成します。
－－

‐
①作成日付を記入する。平成21年 5月 21日

勾 留 通 知

甲野太郎殿 ②通知の宛名を記入す

る。

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官山川一郎 ③書記官名のゴム印を
押し，職印を押す。

に対する甲野次郎 ④被疑者名を記入する。

⑤罪名印を押す。

被疑者

毒物及び劇物取締法違反 被疑事件について，

⑥勾留決定の日を記入

する。

⑦勾留場所を記入する。
平成Z1年 5月 Z1日同人は

口東 京 拘 置 所

口警視庁本部留置施設
口警視庁本部留置施設東京湾岸分室

口警視庁本部留置施設西が丘分室
口警視庁本部留置施設多艤分室

口警視庁本部留置施設原宿分室

回警視庁新宿 警察署留置施設
日
智
■
〃
■
に勾留されたから通知します（□にしを付したもの） 。

問い合わせ先東京都千代田区霞が関l－1－1東京地方検察庁総務部事件担当
問い合わせるときは勾留の年月日と被疑者の氏名を必ず申し出ること。

裁判所は．鰯件内容の説明や被疑者あての手紙などの取次はいたしません。

（注意）

①勾留通知を書面で行う 裁判所名の入っていない無地封筒(裏面に縦書きで■■
1と印刷されている）を使用する。と印刷されている）を使用する。

ときは

’

’



(資料44）

領事官への通報書の記載例

一件記録に領事官への通報書が編てつされていないとき，確認書が編てつされているものの被疑者
が必要性について述べていないときに作成します。

－－－

● 巻

Ⅱ

報 書
､マ

超

被疑者 ジョンジユン

生年月日 1955年 3月 30日

旅券番号 ○○○○○○○○○○○

毒物及び劇物取締法違反上記の者に対する 被疑事件

について，下記のとおり勾留したので通報します。

①被疑者名，生年月日

及び旅券番号を記入する。

’ ②罪名を記入する。

記

1 勾留決定の日

平成Z1年 5月 Z1日

2勾留場所

口東 京 拘 置 所

口警視庁本部留置施設

口警視箸本部留置施設東京湾岸分室

口警視庁本部留瞳施設西が丘分室

口警視庁本部留置施設多摩分室

口警視庁本部留侭施設原宿分室

回警視庁新宿 警察署留世施設
□

｜

I

③勾留決定の日を記入

する。

④勾留場所にチェック

をし，必要事項を記入す

る。

前同日

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官山川一郎

⑤書記官名のゴム印を

押し．職印を押す。

領事官殿

事件についてのお問い合わせ先

東京地方検察庁総務部事件担当

東京都千代田区霞が関1－1－1

没

－テ - 」

（注意）

l 通報は書面にて行うので，通訳人に通報を依頼することは絶対しない。

2封筒は東京地方裁判所の庁名が入ったものを使用する。

’’
3

領事官通報した旨を勾留先の警察署留置担当者に対し， 電話により通知する。４
５ ’



(資料45）

拘禁に関する通報関係 FAX送信票

送信日時 平成 年 月 日午前・午後 時 分1

発信者 東京地方裁判所 書記官2

最高裁判所刑事局第二課訴訟事件第二係(FAX:■■■■■■）受信者3

要旨 （1）拘禁の年月・ 日時 平成年月 日午前・午後 時 分

（2）被拘禁者の氏名

年 月 日生 歳生年月日又は年齢

（3）罪名

（4）拘禁の種類

（5）拘禁の場所4

（6）通報する裁判所の名称 裁判所

（7）被拘禁者の職業 (船名 公船・私船）

（8）被拘禁者の住所

（9）領事官への連絡の有無 有・無 （連絡方法 ／連絡先 ）

(10)事案の概要

備考5



（資料46）

平成17年2月14日

職員各位

東京地方裁判所刑事首席書記官小嶋良保

外国人被疑者の勾留状に記載する被疑者氏名の表記変更につ

いて（事務連絡）

2月15日から，外国人被疑者の氏名を勾留状に記載する際には，勾留請求書で

漢字を使用している場合であっても，下記のとおり原則としてカタカナ表記になり

ますので，令状当番の際に被疑者勾留状を発付する場合には，遺漏のないよう処理

をお願いします。

1 原則

カタカナ表記をし，漢字表記はしない。

〔例1〕勾留請求書 鄭軍こと ジョン・ジュン

勾留状 ジョン・ジュン

〔例2〕勾留請求書 陳明祥ことチェン・ロンシアンこと

鄭軍ことジョン・ジュン

勾留状 チェン・ロンシアンこと ジョン・ジュン

2 例外

次の場合には漢字表記をする。

(1) 日本名のこと名書きがある場合

〔例3〕勾留請求書 山本太郎こと鄭軍こと ジョン・ジュン

勾留状 山本太郎こと ジョン・ジュン

(2)在日韓国・朝鮮人の漢字名について母国語読みが明らかでなく，勾留請求書



の被疑者氏名にカタカナ表記がされていない場合

〔例4〕勾留請求書 金田花子こと金花子

勾留状 金田花子こと金花子

(3) 外国人の異名について母国語読みが明らかでなく，勾留請求書の被疑者異名

にカタカナ表記がされていない場合

〔例5〕勾留請求書 趙正日こと郭鉄英こと グォ・ティン

勾留状 淵正日こと グォ・ティン



平成17年3月2日東京地裁刑庶印

平成17年2月14日付け東京地方裁判所刑事首席書記官事務連絡「外国人被

疑者の勾留状に記戦する被疑者氏名の表記変更について」の説明について

事務連絡を発出した目的

今回の被疑者勾留状に記載する被疑者氏名の表記変更は， 2月1 5日から東京地裁刑事第14

1

li －－ ‐|’勾留システムを使用することに伴って， コン部において，

ピュータヘ入力できない，裁判所用外字にない外字である簡体字（中国漢字の略字）等を極力削

減するために行うものである。

勾留システムは，平日に刑事第14部においてのみ使用するが，勾留状の氏名表記については，

平日，休日を問わず，統一する必要があることから， 土曜， 日暇，祝日の令状当番において発付

する勾留状についても氏名表記の変更を行うものである。

2 氏名表記変更する書面の範囲

刑事首席書記官事務連絡は被疑者勾留状の被疑者氏名の表記変更についてのみ触れているが，

勾留状とともに作成する勾留質問調書，接見等禁止決定，通訳人尋問調書，通訳料請求書，通訳

人旅費請求書などの各書面の被疑者氏名についても，原則同様の表記変更を行うものである。

被疑者の勾留状について行うもので，求令状等で発付する被告人の勾留状については行わない。

3 氏名表記変更の基本的な考え方

刑事首席書記官事務連絡の基本的な考え方は次のとおりである。

(1) 勾留請求書の外国人被疑者氏名に． 本名である漢字表記とその母国語読みのカタカナ表記が

ある場合には．勾留状の被疑者氏名は母国語読みのカタカナ表記のみとする。

（2） 勾留請求書の外国人被疑者氏名に，通称名，異名，偽名などの別名のある場合に記載する，

いわゆる「こと名」の漢字表記とその母国語読みであるカタカナ表記がある場合には，勾留状

には， そのカタカナ表記のみを「こと名」 として表記する。漢字表記の「こと名」のみが記載

され，母国語読みのカタカナ表記がない場合には，漢字表記を「こと名」 として記載する。

（3） 勾留請求書の外国人被疑者氏名に，別名として日本名の「こと名」が記戦されている場合に

は， 勾留状にはそのまま日本名のこと名を「こと名」 として表記する。

4 刑事首席書記官事務連絡〔例1〕から〔例5〕の説明

外国人被疑者の氏名の性質について， 次のように分類し，以下〔例1〕から〔例5〕について

説明する。

本名である漢字表記。 。 ． 〔例4〕の場合を除き表記しない。

本名である漢字表記に対する母国語読みのカタカナ表記・ ・ ・表記する。

偽名などを意味する漢字表記（いわゆる’ こと名）

･ ･ ･ Dの母国語読みのカタカナ表記がある場合には表記せず， ない場合には表記する

Ａ
Ｂ
Ｃ

｡

D :偽名などの漢字表記に対する母国語読みのカタカナ表記・ ・ ・表記する。

E : 日本名のこと名・ ・ ・表記する。

〔例1〕

勾留請求書 鄭軍こと ジョン・ジュン

A B

勾留状 ジョン・ジュン

B

勾留請求書に本名である漢字表記(A) とその母国語読みであるカタカナ表記(B)が併記

されている場合には，勾留状に母国語読みのカタカナ表記(B)のみを記戦する。

検察庁は， 勾留請求書の被疑者氏名について．別名として使用した名前である，いわゆる

「こと妬lの場合のほか．本名である漢字表記についても「ことlを付してくる。



〔例2〕

勾留請求書 陳明祥こと チェン・ロンシアンこと

C D

鄭軍こと
－

A

ロンシアンEと ジョン

ジョン・ジュン

B

ジュン勾留状 チェン

D B

勾留請求書に別名を意味する漢字表記のこと名(C) とその母国語読みであるカタカナ表記

(D) ,本名である漢字表記(A) とその母国語読みであるカタカナ表記(B)が記載されて

いる場合には，勾留状に別名を意味すること名の母国語読みのカタカナ表記(D) と本名の母

国語読みであるカタカナ表記(B)を記載する。

一般的に，勾留請求書の被疑者氏名は，別名の場合の「こと名j ,本名の順に記載されてく

る。

勾留請求書に，別名を意味する漢字表記のこと名に， その母国語読みであるカタカナ表記が

記減されていない場合が， 〔例5〕の場合であり， 〔例5〕の場合は， 勾留状に別名を意味す

る漢字表記を「こと名」 として記戦することになる。

なお， ・こと名の母国語読みであるカタカナ表記(D)については， 「こと」を付す。

〔例3〕

勾留請求書 山本太郎こと鄭軍こと ジョン・ジュン

E A B

勾留状 山本太郎こと ジョン・ジュン

E B

勾留請求書に日本名のこと名(E) ,本名である漢字表記(A) とその母国語読みであるカ

タカナ表記(B)が記赦されている場合には，勾留状には日本名のこと名(E) と本名の母国

語読みであるカタカナ表記(B) を記載する。

日本名のこと名は， 日本における別名で使用されていることが多く，いわゆる「こと名」で

あるので， こと名として，そのまま記載するものである（なお， 勾留請求書で日本名のこと名

に対して読み方であるカタカナ表記がなされることはない。 ） 。

〔例4〕

勾留請求書 金田花子こと金花子

E A

勾留状 令田花子こと金花子
一

E A

在日韓国・朝鮮人についての勾留請求書は日本名のこと名(E) と本名である漢字表記

(A)のみを記載して，本名である漢字表記に対する母国語読みのカタカナ表記を記載してく

ることは少ない。 この在日韓国・朝鮮人の場合の勾留状は，勾留請求書と同じく日本名のこと

名(E) と本名である漢字表記(A)そのまま記載する。

仮に，勾留請求書に日本名のこと名(E) ,本名である漢字表記(A) とそれに対する母国

語読みのカタカナ表記(B)がある場合には，勾留状は〔例3] と同様に記載することになる。

〔例5〕

勾留請求書 趙正日こと郭鉄英こと グォ・ティン

C A B

勾留状 趙正日こと グオ・ティン

C B

勾留請求書に別名を意味する「こと名」 (C) ,本名である漢字表記 (A) , その母国語

読みであるカタカナ表記(B)が記載されている場合には， 勾留状には別名を意味する「こと

名」 (c) と，母国語読みのカタカナ表記(B)を記載する。
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平成18年8月16日

職員各位

東京地方裁判所刑事首席書記官安原義人

外国人被疑者の勾留状等に記載する被疑者氏名及び罪名の表

記変更について（事務連絡）

この度，東京地方検察庁及び東京区検察庁から別添の書面が送付されました。

これによると，今後は，勾留請求書の上では，次のような新たな取扱いがみられ

ることになります。

1 被疑者氏名について，従来，氏名の区切りを示すため付していた「 ・ 」を空

白に置き換える取扱い

2罪名について，従来， 「同」で受けていた類似罪名を省略せず，繰り返し記

載する取扱い

このような新たな取扱いがされている場合には，裁判所側で作成する勾留状等

（勾留質問調書，接見等禁止決定，通訳人尋問調書通訳料請求書，通訳人旅費請

求書等）についても，被疑者氏名及び罪名は，上記1及び2に合わせた取扱いをす

るのが相当と考えられます。令状当番の際には， この点にご留意の上，遺漏のない

ようにお願いします。

なお，被疑者氏名の表記に関するその他の点については，平成17年2月14日

付け当職事務連絡（令状事務室備付けの「令状事務の注意事項」を参照）のとおり

です。
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勾留質問後の事務処理(被疑者国選対象事件）
※勾留質問が終了した事件について,クリアファイルを引き上げた後,以下の手順で国
選弁護人選任手続を進める。

3通知依頼する

匿講騨溌‘
※不在･不受任通知書添付確言

|留保’留保
１
１ ①直ちに指名通知依頼する

私選申出未確認

不請求

撤回 ﾛ■■■■

･当日中に裁判官に
判断をあおくﾞ ■

忍(資力50万円以上の場合のみ）

↓

塵名通知書受領待ち(法テラスよりFAX
→法テラスへFAX

↓ に選任決定ゴム印押す）

｜

’

１
１
判官に決裁印をもらう･勾留質問終了した裁

↓

「 |’④選任済み(通知未了）
:蓮荏喜ﾖE=T蔀花成(@)
･弁護士へ電話連絡(選任書写し、にその旨付記）
･選任通知書作成(②で作成した通知書写し④に)弁護
知ゴム印押す→被疑者(収容場所）法テラスへFAX

･選任書写しに通知済みゴム印押し,付記

Ｐ
Ｌ

４ 人選任通

▼

’’ ⑤既済
で作成した窪荏髻 選任通知書を事件関係送付簿Aに記原本，０
入
土
個

１
１
劃

→14部へ引継

訴申立書等記録簿備考欄チェック

選弁護人選任請求記録表紙チェック

注意:本紙面において,便宜上,写しに⑦④,⑰と付した。
したがって,作業上写しに⑦.④,⑫と付する必要はない。

③選任決裁待ち(裁判官決裁未了）
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や
準抗告申立書

平成13年1月10日

東京地方裁判所御中

被疑者甲野次

弁護人乙川一

>蟻
第2

1

申立ての理由

「罪を犯したと疑うに足りる相当な理由」の不存在

〈以下省略）

準抗告申立受理の手続（立件まで）

①準抗告申立書の受理

受付日付印(A印）及び認印を押印する，

② 相手方への通知（規230）

申立書の余白に通知した旨の表示をする。

※なお，検察官に対する通知は地検令状課（平日昼間は内線=,平日休日夜間は短縮｜
休日昼間は短縮ﾛ■■■■）へ連絡する。

| ，

③当直裁判官の指示
申

当直裁判官に準抗告の申立てがあったことを伝え，即日処理するか指示を受ける。

④立件

当直裁判官の指示により即日処理することになった場合には，刑事雑事件簿（事件符号㈱）に以下のよ

うに記入し， 申立鰐に事件符号及び事件番号を記入する。

申立書を14通コヒ.－して，裁判官に1通ずつ渡す（残りは決定書の謄本等に使用する。 ） 。

準抗告記録表紙を作成し， 申立書と合てつして準抗告記録を作成する。
④雑事件錬記入例

案 件 茜 慧

豊 付

5
－

13－ 1 1，

6 ７

喰被③
乙川一郎

検随弁 険渡閥

鯛 求 者 韓

濡 件 名 鎖抗笘申立

藤l 事 拝 番 号
ふ 披 管 人

｜ ザ ー ：率
件

綿 局

喰醍侭 、
． 【 】

甲野次郎

職 染

平成13年1月10日

⑳･存i2人艫晋人艫適如誘

漣判所警紀宮②

13, 1,10
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準抗告及び執行停止申立書（甲）

(資料50）
’

1

』
申立書の第1ページ余白に

平成13年1月10日

照京地方裁判所御中

鰯｡“Ⅷ①
又は

の記縦（当直批判官1名のときは

ゴム印あり）をする。

左は，準抗告裁判所において判断し

たときの記職例である。

生P心ゥ 晶騨1ﾉし画丞“T･リノコ1 Vｰく

たときの記職例である。平成13年（む）第 6 号

決 定

被疑者甲野次郎 ①空白部分を補充して決定番を作

成する．

②コピーを取り勝本2通を作成す

る。

③謄本2通を地検令状謀へ庁外送

付簿で送付する。

被疑者に対する 道路交通法違反 被疑事件について，

平成13年 1月 8日東京地方裁判所裁判官がした勾留購求却下の裁判に

対し，検察官から準抗告並びに同数判の執行停止を求める申立てがあったの

で‘ 当裁判所は次のとおり決定する。

主 文

鴎抗告に対する城判があるまで勾密硝求却下の裁判の執行を停止する。

平成13年1月10日

東京地方裁判所刑事第1

狼判長裁判官

蛾 ､|‘リ 官

裁 判 官

4部

長部

右田

佐野 篝
｜
明
茂

本決定謄本は即日検察庁に送付した。

同日同庁礎ドﾘ所書記官③

※執行停止をしない場合

職擢を発動しない。

平成 年 月 日

東京地方戦1411所刑事第141部

級判官

職橘を発動しない句

平成 年 月 日

東京地方俄判所刑蒋第14部

裁判長蛾判官

裁判宮

裁判官

13,｣汁0，
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‐
平成13年検第 1 1o号

平成13年 1月18日公解提起

平成13年(引鯆101号

検察官

間年 1月 8日勾岡

平成13年2月10日

求 意 見

被告人甲野次郎

東京区横領庁

険察官殿

東京簡易餓判所刑事第1室

鮫判官賎臭菫 ⑥
岐皆事件について

勾澗9A行停止

被哲人に対する 道路交通法違反

弁鰻人 乙川一郎 から．別添のとおり

の謂求があったので意見.を求める．

なお，窓見に11k具体的理由を添えられたし､．

平成 年 月 日

見意

東京澗賜他判所刑耶第 寵御中

東京区検猟庁

検察官

と思料する．上妃 の請求は

理 由

※記載例は被告人の例ですので，
被疑者の場合には,適宜語句を訂

正の上，使用してください。

記載例は被告人の例ですので，
被疑者の場合には,適宜語句を訂

正の上，使用してください。

平成

平成

平成

隼検節 110号

年織第 1Cl号

年 1 月 18日公鮮堤起

【
。
局
。
《
⑤

１
１
１ 同年 1月 89勾儲

勾留執行停止決定

綾告人 甲野次郎

波冑事件について被告人に対する 道路交通法退反
一一

一 ～

検察官申論のときは
削除する。
検察官申論のときは
削除する。

’
出所後は．下記楯定の条件を．忠実に守らなければ雄らない． もしこれに違反し

たときは本決定を取り滴されることがある．

幡定条件

l 逃亡し，若しくは罪証を隠滅すると疑われるような行動は避けなければならな

い･

2 召喚を受けたとき，正当な理由が厳く出頭しないような二とがあってはならな

排．

， 畠謹.欝爾先である I
婆托の場合婆托の場合

墓ご上
に居住しなければならな

－F 「4 被
に翁駝す
「4 被
に翁駝す
告人を実肚○○○○
る。 」標との項目を追
告人を実肚○○○○
る。 」標との項目を追

平成13年2月1 1 日
川I記縦する。川I記縦する。

東京胴‘勝敗判所刑事痢1索

⑥削官 隆奥壷股

本決定勝本
平成13年Z月IIB

繍驍艫③

簡裁の記載例
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一一－一

《逓属部刑事第 1 部
一一一
一

平成13年2月10日

見

平成13年刑（わ）第27o号

平成13年1 月8日勾剛

求

ミ
意

被告人甲野次郎

東京地方検察庁

検察官殿

東京地方裁判所刑事第1 4部

奴判官 陸異亜 ⑥
被告人に対する 覚せい剤取締； 被告事件について，

篭諦砂…滴上の卿＊別紙のとおり弁護人乙川一郎から

があったので，意見を求める。

なお‘不相当とするときは．具体的な理由を添えられたい．

年 月 巳平成

エニ

見，息

東京地方裁判所刑事第1 4部御中

東京地方検察庁

検察官

(内線 ）

相 当

不相当 と思料する．

然るべく

理

上記謂求は

由

年刑 （わ）第270号

年 （検）第300号

竿 1 月 18日公訴礎起

年 1 月 8 日勾 冊

平成

平成

平成

平成

係屈部刑事第 1 部３
３
３
３

１
１
１
１

勾留執行停止決定

披告人 甲野次郎

期間については始期を祀載する
場合があるが， このときは検察
庁と連絡を取り．釈放手続に支
障がないよう配慮する。

期間については始期を記載する
場合があるが， このときは検察
庁と連絡を取り．釈放手続に支
障がないよう配慮する。

昭和38年8月 1 日生

岐告人に対する 覚せい剤取耗法違反 被告事件

について．検察官の意見を聴いた上．平成13年2月1 1日から同 年2月

18日午後2時まで勾岡の執行を停止する。

釈放後は，次の指定条件を忠実に守らなければならない。 これに違反したときは
本沃疋を取り消されることがある．

指 定 条 件

l 被告人は， ’ 11 に居住しなければならない。
2逃げ犀れしたり，鉦拠偲滅と思われるような行為をしてはならない．

3 召喚をうけたときは．必ず定められた日時に出卵．なければならない〈出頭で

きない正当な理由があるときは，前もってその理由を明らかにして‘届け出な

ければなら雄いつ ） ，

二
言

病院に入院のときは，
『入院先である（病院所在
地） （病院名） 」
と記載する。

病院に入院のときは，
『入院先である（病院所在
地） （病院名） 」
と記載する。

」
二≦

I

平成13竿2月1 1日

東京地方裁判所刑事第14部

裁判官 陸臭

薑"③
本決定謄本
平成13年2月1 1B

溺蕊鰻②

地裁の記載例

係属部を記戦する。

※記戦例は被告人の例ですので，
被疑者の場合には，事件番号を上
訴申立書等記録簿の番号（平成○
○年記第○○○号） とするなど，
適宜語句を訂正の上，使用してく
ださい。
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！|による令状事務処理について
1 令状事務の分担及び令状事務室の配席について

(1) 令状事務の分担

基本的な令状事務の分担は別紙1の「令状事務分担表」のとおり，令状事務室の配席は

’別紙2のとおりである｡l

(2) 令状事務室の配席

~可｜
’l
ll

l

’

ロ

2業務内容について

書記官の令状事務の主な担当業務は，次のとおりであるが，正確で，迅速な令状事務を実

現するため，書記官に対して，担当業務に関わらず相互に協力し合うように指導する。

（1） 勾留質問立会担当の業務

71 ~－ ｜印刷書類
のセルフチェック，ダブルチェック，裁判官への記録提出

イ勾留質問の立会

ウ勾留通知



エ勾留請求却下の処理

オ’ －－I|
力勾留請求記録の返還

キ令状事務責任者が担当する勾留延長請求事件の処理を手伝う。

一般令状，通訳関係担当の業務

ア－般令状処理

イ要通訳事件の通訳人用に，被疑事実のコピーをとる。

ウ通訳関係書類の作成

(2)

’エ

｜通訳人尋問調書と宣誓書とをｽﾃｰプﾗｰで留め,契印をする。
オ通訳人の応接

上記イの被疑事実の写し及びエ記載の各種書類を通訳人に交付し，通訳人に，住所，

氏名等を記載してもらい,押印■■をしてもらう。
力

IL一 ,|キ被疑者国選記録ファイル 及び勾留請求記録の回収をする。

ク通訳料請求詳，通訳人旅費請求書に担当裁判官の支給決定印をもらい，刑事第14

部送付用の事件関係送付簿へ記載する。

ケ令状事務責任者が担当する準抗告事件等の雑事件処理の補助（検察庁からの記録借

用，検察庁への求意見書の送付，決定謄本作成等）をする。

サ令状事務責任者が担当する勾留延長請求事件の処理を手伝う。

シ手が空いていれば，

|| 11印刷書類のｾﾙﾌチェック,グブﾙチェック,裁判官への記録提出等を行う。

被疑者国選担当の業務

ア被疑者国選処理

イ || － ’|印刷書類

のセルフチェック，ダブルチェック，裁判官への記録提出

ウ勾留質問立会担当のバックアップ

エ令状事務責任者が担当する勾留延長請求事件の処理を手伝う。

勾留フォロー担当の業務

(3)

(4)

’ ’土曜日等の令状事務で，

’

フ
ー



業務は，次のとおりである。

印刷書類ア

のセルフチェック，ダブルチェック，裁判官への記録提出

イ勾留質問立会担当のバックアップ

ウ令状事務責任者が担当する勾留延長請求事件の処理を手伝う。

エ手が空いている場合には，繁忙な業務をフォローする。

3 留意点について

(1)|

原則,ペアを組んだ■－
とで分担し，勾留質問者名簿に基づき，’

1

’
」印刷書類のｾﾙﾌﾁｪｯｸ後‘一件記録及び印刷書類をペアを

組んだ書記官に1件ずつ交付･する。入力に際して，次のアないしエの記録点検事項を行う

こと。

ペアを組んだ書記官力 1｢－－－－－－－－‐ 等及び一件記録が同書記
■

巳

官から交付されたら，ダブルチェックを行う。ダブルチェックで間違いが見つからなかっ

た場合には，ダブルチェックをした書記官から，裁判官に勾留請求記録及び印刷書類を提

出する。

ダブルチェックで見つかった間違いについては，ダブルチェックを担当した書記官にお

いて訂正，印刷し，セルフチェック後に一件記録，印刷書類をペアを組んだ書記官（最初

に入力した書記官）に戻し，点検をしてもらい，点検後，同書記官から，担当裁判官に提

出する。

ア人定事項についての記録との照合

イ被疑事実の一読

ウ領事官通報の有無の確認

エ勾留請求書により弁謹人選任届の有無の確認（弁護人がいる場合には，弁護人に勾留

通知をするため）

(2) 弁護人選任の有無等の確認

(1)のエで行った勾留請求書による弁護人選任届の有無の確認によって，弁護人が付いて

いた場合には，被疑者国選弁護人選任請求時の判断情報や勾留通知の必要的通知先になる

等の関係で重要であるので，勾留請求書2枚目に付萎を付しておくこと

(3)土曜日等の令状事務の留意点

勺

.〕



ア

イ

日曜日等の令状事務の留意点(4)
一

ア

イ

4

4



’ ’
’以

5



(別紙1）

令状事務分担表



(別紙2）
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のデータ入力に関する注意事項
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令状事務処理システム(当直用)操作マニュアル

~’編～～

(1) 【令状事務処理システム(当直用)の起動】

(2) 【 ’ ’の設定】

口
｜

’

11

11

(3) ロ ｜の選択】

’

’

1／3ページ



の入力】(4)

(5) 【 】

2／3ページ



3／3ページ



令状事務処理システム(当直用)操作マニュアル
一 編～

(1) 【令状事務処理システム(当直用)の起動】
二一

（2） 【 ’の設定リ

ウ

(3) 【■■■■の選択及圃 園入力】
1

１
１

1／3ページ



(4) 【 の印刷】

2／3ページ



3／3ページ



令状事務処理システム(当直用)操作マニュアル
’|| 編～～

(1) 【令状事務処理システム(当直用)の起動】

’ ’_②【 ’の設定】

｜

’
１
Ｊ

(3) 【■■■■の選択及び■■■■の入力】

１
４

1／3ページ
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■■■被疑者国選（日直用）マニュアル■■■
■簡略版その①勾留質問までの作業編■

国遺弁鰻人退任謂求書・資力申告書

東京地方鋤；ﾘ所裁判官殿

粥肢当する面所の口印にし点蓬付け．必要事項を紀人して作成してください．

(注冠） 3に妃鮫した鈍↑”金那が50万円以上である堀合には．この書面を蝿出して国選
弁鑛人の週圧考緬求する前に．必ず，東罰こある弁鐙士会に対して，私選弁8H人選任の
申出をする必要があります．

1 次の事件について， 2に龍戯した理由により私選弁瀬人を選任することができな
いので．圓遡弁溌人の迩任を流求します。

【「国選弁護人選任請求に関する記録」が亜量場合】

<刑事枠書記官の作業〉 強努砿 イ輯事1午名

2理由

① 宿直から引き継いだ， 「国選弁護人選任請求に
する記録」表紙のチェッククストの各項百に，

選弁護人選任請求書・資力申告書の記載に基づ

て、該当鮒弘ご剛を付す。該当 回いて，

※(2)ア又堀イの口印にし点を付けた堀合で‘東京にある弁縦士会からj､知書を受け
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③ 裁判官による勾留請求事件記録検討時，オレン
ジファイルに入った国選弁護人選任請求に関する

記録一式を裁判官に渡す。
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【「国選弁護人選任請求に関する記録」が盆！△場合】
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《勾留質問室へ移動》

<民事枠書記官の作業〉
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
●
■
二
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一

被疑者が国選弁護人選任請求の意向を示したとき

（費力が50万円以上のときは私選申出がある場合に限る）

※資力が50万円以上か未満か裁判官が口頭で確認する○

国適弁浪人週任鯆求書・資力申告書

東京地方哉判所裁判官殿

漁股当する箇所の口印にし点ぞ付け‘必要事項を:2入して作成してください．

<注忽） 3に82敗した合計懇の金額が50万円以上である堀合には．この宙面を提出して国選
弁鎭人の退任箸賄求する前に，必ず，東詞こある弁鰻士会に対して，私選弁腫人選任の
申出篭する必要があります。

1次の事件について‘ 2に記載した理由により私選弁襲人を遮任することができ種
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※(2)ア又陣イの口印にし点巻付けた埋合で,東京にある弁腫士会から通知醤を受け
．.｡”･．取っているときは，この胴求書と一棚に提出してください．
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ミ ロイ?鰯された弁護士に弁護人の選任の申込み達したが拒護れた．
: ロウJいまだ東京にある弁護士会から連絡が犀い，

鋤悠
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《令状事務室において》
<刑事枠書記官の作業〉
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⑤被疑者に資力申告欄を記載させる。

⑥被疑者に請求の理由,請求日,氏名（ﾌﾞリ
ガナ)，生年月日を記載させ，指印をもらう

(事件名は，後にゴム印による記入でも可)。

⑦勾留質問後,謝囎に表祇の値ちに揖名
通効依演するjの淵に押してもらう。

⑧受付･帳簿登載後,国選弁護人選任事務へ

麦概に溺判宮の妬，があることを擢認し,国選弁謎
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■■■被疑者国選（日直用）マニュアル■■■

■簡略版その②国選弁護人の選任編■

※ 「国選弁護人選任請求に関する記録｣表紙裏にあるチェック
項目を確認しながら事務処理を行う。
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③ﾌｱｸｼﾐｸ送信曹(国選弁護人候補指名通知依頼響
と同時に印刷）に必要事項（ 「記」番号，総丁数）を

記入する。 ※書記官の記名印も忘れずに！
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④「ファクシミリ送信書→国選弁護人候補指名通
知依頼書→勾留状写し」の順に揃えて，書面右下

部分に丁数を振り，湯髪の工数にはその旨を示す

ために丁数を○て翻む(例： 1， 2， 3， 4，⑤） 。
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⑤日本司法支援ｾﾝﾀｰ東京地方事務所(以下
「法テラス」という｡）に電話した上琶FAX"

信（発信番号登録済み）し，送信した書面は国選

弁護人選任請求に関するクリアフアイル(以下/ラオ

レンジファケルニ／という｡）に入れる。

※指名通知依頼は午後5時までが原則
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※法テラスは，同選弁護人候補指名通知書をFAX送信する前に
裁判所に対し，踊諦連絡をすることになっている。

⑦受信した国選弁護人候補指名通知書を確認し，
ファクシミリ送信票受領書棚に(1)受付日付印

(A印）と, (2)取扱者の認印を押して受顔聲を

佑成し,FAXて恒.ちに返信する。
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⑧選任及び選任通知に法ﾃﾗｽからの通知書を
利用する場合，国選弁護人候補指名通知書を2部

コピーした上で，通知訴衣下部余白に受けβゲ

印仏廟ノを押し，国選弁護人候補指名通知書，

受領書（⑦で返信した）の順にオレンジファイル

に入れる。

上記去写工匠領嵐しZし、

｜ 休日用

篭手言ヌ醤鍋循…蕊”一

一

国選非渡弧鐵6招名通知書



【国選弁護人候補指名通知依頼書を利用する場合】

《写し（1部目）→選任書原本》し衣

■国選弁護人候補指名通知書
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|"鍔’舩腿善号⑨国選弁護人候補指名通知書写し(1部目)の下部

余白に，国選弁謹ﾉ(選任決定のゴム印を抑し，決

定日を記入し，鋤判官の記名印を押して識判首の

柳を受けて選任書を砿碗する。
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⑪弁護人への電話連絡をする。
（1）選任命令が出た旨

（2）選任書原本の受領依頼(休日明けに14部にて）

（3）弁護ﾉ(から依頼があった揚命FAX番号を確

認した上頑選任書写しをFAX送信（未確認で

送信しない）
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⑭国選弁護人候補指名通知書写し(2部目)の下部
余白に，国選茅謹ﾉ(選任通知のゴ:ﾑ印を押し，

通匁7日を記入し，書記官の記名廟卿を押して

選任通知夢を/衛榊-る。
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《写し（2部目）→選任通知書》

「 国避弁護人候補指名通知書⑮（1）被疑者(勾留場所）
（2）法テラス

に厘選茅誕ﾉ(選缶通知書をF,AX送信する。
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⑱（1）上訴申立書等記録簿の備考柵
（2）国選弁護人選任請求に関する記録表紙

それぞれの「口選任」にチェックを入れる。

なお， (2)には，勾留状の発付日及び結果（選任

決定の日）もあわせて記入する。
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／【国選弁護人選任書を別に作成する場合】

国選弁護人候補指名通知書に記載されている文字が判然と
しない場合
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’’⑩国選弁護人選任書の写しを/賊する。
■●｡

⑪弁護人への電話連絡をする。
（1）選任命令が出た旨

（2）選任書原本の受領依頼（休日明けに14部にて）

（3）弁謹ﾉ(から依親ｵ物った錫命FAX番号を確
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は じ め に

（当直事務の開始時に必ず目を通してください。 ）

当合同庁舎における当直（日直及び宿直をいう。 ）の概要です。

各事務処理の詳細は，この「要領」の本文の記載を参照してください。

◎当直事務処理態勢

|裁判官|管理職員|一般職員’管理職員 一般職員裁判官
今
ロ 計時間

閉庁日 （ただし

次の日を除

く。 ）

午前8時30分から

午後5時まで

日曜日， 12月

31日 （同月2

9日又は同月3

0日が日曜日の

場合を除く。 ）

及び1月1日か

ら同月3日まで

日直

の日

」
午後5時から翌日の

午前8時30分まで

宿直 全日

【参考】閉庁日における令状事務

1 一般職員等

|勾留請求件数 ｜鼬職員 | その他職員 ’その他倣員 合 計

土曜日等

｜
－－－－ －－－ -－ 1

1



機密性2

－1日曜日等

2裁判官

勾留請求件数

土・日曜日等

※土曜日等＝前日が通常勤務日である休日 （翌日が通常勤務日である場合を除く。 ）

日曜日等＝それ以外の休日

◎当直勤務に従事する時間

1 日直

午前8時30分から午後5時まで

2宿直

（1）宿直勤務に従事する時間は，午後5時から翌日の午前8時30分まで

平日及び休日の宿直勤務に従事する場合は， 1週間単位の交替制等職員とし

て勤務し，週休日の宿直勤務に従事する場合は4時間の勤務時間の割振り変更

をすることとしています。

（2） 午後5時から午後10時までの間は正規の勤務時間が割り振られており （休

憩時間（交替制等勤務職員の場合は30分， 4時間の勤務時間の割振り変更を

する場合は60分）を除く。 ）午後10時から午前8時30分までは宿直とし

ての勤務時間が割り振られています。午後10時までの間に休憩時間を取る必

要があるとともに，午後10時までは正規の勤務時間ですので， この時間帯は，

休憩時間を除き，夕食をとったり，テレビの視聴，入浴はできないことに留意

してください。

3宿直明けの日の勤務時間

各自の出勤班ごとに異なり，宿直開始日が平日。休日。週休日のいずれかによ

っても異なることから， 当直勤務職員の勤務時間の早見表（イメージ図） （別紙

2



機密性2

第1）を参照するほか，不明な点があれば所属の勤務時間管理員に確認してくだ

さい。

3



機密性2

◎当直における主な事務処理内容

宿 直日 直

郵便物の処理郵便物の処理

来庁者からの提出書類の処理（※）来庁者からの提出書類の処理（※）

勾留請求等の処理（※）

令状請求の処理（※）

被疑者国選に関する処理（※）

※地裁又は簡裁宛ての刑事事件に関する事務は，令状事務室備付けの「令状事務の注意事項」 ，

「被疑者国選弁護人関係マニュアル【詳細版】 」等を参照してください。

※|｢ の使用については,令和元年12月19日付け東京高等裁判所事務局総務課長，

東京地方裁判所事務局総務課長事務連絡｜
（事務連絡）を参照してください。

【留意事項】

宿直では，主に書記官が令状事務処理を，事務官が来庁者からの提出書類の受

付を担当しています。しかし，当直事務は多岐にわたるため，分担を硬直的に考

えず，事務官も積極的に令状事務に関与し，書記官も提出書類の受付に関与する

というように， 当直主任者を中心にお互いに助け合いつつ，緊張感も持ちながら

臨むようにしてください。

4



|幾密性2

◎当直事務の流れ【別紙第2 「当直室平面図」参照】

※郵便の配達時間や配達種類は， 目安です。

※各事務処理の詳細は， 「要領」の本文の記載を参照してください。

1 日直の流れ

’スケジュール 事務の流れ

8:20頃

8：30

9:00頃

10:00頃

’

1l:00頃

戸

b



機密性2

15

00

00頃

12

13

14

16:50頃

17:00

随時

6



機密性2

2宿直の流れ

’スケジュール 事務の流れ

｜
’

16:50頃

’

’

’

－

7
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17:00

8



|幾密性2

■■■■■■■■■

19:00頃

21:00頃

22：00
ウ
レ

24：00

1 ．

8:20頃

9



機密性2

8：30

随時

l()



|幾密性2

| 夜間受付ﾗﾝブ
⑥当直室平面図

「－ ～

夜間
付窓口

１

注1裁判官の在室の確認

’ |｜ －

ilにつづられている「裁判官令状事務割当表」で，当日の夜間

令状担当裁判官の所属，氏名を確認してください。

2午後5時の時点で,同裁判官が｢裁判官宿直室｣ |I 1に入室し
ていることを確認してください（入室していない場合には，内線電話等で夜間令

状担当裁判官に確認をとってください。 ） 。

3 地裁民事21部（執行センター）の裁判官が割り当てられている場合に

は， 当日の「夜間相談ホットライン」の裁判官が，午後5時から執行セン

ターの裁判官が登庁するまでの間，令状処理を担当します（ ’

’

I

’

－－－’
■■ － ’ ） 。

注2

11



機密性2

I

|I注3 閉庁日の日中における簡裁裁判官の令状処理は，

|で行われます’ 。令状処理等に当たって，

’｜
■

裁判官が警察官から話を聞く場合，

'’ －－ ことになっていま

すので，留意してください。

12



機密性2

注意事項

1 郵便物の受領，来庁者からの提出書類の受領

(1) 防犯上の観点から,来庁者とは,必ず夜間受付窓口のガﾗｽ小窓越し■■

◎

■
１
１
６
１
１
１
１
１
１
“

に対応してください。

2冷暖房運転の依頼について

（1） 当直室及び令状事務室は，冷暖房運転期間中（冷房： 7月及び8月，暖房：

12月～3月）は，夜間， 日中を問わず， 自動で冷暖房運転が行われますが，

中間期（冷暖房運転期間以外の時期）は， 当直員の依頼がある場合のみ，冷暖

房を行う仕組みとなっています。

（2） 当直主任者は，暑い，あるいは寒いと感じた場合は，中央監視室（内線■

■■【24時間対応】 ）に電話し,冷暖房運転の依頼を行ってください（ただ

し，冷暖房が稼働できない時期もあるので，希望どおりに対応できない場合が

あります。 ） 。

3庁舎設備の不具合発生時の対応について

（1）電話電気，空調設備等，庁舎設備に不具合が発生し，直ちに対応しないと

宿直業務に支障があると認められる場合は， 当直主任者は）直ちに中央監視室

（内麗 ’| 【24時間対応】 ）に電話連絡をしてください。

（2） それ以外の不具合は， 当直日誌の特記事項欄に記載してください。
■

１

Ｉ

Ｊ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

■

Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

１

１

１

１

ｊ

ｌ

ｌ

Ｉ

'3



機密性2

5 その他

(1) 印鑑

当直日誌に押印したり，郵便授受の際に押印したりしますので，印鑑は

必ず持参してください。

(2) 令状実務研さん

宿直の割当てを受けた方は，令状実務研さんを受講の上，勤務してくだ

詳細は， ， |に記載されています。さい。

(3) 緊急連絡先

当直室の緊急連絡先は，割当表に記載されています。連絡先は部外秘で

すので，注意してください。

M) I 郵便物の保管袋

團便物の保管袋は， ロッカーの中に入っ

ています。

(5) 台車

保管及び引継ぎに必要な場合は， 当直室備付けの台車を使用してください。

(6) 災害時用備蓄品

救急箱，防災用品，生活用水等がロッカーの中に入っています。災害時等の

緊急時に利用してください。

(7) 高裁管理課守衛室からの立会いの依頼

高裁管理課守衛室から職員の退庁及び施錠の有無等の確認のために立会いを

求められた場合には， 当直員のうち1人が立ち会ってください。

(8)夜間受付利用者

夜間受付利用者については，第一南門において番号札を交付し，退構時に回

収する方法で入構管理を行っています。

14



|幾密性2

(9) 戸締り，消灯

当直が継続しない場合の宿直においては，勤務終了後，戸締りと消灯を

’確認し，

■■■■

l5



機密性2

第1 文書の受付及び処理

1 郵便物等

郵便物等の授受は，裁判事務や司法行政事務の進捗に直接影響するので，種別

ごとの通数を正確に確認の上，配達証等に押印し， 当直日誌に記載してください。

郵便物等一覧表

当直日誌に通
認印を求められ

バーコード付き数の紀峨が必
るもの

唾

郵便局以外の

宅配業者による
酩獄物 ｜ ””イメージ秘類区分

■ 文書受付姉記賊の上■I■■■ ●● ● '2
’

E ''" ●● ●啓留郵便

■
■
■
帥
jlllll伽L ●● ●簡易書留郵便

書
留
等

通数を数え．
保管袋に入れる

E"'" ●● ●配遮鉦明郵便

川|||||剛蝋 ●●特定記録郵便

●● ●ゆうパケット nO lnlage

※普通郵便 no 、『nage

普
通
郵
便

※保管袋の敵を当直日誌
に書く(通数は数えない）※揮捧郵便 no0nlage

※メール便 nOOnlage

レ
タ
ー
パ
ッ
ク

レターバックフラス

（LP520） ●● ●

■保管袋には入れず
に直接置く

四■
レターバックライト

（LP37O） ● ● ●
ﾛ■■■■

PG9

｣I

‐ ’
●● ● ●普通ゆうパックゆ

う
パ
ッ
ク

E直接髄く

●● ●書留ゆうバック

蝿伝緊の左上に『七手ニリテイ』と頷鑑されている

．｢お客様控え｣は引き拡
かない

．＝二面接縫く

そ
の
他 。 ｜ ・ ● ●宅配便 nO1nlage

'6



磯密性2

郵便物等処理フローチャート

』

I
－－

ｉＩ

【穏別】

’！

’
I

*

I
配逵斑･･･受付印

！
【配速目
への対
応】

▼

配逵諭を配達員に交
付

曲
Ｆ
ｋ
０
ｆ
酬
園
出
頭
出
創
■
ｎ
両
『
上
田
閏
ｊ
Ｊ
ｎ
鞘
四
印
弼
■
Ｆ
Ｌ
ｍ
凶
■
■

【受付印】

【仕分け】

１
１’

【鰻薄】

’

I
q

’【保管袋】

’I
【葡札】

’
q

i

l’’
1I！

’

【保符場所

I P↓

I
１
１
９

１
０
口
Ｕ
■
０
画
６
ｌ
０
９
Ｄ
０
６
Ｔ
０
１
７
０
１
１
９
０
ｌ
Ｉ
０

１
‘
０
１
９
‐
‐
Ｏ
ｄ
０
１
６
Ｄ
ｑ
●
画
８
４
■
６
■
Ｏ
Ｒ
８
Ｉ
７
ｊ
Ｈ
Ｏ
ｌ
Ｖ

↓ ６4↓

’【臼鯵】

'7

受付印を押す ’
！ ’

凸 ■ 四 一

各庁ごとに分ける

’ ！｜ I
▼ 1 －I

▽

普通郵便 |’

保管裳に入れる

荷札を付ける

I

’
『

I

||蕊燃購瓢|’

I

①書留郵便物持出表…2部とも受付印

！ I

『
？

①の1部及び②を配達員に交付

！

､jの残り1部を庁別のクリアﾌｧｲﾙ(事務局用>に入れる

▼

■■■I

■
ｌ
Ⅱ
■
Ⅱ
０
■
０

▽ I

2レターバｯｸ配達歴…偲
印

燕レターパｯｸ燕のみ
②配達鉦…受付印と認印

通数を数え,保管袋に
入れる

百一●

Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｃ

b畏一､ツク

Ｉ
１
１

｜保管袋に入れる

I

ゆうパｯｸ,宅配便書留郵便
｜
｜

’
P

日誌に保管袋の数を
記戦する

日鮭に通散を記戦す
る

日誌に通数及び保管

袋の数を記鮫する
日詫に個数を妃戦す

る
日詫に通欽を館載す

る
日誌に通数を記戯す

る



機密性2

(1) 普通郵便（種類は上記郵便物等一覧表のとおり。以下同じ）

ア受付

郵便局のコンテナ又は袋（以下「入れ物」 という。 ）に入れて配達されま

すので， その入れ物ごと受け取り，次の配達のときに入れ物を郵便局員に返

してください。

イ処理

（ｱ）全ての郵便物等の表面の余白に， 当直受付日付印（別紙様式第2・以下

「受付印」 という。 ）を押してください。 ！

（ｲ） 高裁，地裁，家裁，簡裁（以下「各庁」という。 ）別に分け，庁別の保

管袋（高裁：燈，地裁：緑，簡裁：茶，家裁：黄）に入れ， 口をひもで縛

ってください。 234

（ｳ） 荷札にゴム印（別紙様式第3）を押し， 当直の日付を記入し， 「日 ．

宿」 ， 「普通・書留」の別を○印で囲んでください。

㈲保管袋のひもに荷札を付けてください。

㈱保管袋昌 Iこ入れてください。
（力） 当直終了前に，保管袋の数を， 当直日誌の「受付文書確認表」に記載し

てください。

(2) | ｜書留(簡易書留,特定記録,翌朝10時便,電報, EMS含む，

以下「書留等」 という。 ） ， レターパック

ア受付

例郵便局から，各庁別にひも等で区分けされて入れ物で配達されます。入

れ物は，次の配達の時に返還してください。

（ｲ） 郵便局員が①書留郵便物持出表（2部） ，②配達証，③レターパックプ

！受付時刻の記入及び認印の必要はありません。

2いずれにも属しないものは，高裁宛てとする。

ヨ通数を数える必要は， ありません。

‘容積の大きいものについては，保管袋に入れずに、 |に直接入れてください。

18



機密性2

ラス配達証を持参します。 5

(前種別ごとに配達された郵便物の通数と，①～③に記載された通数が合致

しているか確認し，次のとおり処理してください。

押すもの種類

①書留郵便物持出表（2部） 2部とも受付印

②配達証 受付印と認印

③レターパックプラス配達証 認印

㈲①の1部，②及び③を郵便局員に渡してください。

㈱①の1部は事務机上に備え置いている庁別のクリアファイル（事務局用）

|’に入れて，

イ処理

に入れてください。

(ｱ)［－J

a 全ての郵便物の表面の余白に受付印を押してください。 6

b 各庁別に分け，事務局の文書受付簿（別紙様式第4）に所要事項を記

載(文書の表題欄には， '1 ~||と記載する｡ ） してください。
に入れて保管してください。C

d 当直終了前に，通数を当直日誌の「受付文書確認表」に記載してくだ

さい。

(ｲ）書留等

a 全ての郵便物等の表面の余白に，受付印を押してください。 7

b各庁別に分け，それぞれの通数を数え，庁別の保管袋に入れ, (1)イと

同様に荷札の処理をしてください。

。 保管袋雷 |に入れてください。

5郵便局員が書留郵便物持出表の持参を失念した場合は，持出表のひな型が当直室に備え付けら

れていますので，そのひな型を用いて配達員に所要事項を記載させ，郵便物とともに受領するよ
うにしてください。

6受付時刻の記入及び認印の必要はありません。
7受付時刻の記入及び認印の必要はありません。

'9



磯密性2

d 当直終了前に，通数及び保管袋の数を当直日誌の「受付文書確認表」

に記載してください。 8

㈲レターパック（プラス， ライト）

a 全ての郵便物等の表面の余白に，受付印を押してください。 9

b各庁別に分け，それぞれの通数を数え,［ ｜に直接入れて

ください。

c 当直終了前に，通数を当直日誌の「受付文書確認表」に記載してくだ

さい。

(3) ゆうパック，宅配便

ア受付

㈱配達員が，配達証とともに持参します。

（ｲ）配達された個数と，配達証の個数が合致しているか確認し，配達証に受

付印を押し，配達員に渡してください。

イ処理

（ｱ） 配達された物の表面の余白に，受付印を押してください。 10'’

㈹各庁別に分けて， それぞれの個数を数え, |「－ ー］に直接入れて

ください。

（ｳ） 当直終了前に，個数を当直日誌の「受付文書確認表」に記載してくださ

い。

(4) (1)から(3)までに記載のない種類の郵便物等（例：クリックポスト，バイク便）

ア全ての郵便物等の表面の余白に，受付印を押してください。 【2

イ各庁別に分け，庁別の保管袋に入れ， 口をひもで縛ってください。

〆

|_118事件記録等の容積の大きい書留等は，保管袋に入れずに， に直接入れてくださ

い。

，受付時刻の記入及び認印の必要はありません。

'0受付時刻の記入及び認印の必要はありません。

11お客様控えは引き抜かないでください。

12受付時刻の記入及び認印の必要はありません。

20
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ウ荷札にゴム印を押し， 当直の日付を記入し， 「日・宿」の別を○印で囲み，

「普通・書留」は○印をせず， 「その他」 と記載してください。

エ保管袋のひもに荷札を付けてください。

オ保管袋を1 1に入れてください。

力 当直日誌の「受付文書確認表」の「その他」柵に通数を記入してください。

(5) 注意すべき点

ア職員宛ての就業場所特別送達郵便

職員の在籍を確認できないため， 当直においては受領しないでください。

郵便局員にこの旨を伝え》次の開庁日に再配達するよう，依頼してください。

イ料金不足の郵便物の受付

料金が不足している郵便物であっても受領してください。

（ｱ） 不足料金が100円未満の場合

a 郵便物に受付印を押し，郵便物と一緒に配達された料金不足のはがき

Iこ入れてください。とともに，

b 当直日誌の「受付文書確認表」の備考棚に通数と不足額を記載してく

ださい。

(ｲ） 不足料金が100円以上の場合

a 郵便切手の支払

(a) 高裁，地裁，家裁又は簡裁宛てのいずれの郵便物であっても，その

場で, | －1に入っている郵便切手(裁判費,下級庁
費）で支払ってください。 13

裁判部宛ての郵便物 裁判費の郵便切手を使用する

裁判部宛て以外（事務局宛て又

は庁名のみの記載で， どの部署

下級庁費の郵便切手を使用する

'3郵便切手は速やかに支払わなければならないため， 当直員同士で額を確認するなど，金額に間
違いのないようにしてください。
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機密性2

’ ’宛てか不明のもの）の郵便物

(b) 郵便切手支払後は， の中に備え付けられてい

る当直室用郵便切手補助簿に，裁判費と下級庁費に分けて，所要事項

を記載してください。

b 郵便物の表面の部分に，不足料金を支払ったものであることを付簔等

により明らかにした上で受付印を押し，

ください。

に入れて

c 当直日誌の「受付文書確認表」の備考欄に①裁判費・下級庁費の別②

支払額を記載してください。

ウ過料の告知費用納付はがきに貼付されている収入印紙

過料の告知費用納付はがきに貼付されている収入印紙は，消印しないでく

ださい。
、ヘ氏へ…
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機密性2

窓口への提出書類2

◎地裁又は簡裁に提出する刑事事件関係書類は，第2の2(1)を参照してく

ださい（受付印が当直受付日付印（別紙様式第2） と異なることに注意して

ください。 ） 。

◎提出書類への受付日付の表示は，上訴，不服申立等の期間内のものであ

るか否かや，消滅時効等国民の権利の得喪に関わる，裁判所における最も基

本的で，かつ，最も重要な手続と言えます。

特に，宿直においては， 日にちをまたがる時間帯に，窓口に提出される書

面が少なくありません（午前零時前の来庁者への対応が遅れ，書類の受理等

でトラブルになることのないよう留意してください｡)。

このような場合には， 日付を誤った受付印を押さないよう十分に注意を払

うことはもちろん，

①当該提出書類が， 当裁判所に提出されるべきものであることを確認し

次第，直ちに受付印を押すこと （貼用印紙，郵便切手，添付書類等の確

認は事後で足りる｡）

②提出者に対し，書類に押した受付印を示すなどして，受付日付を確認

してもらうことを確実に行うようにしてください。

なお，郵便物への受付日付の表示についても，同様の趣旨から，押印漏れ

や日付の誤りがないよう-|一分に注意してください。

(1) 受付

ア提出者が持参した封筒

（ｱ）提出者が封筒を持参している場合は，封筒に提出者自身で提出庁，提出

部署，事件番号，氏名を記載させ， 当該封筒ごと書面を提出させてくださ

い･

け） 封筒が封かんされている場合は，提出者に対し，封筒を開封して差し支

えないか確認してください。開封を拒んだ場合は， 当該封筒の開封及び書
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磯密性2

面等の事務処理は，翌開庁日になることを説明してください。

封かんされた封筒は， 2の(4)アのとおり文書受付簿に記載し, i

－]|に入れて保管してください。
イ審査

（ｱ）書類を点検し，事件番号の記載，宛名，作成年月日，作成名義人の表示

及び押印等の形式的事項並びに管轄，作成名義人の資格，収入印紙の額，

添付書類等を確認して，不備があった場合には，補正を促してください。

収入印紙や郵便切手について，来庁者が持参したとする額と確認した結

果が異なる場合は，改めて提出者と相互に確認するなどして，後日疑義が

生じないようにしてください。

（ｲ） 準備書面等の立件手続を要しない書面において，担当部が書面上明らか

でない場合には，提出者から担当部を聴取し，付萎等により明らかにして

ください。

ウ受付

（ｱ）書類の第1ページ余白 （通常は右下）に，受付印を押し，書面の取扱者

を明らかにするため取扱者が認印を押してください（認印漏れがないよう

注意してください。 ） 。

け） 収入印紙が貼付されている場合には，収入印紙等の付記印（別紙様式第

5）を用いて必要事項を記入して押印し，書類と収入印紙の彩紋にかけて

消印台を使用して消印器により鮮明に消印してください。ただし，消印す

る際は，本来貼付されていてはおかしいもの（例えば，登録免許税用及び

後見登記用として貼付（添付） されているもの（後記エ(/r)b) ,県の収入

証紙等）が貼付されていないか十分注意してください。貼付されている場

合は，誤って消印しないよう，付菱等で注意喚起してください。

＊ 「附属書類」 として記載のない文書

受付印と認印を押す必要があります。
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機密性2

＊控訴趣意書及び上告（特別抗告，再抗告）申立書（刑事事件）

原本に受付時刻を記入してください。

＊控訴趣意書及び事実取調請求書（証拠調請求書） （刑事事件）

謄本，写しの全てに受付印を押してください（認印は不要） 。

＊知財高裁宛てに提出された訴状写し（2部又は3部）

’
エ収入印紙，郵便切手又ははがきが添付されている場合

添付されている収入印紙郵便切手又ははがきに関し，提出者との間で何

らかのやり取り等があった場合には，そのやり取り等を付菱又は引継メモ

（別紙様式第6）により明らかにしてください。

（ｱ） 訴えの提起，控訴提起の手数料等，裁判所の手続費用として納める収入

印紙'4

a 提出書類の余白又は手数料等納付書（別紙様式第7）に貼付させてく

ださい。

b 提出者が任意に貼付しない場合には， 当直員が手数料等納付書に貼付

してください。

c 貼付後， ウ卿)記載の方法で消印し，付記印の貼付印紙欄に受領額を記

載し，押印してください。

（ｲ） 登録免許税用及び後見登記用として添付された収入印紙

a 付記印の備考欄等に受領額を記載して認印する。

b 収入印紙を鼬付及LWEu堂二堂'三』_封箇笠に入れ‐，散逸防止のためにク

リップ等で封をし，提出書類にクリップ等で添付してください。

(ｳ）郵便切手

14特別抗告(O),許可抗告(@),上告(@),上告受理(④)の申立てで， 当事者が収入印紙を貼付

せずに提出した場合は，①又は③があるときは同書面に，①又は③がないときは②又は④の書面

に，貼付させてください（③④は1通の書面で提出されることもあります。民訴規188条） 。
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機密性2

a 郵便切手は， まとめてクリップ等で留めてください。留める際には，

郵便切手に傷が付かないように紙等でカバーしてください。

b 予納郵便切手内訳表（別紙様式第8）が印刷された封筒に入れ，内訳

を記載して，散逸防止のためにクリップ等で封をし，提出書類にクリッ

プ等で添付してください。

付記印の所定の欄に受領額を記載し，押印してください。

提出された郵便切手に損傷（①絵柄が欠けている，②「日本郵便」や

「金額」部分に傷がある，③郵便切手同士がくっついているといったも

の）がある場合には，損傷の状態を提出者に確認してもらい， 当該損傷

郵便切手を除いた郵便切手を受け入れるとともに，提出者に対し， 当該

損傷郵便切手を予納郵便切手として受け入れることができない旨を丁寧

に説明して返却してください。

提出者が返却を拒んだときは，予納郵便切手としては受け入れられな

い旨を伝えた上で， 当該損傷郵便切手を受け取り，付記印外に「受け入

れた郵便切手のほか損傷郵便切手○○円分を保管④」と記載するとと

もに， 当直主任者において， 「損傷につき確認済⑳」 と記載し， 当該

損傷郵便切手は予納郵便切手とは別の封筒に入れ， 当該封筒に「損傷郵

便切手」の記載をし，提出書類にクリップ等で添付してください。

受領した際のやり取りは， 引継メモ等に記載してください。

はがき

付記印の備考欄又は手数料等納付書の予備欄（郵便切手額記載棚の下）

C

．

tエリ

に受領額を記載して，提出書類にクリップ等で添付してください。

オ個人番号（マイナンバー）が記載された書類'5

マイナンバーが記載された事件関係書類を提出された場合は，次のとおり

対応してください。

15マイナンバーカード．通知カード，マイナンバーの記載された住民票の写し等
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機密性2

何提出時，マイナンバーが記載された書類があると気付いた場合

a 提出者に対し， 当該書類が事件に必要か再考を促してください。当該

書類が事件に必要な場合は，マイナンバーの記載のない書類の提出を促

してください。 16

b再考及び再提出のため，提出者が書類等の一部を持ち帰った場合は，

当直員は付菱又は引継メモでその旨を明らかにしてください。

c aの対応をしてもマイナンバーが記載された書類を提出する場合は，

提出者に「マイナンバー提出用」封筒（別紙様式第9）を渡し，提出者

において当該文書を封入（糊付け）してもらった上で受領してください。

d 当直員は封筒に提出先庁等を記載し，受付印を押した上，文書受付簿

に所要事項を記載してください（文書の標題欄は，提出された他の文書

の標題の他， 「●●宛て親展文書」 と記載してください｡)。

(ｲ） 提出時に担当した当直員は気が付かなかったが， 引継ぎを受けた当直員

において，マイナンバーが記載された書類が提出されていることに気が付

いた場合

a 当直員は， 当該文書を「マイナンバー提出用」封筒に封入（糊付け）

封筒に当該文書を受け付けた日 の日付を記入してください。し，

b 当直員は，文書受付簿の文書の標題棚に「●●宛て親展文書」 と付記

してください。

受領書等の交付(2)

ア事件関係書類

(ｱ） 書類の受取証の交付を求められたとき

a 受領票（別紙様式第10-1)に必要事項を記入させ，記載事項を確

認の上，受付印及び認印を押して交付するか，提出者が持参した書類の

16その場でマイナンバー部分をマスキング処理させて提出させることはせずに，マイナンバー部
分をマスキング処理した上で作成された書類の写しを提出するよう促してください。
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控えの第1ページ余白に受付印を押してください。

b

C

d bの場合，その旨を付菱又は引継メモに記載して担当者に引き継ぐよ

うにしてください。

㈹収入印紙及び郵便切手について，受取証の交付を求められた場合には，

受領書（別紙様式第10－2）を作成の上，交付してください（受領書に

は，職印ではなく，取扱者の認印を押します。 ） 。

イ訴状

㈱地裁又は簡裁宛ての訴提起証明書の交付申請があったとき

a 訴状の写しを添付した訴提起証明申請書（別紙様式第10－3）正，

副本各1通を提出させてください（正本には証明事項1個につき150

円の収入印紙を貼付させる。 ） 。

b 副本に証明書用紙（別紙様式第10－4）を付して契印した上で証明

し，請書（別紙様式第10－5） と引替えに交付してください。 18

'7 1'一~－－－－~－－

18地裁，簡裁の区別をして令状事務室の職印を使用してください。

’
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機密性2

㈹高裁又は家裁宛ての訴提起証明書の交付申請があったとき

a 当直室には職印を備え置いていないため，証明書を交付できません。

b 直近の開庁日以降の交付になる旨説明し， 申請書類（正本，副本，収

入印紙）を受領してください。

（助書記官の発令を受けている者がいないとき

証明書の作成ができないので，㈹bのとおりとしてください。

(3) 裁判部等への引継事項の整理

提出書類を受領した際のやり取りや提出文書の審査・受付の際に気付いた事

項等（具体例は以下のとおり）については，付菱又は引継メモに記載し， 当該

提出書類とともに担当部署に引き継いでください。

ア準備書面等の立件手続を要しない書面における担当部が書面上明らかでな

い場合に提出者から聴取した担当部（24ページの2(1)イ(ｲ)）

イマイナンバーが記載された事件書類が提出された場合に，再考及び再提出

のため，提出者が書類等の一部を持ち帰った際のやり取り （27ページの2

(1)>j-(ｱ)b)

ウ添付すべき収入印紙や郵便切手がない，又はそれらについて損傷等があっ

た場合等において，提出者とのやり取りがあったときにはその内容（25ペ

ージの2(1)エ）

エ高裁宛ての身柄関係の請求書（36ページの第2の2(2)イ）

（ｱ）保釈請求書から本案係属部が判明しない場合に提出者から聴取した係属

部

(ｲ）保釈面接を積極的に希望する旨を聴取した場合には， 「面接希望あり」

と記載する（面接希望の有無を請求者に確認する必要はない。 ） 。

’オ

｜ － 1 (28ページの2(2)ア(ｱ)d)
力 ’
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(4) 処理

ア各庁別に， 更に，民事，刑事，知財，家事又は少年に分けて，それぞれの

文書受付簿（別紙様式第4）に所要事項を記載してください（ただし，地裁

刑事部又は簡裁刑事部宛ての書類は，第2の2(1) （35ページ）によってく

ださい。 ） 。 1920

イ受付文書に印紙又は郵便切手の添付がない場合は，文書受付簿の添付の印

紙額棡，添付の郵券額欄に横線を引いてください。

ウ提出者が封筒を持参していない場合は， 当直室備え置きの当該部署の宛先

が記載されたクリアファイルを提出者に示し，提出者の面前で当該クリアフ

ァイルの中に書面を入れてください（クリアファイルに入りきらない場合は，

当該書面とクリアファイルを一緒に輪ゴムでとめるなどしてください。 ） 。

Iエ受理した文書は， こ入れて保管します。

オ宛名が控訴裁判所（東京高等裁判所，知的財産高等裁判所，民事第一審が

簡易裁判所の場合は地方裁判所） ，上告裁判所（最高裁判所，民事第一審が

簡易裁判所の場合は高等裁判所）等であっても，原裁判所（判決や決定を出

した裁判所）の判決，決定等に対する不服申立書（控訴状，抗告状等）は，

原裁判所の文書として扱ってください。

'9所要事項を記載するに当たっては，文書受付簿に記載されている注意事項を必ず確認してくだ
さい。

20提出者が封かんした封筒を持参し，開封を拒んだ場合は， 「文書の表題」棚には「封筒，通」
と記載する（なお， 23ページ参照） 。
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その他

(1) 口頭又は電話による通知，連絡，照会等

口頭又は電話で通知，連絡，照会等があったときは，必要に応じて聴取書

（別紙様式第11）にその旨を記載し， 当直日誌とともに引き継いでください。

(2) 緊急を要する電信，電話又は文書等の取扱い

ア緊急の処理を必要とすると思われる電信，電話，文書等を受け付けたとき

は，職制に応じて緊急連絡先（連絡先ファイル参照）に連絡を取り，その指

示を受けてください。

イ‘ 緊急を要する事件の受付等については，第2の6 （39ページ以下）を参

3

照してください。
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第2事件関係書類の受付における留意点

1 民事事件関係

（1） 手数料，郵便切手関係

ア訴え提起，控訴の提起等の申立て手数料の金額について照会を受けた場合

には，備付けの手数料早見表及び同表記載の計算式を参照してください。

イ訴えの提起，控訴の提起等の際の予納郵便切手の金額及び組合せについて

照会を受けた場合には，別紙第3 「予納郵便切手額一覧表」を参照してくだ

さい。

ウ 申立て手数料の金額や郵便切手の金額及び組合せが不明の場合には，後日

追納してもらいますので，その場で納付されなくても差支えはありません。

エ訴状等の提出者が郵便料の現金納付を希望する場合には，事務机上に備え

置かれている赤色バインダー「現金納付を希望されたら」を参照して対応し

てください。

（2）控訴，抗告関係

ア控訴状の受理

（ｱ）控訴状の提出先は，原裁判所です（民訴法286条1項一控訴状の宛名

は，控訴裁判所です。 ） 。

（ｲ） 原裁判所の文書受付簿に登載してください。

㈲控訴申立期間は教示しないでください（誤った教示をすると， トラブル

になるおそれがあるため。 ） 。

㈲東京地裁，東京家裁又は東京簡裁以外の裁判所に提出すべき控訴状を持

参したとき

a 原裁判所以外に提出された控訴状は，却下されることがあるので，原

裁判所に提出するように促してください。

b
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イ抗告状の受理

tｱ）抗告状の提出先は，原裁判所です（民訴法286条1項， 331条一抗

告状の宛名は，抗告裁判所です。 ） 。

（ｲ）原裁判所の文書受付簿に登載してください。

（剴抗告申立期間は教示しないでください（誤った教示をすると， トラブル

になるおそれがあるため。 ） 。

㈲東京地裁，東京家裁又は東京簡裁以外の裁判所に提出すべき抗告状を持

参したとき

a 原裁判所以外に提出された抗告状は，却下されることがあるので，原

裁判所に提出するように促してください。

b

｜

’

ウ執行抗告状の受理

例民事執行の手続に関する裁判に対しては，特別の定めがある場合に限り，

執行抗告をすることができますが（別紙第4 「執行抗告ができる裁判の一

覧表」参照） ，執行抗告状の提出先は，原裁判所です（民事執行法10条

2項一執行抗告状の宛名は，抗告裁判所です。 ） 。執行抗告の理由書につ

いても同様です（同条3項） 。

杵）原裁判所の文書受付簿に登載してください。

㈲抗告申立期間は教示しないでください（誤った教示をすると， ｜､ラブル

になるおそれがあるため。 ） 。

㈲東京地裁，東京家裁及び東京簡裁以外の裁判所に提出すべき執行抗告状

を持参したとき

a 原裁判所以外に提出された執行抗告状は，却下されることがあるので，
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原裁判所に提出するように促してください。

b

(3) 上告，上告受理，特別上告，特別抗告，許可抗告関係

ア上告状，上告受理申立書，特別上告状，特別抗告状及び抗告許可申立書

（以下「上告状等」 という。 ）

㈱提出先は，いずれも原裁判所です（民訴法314条1項， 318条5項，

327条2項， 336条3項， 337条6項， 313条， 286条1項一

宛名は， 「抗告許可申立書」は東京高裁又は知財高裁，それ以外は上訴裁

判所です。 ） 。

（ｲ）提出すべき上告状等の通数は，上告状等に上告等の理由が記載されてい

ない場合は，いずれも正本1通と相手方の数の副本です（民訴法289条

1項， 313条， 318条5項， 327条2項， 336条3項， 337条

6項参照） 。

（切上告状等に上告等の理由が記載されている場合は，次のイと同様の通数

になります。

イ提出すべき上告理由書，上告受理申立て理由書，特別上告理由書，特別抗

告理由書及び抗告許可申立て理由書の通数（民訴規195条， 199条2項，

204条， 208条， 209条）

（ｱ） 上訴裁判所が最高裁判所の場合は，正本1通と相手方の数に6を加えた

数の副本です（例えば，相手方が1人のときは，正本1通，副本7通にな

ります。 ） 。

㈹上訴裁判所が高等裁判所の場合は，正本1通と相手方の数に4を加えた

数の副本です。
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2刑事事件関係

（1） 地裁又は簡裁に提出する刑事事件関係書類

ア令状事務室備付けの「令状事務の注意事項」等のマニュアルに従って受付

及びその後の事務処理に当たってください。

イ閉庁日に令状事務担当職員が執務している間は同職員が処理することにな

っていますので，次の点に注意してください。

け）令状事務担当職員の勤務時間（午後5時まで）に，地裁又は簡裁宛ての

刑事事件関係書類が持参されたときは，令状事務担当職員を夜間受付窓口

まで呼び，令状事務担当者に受理してもらうようにしてください。 2」

杵）令状事務担当職員の勤務時間が終了した後（午後5時以降） ，地裁又は

簡裁宛ての身柄に関する書類（勾留，保釈関係等）の提出があったときは，

当直で処理するものを除いて，翌日が閉庁日の場合は令状事務担当職員

（令状事務責任者）に，翌日が開庁日の場合は担当部署に書類等を引き継

いでください（引継関係については，第5 （43ページ以下）に記載して

あります。 ） 。

(ｳ）特に，身柄関係に関する上申書（勾留請求却下を求める上申書等）の提

出があった場合や，弁護人から勾留質問前に裁判官との面接を希望する旨

の連絡があって第1の3(1) （31ページ）に従って聴取書を作成した場合

は，翌日の勾留処理等に必要ですので，必ず翌日の令状事務担当職員（令

状事務責任者）又は担当部署に引き継いでください。

(2) 高裁宛ての身柄関係の請求書

地裁又は簡裁の処理と異なりますので，前記「令状事務の注意事項」等によ

ることなく，次のとおり処理してください。

ア請求があったときは，請求書の余白に当直室備え付けの受付印及び認印を
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押してください（令状事務室備え付けの受付印ではないことに注意してくだ

さい。 ） 。なお，令状事務室には刑事等雑事件簿を備え付けていないため，

I－ 三 1
イ請求書に請求者の連絡先（電話番号）の記載がない場合は，請求書にその

記載をしてもらうようにしてください。また，請求書から本案係属部が判明

しない場合は，提出者から聴取し，係属部を記載した付萎等を付してくださ

い。

ウ請求者から積極的に口頭で，裁判官と面接の希望がある旨聴取したときは

（面接希望の有無を積極的に確認する必要はない。 ） ，請求書に「面接希望

あり」 と記載した付菱等を付してください。

１
戸
‘
９
１
１

エ高裁刑事の文書受付簿に所要事項を記載し，

て保管してください。

に入れ

(3) 起訴状，訴因等変更請求，勾留請求，接見等禁止請求，勾留延長請求， 国選

弁護人選任請求書・資力申告書，不在・不受任通知書，勾留執行停止関係

ア令状事務室備付けの「令状事務の注意事項」及び「被疑者国選弁護人関係

マニュアル【詳細版】 」に従って受理してください。

イ勾留請求書及び接見等禁止請求書については，受付印が異なることに注意

をしてください（上記「令状事務の注意事項」第1の2の(3)を参照してくだ

さい。 ） 。

(4) 控訴（抗告）申立関係

※準抗告の申立てがあった場合は， 「6 その他緊急を要する事件の受付等」

の(3) (40ページ）を参照してください。

ア控訴（抗告）申立書及びそれに付随する弁護人（付添人）選任届

（ｱ） 宛先は東京高裁になりますが，原裁判所に提出することになっています。

（ｲ） 原裁判所が東京地裁，東京家裁及び東京簡裁以外の裁判所に提出すべき

上記書類を持参したとき
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a 原裁判所に提出するように促してください。

上

イ控訴趣意書

東京高裁に提出することになっています。その受付手続は，第1の2(1)ウ

（ｲ） （24ページ以下）のとおりです。

ウ控訴（抗告）申立期間は教示しないでください（誤った教示をすると， ト

ラブルになるおそれがあるため。 ） 。

（5） 上告（特別抗告，再抗告）関係

ア上告（特別抗告，再抗告）申立書及びそれに付随する弁護人選任届又は付

添人選任害

嗣宛先は最高裁になりますが，東京高裁に提出することになっています。

げ） ただし，東京地裁がした準抗告の裁判に対する特別抗告の申立書の提出

先は東京地裁になります。

イ上告趣意書

最高裁に提出することになっています。

3家事事件関係

（1） 手数料，郵便切手関係

ア家事審判又は家事調停の申立て手数料の金額と予納郵便切手の金額及び組

合せについては，別紙第3の3の一覧表を参照してください。

イ 申立て手数料や予納郵便切手の金額等が不明の場合には，後日追納しても

らいますので，その場で納付されなくても差支えはありません。

ウ人事訴訟についても， イと同様です。

（2） 控訴，抗告関係

第2の1(2) （32ページ以下）に準じて処理してください。
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4少年事件関係

（1） 少年事件関係書類の受付

ア閉庁日の午前9時30分から午後5時までの間は，観護措置等の少年事件

関係の事務を処理するために，家裁に少年事件処理当直が置かれています。

イアの間においては，家裁宛ての少年事件関係書類が持参されたときは， 当

直員は書類を受理せず,全て家裁の少年訟廷分室(’ Iに

電話連絡をした上，書類を持参した者に対し，家裁の夜間通用口 （東京家裁

，簡易裁判所合同庁舎内）に書類を持参し， インターホンで警備員を呼び出

し，少年事件関係書類を持参した旨を伝えるよう指示してください（警備員

が少年事件処理当直事務室に連絡し， 当直担当者が夜間通用口に出向いて対

応する。 ） 。

ウ事務室机上に家裁庁舎への案内図（別紙第5）を備え付けていますので，

来庁者への案内の際に利用してください。 ） 。

（2） 抗告の申立て

ア決定の告知のあった日の翌日から起算して2週間以内に，東京高裁宛ての

抗告申立書（少年，その法定代理人又は付添人が，事件名，事件番号，少年

の氏名及び抗告の趣意を記載）を原裁判所に提出することになっています

（原裁判所が東京家裁のものが当直に持参された場合には， (1)のアに記載の

時間を除き， 当直で受理してください。 ） 。

イ抗告申立期間は教示しないでください（誤った教示をすると， トラブルに

なるおそれがあるため。 ） 。

(3)観護措置決定又は観護措置更新決定に対する異議の申立て

ア異議申立ては，原裁判所宛ての異議申立書（少年，その法定代理人又は付

添人が，事件名，事件番号，少年の氏名及び異議の趣意を記載）を原裁判所

に提出することになっています（原裁判所が東京家裁のものが当直に持参さ

れた場合には， (1)のアに記載の時間を除き， 当直で受理してください。 ） 。
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イ この異議申立ては，緊急を要するものであるため， 6(6) （41ページ以下）

に従って処理してください。

5令状事務

（1）令状事務については，令状事務室備付けの「令状事務の注意事項」及び令状

記載例等に従って処理してください。

（2） 当直における一般令状

ア原則

東京地裁所属の裁判官が発付する場合でも，東京簡裁裁判官名義で発付し

ます。

イ例外

刑事当直執務資料につづられている「休日及び夜間における令状事務割当

表（裁判官） 」で△印の付された裁判官は，東京簡裁裁判官としては令状を

発付できないので，東京地裁裁判官として令状処理をしてください。

（3） 当直日誌の「宿直裁判官令状処理件数」に所要事項を記載してください。

6 その他緊急を要する事件の受付等

（1） 東京地裁に対し，行政事件に係る執行停止，仮の義務付け，仮の差止め各申

立事件，保全事件，人身保護事件又は配偶者暴力に関する保護命令(DV)事

件の申立てがあった場合

申立書，訴状が提出されたことを，直ちに主任書記官（連絡先ファイル参照）

に連絡し，その指示に従ってください。

（2） 緊急の場合の連絡先

次の申立てや事件の送付等があった場合には，次の者に直ちに連絡し，その

指示に従ってください。
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東京地裁に対し，東京

高裁宛ての申立てがあ

った場合の連絡先

東京高裁に左記の事件

の送付又は申立てがあ

った場合の連絡先

高裁民事訟廷管理官ア (1)の執行停止申立事件等

の決定に関する抗告

東京地裁主任書記官

（連絡先ファイル参

照）

高裁刑事訟廷管理官地裁刑事訟廷管理官イ勾留に関する （保釈許可

決定，保釈請求却下決定

等）抗告

地裁刑事訟廷管理官 高裁刑事訟廷管理官ウ刑の執行猶予期間満了日

が切迫している刑の執行猶

予言渡取消決定に対する即

時抗告（ 「切迫している」

とは，取消決定をした担当

部等からその旨が情報提供

された場合に限る。 ）

エ法廷等の秩序維持に関す地裁刑事訟廷管理官

る法律による制裁決定（監

置）に対する抗告

高裁刑事訟廷管理官

(3) 準抗告の申立てがあった場合（(6)のオを除く。 ）

ア令状事務室備付けの「令状事務の注意事項」記載の「第4準抗告申立て等

の事務」に従って処理してください。

’イ

(4) 心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法
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律に基づき医療機関に入院している対象者について，入院先医療機関から同人

が無断離院した旨の緊急連絡が入った場合は，以下の事項を聴取して，東京地

裁刑事訟廷管理官又は東京地裁刑事訟廷副管理官（医療観察事件担当）に連絡

してください。

ア対象者の氏名

イ担当部

ウ折り返す相手方の連絡先（医療機関名，担当者の所属部署及び氏名，

電話番号）

(5) 東京家裁に対し，親権停止及び親権代行者の指定を求める審判前の保全処分

並びに子の監護に関する審判前の保全処分（子の引渡しを内容とするもの等）

の申立て又は問合せがあった場合

緊急連絡先（連絡先ファイル参照）の家裁家事訟廷管理官（連絡が取れない

場合には，家事訟廷副管理官又は家事次席書記官）に直ちに連絡し，その指示

に従ってください。

(6) 東京家裁に対し，少年事件に関する以下の申立て又は問合せがあった場合

緊急連絡先（連絡先ファイル参照）の家裁少年訟廷管理官（連絡が取れない

場合には，少年訟廷副管理官又は少年次席書記官）に直ちに連絡し，その指示

に従ってください。

なお，緊急を要するかどうかが判断できない申立て又は問合せがあった場合

にも， 同様に処理してください。

ア観謹措置決定又は観護措置更新決定に対する異議申立てがあった場合（窓

口に提出された場合だけでなく，郵便等で送付された封筒等の表書きに「観

護措置異議申立書」等の記載があるなど異議申立てであることが明白な場合

も含む。 ）

イ司法警察員等から少年に対する緊急同行状の発付に関する問合せがあった

場合

41



機密性2

ウ少年院又は少年鑑別所の長から連戻状の発付請求があった場合

エ地方更生保護委員会又は保護観察所長から引致状の発付請求があった場合

（引致状の請求は，家裁だけでなく，地裁又は簡裁にもできることになって

いる。 ）

オ原裁判所が東京家裁の準抗告（ 「みなし勾留」に対する準抗告）の申立て

があった場合

第3 当直勤務時に障害者が当直窓口に書面を提出しようと来庁した場合の対応

1 障害者が来庁した場合，ガードマンから当直室にその旨の連絡が入ります。 自

家用車等で来庁した場合は庁舎東玄関門扉前に駐車させ，徒歩の場合は別紙第6

の第一南門のガードマンボックス付近で障害者を待機させる旨指示をしてくださ

い。

4障害者対応を行った場合又は障害者から障害を理由とした合理的配慮の申出が

あった場合は，その対応や申出があった合理的配慮の内容によっては，後日， 当

直主任者に報告票を作成していただくことがあります。当直日誌の特記事項欄に

対･応した旨を記載してください（報告票書式は別途，担当部署から送付されま

す。 ） 。

5 障害者が当直員の対応に苦情を述べた場合は， 当直日誌の特記事項にその旨を

記載してください。

6 相談窓口を問われた場合には，東京高裁総務課を案内し，対面，電話などの方

法により連絡するよう案内してください【代表電話03-3581-5411】 。
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機密性2

第4 当直日誌の書き方（日誌記載例一別紙様式第1）

1 当直日誌は， 当直ごとにページを改めて使用してください。

2 当直の日付，曜日を記載し， 日 ・宿直の別を○印で囲んでください。

3 当直員は， 当直員欄に所属と氏名を記載し，認印を押してください。

4特に報告すべき事項又は次の当直員に引き継ぐ注意事項等があるときは，特記

事項欄に記載してください。

5令状関係以外の受付文書について,｜ 固通数,書留郵便の通数及び保管

袋の数，普通郵便の保管袋の数， レターパックの通数，ゆうパック （緑，青の合

計）及び宅配便の個数等を当直日誌の別紙となる「受付文書確認表」の各庁別の

欄に記載してください。

また，郵便物（宅配便）あるいは，窓口提出書類があるにも関わらず，受

付文書確認表を作成しないままにすることや， 同確認表に記載すべき郵便物

の通数，保管袋の数，窓口提出書類の件数の記載漏れがないよう注意してく

ださい。

第5 当直文書の引継ぎ

』 刑事事件関係書類以外の文書等(郵便物,窓口への提出書類,｜ ｜, 当直
日誌及び文書受付簿）

（1） 当直が継続しない場合

別紙第8のとおり，各主管課の職員が受領に来ます。

（2） 次の当直員に引き継ぐ場合

ア引継ぎの方法

㈱窓口への提出書類及び■
次の当直員との間で件数，通数等を照合確認して， 引継ぎを行います。

（ｲ)■■■■以外の郵便物

次の当直員との間で保管袋の数だけを確認して， 引継ぎを行います（保

管袋の中の文書の通数を確認する必要はありません。 ） 。
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機密性2

（例次の当直員は，前の当直員がそれ以前の当直員から引継ぎを受けた分に

ついても，通数，保管袋の数等を照合確認してください。

イ引継ぎが終了したときは，次の当直主任者は，令状関係の書類を除く全て

の書類を引き継いだことを確認する趣旨で， 当直日誌の「当直主任者文書引

継欄」に日付を記載し， 日・宿直の別を○印で囲み，認印を押してください

（※当直日誌記載例一別紙様式第1参照） 。

（3） 当直員から令状事務担当職員への引継ぎ

「当直引継書」に記入の上，現物と照合しながら口頭で引継ぎを行ってくだ

さい。

2刑事事件関係書類及び帳簿

第2の2 （35ページ以下）に従って処理した上で，以下のとおり引き継いで

ください。

（1）令状事務担当職員（日直者）から引継ぎ（閉庁日の午後5時）を受ける場合

当直日誌の「公判請求等」 ， 「勾留請求等」棚の記載の当該請求種類の通数

を確認し， 「当直主任者文書引継欄」に認印して引継ぎを受けます。

（2） 宿直員から担当部署への引継ぎ

当直日誌の「公判請求等」 ， 「勾留請求等」柵の各受理件数及び合計を記載

します。別紙第9の「引継先」欄記載の部署から書類の受領に来ますので，

「引継印」欄に確認の印を押して引き継ぎます。

（3） 当直員から令状事務担当職員への引継ぎ

「当直引継書」に記載の上，現物と照合しながら口頭で引継ぎを行ってくだ

さい。

(4) FAXの確認

FAXに送付されている文書がないか確認します。送付されている文書があ

れば，担当者等に確実に引継ぎをしてください。
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機密性2

第6 1 －－除提出された場合

係属中の刑事事件雷－－1のあったものについて，
ったときは, |［ ||をした当該部･室の主任書記官

|「 墨提出があ
(連絡が取れない場合は

’び当該裁判所の刑事訟廷管理官）及 (いずれも連絡先ファイ

ル参照）に連絡し，指示を受けてください。
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当直勤務職員の勤務時間の早見表(イメージ図）
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(令和元年10月1日郵便料金改定によるもの）

予 納

等裁判所民事訟

郵 便 切 手 額
廷事件係

澤
見 表

東京 高

抗
生
ロ 上告提起

上告受理申立て
特別上告提起

特別抗告提起
抗告許可申立て
(相手方なし）

高裁第一審
再審

控 訴 一般
(相手方なし）

民事執行
借地非訟

家事

総額

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

８
０
５
４
０
０
０
０
０

１

１
１
１
１
１

円Ｏ叩
昭
昭
椚
昭
昭
昭
弔
調
椚

６
０
０
８
５
２
１

５
１

円Ｏ和
昭
咽
蝸
昭
昭
頭
椚

２
５，
０
８
５
２
１

円ＯＯ
円
円
円
円
円
円
円

５
０
４
０
０
５
２
１

‐
０
８
２
１

４
５ 枚

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

円

４
３
６
０
０
２
２
２

２
２
１
１
１

０印
昭
昭
椚
昭
昭
弔
調
佃

３
５
１

，
０
０
８
２
１

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

４
０
６
６
８
５
２
３
０

円
１
１
１
２

００
円
円
円
円
円
円
円
円
円

６
０
０
０
４
０
０
５
２
１

５
ｍ
函
、
８
２
１

円Ｏ”
昭
蝸
昭
咽
昭
昭
調
椚

２
０
１
０
８
２
１

５
２
１

控訴に同じ

内訳 嗽
一
嗽
一
敬
一
鍬
一
鍬
一
型
湫

嗽
一
嗽
一
轍
一
轍
一
墜
鍬
認

蜥
一
倣
一
嗽
一
嗽
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
嘩

備考 当事者1名増すごと

に1,089円2組追加

当事者1名増すごとに上記の｢一般｣の組合せ(2,400円分)を

1組追加

当事者1名増すごと

に計2,310円追加

〔内訳〕

500円2枚

210円2枚

100円5枚

84円4枚

10円3枚

5円2枚

1円14枚

当事者1名増すごと

に上記の額の組合せ

を1組追加

◎附帯控訴について

相手方1名の場合

1， 145円2組

〔内訳〕

500円4枚

84円2枚

20円2枚

10円4枚

5円6枚

1円12枚

◎再抗告について

上記のほかに当事者1名につき1,089円追加 特別抗告提起抗告

許可申立ての両方

を申し立てる場合，

特別抗告提起抗告

許可申立てのそれ

ぞれに必要

◎DV事件については家事抗告の例による

聖
津
拙
“
ｌ
美
訓
難
）

1名増すごとに

1． 145円追加



(令和元年10月1日郵便料金改定によるもの）

予 納 郵

等裁判所訟廷事件係

便 切 手 額
澤
臭 表

知的財産 高

控 訴
審決取消訴訟
再 審

上告提起
上告受理申立て
特別上告提起

特別抗告提起
抗告許可申立て
(相手方なし）

事件の種別
抗 告
(相手方なし）

予納額

総額 円Ｏ叩
昭
昭
咽
昭
蝸
咽
頭
調
柄

６
５
１

，
０
０
８
５
２
１

円Ｏ和
昭
咽
蝸
昭
咽
頭
梱

２
５，
０
８
５
２
１

円Ｏ釦
昭
昭
昭
咽
昭
咽
頭
調
椚

５
５
２
１

，
０
１
０
８
２
１

円Ｏ、
蝸
輌
明
媚
昭
叩
頭
梱

２
５
２
１

，
０
１
０
８
２
１

内訳 嗽
一
棚
一
鍬
一
倣
一
側
一
加
一
側
一
伽
一
Ⅷ

倣
一
嗽
一
嗽
一
嗽
一
鍬
一
鍬
一
湫

嗽
一
伽
一
敬
一
嗽
一
嗽
一
脚
一
鮒
一
嗽
一
鮒

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

２
１
２
５
０
０
１
５

１
１
１
１

備考 当事者1名増すごとに1, 089円2組
追加 ．

当事者1名増すごとに上記の額の組
合せを1組追加

円０１３２計にと

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

一
」

２
２
５
４
３
２
４

す

１

色
日

円
円
円
円
円
円
円

士
名
Ｏ
Ｏ
Ｏ
４
０
５
１

０
１
０
８
１

１者
閲
５
２
１

騨
剛
朧

当事者1名増すごとに上記の額の
組合せを1組追加

◎附帯控訴について

相手方1名の場合

1， 145円2組

〔内訳〕

500円4枚

84円2枚

20円2枚

10円4枚

5円6枚

1円12枚

特別抗告提起,抗告許可申立ての
両方を申し立てる場合,特別抗告提
起抗告許可申立てのそれぞれに必
要

◎再抗告について

上記のほかに当事者1名につき
1，089円追加

聖
琵
拙
①
’
三
訓
灘
）

（
富
澤
訓
灘
）

1名増すごとに
1， 145円追加



予 納 郵 便 切 手 一 覧 表

東京地方裁判所
窄件
の

稚別 破産 再生 仮差押･仮処分 民事執行 執行取消
抗告
（原審簡
裁,相手な
し）

管財事件
(債権者申
立事件･本
人申立事
件）

控訴
(一審簡裁）

同時廃止事
件･即日面
接事件･管
財事件

通常訴訟

通常再生 不動産’ 債権債権個人再生 不動産 債権 動産 不動産 債権
予納敏

総額及び内
訳について
は,民事執行
センターに照

会してくださ
い⑥

獅
一
柵

6，000円 4, 800円 2，400円 4,200円 6,000円 1，895円 2，493円 3， 137円 1，099円 94円 3，495円

’8枚500円 500円 8枚 500円 4枚 8枚 4枚 1枚 2枚 4枚 5枚 2枚 1枚 5枚 2組210円 500円 320円 120円 500円 500円 500円 84円 500円 529円

100円
一

84円

10枚 碓
一
蛾

84円

50円

2枚 29枚 15枚 2枚 10枚 1枚 1枚 唯
一
敵

1枚 4枚lOO19 84円 100円 290円 84円 290円 290円 84円 10円 100円 94円×債務
者の数5枚 2枚 6枚 25枚 1枚 1枚 5枚84円 10円 84円 100円 20円 20枚 84円 140円 1枚 84円10円

4枚50円 50円 1枚 3枚 10枚 4枚 10枚 13枚 1枚 2枚 1枚 5枚20円 狛
一
胴

50円 84円 10円 50円 84円 5円 20円

20円 10枚 7枚 5枚 4枚 5枚 10枚 2枚 5枚20円 10円 10円 15枚 10円 1円 20円 2枚 10円 10円

84円3組(郵
送申立ての場
合は4組）

120円×再生
債権者数×2
組

10枚 5枚10円 10円 5円 3枚 5円 5枚 5枚 1枚 3枚 3枚1円 10円 5円 5円

10枚 1枚5円 5円 1円 7枚 2円 10枚 3枚 2円 2枚 5枚5円 2円

10枚 6枚2円 2円 5枚 2枚1円 2円

1円 10枚 1円 10枚

当事者1名増
すごとに
1,089円2組
(合計2,178円）
追加
(内訳
500円4枚＋
84円2枚十
5円2枚）

(ただし,原告
が複数であっ
ても,共通の
代理人がいる
場合は,加え
る必要はあり
ません｡）

当事者1名増
すごとに
1,089円2組
(合計2.178円）
追加
(内訳
500円4枚十
84円2枚十
5円2枚）

(ただし,控訴
人が複数で
あっても,共
通の代理人が
いる場合は，
加える必要は
ありません｡）

当事者1名増
すごとに上記
の組み合わせ
2,400円分を1
組追加

ただし,債務
者が1名増す
ごとに1,099円
1組追加
嘱託登記所
が1箇所増す
ごとに1,394円
追加
(500円2枚十
290円1枚十
50円1枚十
20円2枚十
5円2枚十
2円2枚）

ただし,債務
者が1名増す
ごとに1,099円
1組追加
第三債務者
が1名増すご
とに
2,038円追加
(500円3枚十
290円1枚十
140円1枚十
84円1枚十
10円1枚十
5円2枚十
2円2枚）

ただし,憤務
者が1名増す
ごとに1,099円
1組追加

ただし,償務者が1
名増すごとに
1,239円1組追加
(500円2枚÷
100円1枚＋
84円1枚＋
20円2枚今
10円1枚÷
5円1枚）
第三債務者が1名
(送達場所ごとに1
名として計算)増す
ごとに

1,942円追加
(500円3枚十
100円2枚十

84円2枚十

20円2枚十
10円2枚十
5円2枚十
2円十2枚）

ただし,嘱託
登記所が2箇
所以上のとき
は,嘱託登記
所の数の倍数

備考

淫
案
謡
い
Ｉ
貿
凄
熱
）

(ただし,抗告
人が複数で
あっても,共
通の代理人が
いる場合は，
加える必要は
ありません｡）



予納郵便切手一覧表（令和元年10月版）

審判（家事法別表繁一関係） 審判（家事法別表第二関係） 審判前の保全処分割
敗
０
０
０
０
，
０
０

函
訳
枚
１
１
２
１
辺
１
１

週
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ

く停
内
韻
輌
姻
蝸
輌
咽
頭
調

脳
梱
０
８
５
２
１

数
内
牧
２
５
麺
５
５
５
５
△
可
１
応
ｍ
５
５
５
２
６
５
２
２
４
３
ｚ

ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
ｘ
ｘ
ｘ
×
×
ｘ

頚
叩
頭
姻
昭
銅
調
椚
碩
昭
姻
叩
頭
調
佃
昭
輻
輌
頭
昭
輌
昭
頭

１
５
１
５
１
５
５

亜
Ｏ
ｏ
８
１
０
０
８
１
０
８
１
０
８
１

服 限内
数枚
４
２
町
２
幅
４
”

×
×
×
×
×
ｘ
×
×

顛
輌
蝸
姻
眠
輌
詔
渦

種
釦
ｍ
８
５
１

率件禰別 合叶額 事件視%II 合計額 合計轍

失蹄宜告

失践宣告取嫡

年金分割

子の整硬者の橘定

子の引遼し

3270円 3320円 3310円

1運の申立吾で『子の監填者の櫃定｣と『子の引波し』を票め
る璃合には．上記3320円で可．

相手方が10名増すごとに上露3310円
を追加する． 間接強制

２
８
脚
叩

×
×
×
ｘ

円
円
円
円

０
４
０
１

０
８
１

１ 内
一
癖
一
坪
一
岬
一
報
一
翔
一
頤
一
率
一
桐

訳
一
瞬
－
４
’
２
｜
”
｜
Ｚ
｜
喝
－
４
｜
加

合計甑
$$別穂手職組 3584円 胴停（週産分割以外） ×

一
ｘ
ｌ
ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ
×

その他の刑覆術二の事件 1022円
内
一
郵
一
岬
一
部
一
岬
一
柄

駅
一
魑
一
２
’
８
｜
潤
一
、

合計観
×
】
×
×
一
×
×

審判（後見関係） 3320円
102Z円死後砲晩

戸錨灯正

内
数枚
４
５
巧
４
５
７
４
８
３
５
叩
４
５
６
２
８

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

頚
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

種
亜
種
率
鎚
塑
旭
５
１
０
０
４
３
０
０
５
１

０
０
８
６
２
１

５
１

駅
事件埋踊1564円 合計樋

逸事勺が1名難すご劃こ下雇の313円
を過餌する．
(ただし.甲立人手暖代理人が共通の堤
合を除く.）

1376円

氏の変更
(子の氏変更を除く‘戸流珪107釜）

岬
一
坤
一
頤
一
桐

１

２

４

－

５

ｘ
－
ｘ
－
ｘ
－
ｘ

保佐･禰胞】の閲始 4210円

313円
夫婦共同申立ての墳合は500円xZ牧.84円×1
礫5円x1枚を追加

”
的
３
３

×
×
×
×

円
円
円
円

４
０
４
０

８
１
８
１

就崩

週倉執行桶選佃
養子総§、

940円 人率脈訟.通常脈訟(購求異膿等）
内
一
卿
一
押
一
岬
一
報
一
翔
一
郵
一
頤
一
銅
一
頭
一
梱

訳
一
殿
－
８
｜
扣
一
５
’
４
｜
胴
一
肥
一
胴
一
ｍ
一
価

合計額
後見開始

任念後見監督人還任

未成年後見人退任

ｘ
ｌ
ｘ
ｌ
ｘ

282円
子の氏の変奥
(子1人につき） 3270円

覗桧書が住所を同じくする択欽の未成年者につき1通
の申立書で申立てをする珊合は1人分で可

名の変更

柤暁放累・期間伸長

相続の限定承腿《棚麟人1人につき）

遺蘭分欣曇

性溺の取扱いの箕更

扶養透務の股定(保湿者選任）

４
４

×
×
円
円
４
０
８
１

×
一
×
｜
ｘ
－
ｘ
－
ｘ
×

6000円

376円
審判（財産管理関係）

駅

ｊ※

内
致
く

枚
５
旧
ｍ
ｍ
ｍ
２
８
ｍ
”
１
１
３
４
８
Ⅷ
ｍ
ｌ

ｘ
×
×
ｘ
×
×
×
ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

韻
輌
輌
輌
調
柄
昭
噸
輌
調
網
網
銅
蝸
咽
叩
梱
噸

種
０
８
１
０
８
１
８
８
８
０
８
１
８

１

１

５

亭件種別 合計観

０
８

１×
ｘ
円
円
必
０
８
１

当亭省が1名増すごとに下記の2178F1
を遮加する．

920円

糖別代理人週任(子の利墓梱反） 不在茜財溌饗理人選任

’
2000円 》
一
祁
一
調

４
『
２
’
２

ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ

1通の申立蚕で複数の子について特踊代理人の選任
を求める場合には.84円x<子の敵×10検)．10円
x8枚で可．

家事抗告2178円

内
一
癖
一
》
｜
唖
一
報
一
報
一
噸
一
頭
一
調
一
桐

駅
一
癖
－
４
ｌ
３
ｌ
６
ｌ
ｍ
－
”
｜
吃
一
聰
一
堀

合計観
84円×《申立人十相経人の散×2）

1o円×（申立人十相纏人の数）

ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ
『
ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ
戸
ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ

捜脈
讃黄喜の挨腿 相賎財産管班人運任 99之円 ｜

眠
一
雄
一
８
ｌ
ｍ
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
ｍ
ｌ
沁
一
、
｜
叩
一
”

内
一
噸
一
》
一
函
一
坪
一
祁
一
祁
一
岬
一
鋼
一
調
一
咽

申立人兼祖氏人は申立人としてカウントする．
櫓鯉人の敵には.受遁巷も含む． 合計額

ｘ
－
ｘ
－
ｘ
－
ｘ
二
ｘ
ｘ
室
ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ
×

２
２
８
油
５
５
５

×
×
×
×
×
×
ｘ

円
円
円
円
円
円
円

０
０
４
０
５
２
１

０
０
８
１

５
１

樋隈外行あ飾可

傾田付与

相磯人捜索の公告

鋸
一
報
一
評

3500円

権定相域人廃陣

遺宮仙行令解倭
2012円

6000円
特別腿敗者に対す．る相絞財産分与 2792円

－

腕告人.相手方が1名増すごとに下肥
の2400円を追加する。

500円×4
－

100円× 2

管珊人選任処分の取綱し 84円 弧
一
報
一
祁
一
郵
一
頤
一
頭
一
柄

４
２
－
２
－
３
－
５
－
３
』
７

×
｜
×
』
ｘ
－
ｘ
－
ｘ
ｌ
ｘ
』
×

(※)審判番に蝿付ず.る契約書や図面の分量に応じて94円‘M0円が必要になる鳩合がある。

84円×10

50円×2

10円×15

聖
津
劃
②
Ｉ
員
謁
菱
）

覗描喪失肌IW停止
児童福祉膿28鉄事件
児童福祉法33鰻事件

当事肴が1名増すごとに下記のZ17BF1
を遮加する．3320円 2400円

州
［
〕
訓

郵
一
湖
一
頭

ｘ

ｌ

ｘ

ｘ

’ 2178円４
岨

×
×
円
円
５
１

９
８

×
×
円
円
４
０
８
１

その他の涌綬第一の阜件 836円

内 択

種類 × 枚数

500円× 4

100円× 2

84円x IO

50円× 2

10円×

5円×

1円× 0

合計甑

3320円



(令和元年9月24日実施）

郵便切手一覧表（東京簡易裁判所）

裁判等を申し立てる際に， 当事者の呼出しなどに使用するための郵便切手を納めていただく必要があります。納めていただく郵便切手の額及び内訳
は．次のとおりです。これは．東京簡易裁判所の取扱いであり，納めていただく郵便切手の額及び内訳は､裁判所によって異なりますので申立てをさ
れる裁判所へお問合せください。
手続進行後，郵便切手が不足する場合は追加納付を求めることがあります。また，手続終了後，未使用の郵便切手がある場合は返還します。

’
停

特定調停

調

一般

の
達
赫
稚
鮒
公
の
達
赫
稚
鮒
公

控訴
(一審簡裁）

抗告
(原審簡裁）

訴え提起前
の和解

通常訴訟 少額訴訟 公示催告 支払督促

1048円

500円| 2枚

1048円

500円| 2枚

58301g 5200円 4800円 2400円 2600円 430円 645円 2197円 1245円切手合計

醗
醜
牽
一
巍
嘩
一
嘩
一
準
一
唾

5枚 準
一
魂2枚

500円 郵
一
岬
辨
一
却
却

轆
一
率
一
魏
一
轆
一
漱
鍬
蛾
一
磁
一
唾

500円| 4枚 準
一
嘩
一
率

500円| 1枚 準
一
巍
巍
倣
率

郵
一
砺
一
辨
一
翔
一
胡
一
噸
詔
一
頭
一
梱

500円 円
円
円
円
円
円
円

０
Ｏ
Ｏ
４
４
０
５

０
２
２
９
８
１

５
３
１

円
円
０
０
０
０
５
１100円 10枚 100円

10枚 醜
一
醜
準
一
轆
率

5枚84円 報
一
翔
一
祁
頤
一
詔

84円 84円

’
枚
枚
２
２

10枚501B 円
円
０
０
５
２10枚20円

内訳
1枚 索

一
噸

4枚

蝿

一
噸1枚

轆
巍
一
轍

轆
巍
一
轍

枚
枚
０
０

１
１

峨
率
一
陣
一
“

頤
一
頭

10円

5円

頤
一
頭

10円

5円

10円 10円

1枚5円 5円

5枚2円 2円 2円 2円

1円 7枚 1円

ただし．当事者

1名増すごとに
1125円分追加

ただし,当事者
1名増すごとに
2378円分追加

ただし,当事者
1名増すごとに
2500円分追加

ただし．当事者
1名増すごとに
2178円分追加

ただし当事者
1名増すごとに上
記の組み合わせ
2400円分追加

ただし，当事者

1名増すごとに
1228円分追加

ただし，当事者
1名増すごとに
430円分追加

和解調書正本
の双方への特別

送達が必要な場
合は2198円分
追加

ただし.抗告人

が複数であって
も.共通する代理
人がいる場合は，
加える必要はあり
ません。

訳内
円
円
円
円

Ｏ
Ｏ
４
５

０
０
８

５
１

内訳

500円

84円
5円

榊
昭
昭
蝸
咽
頭

５
１
０
０
８
１

内訳は上と同じ 内訳

500円 2枚
100円 1枚

10円 2枚
5円 1枚
※なお,官製は

がきを債務者数
分用意し､宛名に
債権者の住所
氏名を記入してく
ださい。

翻
砺
昭
昭
昭
叩
頭

５
１
０
０
５
２
１

枚
枚
枚
枚

４
２
２
２

癖
蝸
咽
蝸
調

０
８
１

５
枚
枚
枚
枚

４
２
２
２

枚
枚
枚
枚
枚
枚

４
２
４
２
４
４

枚
枚
枚

４
２
２

枚
枚
枚
枚
枚

１
５
２
５
２

雪
雲
謡
の
ｌ
や
（
郵
灘
）

備考

’

ただし,控訴人

が複数であって
も．共通の代理人

がいる場合は,加
える必要はありま
せん。



別紙第4

執行抗告ができる裁判の一覧表

執行抗告を認める
根拠条文

確定により効力が
発生するもの

裁 判 の
根拠条文

決 定 の 内 容

条条 項 項条 項

執行抗告却下決定
民事執行の手続の取消決定，民事執行の手続を取り消す
執行官の処分に対する執行異議の申立てを却下する裁判，
執行官に民事執行の手続の取消しを命ずる決定
費用不予納による申立却下決定
執行費用額等確定処分に対する異議申立てについての決
執行費用額等確定処分の更正処分に対する異議申立てに
ついての決定
強制競売の申立て却下の裁判
続行申立て却下決定
売却のための保全処分の申立てについての裁判等

Ⅷ

I

０
２

１
１

V

I

０
２

１
１ ○ Ⅱ12

Ｖ
Ⅶ
Ⅶ

14

42

42

14

42

Ⅳ
Ⅵ
Ⅸ

○
○

42

42

Ⅷ
Ⅷ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅵ

45

51

55

45

47

55

Ⅲ
Ⅵ
ｖｌ ○(Vの

み）

○

55

68の2

Ⅶ
Ⅳ買受けの申出をした差押債権者のための保全処分の申立

てについての裁判等
売却の許可･不許可の決定

不動産が損傷した場合の売却許可決定の取消しの申立て
についての決定

最高価買受申出人等のための保全処分の申立てについて
の裁判等

引渡命令の申立てについての裁判
強制管理の開始決定
建物使用の許可等の申立てについての決定
収益等の分与等の申立てについての決定

管理人の報酬等の決定
配当要求却下の裁判
強制管理の続行申立て却下決定
保管人の選任申立てについての決定
保証の提供による船舶強制競売の手続の取消しの申立て
却下の裁判
航行許可の申立てについての裁判
差押物の引渡命令の申立てについての裁判
差押禁止動産の差押えの許可等(範囲の変更)の申立ての
却下等の決定

差押命令の申立てについての裁判
差押命令の取消し(範囲の変更)の申立ての却下決定
配当要求却下の裁判
転付命令の申立てについての決定
譲渡命令等の申立てについての決定
少額訴訟債権執行の差押処分の申立てについての裁判所
書記官の処分に対する執行異議申立てについての裁判
少額訴訟債権執行の費用の予納を命ずる裁判所書記官の
処分に対する執行異議申立却下決定
少額訴訟債権執行の差押命令の取消し(範囲の変更)申立
ての却下決定

少額訴訟債権執行の配当要求を却下する旨の裁判所書記
官の処分に対する執行異議の申立却下決定
少額訴訟債権執行の転付命令等を求めるための債権執行
手続移行申立ての却下決定
扶養義務等に係る金銭債権についての間接強制の申立て
についての裁判

同上の変更を求める申立てについての裁判
目的物を第三者が占有する場合の引渡請求権の差押命令
の申立てについての決定
作為又は不作為の強制執行の申立てについての裁判
費用前払の申立てについての裁判
間接強制の申立てについての裁判
同上の変更を求める申立てについての裁判
担保不動産競売の開始決定前の保全処分の申立てについ
ての裁判

担保不動産収益執行の開始決定
動産を目的とする担保権の実行としての競売の開始を許可
する決定
財産開示手続実施決定
財産開示手続の陳述義務の一部免除を許可する裁判

68の2 Ⅳ68の2 I Ⅲ

○
○

74

75

Ｖ
Ⅲ

74

75

I

Ⅱ

69

75 Ｉ
Ｉ ○

○
Ⅵ
Ｖ

Ⅵ 55

83

5577

83

93

97

98

101

105

111

116

117

Ⅳ
ｖ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ

83

93

97

98

101

105

111

116

117

Ｉ
Ｉ

Ⅲ
Ⅲ

１
１

○ Ⅲ118

127

132

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

118118

127

132

1

1

ⅡI

ｖ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ

145

153

154

159

161

167の5

Ｉ
Ⅱ
１
１
１
Ⅲ

Ｉ

145

153

154

159

161

167の5

○
○

159

161

Ｖ
Ⅳ

167の6

167の8

167の9

167の10

167の15

Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

167の6

167の8

167の9

167の10

167の15

Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
ｖ
Ⅵ

167の15

170

Ⅲ

I

167の15

170

Ⅵ
Ⅱ

171

172

187

Ｉ
Ⅳ
Ｉ
Ⅱ
ⅡＩ

Ｖ
ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅵ

171

171

172

172

55 ○ 55 Ⅵ

188

190

93

190

Ｖ
ＶⅡ

197

200

I Ⅱ

I

Ｖ
Ⅱ

197

200

(注)1裁判の根拠条文が準用されている場合の執行抗告を除く。

2 167条の5,689及び10の裁判に対する執行抗告状のあて先は地方裁判所である。
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別紙第8

当直受付文書等の引継ぎについて

当直受付文書等は，午前8時30分頃までに，それぞれの主管課の職員が受領に来

ますので，文書等を確認の上，引き継いでください。

1 高裁宛て文書

｜≦裁総務課文書第〆㈱線■■■
（1）民事事件関係文書

（2）刑事事件関係文書

(3)郵便物及び(1X2)以外の文書

2地裁宛て文書

（1）民事事件関係文書 …一…民事訟廷庶務第一･事件係(内線■■■■）

(2)郵便物及加I3)以外の文書…………………地裁総務課文書第一係(内線■■■■）

（3）刑事事件関係文書（令状事務室備付けの「令状事務の注意事項」参照）

｜､罵益‘
①勾留等請求書

②令状，保釈（第1回前） ，被疑者国選関係文書

③起訴状等,保釈関係,準抗告関係"…………………刑事訟廷事件係(鰯 I

④事件関係文書⑥~③を除く｡）…………地裁総務課文書第一係(内線I■■■■）

3家裁宛て文書

家裁総務課文書係Ⅱ内線■■■■‘

（1）家事事件関係文書

（2）少年事件関係文書

（3）郵便物及び(1X2)以外の文書

4簡裁宛て文書

I購務部第下課文”
(1) 民事事件関係文書

（2）郵便物及び(1I3)以外の文書

（3）刑事事件関係文書

1霜 了〆
①起訴状

②令状請求書謄本（写し）等

③事件関係文書



別紙第9

帳簿等（当該帳簿に登載された請求書の写しを含む。 ）引継先

刑 事
第14部

前日が開庁日の場合

地裁令状請求事件簿

事件関係送付簿（庁外用）
上訴申立書等記録簿

|地裁 ］

①蝿
②事

③上

言■
2前日日が閉庁日の場合

1の①～⑤の諸帳簿等

上訴申立書等記録簿（被疑者国選用）

当直主任者から令状事務責任者に引き継ぐボックス

事件関係送付簿（勾留通知）
事件関係送付簿

（通訳料請求書通訳人旅費日当請求書）
不受任通知書綴

勾留請求逓付票綴(A棟）
勾留請求逓付票綴(B棟）

⑥
⑦
⑧
⑨

⑩
⑪
⑫

刑事訟廷
事件係

同

庶務係

令状請求事件簿（地裁）

書類ホルダー
刑事雑事件簿

事件関係送付簿（事件係用）

地裁名で発付した令状の謄本
（ホルダーに入れたまま）

書類箱（⑧庶務）

当直日誌写し（2部）
刑事当直執務資料

令状点検票（専用のホルダーに入れる。 ）
［ －－ ‐'' 5枚（缶ケースに入れる。 ）
職印（地裁，簡裁）
台車

①
②
③
④
⑤

簡裁 刑事訟廷

事件係

令状請求事件簿（簡裁）
事件関係送付簿

簡裁に請求された令状の謄本（撤回，却下を含む。 ）
書類箱

返還された令状（墨田庁舎刑事第5室で発付したも

のを含む。 ）
「起訴状保管用」ホルダー
「正式裁判請求書」ホルダー

⑥
⑦



(別紙様式第1）【高裁】

【地裁】

１
０
ｆ

、

1／3



受付文書確認表
全ての郵便物等の表面の余白に.受付日付印を押してください(受付時刻の記入,認印は不要です｡）

郵便物は.様々な種類があり大量に配達されますので.種類の仕分けや通数に誤りがないよう,十分に注意してください。

受付文書確認表は,鉛筆書きのまま引用しないでください。

※
※
※

令和年月日（ 曜日）日直宿直

萄裁 l

小計 ’ 袋 I 遡数

地裁

小計

I 家裁

袋 ｜ 通数 ｜ 小創

簡裁

小計配進便 ｜ 通数 ，
I

菰 類取扱方法と保管場所

袋－1 通数 袋
一

■■

、 、
綱
一
部

■■■■
(文害受付癖記蔽）

’
瀬 澗 酒洲

AM書留楠易書留,特別送達特定記録,配
達証明
(書留郵便物票記救分）

書留扱い

恥
一
郷

通 油 通 通

通数を数える

各庁ごとの保管袋
商裁:極
地城･緑
簡扱茶
蒙裁:黄

ゆうバケット
PM

油 i開通 通

三
翌WllO時便(普通も書留扱い） AM

辿
珊
一
通

辿
通
一
通

型
迩
一
通

通
一
通
一
通

電報

EMS(国際スピード郵便）
袋 袋 袋 袋

、 、 通へ 、合計 通 合計 通 合計 合計 通

口
普通郵便扱い

通数は数えない
各庁ごとの保管袋

普通郵便,速達郵便,メール便
(メール便は配達時間が異なるので,各庁ご
との普通郵便の袋にまとめても,別袋でも結
構です｡）

郵
便
物
等

袋 袋 袋 袋

1 1
AM

レターパックプラス(赤）

■
PM

へ直接 一皿 通 通通

AM

レターパックライト(青）通数を数える

(ゆうバック,宅配は個

数）

PM

通 通 通通

迦
一
叩
一
州
一
恥

ゆうパック(緑･青ラベル）
個 個燗 個

宅配便
燗 個 囮 個

、 、 、 、
その他
･通数を敬える
･各庁ごとの保管袋

上記1種類j欄にない郵便物等

通通 通 通

、、 、 、
備考柵1 料金下足の郵便物

100円未濟．．①通致と②不足額を鶴殺してください。
100円以上．．①縦判費下級庁費の別と②支払額を記戦して<ださし､‘
上記各欄にも通数を計上してください． 通Ⅷ 通 通

件|家事事件関係文書家事事件関係文書
件

民事事件関係文書 民事聯件関係文書 民事事件関係文書
件 件14窓

口
提
出
筈
類

望
津
蕊
挑
識
挿
ｓ
雪
議

刑事事件関係文書 刑事事件関係文書 少年事件関係文書 刑事事件関係文書
件 件 件件

窓口提出書類の受付及び処理は,当直執務要領第1の2(23ページ以下)参照
知財癖件関係文書 その他の文書 その他の文書 その他の文書

件 件 件 件

その他の文書
件

3/3



(別紙様式第2） （当直受付日付印）

緯饗等薑当直
’’ 29． 1 ． 1

時分

受 付

(別紙様式第3） （荷札）

月 日

日 。宿

普通。書留

(別紙様式第5） （付記印）

』

当直受付

貼付印紙

郵便切手

備
考

円

円

認
印



一一

文書受付簿

|記載例’記載例 ’ 日直＜二壱~壷令和●年●月 ●日 （●）

事
文

件 番 添付の

郵券額

号
題

添付の

印紙額
受付時刻 名あて人 差出人 受領印

書 表の

最高裁 ●年（ネ）
控訴理由書

●●号 (正1通，副 1通，写 通）控訴人代理
人○○○

p

●

18:30 －－

●年（ネ） ●

上告状兼上告受理申

● (正1通）副 1通，写 通）●号）

○○○○21:30 5,600224,000

添付書類が明記され添付書類が明記され

＝ ●年(ﾈ， 。●号 |睾舗薑謁繍護憲議会”上告状
ている場合には,添付書類の文書受付簿への

記載及び受付印の押印は必要ありません。

）

○○○○22:00
東京高裁
民

一－

最高裁 ●年（ネ）
特別抗告状

●●号 (正 1通，副 1通写 通）

○○○○ 2， 1305200 600

〉

1患嘉ぜそ雨削日付縦いだ’ 年（－1

場合も文書受理簿は継続して記入してくだ

さい。

年（ ）

篭纈套場合

さい。

’

ロ
言 (正 通，副 通，写 涌）

東京高裁
民

号 (正 通，副 通，写 通）

（
聖
霊
薙
洪
識
と

最高裁 年（ ）
Fコ

石． (正 通，副 通，写 通）

東京高裁
民

最高裁 年（ ）
ロ
万 (正 通，副 通，写 通）

凸 ロ ロ

東京高裁
民

※受付時刻は24時制で記載してください。
※受付文書の原本に受付印及び認印を押してください。
※当直日誌の「受付文書確認表」にも提出された書類の件数を記載してください。



室
自 受付簿文

載例’ 日直 ・記載例 令和●年●月 ●日 （●）

ロ
言●

事
文
●

件 番 号
圭と の 表 題宮

（原本1通，謄本1通写

添付の

印紙額

添付の

郵券額
受付時刻|名あて人 差出人 受領印

最高裁 ●年（う） 3通）
弁護人
○○○○

控

、、
21 ：30 一ロ－－－

ざ覇諺（ ､

再抗告)申

記入してくだ

生

諒天碇く淀
、、

~蟇=言~讓

齢控訴趣意
|写

書事実取調請求書(証拠調請

求書)は,原本,謄本,写しのすべてに受

付印を押してください。

受請
調に

岳
■

さい。さい。東京高裁
刑

(原本 通，謄本通写 1付印を押し最高裁 年（ ）
ロ
万

■

吾

東京高裁
刑

最高裁 年（ ） 号 (原本 通，謄本 通，写 通）

東京高裁
刑

最高裁 年（ ） (原本 通，謄本 通，写 通）
ロ
弓

寺

“

東京高裁
刑

最高裁 年（ ） (原本 通，謄本 通，写 通）号
●

東京高裁
刑

（
聖
黄
熟
沸
識
と

最高裁 年（ ） (原本 通，謄本 通，写 通）号

■
■

東京高裁
刑

最高裁 年（ ） 号 (原本 通，謄本通写 通）
毎 ﾛ ﾛ ■

■
●

東京高裁
刑

一画一 一一一■＝－＝一＝一一－一 一一一一 一二

＊受付時刻は24時制で記載してください。

受付文書の原本に受付印及び認印を押してください。
控訴趣意書及び事実取調請求書（証拠調請求書）の提出があったときは，原本，謄本，写しのすべてに受付印を押してください。
控訴趣意書及び上告（特別抗告，再抗告）申立書の原本には，受付時刻も記入してください。
控訴趣意書は，控と略して可
当直日誌の「受付文書確認表」にも提出された書類の件数を記載してください。

鐸
、
〃
、
〆
、
“
、
〃
、

渕
謝
斗
乳
洲



－㎡

室
冒 受付簿文

’|記載例’ ’ 日直ぷ~画令和●年●月 ●日 （●）

事
文

件 添付の
印紙額

添付の

郵券額
番 号

題受付時刻 名あて人 差出人 受領印
書 表の

最高裁 ●年（ネ）
控訴理由書

●●号 (正 1通，副 1通，写 通）控訴人代理
人○○○

p

18:30 一 －

ぐﾛ卑雰づ
年（ ） (正 1通，副 通，写3通）号

訴状○○○○ 13，000 6,0005:00

－－
受付印を押した文書に,添付書類が明記され

ている場合には,添付書類の文書受付簿への

記載及び受付印の押印は必要ありません。

一一一一

1～ミーーミ圭にL | 年（
宿直が継続している間は，日付をまたいだ

場合も文書受理簿は継続して記入してくだ

さい。

年（
島またいだ

入して<だ

通，写 通）

(止 通， 邑リ 通，写 通）号〕

知財高裁
部

最高裁 (正通副 通，写 通）年（ ） 号
凸

■

知財高裁
部

最高裁 年（ ） (正 通，副 通，写 通）号

知財高裁
部

（
聖
蛮
燕
洪
識
と

最高裁 年（ ） (正 通，副 通，写 涌）
ロ
万

e I ﾛ ﾛ 、

■

◆

知財高裁
部

(正 通，副 通，写 通）最高裁 年（ ）
ロ

弓

知財高裁
部

※受付時刻は24時制で記載してください。
※受付文書の原本に受付印及び認印を押してください。
※知財高裁宛ての訴状と共に提出された訴状写し（2部又は3部）には受付印を押さないでください。
※当直日誌の「受付文書確認表」にも提出された書類の件数を記載してください。



文耆受付簿

||記載例’記載例 令和●年●月 ●日 （●）

文
文

書 番 号
題

添付の
印紙額
添付の

郵券額
受付時刻 名あて人 差出人 受領印

書 表の

22:00 ●●●● 八八八八 ×××××××× 一 －

23:()0 ●●●● □□□□ (○○○一○○一○○○○○一○） － 一

申
早

■

岳

ｅ
●

Ｇ

Ｇ

（
空
室
蕪
洪
歌
心
）

■
■

e

時刻は24時制で記載してください。
当直日誌の「受付文書確認表」にも提出された書類の件数を記載してください。

＊
＊



（別紙様式第6）
※用済み後,直ちに廃棄する。

引継メ モ



（別紙様式第6）
※用済み後直ちに廃棄する。

記載例 引継メ モ

1

ノ



(別紙様式第7）

受 付 印平成・令和 年（ ）第 号
一一一一一一一一一一一1■■P4■■－一一一一一一一一一一一一一Q■■q■■ーー一■■■Dー－－1■■ー一一1■■ー

室
日手数料等納付

御中東京 裁判所第 民事部御中

口手数料（収入印紙）

□

円
円
円
円

令和 年 月 日

控訴人

抗告人
申立人

□
□
□
□

口代理人代理人
はり付け印紙 円

円郵便切手

円
⑳⑳

’
窓
郵

認
印

□
□

口
便

収入印紙はり付け欄

ここには，収入印紙だけをはり付けること。

納付者は，はり付けた収入印紙を消印しないこと。

※ １
２

(注） 1 納付者は，太線枠の中だけ記入してください。

なお，用紙が足りないときは， 白紙にはり付け契印してください。

2郵便等で収入印紙だけが送付されてきたときは，裁判所書記官等は，

この納付書に収入印紙だけをはり付けた上で，太線枠内の「事件番号」及

び「納付者の資格・氏名」を記入する。

3 この納付書は，納付の対象となる書面の次にとじ込む。



(別紙様式第8）

I／
一口一二■

(当直受付用） 予納郵便切手内訳表

提出者

篭
冊
冊
一
冊
器
咄

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

円切手

枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚
一
枚

分
分
分
分
分

円
円
円
円
円計

※封筒の裏面に内訳と合計金額を記載する。



(別紙様式第9）

マイナンバー提出用封筒

｝

◎マイナンバーが記載された事件関係書類が提出された場合に,この封筒を使用します。
(当直執務要領26ページ以下参照）

※提出先の庁(①)及び部署(②)に○を付けてください。

※③に受付印を押すか，日付を記入してください。

※④に事件番号を記載してください。

記載例

①提出先の庁

②部署

③受付日

④事件番号

篭>地裁･家裁｡簡裁

刑事･知財｡家事｡少年

受付印欄

●・●・●

令和 年 月 日

平成｡令和●●年(●)第●●●号



(別紙様式第10-1)

受 領 票

書類の表題 受付日付印

当事者又は

被告人氏名

事件の表示 平成・令和 年（ ）第 号

作成者の訴訟上

の資格及び氏名

係員認印

裁判所の表示

※上欄の記入は，書類を提出する者がする。
※係員認印欄に取扱者が押印する。



(別紙様式第1 0－2）

聿
冒受 領

殿予納者

収入印紙

予納郵便切手
円分を受領しました。

令和 年 月 目

⑳東京 裁判所



(別紙様式第10－3）

聿
冒訴 提起証明申

主
月

二
一
口

原告

被告

上記当事者間の 請求事件につき，別紙訴状によ

り，令和 年 日訴えを提起したことを証明されたく申請いたし月

ます。

令和 年 月 日

原告 ⑳

地方

簡易

裁判東京 所 御中



(別紙様式第1 0－4）

記証明す る。前

令和 年 月 日

地方

東京

簡易

裁 判 所

裁判所
聿
昌 官記



(別紙様式第10-5)

主
月
一
三
口

聿
昌

聿
冒 通訴提起証明］

〈
祠 年和 月 日

⑳
生
ロ原

方地
簡

裁 中東 京 判 所 御
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平成26年4月

被疑者国選弁護人関係マニュアル【詳細版】

四訂版

、

東京地方裁判所刑事部



は し が き

－改訂に際して－

被疑者国選弁護制度施行から約半年を経ましたが，本マニュアル（暫定版）の内容につ

いて，いろいろな御意見や御質問をいただきました。

また，今日までの実際の運用において生じた問題点を中心にして，より良い運用を図る

ために，諸関係機関との調整を行い，従来の事務処理方法の改善や書式の変更等を行って

きました。

そこで， このたび，以上の変更点を反映させた「被疑者国選弁護人関係マニュアル【詳

細版】一改訂版一」を作成いたしました。

今回の改訂に当たっては，できるだけ簡潔な記述を心掛けると共に，使い勝手の良いも

のとなるよう工夫しましたが，国選弁護人選任請求パターンには複数のものがあり，当直

者として初めて事務を執る職員の方々もいまだ多数いらっしゃることから，勢い詳細なも

のとならざるを得なくなり， これを機に，本マニュアルの簡略版もあわせて作成し，令状

事務室に備え付けてあります。

以上，被疑者国選弁護人選任請求関係事務処理のマニュアルについては， 「【詳細

版】」 ， 「【簡略版】 （日直用）①」 ， 「【簡略版】 （日直用）②」 ， 「【簡略版】 （宿

直用）」を用意いたしましたので，執務の参考にしてください。

被疑者国選弁護人選任手続において最も重要なことは， 「選任するための要件がととの

っているにもかかわらず直ちに選任しなかった， という事態は避けなければならない」と

いうことです。

この選任の遅滞が及ぼす影響は多大であるということを再認識した上で，執務してくだ

さい。

平成19年4月19日

東京地方裁判所刑事首席書記官安原義人



は し が き

本日の刑事訴訟法等の一部を改正する法律（平成16年法律第62号）の施行に伴い，

被疑者国選弁護人制度が導入され， また，総合法律支援法（平成16年法律第74号）の

施行により， 日本司法支援センターが国選弁護人候補の指名通知等の事務を担うこととな

りました。

被疑者国選弁護人制度は，被疑者が弁護人の援助を受ける権利を実効的に担保すると共

に，捜査段階から国選弁護人が選任されることにより，弁護人の早期の争点把握を可能に

し，刑事裁判の充実。迅速化を図る上で重要な意義を有し，裁判所としても，相応の配慮

をする必要があります。具体的な事務については，平日の日中は刑事第14部が担当し，

平日の夜間及び休日については，当直において担当することとなります。

ついては，被疑者国選弁護人選任請求に関する宿日直における事務について， 「国選弁

護人選任請求関係事務マニュアル暫定版」を作成しましたから，執務の参考にしてくださ

い。

なお，本マニュアルは，制度施行後間がないため運用状況の見通しに不透明な部分があ

ることから「暫定版」と位置付けておりますが，事務運用の定着を見た上で，必要に応じ

て改訂等を行う予定です。

おって，従前同様，当直事務又は令状事務に割り当てられた事務官及び速記官に対して

は，毎月8日， 21日（当該日が休日のときは直後の勤務日）に令状セミナーを，書記官

に対しては毎月5日, 15日, 25日（前同）に令状実務研さんを，それぞれ午後1時3

0分から令状事務室（地下1階）において実施しています。これまでの令状等に関する事

務の説明に加えて，新たに導入された被疑者国選弁護制度に関する事務の説明を行います

ので，改正法の施行後初めて宿日直を割り当てられた職員は，割当日にできるだけ近い日

の令状セミナー等に必ず参加の上，令状事務に臨んでください。

平成18年10月2日

東京地方裁判所刑事首席書記官安原義人
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私選弁護人選任申出書（被疑者用．留置施設）

(資料23の変更予定案）私選弁護人選任申出害（被疑者・刑事施設用）

(資料23の変更予定案）私選弁護人選任申出書（被疑者。留置施設用）

私選弁護人不在・不受任。申込不存在通知書（弁護士会）

(総罷昔･目触裁ド資料21

資料22

資料23

資料24

資料25

資料26

|俘締秒

〈最高裁マニュアルの参考書式〉

資料27書式12即決裁判手続に係る同意確認を求めたことの証明書

資料28書式19 国選弁護人候補指名通知依頼書（被告人用) ,同通知書

〈その他〉

資料29 ファクシミリ送信書（刑事施設が用いるもの）

資料30上訴申立書等記録簿

資料31 勾留等請求逓付票

資料32国選弁護人選任請求書。資力申告書（当番。扶助事件→被疑者国選移行用）

資料33辞任届（扶助）

資料34 国選弁護人の選任に関する要望書

資料35国選弁護人選任請求に関する記録の勾留状写しの編綴について（事務連絡）

〈連絡先〉

資料36関係機関連絡先一覧



～凡 例（法令，参考文献） ～

法 ：刑事訴訟法

規 ：刑事訴訟規則

支 援 法：総合法律支援法

法 解 説：法曹時報第58巻第7号「刑事訴訟法等の一部を改正する法律（平成

16年法律第62号）について(3)」

規則解説：法曹時報第58巻第9号「刑事訴訟規則等の一部を改正する規則及び

総合法律支援法による国選弁護人契約弁護士に係る費用の算定等に関

する規則の解説」

最高裁マニュアル： 「新たな国選弁護人選任手続等に関する書記官事務の手引き」 （平成

18年10月31日付け最高裁刑事局第一課長家庭局第二課長事務

連絡により送付されたもの）



第1編Iさじ鋤に 「新しい公的弁護制度の概霧｣及び｢典型的取扱いの紹介」

1 新しい公的弁護制度の概要

1 法改正の内容

（1） 内容

ア被疑者国選弁護人制度の導入（法37条の2）

イ公的弁護制度（被疑者国選，被告人国選）の選任要件及び選任手続の整備，膿l

ウ即決裁判手続申立事件の導入（法350条の2から法350条の14までな

ど）

エ日本司法支援センターによる公的弁護制度の運営（支援法30条1項3号）

＊刑事訴訟法等の一部を改正する法律（平成16年法律第62号） （アーウ）

＊総合法律支援法（平成16年法律第74号） （エ）

（2）施行日

平成18年10月2日

（3）法改正のねらい（背景) ":2

第1

2被疑者国選弁護人制度の導入

（1）要件（法37条の2）

ア死刑又は無期若しくは長期3年を超える懲役若しくは禁銅に当たる事件*3

イ勾留状の発付 （＊ただし，国選弁護人選任請求は，勾留請求後であれば可）

ウ貧困その他の事由により（私選）弁護人を選任できないこと‐

エ被疑者の請求

*l 新しい公的弁護制度における選任要件及び手続に関する根拠規定

被疑者国選：法37条の3第1項，第2項

被告人国選；法36条の2，法36条の3

*2法改正のねらい（背景）

ア平成21年5月21日施行の裁判員裁判における連日的開廷に対応できる弁護態勢を整備する。

イ司法全体として裁判員制度を支えることができるような合理的な体制を整える（法解説，規則解説） 。

*3法改正による拡大

平成2 1年5月21日から「死刑又は無期若しくは長期3年を超える懲役若しくは禁鋼に当たる事件」

に拡大された。
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(2)導入の背景聯4

3公的弁護制度（被疑者国選，被告人国選）の選任要件及び選任手続の整備

（1）整備の趣旨膿5

（2）整備の具体的な内容

ア資力に関する手続要件

国選弁護人の選任の請求をするには，

①資力申告書の提出が必要である。

⑦被疑者については，全件（法37条の3第1項，第2項。法350条の

3）

④被告人については，任意的弁護事件（法36条の2， 36条の3第1

項）

②資力が基準額（50万円）以上の場合順6には，あらかじめ所定の弁護士会へ

私選弁護人選任申出をしておくことが必要となった（私選弁護人選任申出前置）。

イ整備された手続（不在・不受任通知）

（ｱ）不在通知

資力が50万円以上の場合で，私選弁護人選任申出をしたが，弁護人となる

*4被疑者国選弁護人制度導入の背景

ア被疑者に対する公的弁護制度を導入し，被疑者段階と被告人段階とを通じ一貫した弁護体制を整備す

べきである（平成1 3年6月の司法制度改革審議会の提言）。

イ弁護人の早期の争点把握を可能にし，刑事裁判の充実・迅速化を図る。

*5公的弁護制度整備の趣旨

ア公的弁護制度は公的資金で賄われる。実際には貧困でない者に対して，貧困であるとして国選弁護人

が選任されるといった事態は避けなければならない。

イ国選弁護制度は， 自ら私選弁護人を選任できないときに認められる。したがって，私選弁護人の選任

が原則である。

*6資力と基準額

資力は， 「現金，預金その他政令で定めるこれらに準ずる資産」 （法36条の2）である。具体的には

「刑事訴訟法第三十六条の二の資産及び同法第三十六条の三第一項の基準額を定める政令（平成18年政

令第287号）」 1条で定められた（最高裁マニュアルpl注3)が，要するに，現金，預貯金等の流動

資産である。それ以外の資産や負債は考慮しない（法解説p5 1) 。

例えば負債が資産を上回っていても，現金，預貯金等の合計額が基準額以上の場合には，国選弁護人の

選任請求の前提としての私選弁護人の選任申出は必要となる。 （法解説p52注57)

基準額は， 「50万円」と定められた（同政令2条）。
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うとする弁護士の紹介を受けられなかったとき（一定時間以内に弁護士の紹介を受

けられなかったときを含む。 ）には，弁護士会から，被疑者。被告人に「不在通

知」がなされることとなった（法31条の2第3項） 。

（ｲ）不受任通知

同様に，私選弁護人選任申出をしたが，紹介された弁護士が私選弁護人の受

任を拒んだときには，弁護士会から被疑者・被告人に「不受任通知」がなされ

ることとなった（前同） 。

（ｳ）裁判所への通知

被疑者・被告人に不在通知，あるいは不受任通知（以下「不在。不受任通

知」という。 ）がなされた場合，裁判所に対しても，不在。不受任通知がなさ

れる（被疑者：法37条の3第3項聯7，被告人(任意的弁護事件に限る。） ：法36

条の3第2項） 。 ‘:8

(3)資力に関する手続要件と実体要件（貧困その他の事由）との関係

ア 「貧困」

→資力が50万円未満の場合に該当するのが通例

イ 「その他の事由」

→資力が50万円以上の場合で， 「不在・不受任通知」があるときに該当する

のが通例*9

*7法解説p64注64,注65

*8不申込通知

なお，法の予定している本来的な通知ではないが， 「不申込通知」というものがある。これは，被疑

者が紹介された弁護士に対して私選弁護人選任の「申込みをしない」故に，私選弁護人の受任ができな

かった場合である。

被疑者に対する通知の書式【東京地書式⑤〕 （資料9）の3段目及び（資料23）は，被疑者が作成

した私選弁護人選任申出書の下部を利用したものとなっている。

b戸坏在の場合及び(ｲ応受任の場合には，被疑者への通知書の所定の欄にチェックがなされ，不申込み

の場合には，裁判所あての通知書に私選弁護人選任の申込みがなかった旨のチェックがされる。

上記(ｱ)及びけ)の通知のある場合には， 「その他の事由」で私選弁護人を選任できない場合に該当する

のが通例とされているので．裁判官の指示に基づき，その後国選弁護人選任手続を進めることができる

のが通常である。これに対し，不申込みの通知の場合，一般的には， 「その他の事由」で私選弁護人選

任できない場合とは認められないであろうから，裁判官の判断を仰ぐ必要がある。

*9法解説p44

－3－



4日本司法支援センターによる公的弁護制度の運営

（1）趣旨鮒:10

（2）国選弁護人選任事務に関する変更点

ア国選弁護人候補者の指名通知

（旧）裁判所 口 弁護士会

く国選弁護人推薦依頼，同推薦＞

（新）裁判所 口 支援センター

＜国選弁護人候補指名通知依頼，同通知率ll>

イ国選弁護人の報酬等の支給

（旧）受訴裁判所 。 ・ ・ 国選弁護人の日当，報酬を支給決定

（新）支援センター 。 ・ ・ 弁護士との間で締結した契約に基づき支給*12

第2宿直事務，日直事務における典型的取扱いの紹介

1 前提（国選弁護人選任請求に対する裁判官の判断の2つの場面，国選弁護人選任請

求の時期,請求方法）

国選弁護人の選任は，勾留状発付後でなければならないが，国選弁護人選任請求自

縦10 日本司法支援センターによる公的弁護制度の運営と司法過疎の解消

日本司法支援センター（以下「支援センター」という。）は，国選弁護人の選任・解任を除く，公的

弁護制度の運営主体になるものとされ（支援法30条1項3号） ，具体的には，以下の活動を行うもの

とされた。

ア支援センターは，契約により弁護士を確保（勤務弁護士，契約弁護士）

イ裁判所からの国選弁護人候補指名通知依頼に応じ，確保した弁護士の中から国選弁護人候補者を指

名し，裁判所に通知

ウイの通知に基づき裁判所（官）により国選弁護人に選任された弁護士に，その事務を取り扱わせる。

なお，東京の対応地方事務所については，支援センターの東京地方事務所となる。

また，支援センターは，司法過疎地域に事務所を設けるなどして，司法過疎の解消に取り組むものと

もされている（支援法30条1項4号） 。法解説p46

*l1 支援センターでの指名通知手順

支援センターは，弁護士会と協力して調製した指名通知用候補者名簿に基づいて，個々の事件ごとに

名簿登載された弁護士に打診し，承諾の得られた弁護士を指名通知する。

*12報酬決定の仕組み

原則として，担当した弁護士からの事件報告及び約款（支援法36条）に定める報酬基準に基づき報

酬等を決定する仕組みである。
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体は勾留請求後であれば行える（法37条の2第1項，第2項） 。

そこで，実務上，国選弁護人選任請求に対する判断は，

I 「勾留請求時臘13の国選弁護人選任請求」に対して，勾留請求に対する判断と

併せて行う場合と

Ⅱ 「勾留状発付後の国選弁護人選任請求」に対して判断を行う場合の

2つの場合がある。

Iの場合は，勾留質問の際に裁判官が被疑者の作成した資力申告書や国選弁護人選

任請求書の内容について確認をするなどした上，勾留請求に対する判断と共に国選弁

護人選任請求に対する判断を行うものである。

他方， Ⅱの場合は，勾留状発付後に国選弁護人選任請求がなされ（以下「勾留状発

付後請求」ともいう。 ） （規28条の2） ，それに対して裁判官態14が判断を行うも

のである。

2勾留請求時の国選弁護人選任請求(Iの場合）の典型例

（1）国選弁護人選任請求の時期

「勾留質問前日の勾留請求後に刑事施設からFAX送信されるとき」 （宿直にお

いて受付され，記録として編成される。以下「勾留質問前請求」ともいう。）と，

「勾留質問の場で被疑者が国選弁護人選任請求の意向を示し， （資力の確認をして

50万円未満のときに）その場で国選弁護人選任請求書に記載させるとき」 （以下

「裁判官面前請求」ともいう。）とがある。

（2）国選弁護人選任に至るケース

国選弁護人の選任に至るケースのほとんどは，資力が50万円未満で，貧困を理

*13 「勾留請求時」の意味

厳密には，勾留請求後，勾留状発付前のこと。

*14国選弁護人選任請求先の裁判官

国選弁護人選任の請求先裁判官については，規28条の2が規定している。条文上，地裁の裁判官も

簡裁の裁判官も請求先裁判官となりうるが，一旦請求がなされると，請求を受けた裁判所の裁判官が判

断をすることになる。ところで，東京地裁本庁，東京簡裁合同庁舎における国選弁護人選任請求につい

ては，全件地裁で受け付ける運用である。したがって，東京地裁所属の裁判官であれば，誰が判断をし

てもよいことになる。この点は，勾留請求時の請求に対して判断をする場合も同様である（運用上，支

障のない限り，勾留の判断をした裁判官に判断をしてもらうにすぎない。）。
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由とするケースである。 ＊15

勾留質問において，勾留請求に対する判断と共に国選弁護人選任請求に対する判

断を行い，直ちに国選弁護人選任への事務処理となる。

具体的には， まず，国選弁護人候補の指名を支援センターに依頼し，返ってきた

指名通知に基づいて国選弁護人を選任する。

そして，国選弁護人が選任されたことを関係者に通知し，国選弁護人選任請求に

関する記録は， 14部に引き継ぐ。ここまでが日直において予定される事務処理で

ある。

3勾留状発付後の国選弁護人選任請求（Ⅱの場合）の典型例

（1）国選弁護人選任請求の時期

平日の昼間又は日直の時間帯が予定されている。

（2） 国選弁護人選任に至るケース

多くのケースが，資力が50万円未満で，貧困を理由とするケースである。ただ

し，中には，資力が50万円以上で，私選弁護人選任申出をあらかじめ弁護士会に

行ったが，接見を受けた弁護士に受任を拒まれたことを理由に請求をしてくるケー

スがある。こうした場合には，国選弁護人選任請求書に，接見した弁護士が受任を

拒んだ旨の通知書（不受任通知書）が添付される運用である（【東京地害式⑤】

（資料9）の3段目又は（資料23）参照) ｡ *16

いずれにしろ要件を充足しているのであれば，直ちに国選弁護人選任への事務処

理となる。

*15資力が50万円以上のケース

勾留質問の場で被疑者が国選弁護人選任請求の意向を示した場合に，資力の確認をしたところ資力が

50万円以上のときには，あらかじめ所定の弁護士会への私選弁護人選任申出が必要となる（法37条

の3第2項）。だが， この段階では，ほとんどのケースでは事前の私選申出はなされていない。私選申

出がなされていないときには，国選弁護人選任請求はできないので，希望に応じて，単に，私選弁護人

選任申出をさせる（第3編の第5の2。 【東京地書式⑤］ （資料9）の3段目参照）にとどまることと

なる。

*16添付書類で要件充足を確認できないケース

添付書類で要件充足を確認できなければ，被疑者から聴取した私選弁護人選任申出の事情によっては，

警察署への確認や弁護士会等の関係機関に照会をする必要がある（第3編の第5の3の(3惨照）。しか

し，単純な書類の添付忘れの確認を除くと照会が必要なケースは少ない。
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4事務処理上の注意点

被疑者国選弁護制度においては，後述するように, FAXの利用が認められたり，

関係機関の事務処理に要する持ち時間が取り決められたりするなど，迅速な事務処理

が求められているのであるから，裁判所における事務処理の遅滞によって，被疑者が

弁護人からの支援を受ける時期を遅らせることのないようにしなければならない。

したがって，事務処理を行うに当たっては，職員間で十分に連携を図り，進められ

る事務処理を放置してしまわないことはもちろんのこと，処理が完了していないもの

については，確実に引継ぎをするように（引継ぎを受けるように）注意する。

－7－



第Z編宿直での受付事務

第1 宿直開始時に確認しておくこと

★：毎日引き継がれているもの

☆；令状事務室に備え置かれているもの

■：翌日が休日の場合（日直用）に引き継がれているもの

* FAXの利用ができることを必ず確認すること。 *19

＊令状事務室のファクシミリ機の増設

平成21年5月21日より，ファクシミリ機が1台増設された。

既存のファクシミリ機→原則受信専用（送信も可）

新たに増設されたファクシミリ機→送信専用

く注意＞

・送信専用のファクシミリ機は， 日直登庁時に電源を入れ，退庁時に電源を切

る。

*17刑事事件におけるFAXの利用について

民事事件などと異なり， これまで刑事の分野では，正式文書の提出についてFAXの利用は認められ

てこなかった。しかし，今回，刑事訴訟規則28条の3は，刑事施設に収容されている被疑者による国

選弁護人選任請求書の提出に関して，刑事施設の長又はその代理者を通じて, FAXの送信により書面

の送付をすることができる旨規定した（同条第3項）。

*18

*19 FAXの利用が可能なことの確認

令状事務室においては, || ‐
I － －_jl
まず，宿直業務に就いた段階で, FAXを利用できるか否かを確認する。もし, FAXを利用できな

い場合には， 14部に問い合わせを行う（勾留係内線ﾛｰｰ| ・万一,執務室に14部の職員が不
在の場合には, 1 4部の総括主任書記官又は勾留担当の主任書記官両者とも連絡がつかない場合には，

刑事訟廷管理官又は刑事訟廷副管理官の了解を得て，

－8－
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．送信専用のファクシミリ機の番号は外部に公開しない。

★2上訴申立書等記録簿（被疑者国選用）

■3

★4

＊

★5

＊

勾留等請求逓付票綴(A棟［地検] ｡B棟［区検] ,各1冊）

不受任通知書等綴

記録表紙（チェックリスト） 【東京地書式①】 （資料5）＋裏表紙十綴りひも

クリアファイル（被疑者国選弁護人選任請求関係の書類一式を入れるもの）

各種帳簿等の配置については，令状事務室レイアウト （資料3）参照

６
７
８
９

■
■
☆
☆

第2被疑者国選弁護人選任手続に関する宿直事務

1 概要

宿直において行う被疑者の国選弁護人選任請求関係の中心的な事務は，国選弁護人

選任請求書（資力申告書と一体のもの。 【東京地害式④】 （資料8））の受付であり，

宿直時間帯に提出が予定されている分は，翌日に勾留質問が予定されている被疑者分

である。 ＊20

国選弁護人選任請求書，その他の書類の受付後の実質的な事務処理は，翌日の担当

者(14部又は日直）が行う。

2国選弁護人選任請求書。資力申告書の受付等について

国選弁護人選任請求書。資力申告書【東京地害式④】 （資料8）の提出は，刑事施

設からFAXによりなされる。送信の際，刑事施設は電話をしてくるので，受信した

20予定外の書類が提出された場合の対応

何らかの事情で「翌日勾留質問予定の国選弁護人選任請求関係書類」以外の書類が提出されたとして

も，受付手続は行う（拒否等はしない。 ） 。

－9－



ら以下の要領で処理する。 *21*22

(1)受信書類の確認

送信書（資料29） ，及び国選弁護人選任請求書。資力申告書の下部欄外の添付

書類欄の記載から，送信書類の種類及び枚数を確認する。 ‘:23

(2)受領書の返信

送信書下部の受領書欄に⑦受付日付印(A印）と，④取扱者の認印を押して, F

AXで直ちに返信する。 *:24

(3)受付手続

ア国選弁護人選任請求書。資力申告書の余白に受付日付印(A印）を押印鎌25

イ符号（「記」）を記載

ウ上訴申立害等記録簿（資料30）の進行番号を記載

エ取扱者認印

*21勾留質問前日夜間の国選弁護人選任請求の際，通常送信される書類

①ファクシミリ送信書（下半分は「受領書」）

②国選弁護人選任請求書・資力申告書【東京地書式④】 （資料8）

燕22国選弁護人選任請求書・資力申告書と共にFAX送信されることのある書類

ア逮捕直後に弁護士会に対して私選弁護人選任申出をしていたが，接見した弁護人が受任を拒んだ事

案で，資力が50万円以上のときには，国選弁護人選任請求書。資力申告書に不受任通知書（資料2

3）が添付されてくる（レアケースである） 。

イなお， 「勾留請求済証明書」という書類が送信されてくることがある。 「勾留請求済証明書」とは，

勾留請求検察官から，翌日勾留質問が予定されている被疑者を収容している警察署長あてに送付され

る書類であり，実質的には押送指揮依頼に代わるものである。本来送信が予定されているものではな

いが，送信されてきた場合には，添付書類として受信し，国選弁護人選任請求書・資力申告書と共に

国選弁護人選任に関する記録に綴る。

その場合，受領書の受領文言は， 「上記文書正に受領しました。」に続けて， 「ただし， 『勾留状

写し』とあるのは， 『勾留請求済証明書』である。」などと記載することで足りる。

*23送信書等に記載されている書類が受信できない場合の対応

送信元に電話をして送信書類の確認をする。

*24受領書の返信について

*25受付日付印の押印箇所

受付日付印を押すのは，国選弁護人選任請求書だけでよい。送信書や国選弁護人選任請求書末尾の添

付書類欄の記載及び各書類に印字される受信時刻等により，他の添付書類は受信状況が確認できるから

である。

－10－



オ上訴申立書等記録簿に登載*26

(4)記録の編成

ア国選弁護人選任請求書。資力申告書不在・不受任通知書等の添付書類（ある

場合） ，勾留状写し（ある場合） ，送信書（兼受領書）の順にそろえる。

イ国選弁護人選任請求に関する記録表紙（【東京地書式①】 （資料5） （チェッ

クリストが表裏にあるもの。）以下「記録表紙」という。 :順27）と背表紙を付け，綴りひも

でとじる。

ウ上記記録表紙の所定欄に，被疑者名（フリガナは不要）を記載する。

(5)記録の引継ぎ

’国選弁護人選任請求に関する記録は，

■■■■に入れて,翌日の担当者(1■■■に入れて，翌日の担当者(14部又は日直）に引き継ぐ。

なお，国選弁護人選任請求に関する記録その他書類で，既済でないもの（翌日以

’降に事務が残っており，引継ぎが必要なもの）についても，

|I Iこ入れる。

3その他の書類の受付等

裁判所あての不在。不受任通知書（法37条の3第3項）顎28は， 【東京地書式

⑤】 （資料9）又は（資料26＋資料23）によってなされるが, FAXで送られて

きたときの事務処理は以下のとおり

（1）受付日付印(A印）を押す。

’ 1(2) に収納し，翌日の担

傘26上訴申立書等記録簿への登載

上訴申立書等記録簿への登載は，受信した都度，受信した順序に従って行う。

受信書類右下には，受信時刻が表示されるので，登載する先後関係の判断に困ったときは参考にする。

*27国選弁護人選任請求に関する記録表紙【東京地書式①】(資料5)の取扱い

国選弁護人選任請求に関する記録が本案記録第4分類に編綴されるときは，国選弁護人選任請求に関

する記録表紙は廃棄することになる。

*28裁判所あての不在・不受任通知

私選弁護人の申出を受けた弁護士会は，被疑者と接見した弁護士が被疑者の私選申込みを拒否した場

合， 【東京地書式⑤〕 （資料9）又は（資料23）により被疑者に通知する（法31条の2第3項）と

共に，裁判所に対しても【東京地書式⑤】 （資料9）又は（資料26＋資料23）により通知をする必

要がある（法37条の3第3項） 。裁判所に対する書類送信の際電話連絡はなされない。

－11－



当者(14部又は日直）に引き継ぐ。

＊なお，国選弁護人候補指名通知書【東京地害式⑨】 （資料13)の下段がFAX

送信されてくることがある。その時は，執務時間帯の担当者（14部又は日直）か

らの引継時の指示に従う。 ＊29

3翌日への引継ぎ

1 勾留等請求逓付票のコピーの部数

勾留等請求逓付票（資料31）のコピーを2部とる。

コピーは， 2部とも翌朝14部に事件関係送付簿Aで引き継ぐ（ただし，翌日が日

直のときは， 1部をA棟（地検) , B棟（区検）の別に，それぞれ「勾留等請求逓付

票綴」に編てつし， もう1部は事件関係送付簿Aの備考欄に「1部は編てつ済み」の

旨記載して，翌日の日直職員に引き継ぐ。）。

第3

2勾留請求事件記録の保管の仕方

に保管するが，勾留請求事件記録は，

|保管す対象事件の記録は，

るo :i:30
－

寒29国選弁護人候補指名通知について

国選弁護人候補指名通知は，裁判所から支援センター（東京地方事務所）に対する国選弁護人候補指

名通知依頼に基づき，支援センターから裁判所にあててなされる。一般に，国選弁護人候補指名通知を

受けた場合には，直ちに国選弁護人選任を行うこととなるが，宿直職員において国選弁護人の選任手続

をすることは想定していない。

国選弁護人候補指名通知が宿直の時間帯に及ぶおそれのある場合には，あらかじめ支援センターから

担当者(1 4部又は日直）あてにその旨の事前連絡がなされることになっており，それを受けて担当者

は，居残りをするなり，宿直職員への事務引継をする。

:k30対象事件の識別

後記第3編第3の2のとおり

－12－



第3編日直での勾留質問における事務処理

第1 はじめに（事務の分担） 諾31

被疑者国選弁護制度対象事件を含む勾留請求事件の処理において， 「勾留質問立

会」については，当該立会担当書記官が行うが， 「国選弁護人選任請求に関する事務

（勾留質問立会を除く。）」については，勾留質問立会担当者ではなく令状事務室に

残る書記官が進めることが求められる。

なぜならば，勾留質問立会担当者においては，担当する勾留質問立会開始時までの

間は，勾留状案，勾留質問調書等作成などの作業を迅速に進める必要があり， また，

国選弁護人の選任手続の段階においては，他の勾留質問が引き続き行われていること

が通常であって， 自らが当該選任手続を進めることができないからである。

日直における事務処理態勢については，当該日の前日までに，令状事務責任者にお

いて，勾留質問立会，一般令状，被疑者国選の各担当の割当，及び勾留質問の際の裁

判官と書記官との組み合わせを決定し，周知することとなっている。

日直当日は，その割当を元に，速やかな日直業務が進むよう各自において臨機応変

に事務処理を分担することが求められる。

第2 日直開始時における被疑者国選弁護人選任請求に関する記録の引継ぎと進捗状況の

確認

1 「国選弁護人選任請求に関する記録」の引継ぎ

| ’宿直職員から， に入っている「被疑者国選弁護人

選任請求に関する記録」を受領する。

2選任等手続の進捗状況の確認

引き継いだ「被疑者国選弁護人選任請求に関する記録」の進捗状況を以下のとおり

分類し，手続を進める。

*31 「勾留請求時の国選弁護人選任請求」と「勾留状発付後の国選弁護人選任請求」

第1編の第2のl参照。 「勾留状発付後の国選弁護人選任請求」に関する事務は’後記第4編のとお

り，令状事務室に残って事務処理をする者（被疑者国選担当）において担当することとなる。

- 13-



(1)本日勾留質問予定の被疑者にかかる記録の場合*32

宿直時間帯に提出されている翌日勾留質問が行われる被疑者から請求された国選

弁護人選任請求に関する記録である（勾留質問前請求） 。

(2)本日勾留質問予定の被疑者以外の記録の場合

前日（14部又は日直）において処理された国選弁護人選任請求事件のうち，即

日処理がなされなかった分の記録である。具体的には，国選弁護人候補指名通知依

頼が未了のもの，国選弁護人候補指名通知が未了のもの，国選弁護人選任が未了の

もの，国選弁護人選任通知が未了のもの（検察官への通知分を除く。 ）がある（勾

留状発付後請求に関するものを含む。 ） 。

第3勾留質問前の準備

1 作業の流れ

①本日勾留質問予定事件について，被疑者国選弁護制度対象事件か否かの確認（後記2）

＜対象事件の場合＞

→ア勾留質問調書（被疑者国選弁護対象事件用）の準術

→イ事前に国選弁護人選任請求がなされているか（被疑者国選弁護人選任請求

に関する記録の有無）の確認（後記3）

→ウ記録表紙（【東京地害式①】 （資料5））を準備し，併せてチェックリス

トにより被疑者国選弁護人請求に関する事務処理の見通しを予測（後記4）

②勾留質問室への持込書類（勾留質問調書を含む。）の準備（後記5）

③勾留状（案）写しの準備（後記6）

*32本日勾留質問予定の記録か否かの確認方法と被疑者国選弁護制度対象事件の表示

引き継いだ記録の被疑者名と，宿直職員から別途引き継いだ勾留等請求逓付票（資料31）の被疑者

名とを照合する。

なお，被疑者国選弁護対象事件の把握については，後記第3の2のとおり。
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|④被疑者国選関係書類を入れるクリアフアイルの準備篝33

2対象事件の把握

本日勾留質問予定のすべての事件について，被疑者国選弁護制度対象事件か否かを

確認する。

(法37の2第1項）

､ては，勾留等請求逓付

3年を超える懲役又は禁鋼の事件対象事件：法定刑が長ド

東京地検との申合せで，被疑者国選弁護制度対象事件については，勾留等請求逓付

票の検察官名欄に｢⑳｣マークの表示をし,併せて一件記録中にある送致書の上部余

白部分に赤いスタンプで「被疑者国選対象事件」と明記することになっているので，

その表示及び明記の有無を参考にする。

3事前に国選弁護人選任請求がなされているか否かの確認

被疑者国選弁護制度対象事件については，事前に国選弁護人選任請求がされている

かを以下の場合分けによって確認する。

（1）請求がされている場合

→ 14部又は宿直から「国選弁護人選任請求に関する記録」の引継ぎがある。

この場合，当該記録をクリアファイルに入れて勾留請求事件記録と一緒に保管し

ておく。

（2）請求がされていない場合

→宿直から「国選弁護人選任請求に関する記録」の引継ぎはない。

この場合，勾留質問の場で請求されることが多いので，記録表紙を用意し， クリ

アファイルに入れて勾留請求事件記録と一緒に保管しておく。

（3）記録表紙の作成

請求がある場合もない場合も，①被疑者名（フリガナは不要）及び②記録表紙右

上に対応検察庁の区分（地検「A棟」区検「B棟」の別）と勾留番号(勾留等請求

*33 クリアファイルによる管理

日直時において，被疑者国選弁護人選任関係の書類は，被疑者ごとにクリアファイルに入れて選任手

続完了時又はその日の日直終了時まで管理する取扱いとなった。

クリアファイルは各勾留質問室の番号が付されているので，被疑者に対応する勾留質問室の番号の物

を使用する。
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逓付票又は勾留請求書下部中央に記載されている。 ）を記録表紙に記載する。 「連

絡メモ」 ,|側の記載は，対象事件名も含めて，裁判官に一任する（ただし，後記のと

おり，指名通知依頼の際には，被疑者国選担当者において，事件名が正しいか否か

（対象事件であるか否か）を再度確認する。）。

4チェックリストでの事務処理の見通しの予測*34

(1) 国選弁護人選任請求書の提出時期等の確認

ア国選弁護人選任請求書が提出されている場合（チェックリスト「請求書提出あ

り」欄）

国選弁護人選任請求書のFAX受信時刻(受信書類の下欄に印字される）と勾留請

求書の受付時刻（請求書の表面に「B印」で受付日時が押されたもの）の先後関係を確認，

比較し，請求の適法性につき疑義がある場合，裁判官に相談する。＊35

なお, FAXによる提出ではなく，直筆の請求書を，勾留質問当日に同行した

*34チェックリストによる確認作業の必要性

国選弁護人の選任に至るケースのほとんどは，被疑者からの国選弁護人選任請求が事前であろうと，

勾留質問時であろうと，第1編の第2の2に記述したとおり，資力が50万円未満で，貧困を理由とす

るケースである。

一方，資力が50万円以上の場合には，国選弁護人選任請求をするにはあらかじめ私選弁護人選任申

出が必要となる（法37条の3第2項）が， この段階では，ほとんどのケースで私選弁護人選任申出は

なされていない。そこで1私選弁護人選任申出をしていない場合の事務の流れとしては，請求の撤回を

促す（第4の2の(3)）ことのほか，被疑者の希望に応じて，私選弁護人選任申出を取り次ぐにとどまる

（第5の2） 。

こうした今後の見通しを立てるため，確認作業を行う。

なお，確認作業の結果，上記の流れとは違うレアパターンに関する勾留質問の場における対応につい

ては，第4の2参照

*35勾留請求の受理時刻と国選弁護人選任請求の受理時刻を確認する理由

国選弁護人選任請求は．法律上，勾留請求後に初めて行えるからである（法37条の2第2項．規2

条8条の3第2項） 。

’
- 16-



警察官が持参提出することがありうる。 識36

イ国選弁護人選任請求書の提出がない場合（チェックリスト「請求書提出なし」

欄）

以下の(2)， (3)をとばして「5勾留質問室への持込書類について」に進む。

(2) 申告資力合計額の確認朧37

国選弁護人選任請求書。資力申告書の「3資力申告」の合計額を確認して，チ

エツクリストの「50万円未満」＊38,又は「50万円以上」 ＊39のどちらかにチェ

ックする。

(3)国選弁護人選任請求理由の確認

国選弁護人選任請求書。資力申告害の「2理由」の記載及び不在。不受任通知

書の添付を確認して，チェックリストの記載に対応するチェックボックスにチェッ

、

*36直筆の国選弁護人選任請求書の同行警察官の持参及び受付手続について

仮に持参した場合には,警視庁同行室を通じて[iZ ,|塵令状事務室に持ち込まれることとな
っている。

その場合の受付手続は，勾留質問終了後に行わざるを得ないことが多いであろう。このとき，直筆で

書かれた国選弁護人選任請求書については，原則として，上訴申立書等記録簿に登載する。

ただし，勾留請求後にFAXによりなされた国選弁護人選任請求書（みなし原本）の照合用として提

出された直筆書面（規28条の3第4項，第5項）については，特に|帳簿への登載は不要で，受付日付

印(A印）を押捺し，国選弁護人選任請求に関する記録に綴ればよい。

燕37資力申告書の資力の合計額を確認する理由

申告資力が50万円以上か否かでその後の手続が変わるためである（第1編の第1の2） 。

*38 50万円未満の場合

特段の事情のない限り「貧困その他の事由により弁護人を選任することができないとき」 （法37条

の2第1項）に該当するのが通例である（法解説p44)。このとき，勾留状が発付された場合には，

国選弁護人選任手続へ進む。

難39 50万円以上の場合と私選弁護人選任申出

国選弁護人の選任請求をするためには，あらかじめ，東京地方裁判所本庁の場合，東京三弁護士会に

私選弁護人の選任申出をしなければならない。ちなみに，単に知り合いの弁護士に私選弁護契約の申込

みをしただけの場合は， ここにいう「所定の弁護士会への申出」には該当しない（法37条の3第2

項） 。 【東京地書式⑤】 （資料9）及び（資料23）参照

しかし，実務上，勾留請求段階で私選弁護人選任申出の手続を終えているケースは少ない（第1編の

第2の2の(2)） 。資力が50万円以上であるにもかかわらず，事前に私選弁護人選任申出をしていない

場合には，そもそも国選弁護人選任請求は不適法となる。そこで， この場合には，勾留質問の場で，国

選弁護人選任請求の撤回を促すことになろう｡ ’
’

‐" ‐ 1実際の対応については，

判断を留保する扱いがあるが，裁判官の指示に従う（最高裁マニュアルp8注17,
－17－

却下をする方法と

p5(3)のエの(7")) 。

1
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クをする。 ：膿40*41

5勾留質問室への持込書類について

国選弁護人選任請求に関する記録（事前の請求がされてない場合は，記録表紙部分

のみ。）と共に勾留質問室に持ち込む書類の目安は，以下のとおり（チェックリスト

でも確認する）＊42

①勾留質問調書（被疑者国選弁護対象事件用） 【東京地書式③】 （資料7）

→対象事件全件分*43

②国選弁護人選任請求書。資力申告害【東京地書式④】 （資料8）

*40私選申出に対する弁護士会の対応

被疑者が弁護士会に対して私選弁護人選任申出をした場合には，運用上，弁護士会は原則として48

時間以内に弁護人となろうとする弁護士を申出をした被疑者に紹介することとなっている。

弁護士会が上記時間内に弁護人となろうとする弁護士を紹介できない場合（不在） ，又は面会を行っ

たが金額その他の面で折り合いがつかなかった場合（不受任） （法解説p45)には，弁護士会から被

疑者（法31条の2第3項）及び裁判所（法37条の3第3項）に対して，不在・不受任通知を行う。

裁判所への通知には， 【東京地書式⑤］ （資料9）又は（資料26＋資料23）が用いられている。

*41 国選弁護人選任請求書の理由柵，及びチェックリストの利用について

国選弁護人選任請求書の「2理由(2m欄の

・私選弁護人の選任を申し出たか否か

、弁護士会から弁護人となろうとする者の紹介を受けられたか否か（理由2の(2)のア）

・紹介された弁護士への申込みを拒まれたか否か（理由2の(2)のイ）

・弁護士会からの連絡の有無（理由2の(2)のウ）

． 「その他の理由」に記載あるか否か（理由2の(3D

及び添付書類として

・不在・不受任通知雪の添付の有無

について，請求書等から確認し，その結果をチェックする。

*42勾留質問室内の予備用紙

万一の場合に備えて，内線電話付近のファイルに予備の用紙が収納されている。

*43勾留質問調書（被疑者国選弁護対象事件用）について

従前東京地裁の日直で使用している書式に，国選弁護人選任請求に関する手続教示を記載した書式

である。

なお‘被疑者国選弁護制度対象事件以外の事件については，従前の書式を利用する。

－18－



→対象事件のうち，事前の請求の無かった事件数分*44

※なお，外国人被疑者の場合，勾留質問室において，通訳人を介して書面の

記載をさせることがあるが， このときは，書面余白に「本書面の作成に当た

っては，通訳人 がその内容を説明した。裁判所書記官」と付記し，害

記官が認印をして，その旨を明らかにしておく。

③私選弁護人選任申出通知書（裁判所。被疑者用） 【東京地書式⑤】 （資料9）

→勾留質問件数分，;:45

④国選弁護人選任請求撤回書（以下「撤回害」という。 ） 【東京地書式⑥】 （資

料10)

→事前に国選弁護人選任請求があった事件数分

⑤私選弁護人選任申出に関する手控え用紙【東京地書式⑦】 （資料1 1）

→利用頻度は少ない。

数枚持参すればよい。

⑥勾留状（案）写し

→被疑者国選弁護制度対象事件全件分（後記6のとおり）

※②から⑤までの書類は，勾留質問室での使用に備えて持ち込むにすぎないので，

事前に被疑者名等を記入しておく必要はない。

*44 「国選弁護人選任請求書・資力申告書」を持ち込む理由

事前の国選弁護人選任請求のない事件については，勾留質問の場で，被疑者が被疑者国選弁護人選任

請求の意向を示すことがあるからである（裁判官面前請求）。

その場合，まず，口頭で資力を確認し，資力が50万円未満の場合には，国選弁護人選任請求書に所

要事項を記載させることとなろう。

なお，資力が50万円以上の場合には，国選弁護人選任請求の前に所定の弁護士会に対する私選申出

が必要となる（法37条の3第2項）ところ，未了の場合に本人が希望すれば，私選弁護人選任申出を

裁判所が取り次ぐこととなる。

*45 「私選弁護人選任申出通知書」 （裁判所・被疑者用） 【東京地書式⑤】 （資料9）の用途

この書式は，①被疑者国選弁護制度対象事件における「私選弁護人の選任申出」があった場合に利用

すると共に，平成18年10月2日以降，②通常事件に関する「当番弁護の申出」が」あった場合や，

③純粋に私選弁護人を選任したい場合にも利用する書式となった。
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6勾留状（案）写しの作成及び担当裁判官の検討

勾留質問後の処理において，勾留状写しが必要となる場合に備えて，勾留質問に

入る前に以下の要領で勾留状（案）写しを作成する。 オ:46

(1)勾留状（案）を作成する際被疑者国選弁護制度対象事件については全件，勾

留状の写しを作成する｡|E-

l[－ -~m写しには,一枚目上部余白に｢⑤｣と付記し，

’

国選弁護人選任請求に関する記録一式と共にクリアファイルに入れる。

(2)勾留状（案）と上記(1)のクリアファイルを，裁判官による勾留請求事件記録の

検討の際，裁判官に渡す。

(3)裁判官による検討後，勾留状（案）原本の被疑事実等に訂正が入った場合には，

それが勾留状（案）写しにも反映されていることを確認する。＊47

(4) 国選弁護人選任請求に関する記録一式を入れた上記(1)のクリアファイルを勾留

質問室に持ち込み，勾留状（案）原本と共に裁判官に渡す。勾留質問の際に新た

な訂正箇所が生じた場合には，原本と写しの双方に訂正をしてもらう。撫48

(5)勾留質問終了後，勾留状（案）写しは， クリアファイルに入れることを忘れな

いようにする。

*46勾留状写しの必要

国選弁護人の選任手続の段階で，支援センターに対して国選弁護人候補指名通知依頼書【東京地書式

⑨】 （資料13）の上段をFAX送信する際，運用上，発付した勾留状の写しを送信する必要がある。

主なねらいは，支援センターに対して被疑事実を伝える点にある。したがって，コピーはFAX送信に

都合の良い片面刷りとし，訂正印も不要である。

I

*47写しへの押印

上述のとおり，勾留状写しが必要な主な理由は，支援センターに対して被疑事実を伝えることにある

ので，裁判官による写しへの押印は必要なものではない。したがって，裁判官名下の押印，契印を含め

て，訂正印も不要である。逆に，押印したとしても，押印の無い写しを作り直すこともない。

対象事件名の確認

対象事件につき，疑問がある場合，一件記録を裁判官にあげる際，裁判官と相談し，対象事件に疑義

が生じないようにする。

*48勾留質問の場で勾留状（案）に対して大量の訂正がなされた場合

’
’
一1－
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第4勾留質問への立会い

＊ これまでとの違いは，以下のとおり

l 裁判官による手続教示があること（後記1)

2チェックリストにより確認した流れに応じて，国選弁護人選任請求への対応をする必要

があること（後記2）

3個々の事件に関し，勾留質問後の事務処理方針について，裁判官から記録表紙「連絡メ

モ」棚の押印又は指示をもらう必要があること（後記3）

1 国選弁護人選任請求権等に関する教示（法207条2項， 3項）

被疑者国選弁護制度対象事件の被疑者に対しては，勾留裁判官から，弁護人選任権

の告知と共に国選弁護人選任請求権等に関する教示がなされる。

（1）原則

ア （私選）弁護人を選任することができる旨

イ貧困その他の事由により自ら（私選）弁護人を選任することができないときは，

（国選）弁護人の選任を請求することができる旨を告げ，

さらに，

ウ （国選）弁護人の選任を請求するには，資力申告害を提出しなければならない

』
日

エその資力が50万円以上であるときは，あらかじめ，弁護士会（法37条の3

第2項の規定により第31条の2第1項の申出をすべき弁護士会をいう。 ）に

（私選）弁護人の選任の申出をしていなければならない旨

を教示する。

(2)例外

ア被疑者に既に弁護人が選任されている場合には，弁護人選任権の告知は不要で

あり（法207条2項ただし書） ，裁判官によっては，告知をしない場合がある。

イアの場合の調書作成上の注意点

弁護人選任権の告知がなされなかった場合には，告知に関する勾留質問調書

（被疑者国選弁護対象事件用【東京地書式③】 （資料7））の不動文字部分を抹
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消する必要がある。 :膿49

裁判官から，抹消するよう指示があるので，それに従う。

2国選弁護人選任請求に対する勾留質問の場における対応

チェックリストの想定に応じ，以下，場合分けして対応例を説明するが， よくある

ケースは， (1)のア， (3)， (4)であり， レアケースは， (1)のイ， (2)である。

（1）国選弁護人の選任請求の要件を充足する場合（＜想定1＞のケース）

ア資力が50万円未満のケース（典型例）

イ資力は50万円以上だが，あらかじめ私選弁護人選任申出があり，不在・不受

任通知ありのケース

勾留質問の場では，要件を口頭で確認するにとどまることが多いであろう（その

後の国選弁護人選任事務は，第5の1） 。

（2）資力が50万円以上，私選弁護人選任申出があり，添付資料等なしなど（＜想定

2，想定3＞のケース）

（レアケースである。勾留質問終了後の事務は，第5の2）

ア私選弁護人選任申出に関する確認

資力が50万円以上で，国選弁護人選任請求書の理由の記載上は「私選弁護人選任申出を

行っている」となっているが，添付書類に不在・不受任通知書がない場合には，勾留質問の

場で，被疑者に対して，私選弁護人選任申出の有無*50,申出日，弁護士との接見の有無

掌49勾留質問調書の不動文字部分の訂正方法

勾留質問調書の不動文字部分の訂正は，各行ごとに，単線又は二重線で削除し，各行の前後に括弧を

付し，線上の1箇所にそれぞれ訂正印を押す（公判手続と調書講義案（補訂版) p362参照） 。
なお，勾留質問時の状況から，上記訂正方法によることができないなどの特にやむを得ない事情（速

やかに質問調書を完成させ，被疑者に署名指印させる必要がある場合等の要求性）が存するときに限り，

次の方法により訂正することも差し支えない（記載例参照） 。

*50私選弁護人選任申出の時期と事実

同一の事実についてであれば，時期を問わない。身柄拘束前に，所定の弁護士会に私選申出をしてい

る場合でもよい。法解説p62
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当該弁護士に対して私選弁護人選任の申込みをしたか，選任に至ったか等について裁判官か

ら確認することとなろう。

イ確認後の処理

確認の結果， 「私選弁護人選任申出はあったと考えられる場合」には，勾留質問後に，

「不在・不受任通知書の有無の確認」を行い，不在・不受任通知書の有無が判明しないとき

には，弁護士会に対し，私選弁護人選任申出への対応結果（弁護人となろうとする者の紹介

の有無当該弁護士に対する私選選任申込みの有無，選任に至ったか否か等) :I:51について，

照会を行うこととなろう。

被疑者の勘違いで，未だ私選弁護人選任申出をしていないということが判明した場合（結

果的にはく想定4＞と同じ場面）には，後記(3)のとおり

ウ記録化の要否

勾留質問の場で， 「私選弁護人選任申出の有無」 ， 「申出に対する対応結果」等に関して

裁判官が確認した事項については，原則として特に調書に記載する必要はないが，勾留質問

後の弁護士会への照会等に備えて「私選弁護人選任申出に関する手控え用紙」 【東京地書式

⑦】 （資料1 1）にメモを残し，令状事務室に残る被疑者国選担当者に国選弁護人選任請求

に関する記録と共に引き継ぐ。

なお，例外的に，裁判官から指示があるときには，勾留質問調書とは別の申述調書【東京

地書式⑬］ （資料17）を作成すべき場合があるが，その聴取内容は国選弁護人選任請求に

関する事実であるから，勾留質問調書ではなく申述調書に記載することとなる*52｡申述調

I:51 弁護士会における私選弁護人選任申出の進捗状況の把握

’

*52申述調書を作成する場面

例えば，形式的には要件を充たさないが，個別の事情から国選弁護人を付する場合がある。そのよう

な場合には裁判官から，国選弁護人選任請求に関し，被疑者が国選弁護人選任請求書に記載すべき事項

ではない事項についての申述を記録に残すように求められることがありうる。このような場合は，私選

弁護人選任申出をした時期（どの程度の時間が経過しているか。）や，資力申告書の記載の上では資力

が50万円以上であるが，負債等の関係で私選弁護人を選任することができない事情などを申述調書に

記録することが考えられる（最高裁マニュアルplO注21) 。
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書は特に方式もなく，いわゆる読み聞かせの手続や申述者の署名指印も不要と解される*53

ので，令状事務室に戻ってから作成すれば足り，勾留質問室においては， 「私選弁護人選任

申出に関する手控え用紙」にメモを残しておけば足りる。申述調書は，勾留請求事件記録で

はなく，国選弁護人選任請求に関する記録に編てつすることに注意する。 ＊54

(3)資力が50万円以上，私選申出未了の場合(<想定4>に至るケース）

資力が50万円以上で，私選弁護人選任申出前置が必要であるのにそれを行って

いない場合には，国選弁護人選任請求は不適法な請求である。

そこで，勾留質問の場では国選弁護人選任請求を撤回するように促すことが多い

と考えられる。その場合には，撤回書を作成させる【東京地書式⑥】 （資料10） 。

*55

そして，国選弁護人選任請求は，後に要件が調ったときに再度請求してくるよう

に説明することになろう。

なお，本人が私選弁護人選任申出を希望すれば，勾留質問の際に私選弁護人選任

申出書に署名指印させることになる（その後の私選弁護人選任申出の弁護士会への

取次事務は，第5の2）。

(4)事前の請求のない場合（チェックリスト「請求書提出なし」欄）

ア被疑者が国選弁護人選任請求の意思を示したとき

*53被疑者の申述調書への署名指印

I - _|| (｢刑事事件に関する特殊調書作成に

ついての研究」 （裁判所書記官研修所実務研究報告書)p298以下参照） 。

*54申述調書の編てつ

被疑者に対する勾留質問の調書は，勾留請求事件記録に編てつして検察庁に送付することとなる。他

方，申述調書は，弁護人選任に関する資料として国選弁護人選任請求に関する記録に編てつし，裁判所

(14部。起訴後は公判部において，公判記録の第4分類に編てつ）で保管することとなる。

*55撤回に応じない場合

被疑者が撤回に応じない場合には，却下の必要がある。
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被疑者の資力につき， まず，口頭で確認する。叢56資力が50万円未満か， 5

0万円以上かでその後の手続の進め方が異なるからである。

(ｱ） 50万円未満の場合

50万円未満の場合には，国選弁護人選任請求書の所要事項を記載させるこ

とになろう。 〃:57

仔） 50万円以上の場合

50万円以上の場合には，裁判官が，被疑者に対し，あらかじめ私選弁護人

選任申出をしている必要がある旨を説明し，私選弁護人選任申出の有無を確認

する。

a私選弁護人選任申出が未了である場合

希望があれば，その場で私選弁護人選任申出書（【東京地害式⑤】 （資料

9）の2段枠目）に申出日を記入させ，署名指印をさせ，同申出の手続をさ

せることになろう。

b あらかじめ私選弁護人選任申出をしている場合

被疑者に国選弁護人選任請求書の所要事項を記載させると共に，上記2(2)

と同様の確認及び処理をする。

被疑者が国選弁護人選任請求の意思を示さないとき（不請求）イ

*56国選弁護人選任請求書の作成段階での私選弁護人選任申出

従前，国選弁護人選任請求書・資力申告書の3「資力申告」柵部分をさきに記載させる取扱いをとっ

ていたが，資力が50万円以上で私選弁護人選任申出が未了である場合，国選弁護人選任請求自体がで

きないことから，作成した書面は被疑者に持ち帰らせることになっていたところ，被疑者がその取扱い

の要領を得なかったり，被疑者を収容している刑事施設で混乱が生じていた実情から，まず口頭による

確認を行う取扱いとなった。

被疑者が弁護士に相談したいという意向がある場合や，資力の有無及びその内容について要領を得な

いような場合には， （裁判官はアドバイザーにはなり得ないので）私選弁護人選任申出をさせ，面会に

きた弁護士に相談してよく説明を受けなさいと諭す方法もあろう。

なお，従前当番弁護士の申出と私選弁護人選任申出は別個のものと理解されていたが，平成18年

10月2日以降については，両者は運用上特段の区別はされなくなった。したがって，作業としては，

単に， 「私選弁護人選任申出」をしてもらえばよいこととなる（初回の接見料について被疑者に負担が

ない点も同様である。） 。

*57国選弁護人選任請求書中の被疑者本人による記載必要部分

少なくとも被疑者本人の記載が必要なのは， 2「理由」柵の「貧困のため」のチェック，末尾の「請

求年月日」 ， 「署名（フリガナ）指印」 ， 「生年月日」であろう。
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記録表紙「連絡メモ」欄の「私選申出未確認・不請求。撤回」部分に裁判官の

認印をもらう。

勾留質問調書に国選弁護人選任請求をしないことを記述する必要はない。

3手続進行に関する裁判官の指示

個々の事件の勾留質問手続が終了した時点で，裁判官から，記録表紙「連絡メモ」

側の対象事件名を記載してもらった上で，今後の処理方針について「直ちに指名通知

依頼する」又は「私選申出未確認・不請求・撤回」のいずれかに認印をもらう（ただ

し，勾留請求却下の場合等判断留保の場合及び特別な指示のある場合には，その旨を

備考欄に記載してもらい，押印は受けない。） 。 ＊58

この指示が記録表紙「連絡メモ」欄及びチェックリストに反映されていないと，そ

の後の処理を令状事務室に残る書記官が進められないので，特に注意する。

国選弁護人選任請求に関する記録は,令状事務室の被疑者国選担当者霞 記

録を取りに来るので，国選弁護人選任請求関係の書類一式をクリアファイルに入れて，

1令状事務室に

引き継ぐ。

＜注意＞

・国選弁護人選任につき裁判官からの申し送り事項がある（記録表紙「連絡メモ（備

考）」欄に記載がある）場合を除き，令状事務室への内線連絡は不要である。

・勾留請求事件記録の令状事務室への引継ぎは，従前と同じ取扱いである。

第5勾留質問後の処理

記録表紙「連絡メモ」欄の裁判官からの指示に従って，事務処理を進める。

*58記録表紙「連絡メモ」欄の認印についての確認

勾留質問を始める前に，裁判官との間で， 「今後の事務処理の関係から，個々の事件の終了ごとに，

「連絡メモ」柵の認印．記載をお願いします。 」と打合せをしておくとスムーズに行くであろう。
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事務処理を進める際，チェックリスト2（国選弁護人選任請求に関する記録表紙の裏

面） 【東京地書式②】 （資料6）に各想定に応じた標準的な事務のリストが掲げてあ

るので，それを参考にすると共に，事務処理の結果等所要事項を適宜記載して事務に

遺漏がないようにする。 ＊59

また，引継ぎが必要な事項については，該当柵にメモを残した上，宿直職員に申し

送りをするなどして翌日の担当者（14部又は日直）に引き継ぐ。

1 国選弁護人の選任（「直ちに指名通知依頼する」＜想定1＞のケース）

（1）国選弁護人候補指名通知の依頼

支援センターへの国選弁護人候補指名通知依頼は，以下の要領でFAX送信によ

り行う。 ＊6O

なお，支授センターへのFAX送信は，午後5時までに終わらせる（勾留質問が

あらかじめ支援終了していない等の理由により 午後5時までにできないとき｣*

センターへその旨連絡するn ) ｡ *61

ア国選弁護人候補指名通知依頼書【東京地害式⑨】 （資料13）の上段に所要事

’一

*60国選弁護人候補者指名通知依頼における事務の迅速性の必要

国選弁護人選任請求に関する事務は迅速性が要求されるので，個別の事件ごとに国選弁護人候補指名

通知依頼を行える場合には．特別の事情のない限り．他の事件を待つことなく依頼の手続をする。

*61 支援センターとの確認
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項を記入する*62。

※依頼書の「事件名」については，被疑者国選担当者において，被疑者国選記

録の連絡メモ欄記載の対象事件名の記載及び勾留状写しで事件名が正しいか否

か（対象事件であるか否か）を必ず確認し，被疑者国選弁護対象事件だけを記

載する。ただし，対象事件と科刑上一罪の関係にある罪については，その罪名

も記載する。

※平成21年5月21日以降，国選弁護人選任書等を作成するに当たり，当該

国選弁護人候補指名通知依頼害兼指名通知書を引用する方法が採用された。事

’ 国選弁護人候補指名通知依頼書の所要事項記入要領

① 「進行番号」柵には何も記載しない。

② 「通知回答期限」欄は依頼日の翌日とする。

③ 「勾留場所」柵の（取扱署）は，国選弁護人選任請求書・資力申告書【東京地書式④〕 （資料8）

の最下部欄外※3で判明した事項を記入すれば足りる。また，勾留場所と異なる取扱警察署があると

きは，勾留等請求逓付票（資料31)の「勾留場所」欄に手書きがなされている。

④ 「事件」柵の「番号」柵は，上訴申立雪等記録簿の（記）番号を記入する。 （(わり番号柵は記載不要。

起訴後に支援センターで利用する。）

⑤ 「事件」柵の「事件名」柵は，被疑者国選弁護対象事件に限られる。なお，対象事件と科刑上一罪

の関係にある罪については，その罪名も記載することになる。記録表紙「連絡メモ」柵に記載されて

いる対象事件名及び勾留状写しを確認して事件名を記載する。

⑥ 「国選弁護人選任請求の別」柵は，通常の被疑者国選弁護人選任請求事件については，法37条の

2を，即決裁判手続申立事件の同意確認のための被疑者国選弁護人選任請求のときは，法350条の

3第1項を選択する。

*62

⑦

ロ －

「別事件の国選弁護人」については，勾留質問等で明らかとなっていれば別だが，国選弁護人選任

請求書・資力申告書【東京地書式④］ （資料8）の最下部欄外※5で判明した事項に限り記入すれば

足りる。

－28－



件名の過不足や文字の記載に注意して作成することを要する。

イファクシミリ送信書に必要事項を記入し，①ファクシミリ送信書（【東京地書

式⑩】 （資料14）の上段） ，②国選弁護人候補指名通知依頼書③勾留状写し

の順にそろえる。

ウファクシミリ送信書から順に書面右下部分に丁数を振り，最後の丁数にはその

旨を示すために丁数を○で囲む（例： 1 ， 2， 3， 4，⑤）。また，勾留状写し

の別紙「被疑事実」の右上余白に被疑者名を表示する。

＊ これは，休日の支援センター東京地方事務所では，大阪などと並んで事務を集約させて処理

する特定事務所となっているので．書類の混在等を起こさずに確実に授受ができるように配

慮する必要があるからである。
一

支援センターに電話をし 1
１
１
岫
も
８
０
Ｆ
，
Ｌ

， これから国選弁護工

人候補指名通知依頼書類一式をFAX送信する旨を伝える。 :I:63

オ国選弁護人候補指名通知依頼書類一式をFAX送信し，送信した書類一式は当

該被疑者の国選弁護人選任請求に関するクリアファイルに入れる。まもなく受領

書（【東京地害式⑩】 （資料14）の下段）が記載されて返信されてくるので，

受付日付印(A印）を押してこれもクリアフアイルに入れる。一定時間(15分

程度）経過しても受領書が返信されてこない場合は，支援センターに電話をして

書類受信の確認をし，受領書の送信を促す。

(2)国選弁護人候補指名通知書の受理，国選弁護人選任書の作成

国選弁護人候補指名通知依頼を受けた支援センターから，当該依頼後，原則とし

て数時間，遅くとも24時間以内に，裁判所あてに国選弁護人候補指名通知書

（【東京地書式⑨】 （資料13）の下段）がFAXにより返送されることになって

いる。

支援センターは送信の際，電話をしてくるので，受信したら以下の要領で処理す

爵:63対象事件拡大後の国選弁護人候補指名通知の状況

’

｜

’
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る。

ア受信書類の確認

㈱被疑者嬢64に関するものであること

け）通知書の各項目に記載又はチェックが入っていること，特に候補者が所属す

る弁護士会が東京にある弁護士会*65であること

イ受領書の返信

支援センターのファクシミリ送信票下部の受領書欄に，①受付日付印(A印）

と，②取扱者の認印を押し, FAXで直ちに返信する。

ウ受付等

国選弁護人候補指名通知書のコピーを2部とった上で，送信された原本の下部

余白に受付日付印(A印）を押し，受付印を押した国選弁護人候補指名通知書，

イで返信したファクシミリ送信票（兼受領書）の順に，当該被疑者の国選弁護人

選任請求に関するクリアファイルに入れる。

エ国選弁護人選任書の作成

〔新方式〕第5の1 (1)※記載のとおり，平成21年5月21日以降指名通知書

写しを引用して国選弁護人選任書を作成する方法が採用された。作成方法につい

ては以下のとおり

く注意＞国選弁護人候補指名通知書に記載されている文字が判然としない場合

は，従前どおり，国選弁護人選任害を別に作成する（後記〔従前の取扱

い〕 ）。

け）上記ウでコピーをとった国選弁護人候補指名通知書写し（1部目）の下部余

白に，国選弁護人選任のゴム印(｜

■在中)を押し,決定日を記入し,裁判官の記名印を押して選任書草稿を作成

被疑者用の国選弁護人候補指名通知であることの確認

「公判部」あての「被告人」に関する国選弁護人候補指名通知でないことを確認する趣旨である。

東京三弁護士会のいずれかに所属する弁護士の指名であること（原則）

*64

*63

■

I
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する（簡略版（日直用）マニュアルその②の2枚目⑨参照） 。

（ｲ）上記ウでコピーをとった国選弁護人指名通知書写し（2部目）は，国選弁護

人選任通知に利用するので（後記(4)のイ㈱） ，国選弁護人選任請求関係の記録

と共にクリアファイルに入れて保管する。

〔従前の取扱い〕国選弁護人選任書を別途作成する方法は以下のとおり

支援センターからの国選弁護人候補指名通知書に基づき，国選弁護人選任書

【東京地書式⑪】 （資料15）の草稿を作成する。 :膿66

(3)国選弁護人選任害の決裁，写しの作成等

ア作成した草稿を勾留質問が終了した裁判官に提出して押印を受ける。

イ国選弁護人選任害の写しを一部作成し，国選弁護人選任請求関係の記録と共に

クリアファイルに入れる。

ウ原本は，事件関係送付簿Aに記入した上（複数をまとめて「○○○○外○名」

に入れでよい。 ） ，

て14部に引き継ぎ，休日明けに14部で当該国選弁護人に原本を交付する。

(4)弁護人への連絡及び関係者に対する通知等

ア弁護人への連絡等

同国選弁護人選任後，直ちに，当該国選弁護人に電話連絡する。

①選任命令が出た旨

②選任害原本を交付するために，休日明けに14部まで来庁していただきた

い旨寒67

③弁護人からの希望があれば, FAX番号を確認した上で，国選弁護人選任

書写し（上記(3)イで作成したもの）をFAX送信する（弁護人（事務所）に

*66被疑事件名の記載について

「被疑事件名」については, *61⑤参照

*67原本の交付について

14部では，後日来庁した弁護人に対して，国選弁護人選任書原本を交付し，国選弁護人から請書を

受領し国選弁護人選任請求に関する記録に編てつする。

なお，弁護士に国選弁護人選任書原本を直ちに受領したいとの要望がある場合には’令状事務室にお

いて請書【東京地害式⑮〕 （資料19）を用いて交付をすることは差し支えない。
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FAX番号の確認が取れないときは, FAX送信しない。 ) ｡ *68*69*70

（ｲ）電話で国選弁護人に選任命令が出た旨を通知した場合，通知済みの旨を国選

弁護人選任書写し(上記(3)ｲで作成したもの)に付記し(ゴﾑ印は｜~－ l
lI ニー 個中)認印する(簡略版(日直用)マニュ
アルその②の2枚目⑫参照)。 *71 通知ができなかったときは，選任書写しに

「弁護人通知未了」の付せんを貼り，翌日の日直又は14部に引き継ぐ。

イ被疑者，支援センター，検察官への通知

（ｱ）国選弁護人選任通知書を作成する。

〔新方式〕国選弁護人選任害の場合と同じく，国選弁護人選任通知書についても，

指名通知書写しを引用して作成する方法が採用された。作成方法については以

下のとおり

上記(2)ウでコピーをとった国選弁護人候補指名通知書写し（2部目）の下部

余白に,国選弁護人選任通知のゴﾑ印(’ －－｜

｜瀧中）を押し，通知日を記入し，書記官の記名印，職印を押して

選任通知書を作成する（簡略版（日直用）マニュアルその②の2枚目⑭参照） 。

〔従前の取扱い〕国選弁護人選任書を別途作成した場合（上記(2)のエの〔従前の

取扱い〕 ）は別途国選弁護人選任通知書【東京地書式⑫】 （資料16）を作成

*68弁護人へ国選弁護人選任書写しをFAX送信する運用の理由

事件関係者への面会など，要急の弁護活動を行う際に国選弁護人であることを示す書類が必要とされ

るからである（最高裁マニュアルpl3注25) 。

*69弁護人への連絡及びFAX送信について

誤送信防止のため，以下の取扱いとする。①国選弁護人候補指名通知書に記載されている事務所所在

地の連絡先に事前に電話をし, FAX番号の確認がとれた場合にのみFAX送信を行う。②連絡先につ

いては，支援センターにおいて，当日，当該弁護士に連絡をするのに用いた電話番号をファクシミリ送

信票に記載してくれることとなっているので，その番号も試してみる。③どうしても連絡が取れない場

合には，翌日の担当者(1 4部又は日直）に事務を引き継ぐ。

燕70誤送信の防止

FAX番号の押し間違い等による誤送信には注意する。送信ボタンを押す前にFAX番号を復唱して

確認するなどし，誤送信という事態は絶対に避けなければならない。

*71弁護人への通知済みの付記について

弁護人に対する告知については，庁により，原本によるか，謄本によるかの取扱いの違いはあるが，

選任書の原本（又は謄本）の交付によると解される。東京では，原本交付の扱いである。

ここでの通知済みの付記は，上記の原本交付とは違う次元で, FAX送信や電話による通知がなされ

た場合に，便宜上，通知済みを付記しておく趣旨である（通知済みの付記をすることについては，最高

裁マニュアルpl3に記載がある。） 。
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する。

(ｲ）磁瞳及び支援センターに対してはFAX送信する。

被疑者の送信先は収容場所である。

送信前の電話連絡や送付書の添付は必要ない。

FAX送信が済んだら，通知済みの旨を国選弁護人選任書写し（上記(3)イで

作成したもの）に付記し認印する（上記アのfr)で既に国選弁護人への通知済み

を付記していれば，その付記印に追記する。 ） （簡略版（日直用）マニュアル

その②の2枚目⑯参照）。

㈲検察官への通知については， (4)イ(ｱ)で作成した国選弁護人選任通知書を事件

関係送付簿Aに記入した上（複数をまとめて「○○○○外○名」でよい。 ）

|に入れて｣4部に
引き継ぐ。 :':72

＊検察官への通知及び通知済みの付記は， 14部で行う。 ．

(5)上訴申立害等記録簿への結果の記載

上訴申立書等記録簿（資料30）の当該事件の備考欄（結果．その他）及び記

録表紙（「連絡メモ」楠の右上欄外の「口選任」にそれぞれチェックを入れる。

記録表紙（「連絡メモ」欄の上欄外）には，勾留状の発付日及び選任決定の日

もあわせて記入する。

2私選弁護人選任申出の弁護士会への取次ぎ（＜想定4＞のケース)

弁護士会への私選弁護人選任申出の取次ぎは，以下の要領でFAX送信により行う。

東京三弁護士会刑事弁護センー乞一（以T「三会センター｜ という､）へのFなお．

A><送信は，午後5時までに終わらせる（勾留質問が終了していない等の琿由により，

あらかじめ三会センターへその旨連絡する里午後5 ﾃまでにできないときは．
■

Ⅱ

４

■

Ⅱ

ｑ

９

０

６

Ⅱ

Ｂ

■ ） 、

(1)私選弁護人選任申出通知書の作成

被疑者が署名・指印した私選弁護人選任申出書の上部が，書記官が作成する私選

弁護人選任申出通知書（【東京地書式⑤】 （資料9）の1段目）となっているので，

*72検察官への通知先

’|－
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ここに必要事項を記載する。

(2) FAX送信

三会センターに電話連絡をし Mテーーー ’1 ，私選弁護人選任申

出通知書にファクシミリ送信書（【東京地書式⑧】 （資料12)の上段）を付して

FAX送信する。

(3)受領書の受信・受付

送信後まもなく受領書（【東京地書式⑧】 （資料12）の下段）に記載がされて

返信されてくるので，受付日付印(A印）を押す。一定時間(1 5分程度）経過し

ても受領書が返信されてこない場合は，三会センターに電話をして書類受信の確認

をし，受領書の送信を促す。

(4) 1 4部への引継ぎ

ファクシミリ送信書，私選弁護人選任申出通知書， (3)で受付をした受領書は， 3

枚1組で事件関係送付簿Aに「私選弁護人選任申出通知書」として記入した上（複

数をまとめて｢○○○○外○名｣でよい｡ ） ， ｜ ‐
I|| －－ に入れて14部に引き継ぐ。

3勾留後の処理におけるまれな事務

※被疑者国選弁護制度対象事件が拡大したため，下記の事務処理が増えることが予

想されるので注意する。

（1） 国選弁護人選任請求の撤回の場合

ア記録表紙「連絡メモ」柵の「私選申出未確認・不請求・撤回」欄に裁判官の認

印があるのを確認し，被疑者から提出された撤回書【東京地書式⑥】 （資料1

0）に，受付日付印(A印）を押し，国選弁護人選任請求に関する記録に編てつ

する。

イ上訴申立書等記録簿（資料30）の当該事件の備考欄（結果・その他）及び記

録表紙（「連絡メモ」欄の右上欄外）の「口撤回」に，それぞれチェックを入れ

る。

ウ記録表紙には，勾留状の発付日及び撤回の日もあわせて記入する。

（2） 国選弁護人選任請求を却下する場合

ア勾留請求却下見込みの場合
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(ｱ）記録表紙「連絡メモ（備考）」欄において，裁判官の申し送り事項が記載さ

れる（例「勾留却下見込み」）ので，令状事務室の被疑者国選担当者は勾留質

問の終了を待って担当裁判官の指示を受ける（この場合，裁判官は「連絡メ

モ」欄に押印をしない扱いである。） 。

なお，資力が50万円以上のケースで私選弁護人申出が未確認の場合は，確

認手続を進めておく （確認方法については後記(3)のとおり） 。

け）裁判官の判断の結果，勾留請求が却下され，それに伴い国選弁護人選任請求

を却下する場合には，被疑者の釈放を確認してから却下するので，その旨を付

せん等に記載し記録上分かるようにして，国選弁護人選任請求に関する記録を

編てつし, ｜ 1に入れて］4部に引き継ぐ。
※勾留請求を却下しても，準抗告で勾留を認めた場合，被疑者国選選任事務

を進めなければならないので，私選申出未確認のケースはすべて確認してお

く｡’

’

イ勾留状発付以外の要件を満たさず却下する場合*73

（ｱ）資力が50万円以上で私選申出の有無を確認した結果，未だ申出をしていな

いということが判明した場合など，被疑者国選弁護人の選任要件のうち，勾留

状発付以外の要件を満たさない場合は，通常は勾留質問時に被疑者に国選弁護

人選任請求を撤回させることが多いが，担当裁判官の指示を受けた結果，国選

弁護人選任請求を却下する場合には，国選弁護人選任請求却下命令【東京地書

式⑯】 （資料20）の草稿を作成して裁判官に提出し，押印を受ける。

（ｲ）却下命令の原本は，国選弁護人選任請求に関する記録に編てつする。

（助被疑者に対する却下命令謄本送達の準備を行い， 14部に事件関係送付簿A

に「却下命令謄本」として記入した上で引き継ぐ。送達は，当直明けに14部

が行う。

また，それに先だって，被疑者を収容している刑事施設の国選弁護人選任請

*73二重請求の取扱いについて

後記＊85記載のとおり

－35－



求書を送付してきた部署に対して電話をし，国選弁護人選任請求は却下になっ

たこと，及び，後日正式に却下命令謄本が送達されること，を被疑者に伝達し

てほしい旨依頼する（相手方から却下命令の写しを求められたら, FAX送信

してよい。）。 （最高裁マニュアルpl5注31) *74

（工）上訴申立書等記録簿（資料30）の当該事件の備考欄（結果。その他）及び

記録表紙（「連絡メモ」欄の右上欄外）の「口却下」に，それぞれチェックを

入れる。

㈱記録表紙には，勾留状の発付日及び却下決定の日もあわせて記入する。

(3)不在・不受任通知書の有無の確認，私選弁護人選任申出の進捗状況の照会をする

場合（＜想定2，想定3＞のケース）＊75

ア不在。不受任通知書の有無の確認く想定2＞

〈ｱ）被疑者を収容している刑事施設への照会

国選弁護人選任請求書をFAX送信してきた刑事施設に対して，被疑者あて

の不在・不受任通知書（法31条の2第3項）が届いていないかを確認する。

届いていれば, FAX送信してもらう。 イ:76

（ｲ）裁判所あての不在・不受任通知書の確認

*74被疑者に対する特別送達のあて先

被疑者の収容されている施設の長である。

*75私選弁謹人選任申出についての進捗状況の確認頻度と事務処理の概説

勾留状発付後の国選弁護人選任請求の場合にはあり得るであろうが，勾留請求時の場合にはまれであ

ろう。

資力申告書の記載内容から被疑者に50万円以上の資力がある場合には，あらかじめ所定の弁護士会

に対する私選弁護人選任申出が必要となる（法37条の3第2項） 。

不在・不受任の場合は， 「貧困その他の事由により弁護人を選任できないとき」に該当すると認めら

れるのが通例であるから， 「不在・不受任通知書」が【東京地書式⑤】 （資料9）又は（資料26＋資

料23）により出されていると考えられるケース＜想定2＞では，通常は，先にその確認をすることと

なる。

しかし，他方， 「不在・不受任通知書」が出されているかどうかがそもそも分からないケース＜想定

3＞や「不在・不受任通知書」の有無の確認が容易にできないときには，弁護士会に対して，私選弁護

人選任申出の進捗状況の照会を照会害（【東京地書式⑭］ （資料18)の上段）によりFAXを用いて

行う。

*76国選弁護人選任請求に不在・不受任通知書を添付する義務

被疑者及び刑事施設には，不在・不受任通知書を裁判所に送信する義務はないが，運用上，送信して

もらっている。そのため国選弁護人選任請求書には，添付書類の例として，不在・不受任通知書があげ

られている。
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裁判所あての不在。不受任通知書（法37条の3第3項）は， 「不受任通知

書等綴」 （五十音順で編てつ）から検索し，あればコピーをとる。

（ｳ）確認後の対応

a確認ができた場合

FAXにより入手し，又は不受任通知書等綴からコピーした不在・不受任

通知書を国選弁護人選任請求に関する記録に編てつし，裁判官に報告する。

その後は，要件を充足しているとして（＜想定1＞の場合と同様， ）国選弁

護人選任手続へ進むことになろう。

b確認ができなかった場合

以下イの弁護士会への照会手続を行う。

イ私選弁護人選任申出の進捗状況の弁護士会への個別照会

（ｱ）照会の方法

照会書（【東京地書式⑭】 （資料18)の上段）を作成し，三会センターに

FAX送信した上で電話をする。受信の有無を確認すると共に，回答見込時期

を聞いておき，すぐに回答を得られない場合には，チェックリスト2【東京地

書式②】 （資料6）のく想定2， 3＞の③欄外に回答待ちである旨付記するな

どして記録上分かるようにした上，国選弁護人選任請求に関する記録を翌日の

担当者(14部又は日直）に引き継ぐ（引継方法は，第6のとおり）。

また，照会害は国選弁護人選任請求に関する記録に編てつしておく。

(ｲ） 回答を得た場合

回答書がFAX送信されてくるので，下部余白に受付日付印(A印）を押し，

国選弁護人選任請求に関する記録に編てつの上，裁判官に報告し，回答結果に

応じて以下の事務処理を行う。

a選任のための要件が充足しているとき（不在・不受任との回答のとき）

→国選弁護人の選任手続

b選任のための要件が充足していないとき（申出未了との回答のとき）

→被疑者に対して国選弁護人選任請求の撤回の促し，又は請求却下

〈ｳ）私選弁護人選任申出手続が処理途中のため，回答が遅れると言われた場合
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回答見込の日時を確認して鮒:77,チエツクリスト2のく想定2， 3＞の④所

定の柵に記載し，裁判官に報告する。裁判官からの指示を上記所定の柵にもら

ったら，その旨を付せん等に記載し記録上分かるようにした上，宿直職員に申

し送りをするなどして，国選弁護人選任請求に関する記録を翌日の担当者（1

4部又は日直）に引き継ぐ（引継方法は，第6のとおり）。

日直終了後の各種書類の引継ぎ

引継ぎについて

国選弁護人選任請求に関する記録及び書類のうち， 日直において手続が完了したも

第6

1

｢－－ I に，宿直において単に受付をしたにすぎないものについては

’の及び日直において手続が完了しなかったものについては

■■■に,それぞれ入れ,宿直職員を経由して翌日の担当
き継ぐ（引継ぎの際は，必ず書類を記録に編てつし， クリ

，宿直職員を経由して翌日の担当者(14部又は日直）

必ず書類を記録に編てつし， クリアファイルをはずす。

に引

）。

書類別の具体的な引継方法

(1)国選弁護人選任請求書・資力申告書【東京地書式④】 （資料8）は，上訴申立害

等記録簿（資料30）に登載し，かつ，個々の請求ごとに記録表紙【東京地書式

①】 （資料5）を付して記録とした後，上記1の方法に従って引き継ぐ。

(2)裁判所あての不在・不受任通知書【東京地書式⑤】 （資料9）又は（資料26＋

資料23）は，受付日付印(A印）を押印した上， 「不受任通知書等綴」に五十音

順に綴り込んだ状態で14部に引き継ぐ。

なお，宿直の時間帯に提出されたものは，受付日付印(A印）のみが押印され，

~ 11で日直に引き継がれて
いるので， 日直において，上記と同様， 「不受任通知書等綴」に五十音順に編てついるので， 日直において，上記と同様，

2

した上で引き継ぐ。

*77私選弁護人選任申出手続の進捗状況に関する弁謹士会への照会の回答見込日時

弁護士会に対して私選弁護人選任申出手続の進捗状況について照会をした場合，すぐに回答を得られ

ない場合があろう。例えば前日に私選申出がなされたという場合には，弁護人となろうとする弁護士の

紹介自体が未了ということがあり得る。また，例えば，当該弁護士から接見の結果等についての報告が

弁護士会にされていないなど，何らかの事情で調査確認に一定の時間を要する場合もあるであろう。
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(3)国選弁護人候補指名通知書（【東京地書式⑨】 （資料13）の下段） （原則とし

て，宿直の時間帯に提出されることは予定されていない。）は，受付日付印(A

印）を押印した上（前記のとおり，同通知書写しを国選弁護人選任害に引用するの

で，受付日付印を押す前にコピーを2部とっておくと便利） ，あらかじめ引継ぎを

受けているはずの当該被疑者に関する「国選弁護人選任請求に関する記録」に編て

つし，翌日の日直において速やかに国選弁護人選任の手続を行う必要がある旨を付

せん等に記載し記録上分かるようにして，

て引き継ぐ。

に入れ

(4)国選弁護人選任書（【簡略版（日直用）マニュアルその②の2枚目⑨】又は【東

京地害式⑪】 （資料15) ) (原本）は，事件関係送付簿Aに記入した上（複数を

まとめて｢○○○○外○名｣でよい｡ ) , |I
｜に入れて］4部に引き継ぐ。

(5) 国選弁護人選任通知書（〔簡略版（日直用）マニュアルその②の2枚目⑭】又は

【東京地書式⑫】 （資料16） ）は，事件関係送付簿Aに記入した上（複数をまと

めて「○○○○外○名」でよい｡） ， ｜

|[－ 1に入れて’4部に引き継ぐ。

(6)私選弁護人選任申出通知書【東京地書式⑤】 （資料9）は，ファクシミリ送信書

（【東京地書式⑧】 （資料12）の上段） ，受領書（【東京地書式⑧】 （資料l

2）の下段）と共に3枚1組で事件関係送付簿Aに「私選弁護人選任申出通知書」

として記入した上(複数をまとめて｢○○○○外○名｣でよい｡） ， |「

’

’

’

|に入れて]4部に引き継ぐ。
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第4編日直における受付,審査及び芒の他例外的な事務処理

＊ ここでは，主として，勾留状発付後の国選弁護人選任請求（勾留状発付後請求）の処理を念頭

に， 日直における事務について説明する。勾留請求時の国選弁護人選任請求の処理をする場合と

共通の事務（国選弁護人選任手続など）については，割愛する。

第1 前提（各種書類の受付手続）

＊ 日直の時間帯に，被疑者国選弁護人選任請求に関して裁判所に提出される主な書類*78は，

以下の3つの書類であり，いずれも原則としてFAX送信により提出される。

①国選弁護人選任請求書・資力申告書【東京地書式④】 （資料8） （提出元：被疑者を収容

している刑事施設）

②国選弁護人候補指名通知書（〔東京地書式⑨〕 （資料13)の下段) (提出元：支援セン

ター）

③裁判所あての不在・不受任通知書【東京地書式⑤】 （資料9）又は（資料26＋資料2

3） （提出元：三会センター）

＊ このうち，①及び②は，提出後にすぐ対応が必要な書類であり，送信の際に電話連絡が入る

ものである。

これに対して③は，受付日付印(A印）を押して不受任通知書等綴に綴り込めば足りるもの

であり，送信の際に電話連絡も予定されていない。

第2

1

国選弁護人選任請求書・資力申告書の受付手続及びその後の審査

受付

日直の時間帯に受信した国選弁護人選任請求書・資力申告害は，勾留決定後のもの

*78その他の日直の時間帯に提出されうる書類

そのほか，弁護士会から，裁判所が問い合わせた弁護士会への私選弁護人選任申出の有無等に関する

照会の「回答書」 （【東京地書式⑭〕 （資料18)の下段）がFAXにより回答されることがある。こ

れは，回答内容に応じてその後の対応が必要なものである（第3編第5の3の(3)のぼり。
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であることが通常である。 :':79そこで， ここではそれに限定して説明する。

ア刑事施設からの電話及びFAX送信

（ｱ）被疑者を収容している刑事施設（多くの場合，警察署の留置係）は，国選弁護

人選任請求書・資力申告書をFAX送信する際，裁判所に対し，電話をすること

になっている。

勾留決定後の国選弁護人選任請求（勾留状発付後請求）は，勾留請求時のもの

（勾留質問前請求・裁判官面前請求）に比して勾留質問が無い分情報が少ない。

そこで，電話があった際，以下のa及びbを，被疑者が少年の場合には， さら

に, C～eを電話で確認できるとよい（受信した書類から明らかな部分は確認不

要） 。 ＊80

a勾留後の国選弁護人選任請求であること

＊勾留状写しが添付されていること*81

＊万一勾留前の場合には，勾留質問の予定日が，本日か明日かを確認する。

bすでに起訴されていないこと*82

＊万一起訴済みとのことであれば，起訴日と起訴罪名を聴取しておく。

＜少年の場合＞

零79国選弁護人選任請求書の送信元と送信される時間帯について

法37条の2による被疑者の国選弁護人選任請求は，身柄拘束が前提となっており，原則として刑事

施設の長又はその代理者経由で裁判官になされる（規28条の3第1項）。この場合にはFAX送信が

認められたので（規28条の3第3項） ，送信元は，被疑者を収容している刑事施設であり， この時点

では大半が警察署となる。
｜『

１
１

蕊80電話確認でのスタンス

すぐには分からないということであれば，無理はしなくてよい。後述の「2審査」の段階で電話を

すれば良いので‘ 「また電話をさせていただくかもしれない。」と告げて，いったん電話を切ってよい。

:!:81 勾留状写し添付の運用

’ ’
*82起訴されていないことの確認を要する理由

国選弁護人選任請求の基礎となっている事件について起訴されていないという趣旨である。もし，起

訴されている場合には，被告人からの国選弁護人選任請求となり，当該請求に対する判断は，受訴裁判

所が判断すべきこととなるからである。
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C現在，逮捕勾留中の被疑者であること*83

＊家裁送致（少年法42条1項）になっていないこと

＊観護措置（少年法17条1項2号[少年鑑別所での観護措置]）になってい

ないこと

d本日，少年は，収容先に朝から収容されていること*84

＊あるいは，身柄拘束期間満了間際のため，朝から東京地検に押送されてい

ないこと

e いったん家裁に送致された事件が再び検察官送致決定（少年法20条）され

た事件（逆送決定事件）であるか否か

＊逆送決定事件のときは，勾留状写しに代わるものとして， 「告知調書」

（少年審判規則24条の2）写しの送信を依頼する。

げ）送信されてくる書類

a ファクシミリ送信書（資料29の上段）

b国選弁護人選任請求書。資力申告書【東京地書式④】 （資料8）

c勾留状写し*85

*83法37条の2による国選弁謹人選任請求ができる少年

被疑者が少年の場合，一定の時点で家庭裁判所に送致される（少年法42条I項） 。家裁に送致され

ると，刑事手続から少年審判手続に移行し，当該少年は被疑者の地位を離れるため，法37条の2によ

る国選弁護人選任請求はできなくなる。

*84家裁送致される場合の当日の身柄の扱い

－

*85勾留状写し又は告知調書写しの添付
－~－ I■■■■

｜
’
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d (資力が50万円以上の場合）不在。不受任通知書【東京地書式⑤】 （資料

9）又は（資料26＋資料23）

イ受信後の事務

（ｱ)受信書類の確認併)受領書の返信， （例受付手続， （工)記録の編成の各事務を行う

が， これらは宿直での事務と同じである。 （第2編の第2の2参照）

記録の編成が済んだら直ぐに審査をし（下記2） ，要件を充たすことが確認でき

た場合は， 日直裁判官の認印を記録表紙「連絡メモ」柵に受けた上で，国選弁護人

の選任手続を行う。 ＊86

2審査

（1）勾留決定の有無の確認

国選弁護人選任請求書・資力申告書が刑事施設から送信されてきた際の電話確認のやり

とりで，勾留済みか否かの点は確認ができているのが通常と思われるが，その際，刑事施

設の方で「すぐには分からない」という対応などの場合には，以下の方法で，勾留決定の

有無を確認する。

ア添付書類に勾留状写しがあれば，勾留決定がされている。

イ国選弁護人選任請求書に記載の逮捕日が5日以上前のもの（本日が土曜日であれば，

逮捕日が月曜日のものは5日以上前に当たる。）ならば，勾留されていて，単に勾留状

写しの添付を失念しているだけの公算が大きい。そこで，送信元の刑事施設に電話をし

て事情を確認する。

ウ国選弁護人選任請求書記載の逮捕日が4日前までのもの（本日が土曜日であれば，逮

捕日が火曜日までのもの）の場合， 4日前までの「勾留等請求逓付票」 （資料31）を

!:86国選弁護人選任の二重請求の取扱い

I
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用いて勾留請求の有無を確認する（被疑者国選弁護対象事件には検察官名棚に「③」の印が付して

ある。 ）。

東京の場合，勾留請求の大半は勾留質問を実施する日の前日になされるから，被疑者

国選弁護人選任請求をしている被疑者が，昨日の勾留請求事件の被疑者であるときには，

本日勾留質問に来ている可能性が高い。この場合には，勾留質問担当者に記録を交付す

る。

2日以上前の勾留請求の場合には，すでに勾留決定をしている公算が大きいので，送

信元の刑事施設に電話をして事情を確認する。

そもそも勾留請求がされていなければ，国選弁護人選任請求をすることはできず，国

選弁護人選任請求書は単なる予告書類となる。国選弁護人選任請求に関する記録は，

|に入れ宿直職員を経由して翌日の担当者(､4部又はに入れ宿直職員を経由して翌日の担当者（1

施設に対して， 「国選弁護人選任請求書は，継ぐ。咲信元の刑事旅殼に対して． 「国選弁護人選任請求書は，勾留請求日直）に引き継ぐ。送信元の刑事施設に対して， 「国選弁護人選任請求書は，勾留請求

後に再度FAX送信するように。」電話で指示し，その旨を付せん等に記載し記録上分

かるようにしておく。また，上訴申立害等記録簿（資料30）の当該事件の備考柵（結

果・その他）の「口勾留請求前受付」にチェックを入れる。

(2)起訴の有無の確認

送信元の刑事施設との電話において，起訴の有無を確認する。

国選弁護人選任請求書に記載された逮捕日から23日以上経過している場合には

起訴されている公算が大きいので，仮に上記電話連絡の際に未確認であったとして

も，再度，電話で確認をする。 ＊87

アその上で，判明しない場合

:!:87再確認の際の方法例

’
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''－－担当裁判官の指示を仰ぎ，

イ起訴されていた場合

*88

るので，国選弁護人選任請求に

に入れて1 4部に引き継ぎ，上

欄（結果・その他）の「口起訴

請求に対する判断は受訴裁判所が行うことになるので，

関する記録は，

訴申立書等記録簿（資料30）の当該事件の備考欄（結果・そ

後受付」にチェックを入れる。

家裁送致の有無の確認（被疑者が少年の場合）

送信元の刑事施設との電話において，家裁送致の有無を確認する。

ｊワＪ１

ア

家裁に確認を行必要に応じて家裁の当直に確認を行う。イ上記確認で分からない場合，必要に応じ

う場合は以下のとおり

（ｱ）東京家裁の観護措置日直（直通電話

致の有無を確認する。

'に電話で家裁送

照会時は，①少年の氏名（漢字十カナ） ，②生年月日で特定した上， 「少年被疑者

○○○○に対する○○，○○被疑事件について，○月○日（勾留決定日）から今日ま

での間，家裁送致があったか。 」と照会する。

(ｲ）折り返し，回答が来る。＊89

－’*8 8

｜
｜
I

*89家裁が照会を処理するために要する時間
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㈲回答結果を裁判官に報告する。

その他の受付における特殊な事例

(1) 当番弁護士として被疑者と接見した弁護士（その後に事件を受任している弁護士

を含む。）が，被疑者国選弁護人への切替を求めてきたとき

ア査閲。確認

弁護士が切替専用の請求書等（資料32～資料34）を持参してくるので，記

載内容，添付書類を確認し，不明な点があれば，その場で弁護士に確認する。

3

I:90

専用の「国選弁護人選任請求書・資力申告書」に添付書類がある場合と，その

種類は以下のとおりである。

（ｱ）被疑者の資力が50万円以上であれば，不受任通知書（ただし，提出は

任意）

（ｲ）弁護士が事件を受任していたのであれば，捜査機関の受付印のある辞任

届の写し

（ｳ）弁護士が裁判所に対し，特別な事情を説明したい場合，支援センターあ

ての「国選弁護人の選任に関する要望書」写し

イ受付手続・記録の編成

通常の被疑者国選弁護人選任請求と同じである。ただし，その日に勾留質問が

行われる被疑者分で急ぐ場合は，後回しにして，直ちに勾留質問の担当者に引き

継ぐことも考えられる。

ウその後の処理

通常の被疑者国選弁護人選任請求の処理と同じであるが，異なる点は以下のと

おりである。

（ｱ）支援センターに対して国選弁護人候補指名通知依頼を行うときには，連絡事

項欄に当該弁護士の情報を記載して情報提供を行う。

膿90切替専用の請求書等の提出時期
ー可

一
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い既に勾留状が発付されている被疑者に関しては，収容されている刑事施設に

連絡をして，勾留状写しを入手する。

(2)少年の扶助付添人（私選）が，逆送決定後に，被疑者国選弁護人への受任を希望

した場合

’
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第3その日の日直以外が依頼した国選弁護人候補指名通知書を受理したとき

被疑者国選弁護制度の対象事件拡大後， 日直において受理する国選弁護人候補指名

通知書のうち，その日の日直の時間帯に依頼をしたものに対する指名通知のほか難93,

前日に依頼した分がFAX送信されてくる事例が増加した。この場合，直ちに選任手

続を行う必要があるので注意する。 ‘:94

裁判所あての不在・不受任通知書の受付。処理

受付日付印(A印）を押す。

「不受任通知書等綴」に被疑者の氏名（フリガナ）を基準として五十音順に編てつ

４
１
２

第

’で引きする。 （宿直から

継いだ分についても，同様に編てつする。 ）

第5例外的な事務処理

1 被疑者国選弁護人の解任手続

新たに私選弁護人が選任されたり，選任した国選弁護人が急病により活動できない

等の事情により，選任された国選弁護人を解任しなければならないという情報を令状

事務室において得ることがある。

*93国選弁護人候補指名通知依頼に対する通知のタイミングと翌日回しの場合

*94選任手続のための記録

前日が平日で, 1 4部で国選弁護人候補指名通知依頼をした事件である場合，翌休日に国選弁護人候

｜ －－－－－]’補指名通知がなされる予定のときには上記の で記録が引き継がれる扱

いになっているが，万一ない場合には, 1 4部の執務室から該当の記録を借り出してくる必要がある

（国選弁護人候補指名通知を受理したら速やかに国選弁護人を選任しなければならないからである。 ） 。

記録を借り出すに当たっては，事前に, 14部の総括主任書記官又は勾留担当の主任書記官，両者とも

連絡がつかない場合には，刑事訟廷管理官又は刑事訟廷副管理官に連絡をし，記録を借り出す点につい

て了解を得る。
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日直時において解任手続を行うほどの要急性は一般的にはないと思われるが，要急

性の判断は担当裁判官が判断することとなっているので，情報は担当裁判官に報告し

て判断を仰ぐ。当該被疑者の国選弁護人選任請求に関する記録が必要な場合は， 14

部の所定の場所から借り出す。 ポ:95返却するときは，解任のために用いたことが分か

るように，その旨を付せん等に記載し記録上分かるようにして，国選弁護人選任請求

に関する記録は| 1に入れて14部に引き継ぐ。

日直において解任することとなった場合は，当該弁護人に求意見し（法38条の3

第2項） ，国選弁護人解任害を作成し，選任手続に準じて弁護人への通知，国選弁護

人解任書の受領依頼，被疑者等への通知を行う。

日直では判断しないこととなった場合は，解任を行うべきと思われる事情を示した

書類（私選弁護人選任書の写し，電話聴取書等）に受付時の事情等を記載した付せん

を付けて事件関係送付簿Aに登載して休日明けに14部に引き継ぐ。

2即決裁判手続の同意確認のための被疑者国選弁護人選任請求の場合難96 ．

＊勾留請求段階において、即決裁判手続の同意確認のための被疑者国選弁護人選任請求はほと

んどない。 ＊97

通常事件における被疑者の国選弁護人選任請求との異同

即決裁判手続の場合の国選弁護人選任請求の処理は，以下の点で一般被疑者の国選弁護人選任請

求の場合と異なるが，その他は同じであるので，同様の処理手続に従って処理をする。

①対象事件の範囲が一部異なる｡

*95 14部からの記録借り出し

記録を借り出すに当たっては，事前に, 1 4部の総括主任書記官又は勾留担当の主任書記官，両者と

も連絡がつかない場合には，刑事訟廷管理官又は刑事訟廷副管理官に連絡をし，記録を借り出す点につ

いて了解を得る。

*96前提

検察官が即決裁判手続の申立てをするには，被疑者の同意が必要である（法350条の2第2項）。

検察官は，被疑者に対して同意をするかどうかの確認を書面で求め，即決裁判手続申立事件に関する手

続教示を行わねばならない（法350条の2第3項） 。そして，その同意確認を求められた被疑者が，

同意をするかどうかを明らかにしようとする場合において，貧困その他の事由により弁護人を選任でき

ないときは，国選弁護人選任請求をすることができるものとされた（法350条の3）。

*97勾留請求段階で法350条の3による国選弁護人選任請求がない理由

逮捕から3日余り後の時点では，検察官による同意確認手続（法350の2第3項）が未だ取られて

いないと推測される。
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通常の被疑者国選対象事件：長期3年を超える懲役又は禁鋼に当たる事件

即決裁判手続申立事件；短期1年以上の懲役又は禁鋼に当たる事件でないこと

②勾留状の発付は要件ではない。

③請求書の書式が異なる。

通常の被疑者国選弁護人選任請求： 【東京地書式④】 （資料8）

即決裁判手続申立事件： 【東京地書式⑰】 （資料21）

④国選弁護人選任請求書に「即決裁判手続に係る同意確認を求めたことの証明書」 （資料27）

が添付されてくる。

＊資力に関する手続要件（資力申告書の提出，私選弁護人選任申出前置）は通常の被疑者国選弁

護人選任請求と同様。

＊同意確認のための被疑者弁護人の地位及び権限は，通常の被疑者弁護人と全く同じである。起

訴後，被告人段階の弁護人へ移行する（法32条1項）。

3準抗告に関連する事務

日直において，準抗告に関連する国選弁護人選任請求事務には，①当日， 日直にお

いて処理した勾留請求に関するものと，②平日，各部において準抗告の処理がなされ

た事案の国選弁護人選任請求部分の事務を引き継ぐもの，の2つの場合がある。いず

れの場合も，申し立てられた準抗告の対象によってその後の処理は以下のようになる。

（1）勾留請求却下決定に対する準抗告の場合

ア準抗告審において，勾留決定をしたときは， 日直において，勾留状発付後にお

ける国選弁護人選任請求と同様の事務処理を行う。そのため，準抗告審から勾留

状写しを引き継ぐことを忘れないようにする。

※上記②の場合，準抗告審を担当した部は，国選弁護人選任請求に関する記録

がある場合には，当該記録に準抗告決定書写し及び勾留状写しを編てつした上

で, 当該記録を当日中に当直に引き継ぐことになっている('

｜［ ‐ ｜|に入れて引き継がれる。）。*98

*98準抗告審から勾留状写しが引き継がれていない場合

準抗告審を担当した部の主任書記官に連絡がつかない場合には，刑事訟廷管理官又は刑事訟廷副管理

官に連絡をし，勾留状写しを入手する。場合によっては，検察庁等に勾留状写しの送付を依頼する場面

も考えられる。
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イ準抗告審において，勾留請求却下を維持したときは，被疑者が釈放されるため，

被疑者の国選弁護人選任請求は却下されることとなる。この場合， 14部におい

て，被疑者の釈放を確認してから却下決定がなされるので，その旨を付せん等に

記載し記録上分かるようにして,国選弁護人選任請求に関する記録は■■■■

|に入れて’4部に引き継ぐ。
(2)勾留決定に対する準抗告の場合

ア準抗告審において，勾留請求却下決定をしたときも被疑者が釈放されるため，

被疑者の国選弁護人選任請求は却下されることとなる。この場合， 14部におい

て，被疑者の釈放を確認してから却下決定がなされるので，その旨を付せん等に

記載し記録上分かるようにして,国選弁護人選任請求に関する記録は■■■
1に入れて’4部に引き継ぐ。

原裁判官において，国選弁護人選任の手続を進めている場合であれば， 日直に

おいてその手続を止めることになる。

なお，既に選任に至っているときは，被疑者の釈放により選任の効力が失われ

る（法38条の2本文）ことになるので解任する必要ないが， 日直においてその

旨を弁護人に対して通知する。

イ準抗告審において，勾留決定を維持したときは， 日直において，原裁判官にお

いて進めていた国選弁護人選任の手続を引き続き進めることになる。

夕
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資料 1

1I
作業内容

①|刑事施設からﾌｧｸｼﾐﾘ送信する旨の電話→ﾌｧｸｼﾐﾘ受信

場所 作業担当者

’
！

’② 受領書の返信
I

宿
直

’③|受付手続
I

④
⑤
⑥
⑦

記録の編成

↓

記録の引継ぎ

令
状
事
務
室

↓

| 引き継いだ｢被疑者国選記録｣が本日勾留質問予定か確認日
直
令
状
担
当

1

’ 記録表紙「チェックリスト｣で事務処理の見通しを予測
（手続フローチャート参照）

↓

|勾留質問室への持込み書類の確認⑧
I

勾留状(案)写しを作成日
直
●
勾
留
質
問
担
当
者
●

↓

⑨ 裁判官に記録を上げる

↓

勾留状(案)写しにも訂正が反映されていることを確認

1

勾留質問室へ移動勾
留
質
問
室

！

|勾留質問⑩
I

勾留質問済みの記録をクリアファイルに入れて令状事務室に引き継ぐ
－

！

日
直
令
状
担
当

⑪令
状
事
務
室

勾留質問室から下げてきた記録の処理

手続フローチャート参照→チェックリスト2利用

※勾留状発付後の国選弁護人選任請求につき請求の都度，処理をする。

「被疑者国選事務の流れ」 （宿直での受付から勾留質問まで）



資料2

I’
※勾留請求時の国選弁護人選任請求(宿日直マニュアルP5ケースI )の場合

一■－6ー画牢一一一

~－．
，～

、、

／ 、

’
’

１
１
，
，
，
！
‐
Ｉ
ｉ
４
！
》

、
、
、
哩

忌
§
、
、
、

’

Ｉ
ｉ
ｌ

’
’目1

h

蕊
一■…ロー■画……帥…早■■I

ﾛ凸■学■置韓■●ﾛﾛ｡、①■4■“■M③､姉ﾛ韓U詫一■再－9‐■Q…

裁判官に請

性を確認→

壼二にこー --

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

＜
｜

I

|卜 I

’

４

句

７

千

●

。

■

■

ｇ

凸

ｚ

●

廿

芯

口

Ｑ

ｐ

ｑ

守

“

４

８

１

９

８

９

■

。

ｑ

‐

↓

４

口

ｆ

８

３

■

Ｉ

Ⅱ

〃

●

〆

鈩

属

一

、

ｒ

４

Ｕ

●

。

■

■

Ｇ

８

■

■

８

旬

刊

■

Ⅱ

〉
一
一

一
一
一

一
一
一

1

'1

I

私選申出未了

’、～

一一一一一一

－ 一

司
剖
Ｉ

_豐爵鍾豐息（

’
一
一
一
一
》
ｒ

毎一

竺一．．竺一一一面一旬■＊

-…… ．．‐…’ ’’

’

’’’ ’’’D一皿e■一

一一一一口ー
一一
一
０

『

一

一

①勾留状写し
②(私選申出書）
③(撤回書）

①勾留状。
②(私選申
③(撤回書

｜

’

｜

’D－d ＜忠一.、

｜
、－ ｜ ’ ）l l’I ノ

’’

勾留質問(勾留状写しを忘れずに!_）
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蔦
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ヨ
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想
選
一
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I
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一一〆色

■■ﾛ■■且 争 いUe.__一一菌奔キー－0“●■■■GB名

被疑者国選対象事件の手続フローチャート

自分の担当する全事件について被疑者国選対象事件か否かを確認

~ﾛｰ
ｻ象事件について,宿直時に請求書が提出されているか確認

宿直から引継ぎあり

国弁請求書あり

勾留請求後

の請求

"一一資ﾂj合計額を確認

50万円未満

宿直から引継ぎ無し

国弁請求書
の提出

国弁請求書なし

勾留請求前
の請求

求書の有効

指示を仰ぐ

資力申告書
の記載＆理
由柵記載の
私選申出の
有無

50万円以上

’

勾留状写し
私選申出書
撤回書

■口U面■ー≠再丙■可■■■UUロー■Uｰ一

竺一

申一章Uc‐一

勾留状写し へ
国選弁護人選任請
求書･資力申告答
私選申出書

理由の記戯
弁護士会から紹介無し

又は申込拒否
弁設士会から連絡無し

不在不受任
通知書の添
付

不在･不受任通知書

添付あり
不在｡不受任通知書

添付なし

勾留状写し

Ⅱ二
①勾留状写し
②(私選申出書）
③(撤回書）

持込筈類

想定5

請求却・

～

勾留質問後
の裁判官の
指示

－患更更~、
不在･菰受益適
劫評の雛認等

一望

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
２

私選弁護人選任申出
の取り次ぎ

※三会センターへ私
選弁護人選任申出
通知書をFAX

(1)却下命令
の作成,記
録に結果
記入
(2)却下命令
の特別送
達準備
→●14部へ引
継

国選弁護人の選任
／

は）国選弁護人候補指名通知の依頼
(2)国選弁護人候補指名通知書の受理
(3)国選弁護人選任書作成､裁判官決
、
八
隅
炉
恒
‐
‐

裁,写し作成,原本引継
）国選弁護人選任書写しの弁護人へ
の送信＆関係者へ通知等
）上訴申立書等記録簿への結果の記載

｜

’

知書の確認

三会センターへの照会
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－|収納書式場所-覧(五十音'順） 資料4

※太字は,被疑者国選弁護制度対象事件
における勾留質問事務でよく用いるもの五

十
音

書類

請書
（国選弁護人選任書)【東京地書式⑮】

観護状／被疑少年陳述調書

求意見書
（接見等禁止決定一部解除）

継続用紙

勾留執行停止決定／求意見

－

つ

か
一
き
－
け

一
」

勾留質問調書

勾留質問調書（被疑者国選弁護対
象事件用） 【東京地書式③】

勾留状（勾留場所欄の印刷あり）

勾留状（勾留場所欄の印刷なし）

勾留状謄本交付申請書

勾留通知

勾留質問者名簿

国選弁護人候補指名通知依頼書
【東京地書式⑨】

国選弁護人選任・解任
通知書【東京地書式⑫】

国選弁護人選任書【東京地書式⑪】

国選弁護人選任請求却下命令
【東京地書式⑯】

国選弁護人選任請求撤回書
【東京地書式⑥】

’
I

国選弁護人選任請求に関する
記録表紙【東京地書式①】
国選弁護人選任請求に関する
記録用背表紙

国選弁護人選任請求書･資力申告書
（被疑者･即決裁判手続用)【東京地書式⑰】

国選弁護人選任請求書｡資力申告書
（被疑者｡通常事件用)【東京地書式④】

し私議蟇髻譜申出通知書
私選申出に閏する手控え用紙
【東京地書式⑦】

準抗告記録用背表紙

五
十
音

せ

そ

つ

て

～

ﾉb，

み

ゆ

書類

準抗告記録表紙

準抗告申立通知書
／決定（執行停止）
照会書･回答書(私選弁護人選任申
出進捗状況)【東京地書式⑭】
申述調書(被疑者国選弁護人選任
請求用)【東京地書式⑬】

誓約書

接見許可決定

接見等禁止一部解除決定

接見等禁止決定（一般用）

接見等禁止決定（外国人用）

接見等禁止決定（少年用）

接見指定書

胄誓書（通訳人）

捜査記録借用書

送達報告書
(接見等禁止決定謄本用）
通報の要請に関する照会書／通報書
／FAX送信票(拘禁に関する通報用）

通訳人尋問調書

通訳人旅費請求書
(通常用・手話通訳人用）
通訳料請求書(通常用･手話通訳人用）
／口座振込及び住所変更申出書

電話聴取書

ファクシミリ法信書

(指名通知依頼用)【東京地書式⑩】
ファクシミリ送信書(私選弁護人選任
申出通知用)【東京地書式⑧】

封筒

身柄引受書

郵便送達報告書



資料5東京書式⑤ A B

国選弁謹人選任請求に関する記録

結果 月 日口選任口撤回口却下勾留状の発付日（ 月 日）

=連絡メモ
被疑者国選手続（対象事件名確認の上（日直時は裁判官が記
対象事件名
口勾留状記載の罪名全部
口勾留状記載の罪名のうち

‐----.--------.…-….---------------------のみ・を除く

備考〔

続（対象事件名確認の上（日直時は裁判官が記入し)､裁判官が認印柵に押印する｡）
直ちに 私選申出調i繍

載の罪名全部 指櫛融]閥耐る 不請求･撤回

’

Ｉ〕
一－ﾛ ﾛEヨ ー L==-－－

チェックリスト（勾留質問前事務処理要領）

国選弁護人選任請求書・資力申告書
［資力申告]及び[理由]欄の記載

謝
拙
碧
刷 勾留状発付後

ト

’

□50万円未満（理由：貧困） （勾留質問室持込書類:勾留状写し） ＜想定1＞
指名通知依頼

□50万円以上（勾留質問室持込書類：勾留状写し，私選申出書，請求撤回書）

／口理由：私選弁談人選任申出したが ‐-‐
， 口紹介を受けられなかった

｜ 口紹介されたが選任の申込みを拒まれたｰ>口不在，不受任通知書一〉＜
1 口弁護士会から連絡がない 添付あり

↓

口不在・不受任通知書添付なし ‐--1

｜ <J ”
I__..---........--..-....-....--..-......_..‐...__‐-....-..J が判明した場合

（被疑者の勘違い）。｡‘････‘｡.~･ー.･･･‘･….｡.･･･.･･･‘･'一･････････････････.･･.･･･.･･･.･･･.･･･････.･･･.｡.･･･.｡i

l 雲
、口請求書「理由」柵の記載がない｜

又は 岸→口私選申出未了の場合
□「その他の理由」に記載あり ’

1

〉＜想定1と同じ＞
↑

あった場合
↑

〉 ＜想定2＞
不在．不受任通知の有無
の確認

↓

不明の場合
↓

＜想定3＞
私選申出の進捗状況を
三会センターに照会

口撤回書（希望があれば併－
せて私選申出諜）を記載

＜想定4＞
三会センターに
私選申出通知

I ※勾留質問の際，必ず趣旨を確認するI ＞

環|競薑言驚墨入選任請婚鯏告書私選細ゞ
国選弁護人の選任を希望しない場合
国選弁護人の選任を希望した場合
資力の内容を口頭で確認する

〔呂：:謂蚕壱→国選請求書を記載させる

壬を希望しない場合
壬を希望した場合
容を口頭で確認する
0万円未満→国選i
0万円以上

請求書
提出なし

□
□

↓
D有無（口頭確認）
り→国選請求書を託
勾留質問後，不

し→私選申出希望し

を記

〉 ＜不請求＞

〉 ＜想定1へ＞
ガ

私選申出の有＃

〔:::二
載させる （有）

，不在・不受任通知の確認（不り
望したら申出書を記載させる

＜想定3へ＞
＜想定4へ＞

少
ジ

フ

(当直の

被疑者名



資料5東京書式⑤ A B

国選弁護人選任請求に関する記録

ブリガナ

(当直の場合は緬膨函

被疑者名

結果 月 日口選任口撤回口却下勾留状の発付日（ 月 日）

=連絡メ
被疑者
対象ヨ
ロ勾
口勾

モー

国選手
ﾈ件名
留状記
留状記

続（対象事件名確認の上（日直時は裁判官が記入し)、裁判官が認印柵に押印する。
直ちに 秘遥申出ﾗ櫛繍

載の罪名全部 指筍磁職頓する 不請求･撤回

載の罪名… ■■ ’’ --------.----のみ．を除く〕 I

－

)|’

備考

〔

チェックリスト(勾留質問前事務処理要領）

’
’請求書

提出あり
国選弁護人選任請求書・資力申告書
［資力申告]及び[理由]柵の記載 ’勾留状発付後

□50万円未満（理由：貧困) (勾留質問室持込書類:勾留状写し） ＜想定1＞
指名通知依頼

□50万円以上（勾留質問室持込書類:勾留状写し,私選申出書,請求撤回書）

／口理由：私選弁護人選任申出したが ‐-‐

， ロ紹介されたが選任の串込みを擢霞れゞ ト→口不在不受任剛喜一'｡<想定]と同じ〉， 口紹介を受けられなかった

添付あり1 口弁護士会から連絡がない ↑

↓ あった場合
口不在・不受任通知書添付なし ‐--, ↑

j謹蜂 |<口撫吾耀臓~|燕 ”｜ 認する。 ‘ 口申出をしていないこと｜ 不明の場合
，-..,.,....----,-‐_‐‐._-........,.. ,--..‐‐‐‐‐-.....-......_‐』 が判明した場合 ↓ ．

（被疑者の勘違い） ＜想定3＞‐~.‐..‐‐‐‐~.‐..｡｡.~...‐.......~‘･~｡.‘...~...｡..‘~.‐~.‐‘．｡‐.…－，．.‘｡.ー~‘･･－．.i

l ≦餓雪鰯≦
、口請求書「理由」欄の記載がない｜

又は 衿テロ私選申出未了の場合
□「その他の理由」に記載あり 1

1

〉＜想定1と同じ＞
↑

あった場合
↑

〉 ＜想定2＞
不在･不受任通知の有無
の確認

↓

不明の場合
↓ ．

＜想定3＞
私選申出の進捗状況を
三会センターに照会

＜想定4＞
三会センターに
私選申出通知

＜想定4＞
三会センターに
私選申出通知

口脾凄謹零譜難難十
＞※勾留質問の際，必ず趣旨を確認する｜

＝－．...,..............－...､一一一..､-.............-............－..－-.-....‘-.-.-.-！

覇|辮薑害驚墨入選任請贈洲告書縦軸ゞ
国選弁護人の選任を希望しない場合
国選弁護人の選任を希望した場合
資力の内容を口頭で確認する

〔目：:鴻蚕壷→国選請求書を記減させる
↓

㈲／私選申出の有無（口頭確認）

（蹴二灘鎮護藷警護記載…－勾留質問後，不在・不受任通知の確認（不明)－

請求書
提出なし

□
□

＜不請求＞少

｜
’

＜想定1へ＞
河

＜想定3へ＞
＜想定4へ＞

シ
シ



或京地審式鯵 資料6チェックリズト2 （勾留寅間後⑳亭務墨選）

想定1＞園選弁睡人選任事繁 チェック報＜

鷲擾センターへ指毛週封依鍍（ 時 分F臭X送偏) (E答見込 時 分頃）

措潟通甸の受瑳．選縫審心作成

諄篭ム“違憩．FAX,平H1 'I鑑で鰯原本武領依穫（ 簿 分過急完了・素了）

綾疑者‘支護センター，･･､通短（ 時 労FAX送傭),麓察直通急分心聯進

上鯨摩立書等語録簿備考調．記録塞鍼上簿議外に誌巣編入

非嬢人への選離饗原本蕊特・錆審受領（原則蝿して14部零褒付）

⑩
一
卿
一
翰
一
露
一
⑤
｜
⑧

想定2. 8>私遠秀獲人選任寧幽軸匠の確麗＜ チヱワク垂

の譲燕者を収霧している認事蕊鐙へ不篭一不費掻通知書の宥隷を識会

②裁判涙宛ぬ不蹴・不受紐退薊書の礁鰯

織三会セシターヘ穏選弁護人選縫率勘進捗状龍爵会香をFAX( 時 爵送溌）

③観ぬ認会に諺する画答受理

不撒・不黄掻鴬の回答鋤鵠合一銭翻意に繁書し，く想定］＞録･-進む。

申出がされていない蝋合一袈栽判奮に報告し”舗求鱒下へ進む哲

串出手縫憾遷理達中〈回答兇込 日 時頃)。→裁判鷲に繁書。

｢餓判鷺指示： 画穏断奮原口その他
ﾛ

Ｌ
侠
ｂ
ｒ
■
Ⅱ
‘
Ｏ
Ｂ
Ⅱ
１
日
０
Ⅱ
０
■
■
■
ロ
０
．
Ⅱ
畠
ｐ
，

、
］

L

｜
’

惣定4＞私選弁腫人選任申出⑳取次ぎ＜ ヂヱヅク霧

’
1鯨三会センターへ私選弁護人選艇率鵬趣隷書をFAX( 時 分送備｝

＜購求却下＞⑳黍霧 チユヅク歴

⑳掬下命令の悔患． i呂賑申立書等記録簿備考調．紀録塞謡為錦欄外に結果認入

唖縛下命令”誇訓送達瀬噛一 24錨渉毒斜綴

＜不麟掌(希望無し)＞鋤漫禽

何もせずに「不請求」の整理箱に入れて引き継ぐ（私選弁謹人選任申出醤など、処理を要する書類が

混在していないか確認する。引き継ぎに際して，帳簿記載不要｡)。

勾留質筒後の薗遵弁麓人選任鯖求香の処建

鋪嘗質鯛接の処逼幕前"FAXに,kる

縮求響心状湿

鰻に提捌された

直鑑振求審の]腹綴い

鱈蕊菖蕊迩 圖 FAX顛舎卿鍔| FAx黙含剛に黄紳日付印(A印〉を押捺

霞鐡謹圖｜ 本露承‘こ採毒本薙承侭採毒(なし）
一

厨 受付日付閏

受付日付印

(A印》を評1., ,進行霧号を付して,腱訴寧立替淳認録薄に迂鹸，-蕃働

(A")を押す。綴



東京地書式③ 資料7(被疑者国選弁護対象事件用）

裁判官認印

害勾 留 質問 調

被疑者

被疑者に対する

被疑事件

について，平成 年 月 日東京地方裁判所において，

裁判宮

裁判所書記官

立ち会わせて，被疑者に対して次のように質問した。

問氏名，年齢，住居及び職業について述べてください。

答勾留請求書記載のとおり

は，

を

裁判官は，終始沈黙し，又は個々の質問に対し陳述を拒むことができる旨を告げ，

勾留請求書記載の被疑事実を読み聞かせた。

問検察官からこのような事実について勾留の請求があったが， これに対して何

か述べることはないですか。

答

裁判官は，弁護人を選任することができる旨及び貧困その他の事由により自ら弁

護人を選任することができないときは弁護人の選任を請求することができる旨を告

げ，さらに，弁護人の選任を請求するには資力申告害を提出しなければならない旨

及びその資力が基準額以上であるときは，あらかじめ，東京にある弁護士会に弁護

人の選任の申出をしていなければならない旨を教示し，

勾留した場合の通知先を尋ねたところ，

答

以上のとおり読み聞かせたところ，相違ない旨申し立て署名指印をした。

被疑者 印

前同日同庁裁判所書記官

即日勾留通知済同日同庁裁判所書記官



資料8東京地書式④

国選弁護人選任請求書。資力申告書

東京地方裁判所裁判官殿

※該当する箇所の口印にし点を付け，必要事項を記入して作成してください。

(注意） 3に記載した合計欄の金額が50万円以上である場合には， この書面を提出して国
選弁護人の選任を請求する前に，必ず，東京にある弁護士会に対して，私選弁護人選
任の申出をする必要があります。

1 次の事件について， 2に記載した理由により私選弁護人を選任することができな
いので，国選弁護人の選任を請求します。

事件名

2理由

※(2)ア又はイの口印にし点を付けた場合で，東京にある弁護士会から通知書を受け
取っているときは， この請求書と一緒に提出してください。

貧困のため
平成 年 月 日，東京にある弁護士会に対して，私選弁護人の選
任を申し出たが，次の理由から選任することができなかったため
ア東京にある弁護士会から弁護人となろうとする者の紹介を受けられなか
った。
イ紹介された弁護士に弁護人の選任の申込みをしたが拒まれた。
ウいまだ東京にある弁護士会から連絡がない。
その他の理由（具体的に書いてください。 ）

〔 〕

□（1）
□（2）

□

□

□

□（3）

3資力申告
私の次の資産の合計額（資力という。 ） と内訳は，記載したとおりで間違いあり
ません。

（注意） 裁判官の判断を誤らせる目的で，その資力について虚偽の記載をした場合は, 10
万円以下の過料に処せられることがあります。

約
約
約
約
約

↓
↓
↓
↓
↓

有
宥
一
有
宥
一
有
一

□
□
□
□
□

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

円
円
円
円
円

(口無
(口無
(口無
(口無
(D無

内訳 現金
金融機関に対する預貯金
社内預金等
金融機関の自己宛小切手
郵便為替

合計 約 円

※金融機関に対する預貯金とは，預金のほか，郵便貯金又は農業協同組合，農業協同組合連合会，漁業協同
組合，漁業協同組合連合会，水産加工業協同組合若しくは水産加工業協同組合連合会に対する貯金のことで
す。
※社内預金等とは，使用者（船員の場合は船舶所有者）に対する貯蓄金又は公務員共済組合，公務員共済組
合連合会若しくは日本私立学校振興・共済事業団に対する貯金のことです。

平成 年 月 日
一

フリガナ

氏名
（

印
〕年 月 日生

ー■■宮●●画｡●■■■gD-●■津■｡■■■●●ー■■ー●g■■■●■ー■■■■■､■ー■■‐■■ー｡■＝■■＝■■ー●CQ■■■■卓■■■■■■●－■■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■ー暑●ー■■8■■■■1■■■■ー■■＝■句ロ■■■■■■

以下の棚は，留置担当官刑事施設・少年鑑別所の職員が記入してください。

添付書類 口勾留状・告知調書等の写し 口不在・不受任通知書

取調べ担当検察官所属の検察庁

※

１
２
３
４
５
６

取扱署（ ）留置・収容場所

国繍
壼
胆

塞
叩

一
一
ロﾛ

口無 口有

日 勾留状発付の

（弁誰人名

口有 口無

）他事件での国選弁護人選任の有無
逮捕年月日平成 年 月



資料 9

日

東京地書式⑤

平成 年 月

東京三弁護士会刑事弁護センター御中
（東京・第一東京・第二東京弁護士会）

東京地方裁判所裁判所書記官

私選弁護人選任申出通知書

画

（フリガナ）

被疑者 男・女

（西暦・昭和・平成） 年 月 日生

被疑者に対する下記被疑事件について，被疑者から私選弁護人選任の申出があったので
通知します。

記

罪 名

被疑者国選事件口対象口否

勾留決定日平成 年 月 日

接見等禁止決定の有無口有口無， 国籍 ，言語

勾留場所口警視庁本部留置場 口警視庁

口警視庁本部留置場（東京湾岸・西が丘・多摩・原宿

□（ ）

警察署留置場

・三田）分室

警察署）(勾留場所と異なるときの取扱警察署

平成 年 月
東京地方裁判所御中

私選弁護人選任（当番弁護士派遣）申出書

被疑者

日

⑳

私に対する上記被疑事件について，東京にある弁護士会（東京。第一東京・第二東京）
に弁護人の選任を申し出ます。

(以下は，弁護士会が通知をする際に記入する欄です。 ）
平成 年 月 日

申出人 殿
（東京・第一東京・第二東京）弁護士会

通 知 書

貴殿からの上記の私選弁護人選任申出について，■印を付した事項を通知します。

口当弁護士会が貴殿の弁護人となろうとする者として紹介し，貴殿と接見した

弁護士は，貴殿の私選弁護人として受任しません。

口当弁護士会には，貴殿の弁護人となろうとする者がいませんでした。

※国選弁護人選任請求をする際には， この書面も提出してください。

平成 年 月 日
東京地方裁判所御中

上記通知書の弁護士会

不受任等通知書
口上記通知書のとおり通知しました。

口弁護士 を弁護人となろうとする者として紹介しましたが，

私選弁護人選任の申込みがありませんでした。



資料 10東京地書式⑥

平成 年 月 日

東京地方裁判所裁判官殿

印被疑者

国選弁護人選任請求撤回書

被疑事件について，私に対する

日付けでなした国選弁護人の選任請求は， これを撤回平成 年 月

します。



資料 1 1東京地書式⑦

私選弁護人選任申出に閨する手控え用紙

| ｛ 被疑者名

平成 年 月 日

東京地方裁判所勾留質問室

'2 聴取日
'3 聴取場所

'4 取扱者(書記官）

5 聴取した内容

(1)東京にある弁護士会に対する私選
弁護人選任申出

口有（ 月 日）・口無

口有（ 月 日）。口無(2)弁護士との接見

(3)上記弁護士に対する私選申込 口有（ 月 日）。口無

口有（ 月 日）。口無(4)私選弁護契約の成立

口有（ 月 日）。口無(5)弁護人選任届の提出

(6)その他参考事項

｜



資料 12東京地書式⑧

平成 年 月 日

ファクシミリ送信害
‐

●

Ⅱ

Ｆ

１

Ⅱ

ｆ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

‐

ｌ

凸

咀

Ⅱ

０

日

Ⅱ

■

Ⅱ

Ⅱ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

且

■

６

０

■

■

日

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
四
■
日
Ⅱ
ｕ
１
１
ｊ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
０
ｂ
Ｉ
ｌ
Ⅲ
ｌ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ｈ
１
Ⅲ
Ｉ
卜
ｈ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅲ
１
１
０
１
Ⅲ
ｈ

東京三弁謹士会刑事弁護センター

担当者 殿

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官

電話|‐

FAX

1 （当直）

（平日日中）

について，下記文書を送付します。被疑者

記

私選弁護人選任申出通知書 1通 以上

【総丁数2 丁（本送信書を含む)】

※なお，受信された際は，速やかに下記の受領書を返信していただくようお願い

します。

平成 年 月 日

受 領 書

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官殿

東京三弁護士会刑事弁護センター

担当者

電話

FAX

上記文書正に受領しました。



東京地書式⑨ 資料13

’
｜

日本司法支援センター東京地方事務所御中 東京地方裁判所刑事第14部

’ ’平成年月 日 平成年月日進行番号 通知回答期限 依頼日

口警視庁本部留置施設
口警視庁本部留置施設(西が丘・
東京湾岸・原宿・多鬮分室

生
年
月
日
一
通
訳
言
語

年月 日生

勾
留
場
所

被
疑
者

口警視庁 警察署
留置施設
□

（勾留場所と異なるときの取扱
警察署 警察君

勾留日 番号 事件名

平成
平成
平成

(む）第
(記）第
（わ）第

年
年
年

号
号

事
件平成年

月 日
号

’
国選弁護人

選任請求の別
刑事訴訟法第37条の2

口女性 口少年 口国籍（

□（別・前)事件の国選弁護人

） □S名簿③一ア該当

口裁判員裁判対象事件

（東京・第一東京・第二東京）

連
絡
事
項 □（当番・扶助)からの切替希望弁謹士

□

(A ）B

’

’氏名 登録番号

－

T

国
選
弁
謹
人
候
補

事務所所在地

TEL

東京 ． 第一東京 ・ 第二東京

FAX

弁誰士会所属弁盤士会名

総合法律支援法第

39条第2項に掲

げる国選弁護人契

約弁護士の別

口総合法律支援法第39条第2項第1号（普通国選弁護人契約弁護士）

口総合法律支援法第39条第2項第2号（一括国選弁護人契約弁護士，勤務弁護士）

国選弁護人候補指名通知依頼書

国選弁護人候補指名通知書



資料14東京地書式⑩

平成 年 月 日

ファクシミリ送信書

日本司法支援センター東京地方事務所
担当者 殿

東京地方裁判所刑事第14部
裁判所書記官

(当直）

(平日日中）

エ
ロ
ー
言
口

率
亀

FAX

平成 年（記）第 号国選弁護人選任請求（被疑者

ついて，下記文書を送付します。

）に

記

国選弁護人候補指名通知依頼書

勾留状写し

1通

1通

【総丁数

1

以上

「（本送信書を含む)】

2

※なお，受信された際は，速やかに下記の受領書を返信していただくようお願いします。

平成 年 月 日

受 領 書

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官殿

日本司法支援センター東京地方事務所

（平日一霞が関分室） 担当者

電話 1/FAX
（休日一新宿分室） 担当者

’|I _ ’ /FAX電話

上記文書正に受領しました。

］



資料15－1東京地書式⑪－1

’’
日本司法支援センター東京地方事務所御中 東京地方裁判所刑事第14部

’ 平成年月日平成年月 日 依頼日通知回答期限進行番号

口警視庁本部留置施設
口警視庁本部留置施設(西が丘・
東京湾岸・原宿・多鬮分室

口警視庁 警察署
留置施設
□

（勾留場所と異なるときの取扱
警察署 警察署）

生
年
月
日
一
通
訳
言
語

年月 日4

勾
留
場
所

被
疑
者

事件名勾留日 番号

平成
平成
平成

(む）第
(記）第
（わ）第

年
年
年

ロ
言
ロ
言

事
件 平成 年

月 日 ロ
万

’
国選弁護人

選任請求の別
刑事訴訟聯37条の2

） □s名簿③一ア該当

口裁判員裁判対象事件

（東京・第一東京・第二東京）

口女性 口少年 口国籍（

□(別・前)事件の国選弁護人連
絡
事
項 □（当番・扶助)からの切替希望弁護士

□

）(A B

’’
1

登録番号氏名

一

丁

国
選
弁
護
人
候
補

事務所所在地

FAXTEL

東京 第一東京 ・ 第二東京 弁護士会所属弁談士会名

総合法律支援法第

39条第2項に掲

げる国選弁誰人契

約弁護士の別

口総合法律支援法第39条第2項第1号（普通国選弁謹人契約弁護士）

口総合法律支援法第39条第2項第2号（一括国選弁護人契約弁護士，勤務弁護士）

上記国選弁護人候補者を上記被疑者に対する上記被

疑事件の国選弁護人に選任する。

平成 年 月 日

東京地方裁判所刑事第14部

裁判官

国選弁護人候補指名通知依頼書

国選弁護人候補指名通知書



資料 15－2東京地書式⑪－2

平成 年（記）第 号

国選弁護人選任
圭
冒

弁護士会所属

弁護士

上記の弁護士を被疑者 に対する

被疑事件の国選弁護人に選任する。

平成 年 月 日

東京地方裁判所刑事第14部

裁判宮



資料16－1東京地書式⑫－1

’
東京地方裁判所刑事第14部日本司法支援センター東京地方事務所御中

’ 平成年月日平成年月 日 依頼日通知回答期限進行番号

口警視庁本部留勧匝設
口警視庁本部留勧畷(西が丘・
東京湾岸・原宿・多摩)分室

生
年
月
日
一
通
訳
言
語

年月 日生

勾
留
場
所

被
疑
者

口警視庁 警察署
留置施設
□

（勾留場所と異なるときの取扱
警察署 警察箸
事件名番号勾留日

平成

平成
平成

(む）第
(記）第
（わ）第

ロ
言
ロ
言

年
年
年

事
件平成年

月 日
号

’
国選弁護人

選任請求の別
刑事訴訟法第37条の2

） □s名簿③－ア該当口女性 口少年 口国籍（

□（別・前)事件の国選弁護人 口裁判員裁判対象事件

（東京・第一東京・第二東京）

連
絡
事
項 □（当番・扶助)からの切替希望弁護士

■

□

）(A・B

｜

|蕊…’識録番号氏名

－

丁

国
選
弁
護
人
候
補

事務所所在地

FAXTEL

弁護士会東京 ． 第一東京 ・ 第二東京所属弁謹士会名

総合法律支援法第

39条第2項に掲

げる国選弁謹人契

約弁護士の別

口総合法律支援法第39条第2項第1号（普通国選弁護人契約弁護士）

口総合法律支援法第39条第2項第2号（一括国選弁護人契約弁護士，勤務弁護士）

上記被疑者に対する上記被疑事件について，上記国選弁護人

候補者が国選弁護人に選任されたから通知する。

平成 年 月 日

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官

上記被疑者殿

東京地方・東京区

検察庁検察官殿

日本司法支援センター

東京地方事務所御中

国選弁護人候補指名通知依頼書

国選弁護人候補指名通知書



資料 16－2東京地書式⑫－2

平成 年（記）第 号

平成 年 月 日

被 疑 者
東京地方検察庁検察官
日本司法支援センター東京地方事務所

殿

殿
御､中

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官 国

国選弁護人口選任通知書
口解任

被疑者

被疑事件名

勾留場所 口警視庁本部留置場

口警視庁本部留置場（原宿・多摩・東京湾岸・西が丘三田）分室

口警視庁 警察署留置場

□（ ）

(勾留場所と異なるときの取扱警察署 警察署）

上記の者に対する上記被疑事件について，下記の弁護士が

:冒菫駕鰯されたから通知Lます。

記

弁護士

（東京・第一東京・第二東京 弁護士会所属）

（総合法律支援法第39条第2項に掲げる国選弁護人契約弁護士の別）

口総合法律支援法第39条第2項第1号

口総合法律支援法第39条第2項第2号

事務所（〒

電話番号

FAX



(被疑者国選弁護人選任請求用） 資料17東京地書式⑬

’
裁判官

認 印１
１平成 年（記）第 号

三陸申 述 調 Eヨ

被 疑 者

被疑事件

平成 年 月 日

東京地方裁判所勾留質問室

申述をした年月日

申述をした場所

裁 判 官

裁判所書記官

国選弁護人選任請求に関する申述要旨

被疑者

別紙記載のとおり

平成 年 月 日

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官

1



資料 18

平成 年 月 日

東京地書式⑭

東京三弁護士会刑事弁護センター御中

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官 |甑

書
今
云昭

ノ1､、

下記被疑者の私選弁護人選任申出の進捗状況について照会します。

(フリガナ）

被疑者 （西暦.昭和･平成 年 月 日生）

罪名・罰条

被疑者が私選弁誰人選任申出をしたと述べる日にち 平成 年 月 日

平成 年 月 日

東京地方裁判所刑事第14部御中

東京三弁護士会刑事弁護センター

取扱者

書回 答

上記照会に対する回答は以下のとおりです。

1被疑者からの私選弁護人選任申出の有無 口無口有（ 月 日付）

2弁護士紹介の有無

口無（不在）

口有（弁護士の氏名 連絡先電話番号

3 当該弁護士による接見等の有無 口無口有

）

口成［ 口弁選届提出済み口提出未了

口否［口不受任 口不申込

１
１

4私選弁護契約の成否



資料 19東京地書式⑮

平成 年 月 日

聿
冒

菫
胴

東京地方裁判所刑事第14部御中

口東 京

口第一東京 弁護士会所属

口第二東京

ブ リ ガナ

印弁護人弁護士

－

住所（事務所)T

）（電 話

）（FAX

下記事件に関する国選弁護人選任書1通を受領しました。

記

l 被疑者名

2 被疑事件名

3 国選弁護人選任請求に関する（記）番号

号年 （記） 第平成



東京地書式⑯ 資料20

平成 年（記）第 号

国選弁護人選任請求却下命令

被疑者

年 月 日生

(勾留場所 ）

被疑事件被疑者に対する

について，平成 年 月 日被疑者から国選弁護人選任の請求があったが，

下記 の理由により， これを却下する。

記

1 貧困その他の事由により弁護人を選任することができないとは認められない。

2被疑者が選任した弁護人がある。

3被疑者以外の者が選任した弁護人がある。

4被疑者が釈放されている。

5刑事訴訟法第37条の2第1項に規定する事件に該当しない。

6資力が基準額以上であるが，あらかじめ，刑事訴訟法第37条の3第2項に規

定する弁護人選任の申出をしていない。

7 資力申告書を提出していない。

平成 年 月 日

東京地方裁判所刑事第14部

裁判官



(被疑者・即決裁判手続用） 資料21東京地害式⑰

国選弁護人選任請求書・資力申告書

東京地方裁判所裁判官殿

※該当する箇所の口印にし点を付け！必要事項を記入して作成してください。

(注意） 3に記載した合計欄の金額が50万円以上である場合には， この書面を提出して国
選弁護人の選任を請求する前に，必ず、東京にある弁護士会に対して，私選弁護人選
任の申出をする必要があります。

1 次の事件について，検察官から即決裁判手続によることについて同意をするか
どうかの確認を求められたが， 2に記載した理由により私選弁護人を選任するこ
とができないので，国選弁護人の選任を請求します。

※検察官から受け取った即決裁判手続の同意確認中であることを証明する書面を
この請求書と一緒に提出してください。

事件名

2理由

※(2)ア又はイの口印にし点を付けた場合で，東京にある弁護士会から通知書を受
け取っているときは“ この請求書と一緒に提出してください。

□(1) 貧困のため
□（2） 平成 年 月 日，東京にある弁護士会に対して，私選弁護人の
選任を薊出売示，茨万理由から選任することができなかったため
ロア東京にある弁護士会から弁護人となろうとする者の紹介を受けられな
かった。

ロイ紹介された弁護士に弁護人の選任の申込みをしたが拒まれた。
ロウいまだ東京にある弁護士会から連絡がない。
□（3） その他の理由（具体的に書いてください。 ）

〔 〕
3 資力申告
私の次の資産の合計額（資力という。 ） と内訳は，記載したとおりで間違いあ
りません。

(注意） 裁判官の判断を誤らせる目的で，その資力について虚偽の記載をした場合は, 10
万円以下の過料に処せられることがあります。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

円
円
円
円
円

鉦
小
鉦
へ
鉦
小
鉦
小
鉦
小

□
□
□
□
□

く
く
く
Ｉ
く

口有→約
口宥→約
口宥→約
口宥→約
口宥→約

内訳 現金
金融機関に対する預貯金
社内預金等
金融機関の自己宛小切手
郵便為替

合計 約 円

※金融機関に対する預貯金とは，預金のほか，郵便貯金又は農業協同組合，農業協同組合連合会，漁業協同
組合，漁業協同組合連合会，水産加工業協同組合若しくは水産加工業協同組合連合会に対する貯金のこと
です。
※社内預金等とは，使用者（船員の場合は船舶所有者）に対する貯蓄金又は公務員共済組合，公務員共済組
合連合会若しくは日本私立学校振興・共済事業団に対する貯金のことです。

平成 年 月 日
一一一フリガナ

氏名

（

印

年 月 日生）

※以下の欄は，留置担当官刑事施設・少年鑑別所の職員が記入してください。
1 添付書類 口勾留状・告知調書等の写し 口不在・不受任通知書

口即決裁判手続の同意確認中であることを証明する書面
2即決裁判手続の同意確認を求めている検察官の所属庁
3留置・収容場所 取扱署（ ）
4国籍 ， 言語 語
5他事件での国選弁護人選任の有無口無 口有 （弁誰人名
6逮捕年月日平成 年 月 日 勾留状発付の口有口無

）



資料22

資料23から資料26までの書式について

現在，被疑者が私選弁護人選任申出を収容されている刑事施設において行うとき

には，資料23の書式を用いることになっています。

また，その申出を受けた弁護士会が当該申出に応じられなかった場合，及び申出

に基づき被疑者に接見した弁護士が当該被疑者との間で私選弁護人選任契約を締結

しなかった場合には， 当該弁護士会は， 「不在・不受任通知」を発することになっ

ており，被疑者に対しては資料23の書式が，裁判所に対しては同書式を引用する

形で資料26の書式が用いられています（裁判所に対しては，被疑者からの不申込

みの場合にも同様の運用がとられます｡)。

ところで，近い将来において，資料23の書式については改訂が予定されており，

その改訂点は下記のとおりですので，執務するに当たっては御留意ください。

なお，改訂後の新たな書式の使用開始時期については，刑事施設における準備が

調い次第となります。

記

1 私選弁護人選任申出をする被疑者の収容施設の種類により，その申出書を区別

することとし， 当該収容施設が，刑事施設（拘置所）の場合には資料24の書式

を，留置施設（警察署）の場合には資料25の書式を，それぞれ用いる。

2私選弁護人選任申出に基づく，いわゆる不在・不受任の「裁判所に対する通知」

は，資料24及び資料25の書式の下欄に設けた「不受任等通知書」を用いる。

3 1及び2の改訂に伴い，資料23及び資料26の書式は廃止する。



資料23

日

(被疑者”留置施設用）

平成 年 月

●●●弁護士会御中

フリガナ

氏 名

(鰯:蕊 年 月 日生） （男・女）

収容場所●●●警察署留置場

（連絡先：●●－●●●一●●●●）

l収容場所鴦鱒話垂差童.-....,警察ゞ 1
私選弁護人選任申出書

私に対する下記の被疑事件について，私選弁護人選任の申出をします。

記

1 口逮捕日／口勾留日 平成 年 月 日
※勾留されている場合には勾留日の前の□にp即琵寵FC7と_E壱壱万雷~詞WE~目~濡百天~してください。
津楠されてまだ勾留されていない場合には逮捕日の前の□にし印を記した上で逮捕された日を記入し逮捕されてまだ勾留されていない場合には逮捕日の前の□にし印を記した
てください。

罪名”罰条2罪名”罰栄
※逮捕・勾留された事件

3添付書類

口有り 口無し

の罪名・罰条を記入してください。

(以下は，弁護士会が通知をする際に記入する欄です。 ）

平成 年 月 日

申出人 殿

●●●弁護士会

通 知 書

貴殿からの上記の私選弁護人選任申出について， レ印を記した事項を通知します。

口当弁護士会は，貴殿に対し，貴殿の弁護人となろうとする者として

弁護士を紹介しましたが，弁護士が貴殿からの私選弁護人選任の申込みを拒みました。

口当弁護士会には，貴殿の弁護人となろうとする者がいませんでした。

※国選弁護人選任請求をする際には， この書面も提出してください。



(資料23の変更予定案）

平成 年 月

資料24

日

(被疑者・刑事施設用）

東京三弁護士会刑事弁護センター御中
（東京・第一東京。第二東京弁護士会）

フリガナ

氏 名

（繍蕊
収容場所

年 月 日生） （男 ・女）

)拘置支所

）

東京拘置所． （

(連絡先： 一 一

言察署1
｢収容場所と異なるときの取扱署

［ （連絡先：

私選弁護人選任申出害

私に対する下記の被疑事件について,私選弁護人選任(当番弁護士派遣)の申出をします。

記

1 口逮捕日／口勾留決定日 平成 年 月 日
※勾留されている場合には勾留日の前の□を■に塗りつぶした上で勾留された日を記入してください。
逮捕されてまだ勾留されていない場合には逮捕日の前の□を■に塗りつぶした上で逮捕された日を記
入してください。

2罪 名
※逮捕・勾留された事件の罪名を記入してください。

3即決裁判手続の同意確認を口求められている口求められていない

(以下は，弁誰士会が通知をする際に記入する,棚です。 ）

(なお，留置施設にFAX送信する時は，電話で送信先を確認し送信する旨知らせて下さい。 ）

平成 年 月 日
申出人 殿

（東京・第一東京・第二東京）弁護士会

通 知 書

貴殿からの上記の私選弁護人選任申出について，■印を付した事項を通知します。

口当弁護士会が貴殿の弁護人となろうとする者として紹介し，貴殿と接見した
弁護士は，貴殿の私選弁護人として受任しません。

口当弁護士会には，貴殿の弁護人となろうとする者がいませんでした。

※国選弁護人選任請求をする際には． この書面も提出してください。

平成 年 月 日
東京地方裁判所御中

上記通知書の弁護士会

不受任等通知書

口上記通知書のとおり通知しました。

口弁護士 を弁護人となろうとする者として紹介しましたが，

私選弁護人選任の申込みがありませんでした。



(資料23の変更予定案）

平成 年 月

資料25

日

(被疑者・留置施設用）

東京三弁護士会刑事弁護センター御中
（東京・第一東京・第二東京弁護士会）

フリガナ

氏 名

（職:籍 年 月 日生) （男
収容場所 警察署・警視庁（

（連絡先：

l収容場所鰯学卿取扱＝

印

女）

）分室

）

1
警察署

私選弁護人選任申出書

私に対する下記の被疑事件について,私選弁護人選任(当番弁護士派遣)の申出をします。

記

1 口逮捕日／口勾留決定日 平成 年 月 日

※達謹溌製皇雛荒鞠謂穰既雛箭線招盆懸謄妬壁認総f涛溌
入してください。

2罪名”罰条
※逮捕・勾留された事件の罪名・罰条を記入してください。

3添付書類 口有り 口無し

(以下は，弁護士会が通知をする際に記入する欄です。 ）
(なお，留置施設にFAX送信する時は電話で送信先を確認し送信する旨知らせて下さい。 ）

平成 年 月 日
申出人 殿

（東京・第一東京・第二東京）弁護士会

通 知 書

貴殿からの上記の私選弁護人選任申出について，■印を付した事項を通知します。

口当弁護士会が貴殿の弁護人となろうとする者として紹介し，貴殿と接見した

弁護士は，貴殿の私選弁護人として受任しません。

イ

口当弁護士会には，貴殿の弁護人となろうとする者がいませんでした。

※国選弁護人選任請求をする際には． この書面も提出してください。

平成 年 月 日
東京地方裁判所御中

上記通知書の弁護士会

不受任等通知書

口上記通知書のとおり通知しました。

口弁護士 を弁護人となろうとする者として紹介しましたが，

私選弁護人選任の申込みがありませんでした。



資料 26

(裁判所用）

平成 年 月
｜
■
■
一

東京地方裁判所御中

●●●弁護士会

（ 不在 ． 不受任 ）

から別紙私選弁護人選任申出書

書通 知

口被告人口被疑者

のとおり当弁護士会に私選弁護人選任申出があり，

口平成 年 月 日別紙通知書のとおり通知しました。

を弁護人となろうとする者として紹介しました口弁護士

が，私選弁護人選任の申込みがありませんでした。



参考書式12 資料27

即決裁判手続に係る同意確認を求めたことの証明書

当職は，被疑者 に係る 被疑事件

につき，本日，被疑者に対し，即決裁判手続によることについて，

同意をするかどうかを明らかにするよう求めました。

平成 年 月 日

検察庁

検察官検事 （記名押印）



参考書式19 資料28

刑事
一

日

裁判所

依頼日 ’ 年

缶
弟
一
［
月

日本司法支援センター

進行番号 ’
地方事務所御中

-T弼砺暦琢砺 年月 日

生
年
月
日
一
通
訳
言
語

収
容
場
所
等

年月日生
被
告
人

五
口
二
二
口

起訴日 事件番号 事件名
事
件 平成年（ ）第 号

係名 ｜裁判長(官） ｜ 担当書記官 開廷日 ｜開廷時間公
判
期
日

法廷裁
判
所 I

内線
通
訳
人

氏名 ｜検察事務官 氏名FAX （
予
定
者
）

TEL FAX

検
察
官 内線

即決裁判手続の申立ての有無｜口有口無

連
絡
事
項

I 国選弁護人候補指名~通知書 I

氏名

T

国
選
弁
護
人
候
補

住所又は事務所

TEL FAX

所属弁護士会名 弁護士会

総合法律支援法第

39条第2項に掲げ
る国選弁護人契約
弁謹士の別

口総合法律支援法第39条第2項第1号

口総合法律支援法第39条第2項第2号

国選弁護人候補指名通知依頼書



資料29

平成 年 月 日

ファクシミリ送信書

東京地方裁判所令状部御中

警視庁○○警察署留置担当

電話O3-

FAX O3-

当署に収容中の被疑者 について下記文書を送付します。

記

1 国選弁護人選任請求・資力申告書 1通

2 不在・不受任通知書 1通

3 勾留状の写し 1通

4 同意確認に関する書面 1通

【総丁数 丁（本送信書を含む)】

※なお，受信された際は，速やかに下記の受領書を返信していただくようお願い

します。

平成 年 月 日

聿
白受 領

警視庁○○警察署留置担当

殿

東京地方裁判所刑事第14部

裁判所書記官

(平日 ：昼間）

(当直）

(終日）

電話

電話

FAX ’
1

1

｜

’ 上記文書正に受領しました。



平成年(記） 上訴申立書等記録簿

進行
番号

(事件
番号）

考 事件係備

14部
受領印

受付 被疑者･少年等 当直者が14部

から引き継いだ
記録の受領印

14部記
録受領
印

文書の標目 差出人
結果･その他

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口選任口却下口撤回
口起訴後受付
口勾留請求前受付

口被疑者

101

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者 口選任口却下口撤回
口起訴後受付
口勾留請求前受付

102

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者 口選任口却下口撤回

口起訴後受付
口勾留請求前受付

103

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者 口選任口却下口撤回
口起訴後受付
口勾留請求前受付

104

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者 口選任口却下口撤回
口起訴後受付
口勾留請求前受付

105

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者 口選任口却下口撤回
口起訴後受付
口勾留請求前受付

106

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者 口選任口却下口撤回

口起訴後受付
口勾留請求前受付

107

口選任口却下口撤回
口起訴後受付
口勾留請求前受付

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者

108

口選任口却下口撤回
口起訴後受付
ロ勾留請求前受付

口国選弁誰人選任請求書･資力申告書 口被疑者

109

臓
圭口選任口却下口撤回

口起訴後受付
口勾留請求前受付

口国選弁護人選任請求書･資力申告書 口被疑者

110 の
○



資料31

【実物はA4用紙，横方向】

勾留等請求逓付票

001/001

請求日平成19年1月22日

愉察庁名|勾留番号|検察官名|氏名．生年月日｜罪名｜勾留場所|受領日．部署.受領印等｜ 備 考

明日身柄同行

接禁請求付

但L…涜姥も

入定資料を除く

事
も
０
惨

娩
⑳
下

林
診
０
．

小 金悪三

1942.12.15

丸9肉．．東京地検 殺人19-000749
。
■
▽
凸

&率
明日身柄同行

東京地検 高野糊 窃盗 麹町リーチーク

1972. 1.23

19-000750

被疑者国選対象事件については， 「⑳」
のゴム印が押されている。

取扱警察署が勾留場所と異なる時は，

手書きで取扱警察署が記載されている。



(当番・扶助事件→被疑者国選移行用弁護人持参書式） 新書式⑦ 資料32

国選弁護人選任請求書。資力申告書

東京地方裁判所裁判官殿

※該当する箇所の口印を■に塗りつぶし，必要事項を記入して作成してください。

1 次の事件について， 2に記載した理由により私選弁護人を選任することができないので，
国選弁護人の選任を請求します。

なお，国選弁護人制度に関する説明は理解しました。

事件名

2理由

※(2)の口印を■に塗りつぶした場合で，東京にある弁護士会から通知書を受け取っている

ときは， この請求書と一緒に提出してください。

□(1) 貧困のため

□（2） 平成 年 月 日，東京にある弁護士会に対して，私選弁護人の選任を申
し出て，紹介された弁護士を私選弁護人として，選任することができなかったため

□（3） その他の理由（具体的に書いてください。 ）

〔 ］
3資力申告 ※必ず記入して下さい。

私の次の資産の合計額（資力という。 ） と内訳は，記載したとおりで間違いありません。

(注意） 裁判官の判断を誤らせる目的で，その資力について虚偽の記載をした場合は10万円以下

の過料に処せられることがあります。

内訳現金 （口無 口有→約 円）
金融機関に対する預貯金 （口無 口有→約 円）
社内預金等 （口無 口有→約 円）
金融機関の自己宛小切手 （口無 口有→約 円）
郵便為替 （口無 口有→約 円）

合計 約 円

※金融機関に対する預貯金とは，預金のほか，郵便貯金又は農業協同組合，農業協同組合連合会，漁業協同組合，漁
業協同組合連合会，水産加工業協同組合若しくは水産加工業協同組合連合会に対する貯金のことです。
※社内預金等とは，使用者（船員の場合は船舶所有者）に対する貯蓄金又は公務員共済組合，公務員共済組合連合会
若しくは日本私立学校振興・共済事業団に対する貯金のことです。

平成 年 月 日
フリガナ

被疑者氏名 印
（ 年 月 日生）

●■＝●●ー■■ー■●q■■■ロー●●‐■●＝■●‐■■ー■■0■■■■0■■■●‐･●ー■■■■■■■■■■■■＝■■ー●●ー■■■■■■●ロ■■●●■■■●■U■■■●＝■■■■■■●ー■■＝■●＝□■＝●■■I■■●ー●､ー■●ー■■■■■■■■■■●

※以下は，弁護士記入欄

口被疑者国選弁護人への切替え
当職は，上記事件について，上記被疑者からの私選弁護人選任申出に基づき， 当番弁護士とし
て接見した者です。本件は被疑者国選弁護制度対象事件であり，被疑者に対して，被疑者国選弁
誰人選任に関する手続について説明しました。
被疑者より，国選弁謹人選任請求の回答を受けており，当職は，上記被疑事件につき，国選弁
護人として受任する意思があります。また，国選弁護人選任に関する要望書は， 日本司法支援セ
ンター東京地方事務所に提出いたします。

○添付書類口不受任通知書 （※資力が50万円以上の場合のみ提出）

口辞任届写し(検察庁の受理印があるもの） （※弁謹人選任届出済みの場合のみ提出）

口国選弁護人選任に関する要望書写し

○留置・収容場所 （取扱署 ） 逮捕日平成 年 月 日

平成 年 月 日

（東京．第一東京．第二東京）弁護士会所属弁護士 印



新書式⑧ 資料33(当番・扶助事件切替弁護人持参用）

辞任届（扶助）

平成 年 月 日

口下記被疑事件を取り扱う検察官又は司法警察員殿

口東京地方裁判所刑事第 部御中

弁護士 印

東京・第一東京・第二東京弁護士会所属

口被疑者名

口被告人名

事件名

被疑者国選弁護人への切替え

当職は，上記事件について，上記被疑者からの私選弁護人選任申出に基づ

き， 当番弁護士として接見し受任した者ですが，本件は被疑者国選弁護人制

度対象事件であるため，辞任します。

■

口被告人国選弁護人への切替え

口上記事件は，刑事被疑者援助事件ですが，当該事件が起訴されましたので，

辞任します。

口当職は，上記事件について，上記の者からの私選弁護人選任申出に基づき，

当番弁護士として接見し受任した者ですが，辞任します。

刑事被疑者弁護援助事件として受任しなかった理由は，添付した国選弁護

人選任に関する要望書（日本司法支援センター東京地方事務所提出用）写し

記載のとおりです。

以 上



新書式⑨

国選弁護人の選任に関する要望書

資料34

平成一一年一月一日

日本司法支援センター東京地方事務所御中

印弁護士

(東京･第一東京・第二東京）弁護士会所属

口被疑者z名口被告人名

事 件 名 鞁疑・被告）事件

□①当職は，上記恢疑･被告）事件について，当番弁護士（少年当番弁護士）として

接見（面会）して，刑事被疑者援助事件（少年保護付添援助事件）として受任し， （勾

留・起訴）されたために辞任した者ですが， 腋疑者・被告人）より国選弁護人選艫青

求の回答を受けていますので，当職を国選弁護人として速やかに指名されることを希望

しますも

□②当職は，上記（被疑･被告）事件について，弁護士会への私選弁護人選任申出に基

づき、当番弁護士として接見し、私選弁護人として受任しなかった者ですが， （被疑者

・被告人）より国選弁護人選任請求の回答を受けていますので，当職を国選弁護人とし

て速やかにｷ餡されることを希望します6

□③当職は，上記峨疑･被告）事件について，被疑段階で私選弁護人として受任し，

（勾留・起調されたために辞任した者ですが， （被疑者・被告人）より国選弁護人

選任請求の回答を受けていますので，下記の事情により、当職を国選弁護人として速

やかに指名されることを希望しますb

湖上記①②に当てはまらなくても、特に国選弁護人選任を求める糊ﾘな事情があれば下欄
に記入して下さしもただし、国選弁護人に選任される力否かI減畔|断の判断によります6

〔糯B事項〕※ｿW摩被疑者援助割牛として受任しなかった理由,国塁弁護人として指名を希望する事情などを記入し

て下さい。



資料35

平成21年6月18日

刑事部主任書記官各位

刑事訟廷管理官長郷道明

国選弁護人選任請求に関する記録の勾留状写しの編綴につい

て（事務連絡）

被疑者国選対象事件拡大に伴い，刑事第14部では，原則として午後1時及び午

後2時に国選弁護人候補指名通知依頼書及び勾留状写しを法テラスに対して直接送

付し，指名を受けた弁護士が直接同部に国選弁護人候補指名通知書を持参する取扱

いとなりました。同取扱いにより，国選弁護人選任請求に関する記録には，国選弁

護人候補指名依頼通知書及び勾留状写しが編綴されないことになります。

「国選弁護人選任請求関係事務マニュアル確定版」 9ページ※（21）には，勾留

状写しの取扱いに関して， 「被疑者段階で選任された弁護人を被告人段階の弁護人

として扱うべきかどうかを判断するに当たり，被疑事実と起訴事実に同一性がある

か否かを判断する際の資料となるものである」旨の記載がありますが，今後，公判

部において，国選弁護人選任書の事件名と被告事件名から被疑事実と起訴事実に同

一性があるか否かを判断する必要がある場合には，刑事第14部にある勾留処分記

録で確認してください。

なお，刑事14部において国選弁護人候補指名通知依頼書等を法テラスに対して

直接交付することができなかった事件及び休日に処理された事件については，従前

と同様に，国選弁護人選任請求に関する記録に勾留状写し等が編綴されています。
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関係機関連絡先一覧（平26．3．3現在）

｜

I
ワンタッ
チダイヤ

｜

’ | ｢A)<番号 ’ １

１

１

官署名
(担当部署）

備考

E
’

‐
連絡先電話番号(10:00～17:00）東京三弁護士会刑事弁護セン

ター

(略称三会センター）
私選弁護人選任申出通知書の送信が
17:00以降になるときは事前に要架電

連絡先電話番号(休日9:00～17:00）

’

日本司法支援センター
東京地方事務所(新宿）

(休日）

’ 指名通知依頼の送信が17:00以降になると
きは事前に要架電

’の

連絡先電話番号(平日9:00～17:00）

指名通知依頼の送信が17:00以降になると
きは事前に要架電

日本司法支援センター
東京地方事務所(霞が関分室）

(平日）
無し

連絡先電話番号
~|｜

｢監督当直者に転送願いします｡｣と依頼す
る。

東京拘置所
(庶務課）■■ ’

東京少年鑑別所
(統括専門官企画調整担当）■ 連絡先電話番号

■■■■■■■’

蕊謡序冨騨臺警
表｣記載のとおり(50音順）

連絡先電話番号
同左警視庁管内警察署

(各留置場留置係）

連絡先電話番号
(土日の昼間)日直室

（地検･区検N
(夜間18:30以降)宿直室
（地検･区検、
東京地検令状課直通■■■

無し |東京地方検察庁
無し東京区検察庁無し

｜

’

FAX利用不可

連絡先電話番号
(平日)東京地裁内纐
(休日N
照会の際は少年を氏名(漢字･読み)及び
生年月日で特定する。

無し |裏蕊駕哩晨）

なお,上記のワンタッチダイヤル及び短縮ダイヤルは令状事務室のファクシミリにおいて
使用する番号です。

■■■■■■■■■■■
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勾留事務処理システム（東京地裁版）

１
１

～操作マニュアル～
－ー－－

東京地方裁判所

刑事訟廷事務室管理係ICT担当

1



1 はじめに

このシステムは，
Ｆ
０
ｌ
１
８
■
０
１
１
日

■プログラムです。｜ ’
Iすることができます。

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ

』 各種マニュアルに

－ －

|できるようにしてありますので‘
従った事務処理をお願いいたします。

ご意見ご要望がありましたら，刑事訟廷事務室管理係ICT担当までお願いいたしま

す。

2パソコンの利用上の注意点について

本来(1)

の用途とは異なる目的での使用やセキュリティ上問題のあるファイルをパソコン内に

保存するなどの行為は禁止です。

~－ ’(2)

(3)パソコンやプリンタの故障や，プログラム破損等によりパソコンを利用した事務処

理ができなくなった場合には，手書きによる事務処理を行ってください。

2



令状事務室のパソコン等について

パソコンの使用者について

休日の勾留事務処理は，令状事務室に備え付けられた12台のパソコンを使用しま

第1

1

1割
１
１ ’す｡休日の勾留質問 行われます。
毎
』

以下の一覧表のとおりの勾留システムが導

入されています。

’

3
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＜令状事務室レイアウ ト図＞ （勾留システムについて）

I

’

2複合機（プリンタ）について

令状事務室には複合機（プリンタ）が5台整備されており， 3台がパソコン用プリ

ンター， 2台はFAX受信専用機・送信専用機となっています。

’

4



接続作業，設定確認などは管理係ICT担当で行います。

なお，印刷物が大量になりますので，必ず1件ずつ印刷し，印刷後は速やかに書類

を回収して，他の事件書類との取違えがないように注意してください。

＜令状事務室レイアウト図＞ （複合機（プリンタ） の設定状況）
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第3基本操作

1 プログラムの起動

|プログラムアイコンをダブルクリッ
クしてください。
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8 日直終了後の処理について

口

’

1
1 ’
9勾留事務処理システムの注意点
ｒ
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10 トラブルシューティング

ｌ
■
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勾留事務処理システムマニュアル（簡易版）
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